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【１】教育研究体制の整備状況	
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【１】教育研究体制の整備状況概要 

1 教育課程の実施状況 

1-1 共同教育課程および単独教育課程の実施状況

 国立大学の共同教育課程においては、モデル･コア･カリキュラムをベースに改革が進め

られ、遠隔講義システムを活用するとともに、一部は学生ないし教員の移動により合同で

の講義および実習が行われている。現在は遠隔講義システムの更新、学生や教員の移動費

用の捻出、教員数の確保が問題となっており、今後それらへの対応と改善が求められてい

る。共同獣医学部 2 教育課程（４大学）において EAEVE（European Association of 

Establishments for Veterinary Education; 欧州獣医学教育機関協会）の認証評価を受審

しているが、指摘事項の改善や 7 年後の再認証を目指すためには施設や教員数の維持など

が課題となっている。 

 国公立大学の単独教育課程においてもモデル･コア･カリキュラムへの対応が進められて

いる。しかし、専任教員の確保は完全ではなく、一部の科目について非常勤講師に依存し

た状態が続いている。また、国公立 3 大学のうち 2 大学の大動物教育において施設および

教員の面で不足が見られ、資金的援助や外部支援施設の確保などが必要となっている。 

 私立大学は現在いずれも単独教育課程を実施している。学是や立地条件などの違いから

私立大学の教育にそれぞれ特色があるものの、ほぼモデル･コア･カリキュラムに対応した

教育が行われている。いくつかの大学で、教員数、病理解剖検体数、産業動物教育の充実

などの課題が挙げられている。1校が EAEVE の予備審査を受審しており、本審査へ向けて対

応を検討している。 

1-2 外部との連携状況

1－2－1 応用分野系実習 

 各大学は、公的機関（食肉衛生検査所、家畜保健所、各種研究所および研究機関、動物

愛護センターなど）、企業、他大学、動物園などの様々な機関と連携することで、応用系分

野の実習を行っている。国内の各地域において受入機関と受入人数が限られているため、

大学間での競合が存在する。また、交通費や宿泊費に関して、一部学生の負担に依存して

いること、受入先のメリットが存在せず、防疫面での困難さから受け入れが難しい施設が

存在することなどの課題が存在する。実習前の事前教育の徹底が必要であり、家畜衛生教

育を補うビデオ教材や実習マニュアルの作成、食肉衛生検査の実習を制度としてサポート

する体制づくりなどが求められている。 

1-2－2 臨床分野系実習

多くの大学で共通して連携している公的施設や民間動物診療施設以外に、国際認証を目
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指している大学では、馬やエキゾチックアニマルなどを含む多様な動物に対する臨床実習

や、保護動物を用いた臨床実習を実践するなど、様々な機関との連携が進められている。

また、各大学において、地域での動物種の偏在や近隣連携機関の有無により、実施可能な

実習において様々な制限が存在する。さらに受入側の負担、学生の交通・滞在費の負担、

伝染病の発生等による立ち入り規制などによる継続性の問題など、様々な問題が存在する。

大学教員の個人的なつながりに依存した実習もあるため、連携先の確保と継続的な実習が

行えるシステム作りを様々なレベルで検討する必要があると考えられる。 

2 教育体制の整備状況 

2-1 教員構成（分野別･職階別）

 国公立大学では単独教育課程における 30 人から共同教育課程の合計 110 人（2 大学）ま

で教育課程によって教員数が大きく異なる状況が生じている。私立大学ではほぼ 50 から 60

人であり、国内認証基準においては、学生定員数に対してある程度のレベルは確保されて

いるが、国際基準から見れば不足している。構成としては臨床系教員が最も多くなってお

り、これは各大学がモデル･コア･カリキュラムに対応した結果であろう。 

2-2 モデル･コア･カリキュラムへの対応状況（全体的）

 基礎系分野の講義および実習、病態系分野と応用系分野の講義、臨床系分野の講義およ

び実習に関して、多くの大学でほぼモデル･コア･カリキュラムに対応している。一方、病

理解剖実習に関しては、動物種や検体数の点で、いくつかの大学では改善が必要とされ、

これは特に国際認証を目指す大学においての課題となっている。応用系分野の実習におい

ても、国際認証に関連して、食肉衛生検査などの Hands-On 実習を学内で行うことができな

い状況があり、連携先の確保が課題となっている。臨床系分野では、いくつかの大学では

国際認証に合わせた、総合参加型臨床実習に重点をおいた実習体系がとられており、連携

機関の確保が必要となっている。この様に全体としてはほぼ全ての大学で、モデル･コア･

カリキュラムに沿った講義および実習が行われているが、一部の国公立大学では専任教員

を確保できていない科目が存在し、今後の課題となっている。 

2-3 高度施設･設備の保有状況

 各大学はその教育研究の状況に合わせて、様々な施設･設備を保有している。国際認証の

取得を目指した共同獣医学部を中心として、動物実験施設の整備が進み、AAALAC

（ Association for Assessment and Accreditation of Laboratory Animal Care 

International; 国際実験動物ケア評価認証協会）の認証が取得されているが、他の国公立

および私立大学では動物実験室の整備が課題としてあげられている。また、多くの大学で
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バイオセーフティーや封じ込めを考慮した実験実習室の整備が進められているが、そのレ

ベルや数については不足している大学が多く存在する。 

3 特色のある研究教育活動 

3-1 特色のある研究教育活動

 各大学で、グローバル化や国際連携、教育改革を意識した事業など、特色のある研究教

育活動への取り組みが見られる。 

総括 

 各大学でモデル･コア･カリキュラムに対応するための努力がなされ、それに準拠した講

義および実習が行われることでることで、一定水準の獣医学教育が行われるように状況に

なっている。一方で、国際認証の獲得を目指してきた大学とそうでない大学との間で、全

体のカリキュラム、特に病態･応用･臨床の教育、施設・設備、連携先において差異が生じ

ている。 

 平成２６年６月にまとめられた、獣医学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議

「議論のまとめ」においては、「獣医学教育を国際水準に到達させることを狙った取組」に

ついて、「こうした取組の成果を獣医学コミュニティ として共有しつつ、不断の教育改善

に取り組むなど、国際通用性の確保に向けた歩みを進めるべきである」と記載されている。

今回の調査結果を踏まえ、国内の各獣医学教育機関は、それぞれの特徴を生かしつつ、最

優先の課題である「国際水準を目指した獣医学教育の改善・充実」に対する意識を再確認

する必要がある。あわせて、同「議論のまとめ」に記載されている通り、「国としても息の

長いフォローアップを行うとともに、必要に応じてこうした取組を後方支援することが重

要」であることが再認識された。 
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1．教育課程の実施状況調査まとめ 

資料 1-1-1 共同教育課程および単独教育課程の 

実施状況 
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る
全

国
的

な
対

応
や

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
に

つ
い

て
、

記
載

く
だ

さ
い

。
な

お
、

共
同

教
育

課
程

の
場

合
は

、
1
教

育
課

程
で

一
つ

の
シ

ー
ト

と
し

て
回

答
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

個
別

の
大

学
に

つ
い

て
の

記
載

に
つ

い
て

は
、

そ
の

旨
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

く
だ

さ
い

。
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大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
東

京
大

学
　

以
下

の
教

育
理

念
か

ら
な

る
単

独
教

育
課

程
で

あ
る

。
1
.
動

物
の

疾
病

予
防

と
治

療
の

た
め

の
獣

医
療

教
育

、
2
. 
人

獣
共

通
感

染
症

や
食

品
衛

生
を

中
心

と
す

る
公

衆
衛

生
学

教
育

、
3
. 
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
（
基

礎
研

究
）
推

進
教

育
、

4
. 
獣

医
畜

産
行

政
、

環
境

問
題

に
関

す
る

教
育

、
5
. 
国

際
的

視
野

を
も

っ
た

獣
医

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

対
応

す
る

た
め

4
タ

ー
ム

制
の

下
で

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
へ

の
移

行
が

完
了

し
た

。
　

学
生

の
海

外
派

遣
及

び
留

学
生

の
受

け
入

れ
を

積
極

的
に

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

国
内

に
お

け
る

臨
床

系
や

応
用

系
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
も

積
極

的
に

参
加

し
て

い
る

。
　

附
属

動
物

医
療

セ
ン

タ
ー

で
は

、
獣

医
師

や
住

民
を

対
象

と
し

た
セ

ミ
ナ

ー
が

定
期

的
に

開
催

さ
れ

、
地

域
の

中
核

獣
医

療
施

設
と

し
て

の
役

割
を

果
た

し
て

お
り

、
獣

医
学

教
育

に
も

十
分

活
用

さ
れ

て
い

る
。

1
.
前

期
教

養
課

程
を

有
す

る
「
進

学
選

択
」
後

に
、

獣
医

学
専

修
へ

進
学

す
る

た
め

、
他

大
学

に
比

べ
専

門
教

育
の

開
始

時
期

が
1
年

半
遅

れ
て

い
る

。
2
.
専

任
教

員
数

の
比

率
が

低
く
、

専
任

教
員

の
み

で
全

て
の

コ
ア

カ
リ

科
目

に
対

応
で

き
な

い
。

一
部

の
専

任
教

員
の

講
義

・
実

習
負

担
が

高
い

。
3
.
ア

ド
バ

ン
ス

の
内

容
を

、
コ

ア
カ

リ
科

目
の

中
に

組
み

込
ん

で
お

り
、

ア
ド

バ
ン

ス
教

育
の

実
態

が
わ

か
り

に
く
い

。
4
.
大

動
物

診
療

施
設

を
保

有
せ

ず
、

大
動

物
の

臨
床

教
員

が
不

足
し

て
お

り
、

外
部

講
師

に
講

義
・
実

習
を

依
頼

し
て

い
る

。
5
.
女

性
教

員
比

率
が

低
い

。
6
.
統

合
さ

れ
た

動
物

実
験

教
育

施
設

を
保

有
し

な
い

。
7
.
獣

医
学

に
関

連
し

な
い

進
路

先
・
就

職
先

が
比

較
的

多
い

状
況

が
見

ら
れ

る
。

1
.
獣

医
学

専
修

へ
の

進
学

内
定

者
を

対
象

に
2
年

後
期

か
ら

履
修

す
る

専
門

科
目

数
を

増
加

さ
せ

る
。

2
.
令

和
元

年
8
月

に
産

業
動

物
臨

床
学

研
究

室
を

新
設

し
、

大
動

物
臨

床
の

専
任

教
員

（
教

授
）
を

配
置

し
た

。
今

後
は

本
教

員
を

中
心

に
大

動
物

臨
床

の
教

育
体

制
を

構
築

す
る

。
3
.
附

属
牧

場
に

お
け

る
大

動
物

教
育

の
充

実
の

た
め

の
イ

ン
フ

ラ
整

備
を

予
定

し
て

い
る

。
4
.
専

任
教

員
間

に
見

ら
れ

る
講

義
・
実

習
負

担
の

差
を

見
直

す
。

5
.
新

規
の

教
員

公
募

に
関

し
て

女
性

教
員

を
積

極
的

に
採

用
す

る
。

6
.
概

算
要

求
等

を
通

じ
て

教
員

増
や

イ
ン

フ
ラ

の
整

備
を

要
求

す
る

。
7
.
学

部
化

へ
の

努
力

を
継

続
す

る
。

大
動

物
教

育
の

充
実

に
向

け
た

施
設

や
人

員
確

保
の

た
め

の
支

援
。

国
際

的
な

状
況

を
踏

ま
え

た
獣

医
の

専
門

性
と

東
京

大
学

の
学

際
的

使
命

を
鑑

み
て

の
、

学
部

化
の

た
め

の
支

援
。

9



大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
岐

阜
大

学
鳥

取
大

学
平

成
２

５
年

度
よ

り
、

岐
阜

大
学

・
鳥

取
大

学
と

で
共

同
獣

医
学

教
育

課
程

を
実

施
し

て
い

る
。

獣
医

学
教

育
・
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

準
拠

し
た

斉
一

教
育

科
目

群
と

、
卒

業
研

究
や

卒
業

研
究

プ
レ

ゼ
ン

演
習

、
ア

ド
バ

ン
ス

ト
的

な
要

素
を

持
っ

た
専

修
教

育
科

目
群

か
ら

な
る

専
門

教
育

科
目

を
設

定
し

て
い

る
。

平
成

２
６

年
以

降
は

、
第

1
期

生
以

降
の

専
門

科
目

が
学

年
進

行
に

伴
っ

て
順

次
開

講
さ

れ
、

そ
れ

ぞ
れ

の
大

学
の

特
色

を
活

か
し

て
、

教
員

移
動

に
よ

る
授

業
科

目
や

学
生

移
動

に
よ

る
科

目
、

遠
隔

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

た
講

義
な

ど
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

共
同

教
育

課
程

を
円

滑
に

実
施

す
る

た
め

、
両

大
学

に
「
共

同
獣

医
学

教
育

開
発

推
進

セ
ン

タ
ー

」
を

設
置

し
て

学
年

歴
・
時

間
割

の
調

整
、

学
生

移
動

型
科

目
・
教

員
移

動
型

科
目

・
遠

隔
講

義
科

目
の

大
学

間
調

整
等

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

定
期

的
に

共
同

の
会

議
（
運

営
委

員
会

）
な

ら
び

に
F
D

を
開

催
し

て
い

る
。

・
共

同
学

科
の

特
色

を
活

か
し

た
相

互
補

完
教

育
を

行
う

際
に

は
、

教
員

移
動

や
学

生
移

動
に

よ
る

授
業

、
遠

隔
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
た

授
業

が
必

要
と

な
る

。
教

員
や

学
生

が
開

い
て

大
学

に
移

動
す

る
た

め
に

は
、

旅
費

や
費

や
宿

泊
費

が
必

要
と

な
り

、
大

学
か

ら
予

算
措

置
さ

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
学

生
が

移
動

す
る

実
習

で
は

宿
泊

費
や

移
動

費
が

十
分

で
は

な
く
、

学
生

（
保

護
者

）
が

一
部

を
負

担
し

て
い

る
。

教
員

移
動

に
よ

る
授

業
に

お
い

て
は

、
予

算
の

問
題

に
加

え
て

、
移

動
時

間
（
往

復
１

０
時

間
超

）
に

よ
る

多
忙

化
、

負
担

増
の

問
題

も
挙

げ
ら

れ
る

。
ま

た
，

遠
隔

講
義

シ
ス

テ
ム

の
維

持
や

更
新

も
財

政
を

圧
迫

し
て

い
る

。
・
国

際
水

準
と

し
て

の
国

際
競

争
力

・
通

用
性

を
担

保
す

る
教

育
課

程
の

設
定

が
必

要
。

・
遠

隔
講

義
シ

ス
テ

ム
を

用
い

た
講

義
で

の
臨

場
感

の
維

持
が

必
要

。
・
両

大
学

の
学

年
歴

が
完

全
に

一
致

し
な

い
こ

と
も

あ
り

、
1
5
回

の
講

義
回

数
の

確
保

が
難

し
く
な

る
場

合
が

あ
る

。
そ

の
た

め
、

時
間

割
の

調
整

、
遠

隔
講

義
で

ト
ラ

ブ
ル

等
が

起
き

た
時

の
補

講
の

設
定

が
難

し
く
な

っ
て

い
る

。

・
現

在
、

２
０

２
０

年
４

月
入

学
生

か
ら

適
用

す
る

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

策
定

作
業

を
進

め
て

い
る

。
そ

の
中

で
、

遠
隔

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
授

業
を

中
心

と
し

た
構

成
を

す
る

な
ど

し
て

、
教

員
の

負
担

軽
減

を
は

か
り

つ
つ

、
教

育
効

果
を

維
持

す
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
編

成
を

目
指

し
て

い
る

。
・
遠

隔
講

義
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

設
置

か
ら

7
年

以
上

が
経

過
し

、
ま

た
設

置
教

室
も

限
ら

れ
て

お
り

、
今

後
さ

ら
に

充
実

を
図

り
た

い
。

・
経

費
不

足
の

問
題

を
解

決
す

る
た

め
、

大
学

予
算

の
拡

充
を

求
め

た
い

。
・
獣

医
療

を
提

供
す

る
体

制
の

整
備

を
図

る
た

め
の

基
本

方
針

や
O

IE
の

V
e
te

ri
n
ar

y 
S
e
rv

ic
e
sに

関
す

る
提

言
等

に
基

づ
く
国

際
性

を
見

据
え

た
獣

医
師

像
や

獣
医

療
の

あ
り

方
に

合
致

す
る

教
育

体
制

の
構

築
が

必
要

で
あ

り
、

文
科

省
は

そ
の

よ
う

な
視

点
を

持
っ

て
獣

医
学

教
育

を
支

援
し

て
欲

し
い

。

鳥
取

大
学

・
H

2
6
年

度
に

共
同

獣
医

学
課

程
に

お
い

て
科

目
を

履
修

す
る

第
２

期
生

が
入

学
し

、
H

3
1
年

度
に

第
７

期
生

が
入

学
。

・
遠

隔
授

業
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
た

講
義

、
教

員
移

動
型

講
義

や
実

習
を

開
始

。

・
国

際
水

準
と

し
て

の
国

際
競

争
力

・
通

用
性

を
担

保
す

る
教

育
課

程
の

設
定

が
必

要
。

・
遠

隔
講

義
シ

ス
テ

ム
を

用
い

た
講

義
で

の
臨

場
感

の
維

持
、

時
間

割
の

確
保

や
教

員
の

負
担

増
、

移
動

・
宿

泊
に

係
る

経
費

。

・
教

育
課

程
の

改
変

（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

定
）
作

業
を

実
施

中
。

・
遠

隔
講

義
シ

ス
テ

ム
の

充
実

。

・
獣

医
療

を
提

供
す

る
体

制
の

整
備

を
図

る
た

め
の

基
本

方
針

や
O

IE
の

V
e
te

ri
n
ar

y 
S
e
rv

ic
e
sに

関
す

る
提

言
等

に
基

づ
く
国

際
性

を
見

据
え

た
獣

医
師

像
や

獣
医

療
の

あ
り

方
に

合
致

す
る

教
育

体
制

の
構

築
が

必
要

で
あ

り
、

文
科

省
は

そ
の

よ
う

な
視

点
を

持
っ

て
獣

医
学

教
育

を
支

援
し

て
欲

し
い

。

10



大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
大

阪
府

立
大

学
(1

)獣
医

学
の

高
度

な
教

育
研

究
を

通
じ

て
、

基
礎

と
応

用
各

分
野

に
お

け
る

幅
広

い
知

識
と

技
術

、
優

れ
た

学
識

と
生

命
倫

理
を

尊
重

し
、

動
物

愛
護

を
行

動
規

範
と

す
る

高
い

倫
理

観
を

備
え

、
応

用
力

と
実

践
力

に
富

む
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

十
項

目
の

教
育

目
標

を
掲

げ
て

獣
医

学
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
(2

)講
義

、
実

習
は

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
構

成
・
内

容
を

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

沿
っ

た
形

で
実

施
し

、
講

義
科

目
と

実
習

科
目

の
連

動
も

概
ね

実
現

さ
れ

て
い

る
。

し
か

し
、

①
す

べ
て

の
科

目
を

専
任

教
員

が
担

当
し

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
、

②
大

動
物

に
関

す
る

実
習

科
目

は
、

施
設

お
よ

び
担

当
教

員
配

置
の

関
係

で
適

正
に

実
施

で
き

て
い

な
い

項
目

が
あ

る
な

ど
、

課
題

も
あ

る
。

(3
)モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

改
訂

お
よ

び
改

定
に

対
応

す
る

べ
く
教

育
内

容
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
大

阪
市

立
大

学
と

の
統

合
、

学
部

化
、

な
ら

び
に

E
A

E
V

E
（
欧

州
獣

医
学

教
育

機
関

協
会

）
に

よ
る

認
証

評
価

を
受

審
す

る
べ

く
教

育
、

組
織

体
制

等
の

改
編

に
臨

ん
で

い
る

。

　
大

動
物

に
関

す
る

実
習

科
目

に
つ

い
て

は
、

施
設

お
よ

び
担

当
教

員
配

置
の

関
係

で
実

施
で

き
て

い
な

い
項

目
が

あ
る

。
　

教
員

の
み

で
は

人
員

が
不

足
し

て
い

る
実

習
に

つ
い

て
は

T
A

を
配

置
し

て
い

る
が

、
大

学
院

の
学

生
だ

け
で

は
必

要
数

の
確

保
が

難
し

い
。

専
任

教
員

で
賄

え
な

い
項

目
に

つ
い

て
は

外
部

講
師

を
招

き
教

育
を

行
っ

て
い

る
が

、
出

来
る

限
り

専
任

教
員

で
対

応
で

き
る

よ
う

に
教

員
増

を
大

学
に

要
求

し
て

い
る

。

「
2
0
1
7
年

3
月

の
全

国
獣

医
系

大
学

協
議

会
で

『
欧

州
認

証
取

得
で

先
行

し
て

い
る

大
学

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

も
と

に
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

策
定

す
る

。
』
こ

と
が

決
定

し
た

」
と

認
識

し
て

い
る

が
、

早
急

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
策

定
が

望
ま

れ
る

。
コ

ア
カ

リ
対

応
項

目
教

育
後

の
ア

ド
バ

ン
ス

ト
で

国
家

試
験

対
応

項
目

の
明

確
な

提
示

を
望

み
ま

す
（
国

家
試

験
出

題
基

準
を

眺
め

て
み

て
も

、
非

常
に

わ
か

り
に

く
く
感

じ
ら

れ
ま

す
）
 。

ま
た

、
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
科

目
の

教
育

を
で

き
る

だ
け

早
く
終

え
、

そ
の

後
の

時
間

を
ア

ド
バ

ン
ス

と
科

目
、

E
A

E
V

E
認

証
取

得
の

た
め

の
授

業
に

充
て

る
こ

と
を

考
え

て
お

り
、

共
用

試
験

に
実

施
時

期
に

柔
軟

性
を

持
た

せ
て

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
て

い
る

。
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大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
山

口
大

学
鹿

児
島

大
学

欧
州

獣
医

学
教

育
機

関
協

会
（
E
A

E
V

E
）
に

よ
る

認
証

を
取

得
す

べ
く
，

山
口

大
学

共
同

獣
医

学
部

と
鹿

児
島

大
学

共
同

獣
医

学
部

で
編

成
す

る
共

同
教

育
課

程
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
，

「
獣

医
学

教
育

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
」
を

ベ
ー

ス
に

E
A

E
V

E
認

証
が

求
め

る
教

育
内

容
を

加
え

，
斉

一
教

育
科

目
と

し
て

全
て

の
学

生
に

同
水

準
の

獣
医

学
教

育
が

行
き

渡
る

よ
う

大
き

な
改

編
を

行
っ

た
。

二
大

学
で

相
互

補
完

型
の

教
育

を
実

践
す

る
た

め
，

リ
ア

ル
タ

イ
ム

双
方

向
性

遠
隔

講
義

シ
ス

テ
ム

を
用

い
て

講
義

（
実

習
の

一
部

を
含

む
）
６

１
科

目
を

2
大

学
同

時
に

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
，

1
年

次
の

獣
医

学
概

論
A

と
B

は
山

口
大

学
と

鹿
児

島
大

学
に

2
大

学
の

学
生

が
集

ま
っ

て
講

義
を

実
施

し
て

い
る

。
参

加
型

臨
床

実
習

を
は

じ
め

と
す

る
実

習
は

そ
れ

ぞ
れ

の
大

学
で

充
実

さ
せ

る
方

針
で

あ
り

，
主

要
動

物
（
犬

・
猫

，
馬

，
牛

，
豚

，
鶏

）
を

含
む

H
an

ds
 o

n
 実

習
を

行
っ

て
い

る
。

１
年

間
の

参
加

型
臨

床
実

習
を

行
っ

て
い

る
（
山

口
大

学
で

は
1
6
週

か
ら

2
0
週

、
鹿

児
島

大
学

で
は

3
5
週

に
増

加
さ

せ
た

）
。

・
山

口
大

学
共

同
獣

医
学

部
と

鹿
児

島
大

学
共

同
獣

医
学

部
で

は
，

E
A

E
V

E
認

証
取

得
の

た
め

に
，

各
共

同
学

部
の

教
育

内
容

が
認

証
水

準
を

満
た

す
こ

と
を

を
目

標
に

不
断

の
教

育
改

革
を

遂
行

し
て

き
た

。
そ

の
た

め
，

各
大

学
で

充
実

さ
せ

た
外

部
実

習
の

実
施

の
た

め
の

旅
費

・
宿

泊
費

の
増

加
，

実
習

経
費

，
施

設
維

持
費

の
捻

出
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
・
全

学
的

な
教

員
数

削
減

の
流

れ
の

中
で

，
い

か
に

現
在

の
教

員
数

を
維

持
し

て
い

く
か

も
課

題
で

あ
る

。
・
共

同
教

育
課

程
を

構
成

す
る

二
つ

の
大

学
は

，
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

社
会

の
ニ

ー
ズ

等
に

応
え

る
べ

く
獣

医
学

教
育

を
発

展
さ

せ
て

き
た

た
め

，
各

共
同

獣
医

学
部

の
教

育
の

特
色

化
が

強
調

さ
れ

て
き

た
。

そ
の

た
め

，
共

同
で

実
施

す
る

教
育

の
方

針
等

を
統

一
さ

せ
る

こ
と

に
非

常
に

多
く
の

時
間

と
労

力
を

割
か

れ
て

い
る

。

・
E
A

E
V

E
に

よ
る

認
証

取
得

後
の

中
間

評
価

に
向

け
て

，
公

式
最

終
審

査
（
F
V

）
に

お
い

て
示

さ
れ

た
軽

微
な

指
摘

事
項

の
解

消
に

取
組

む
。

ま
た

F
V

に
お

い
て

示
さ

れ
た

さ
ら

な
る

改
善

の
た

め
の

提
案

事
項

に
つ

い
て

，
２

つ
の

共
同

獣
医

学
部

の
間

で
検

討
を

行
う

。
・
４

大
学

（
帯

広
畜

産
大

学
，

北
海

道
大

学
，

山
口

大
学

，
鹿

児
島

大
学

）
に

よ
る

共
同

教
育

課
程

の
連

携
体

制
を

維
持

し
て

，
我

が
国

の
獣

医
学

教
育

の
欧

米
水

準
化

を
牽

引
す

る
。

・
学

部
内

に
非

獣
医

系
学

科
を

新
設

し
て

学
生

数
を

増
や

す
こ

と
で

教
員

数
を

確
保

す
る

こ
と

を
検

討
し

て
い

る
（
山

口
大

学
）
。

・
学

生
が

よ
り

良
い

教
育

を
求

め
，

教
員

が
学

生
に

よ
り

良
い

教
育

を
教

授
で

き
る

よ
う

，
２

つ
の

共
同

獣
医

学
部

の
間

で
不

断
の

努
力

を
続

け
，

学
生

の
声

が
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
設

計
を

は
じ

め
と

す
る

学
部

運
営

に
よ

り
反

映
さ

れ
る

よ
う

に
す

る
。

・
文

部
科

学
省

に
対

し
て

は
国

際
水

準
の

（
E
A

E
V

E
認

証
取

得
レ

ベ
ル

の
）
教

育
の

維
持

に
必

要
な

予
算

を
担

保
し

て
欲

し
い

（
山

口
大

学
）
。

・
動

物
衛

生
・
公

衆
衛

生
学

分
野

，
及

び
産

業
動

物
臨

床
分

野
に

お
い

て
は

，
学

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

拡
充

に
よ

っ
て

内
容

の
充

実
が

図
ら

れ
た

が
，

学
外

機
関

に
送

り
出

す
前

の
学

生
の

知
識

・
技

能
・
態

度
は

未
だ

不
足

し
て

い
る

。
伴

侶
動

物
の

前
臨

床
教

育
が

各
大

学
の

附
属

動
物

病
院

に
お

い
て

十
分

に
実

施
で

き
る

よ
う

に
，

動
物

衛
生

・
公

衆
衛

生
学

分
野

，
及

び
産

業
動

物
臨

床
分

野
に

お
い

て
も

，
学

外
実

習
前

教
育

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

，
そ

れ
ら

分
野

の
参

加
型

実
習

を
全

国
の

獣
医

系
大

学
か

ら
受

け
入

れ
て

実
施

で
き

る
拠

点
を

，
教

材
豊

富
な

地
域

に
形

成
す

る
必

要
が

あ
る

。
こ

れ
に

支
援

を
求

め
る

（
鹿

児
島

大
学

）
。

宮
崎

大
学

基
礎

系
、

病
態

・
応

用
系

、
臨

床
系

の
い

ず
れ

の
分

野
に

お
い

て
も

学
部

教
育

は
順

調
に

行
わ

れ
て

い
る

。
と

く
に

、
産

業
動

物
関

連
分

野
で

は
、

学
部

教
育

の
み

な
ら

ず
卒

後
教

育
も

積
極

的
に

行
っ

て
お

り
、

関
係

団
体

（
行

政
、

N
O

S
A

I等
）
と

は
し

っ
か

り
と

連
携

が
取

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
附

属
動

物
病

院
に

お
け

る
伴

侶
動

物
の

診
療

頭
数

も
増

加
傾

向
に

あ
り

、
地

域
の

動
物

愛
護

施
設

と
の

連
携

も
開

始
し

て
い

る
。

現
在

の
と

こ
ろ

、
ve

tC
B

T
、

ve
tO

S
C

E
と

も
に

受
験

者
は

全
員

合
格

し
て

お
り

、
学

部
教

育
に

つ
い

て
は

一
定

の
成

果
が

得
ら

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
コ

ア
カ

リ
科

目
の

一
部

に
は

非
常

勤
講

師
の

雇
用

や
複

数
の

教
員

に
よ

る
オ

ム
ニ

バ
ス

講
義

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

ve
tC

B
T
お

よ
び

ve
tO

S
C

E
の

合
格

を
学

部
教

育
目

標
の

第
一

ハ
ー

ド
ル

と
し

つ
つ

、
獣

医
師

国
家

試
験

の
合

格
率

を
見

据
え

た
教

育
を

継
続

し
て

い
き

た
い

。
ま

た
、

こ
れ

か
ら

も
他

大
学

と
の

教
育

連
携

を
継

続
、

発
展

さ
せ

て
い

く
こ

と
を

考
え

て
い

る
。

地
域

性
か

ら
産

業
動

物
関

連
（
病

理
解

剖
、

伝
染

病
診

断
、

防
疫

、
衛

生
、

臨
床

）
の

教
育

、
研

究
が

盛
ん

に
行

わ
れ

て
お

り
、

こ
れ

ま
で

も
多

く
の

獣
医

系
大

学
か

ら
の

実
習

生
受

入
や

官
公

庁
、

農
業

共
済

組
合

、
J
A

、
民

間
企

業
等

と
の

受
託

研
究

や
共

同
研

究
を

行
っ

て
き

て
い

る
。

今
後

も
地

域
性

を
活

か
し

て
、

こ
れ

ら
の

教
育

、
研

究
活

動
を

継
続

し
、

さ
ら

に
発

展
さ

せ
て

い
き

た
い

。
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大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
酪

農
学

園
大

学
2
0
1
5
年

度
（
H

2
7
年

度
）
か

ら
新

カ
リ

を
ス

タ
ー

ト
さ

せ
、

コ
ア

カ
リ

対
応

を
実

施
し

て
き

て
い

る
。

教
育

の
質

評
価

と
し

て
、

2
0
1
8
年

度
（
H

3
0
年

度
）
に

大
学

基
準

協
会

の
審

査
を

受
け

、
認

証
を

取
得

し
た

。
ま

た
、

2
0
1
9
年

度
（
R

元
年

）
の

1
0
月

に
は

E
A

E
V

E
の

C
V

を
受

審
し

た
。

E
A

E
V

E
の

C
V

受
審

で
は

教
員

数
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

内
容

、
運

営
体

制
等

に
対

す
る

い
く
つ

か
の

課
題

が
示

さ
れ

た
。

E
A

E
V

E
の

C
V

の
課

題
に

関
す

る
対

応
を

検
討

し
て

い
る

。
全

獣
協

、
ve

tE
S
O

に
対

し
て

は
、

今
後

と
も

教
育

の
質

向
上

に
向

け
て

、
こ

れ
ま

で
ど

り
の

連
携

と
ご

協
力

を
お

願
い

し
た

い
。

北
里

大
学

北
里

大
学

獣
医

学
科

に
お

け
る

獣
医

学
教

育
課

程
の

抱
え

て
い

る
課

題
は

、
本

年
度

受
審

し
た

大
学

基
準

協
会

の
「
獣

医
学

教
育

に
関

す
る

基
準

」
に

沿
っ

て
、

多
く
の

改
善

課
題

が
指

摘
さ

れ
た

。

参
加

型
臨

床
実

習
（
学

外
）
の

充
実

指
摘

さ
れ

た
課

題
は

、
私

学
の

学
生

数
に

対
す

る
教

員
数

と
女

性
教

員
比

率
の

問
題

、
病

理
学

実
習

な
ど

に
お

け
る

検
体

数
の

確
保

な
ど

が
あ

る
。

早
急

に
解

決
で

き
る

課
題

と
、

人
材

養
成

を
伴

う
教

員
確

保
の

問
題

な
ど

時
間

を
掛

け
て

解
決

す
る

問
題

が
あ

り
、

短
期

プ
ラ

ン
と

中
長

期
の

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
を

策
定

し
た

い
。

教
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
や

養
成

の
た

め
に

、
大

学
間

で
の

研
修

制
度

（
教

員
交

換
）
な

ど
の

全
国

的
な

仕
組

み
が

出
来

れ
ば

積
極

的
に

参
加

し
た

い
。

日
本

大
学

専
門

科
目

と
し

て
必

須
1
5
0
単

位
，

選
択

1
2
単

位
，

卒
業

論
文

/
臨

床
研

究
 6

単
位

を
開

講
し

て
お

り
，

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

網
羅

し
て

い
る

．
ま

た
，

参
加

型
臨

床
実

習
も

主
に

学
内

動
物

病
院

に
て

6
単

位
分

を
行

っ
て

い
る

．

学
内

の
動

物
病

院
で

の
参

加
型

臨
床

実
習

を
円

滑
に

行
う

た
め

臨
床

系
教

員
と

は
別

に
，

獣
医

師
ス

タ
ッ

フ
を

9
名

を
新

た
に

雇
用

し
た

．
ま

た
，

現
状

5
名

の
動

物
看

護
ス

タ
ッ

フ
も

さ
ら

な
る

追
加

募
集

を
行

っ
て

い
る

．

左
記

の
病

院
ス

タ
ッ

フ
は

将
来

の
臨

床
系

教
員

候
補

又
は

専
門

医
候

補
と

な
る

人
材

で
あ

り
，

日
本

大
学

と
し

て
こ

れ
ら

の
門

戸
を

用
意

し
た

い
．

  
獣

医
師

国
家

試
験

出
題

基
準

，
O

IE
が

求
め

る
"
da

y 
o
n
e
 c

o
m

pe
te

n
c
e
s"

，
E
A

V
E
V

認
証

な
ど

多
く
の

基
準

が
混

在
す

る
中

，
日

本
の

獣
医

コ
ア

カ
リ

の
方

向
性

が
定

ま
ら

な
い

よ
う

に
思

え
ま

す
．

  
ま

ず
は

O
IE

コ
ア

カ
リ

と
比

較
し

，
日

本
の

ミ
ニ

マ
ム

の
コ

ア
カ

リ
を

考
え

て
み

れ
ば

良
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

．
現

在
の

日
本

の
コ

ア
カ

リ
は

臨
床

に
偏

り
す

ぎ
て

い
る

よ
う

に
思

え
ま

す
．

日
本

獣
医

生
命

科
学

大
学

・
付

属
動

物
医

療
セ

ン
タ

ー
手

術
用

顕
微

鏡
の

導
入

、
X
線

撮
影

装
置

D
R

へ
の

更
新

（
平

成
2
6

年
）

・
獣

医
学

教
育

試
行

評
価

の
受

審
、

参
加

型
臨

床
実

習
ト

ラ
イ

ア
ル

の
実

施
、

付
属

動
物

医
療

セ
ン

タ
ー

心
臓

用
超

音
波

診
断

装
置

の
更

新
（
平

成
2
7
年

）
・
獣

医
学

共
用

試
験

・
参

加
型

臨
床

実
習

の
導

入
、

産
業

動
物

臨
床

学
研

究
室

の
設

置
（
平

成
2
8
年

）
・
付

属
動

物
医

療
セ

ン
タ

ー
リ

ニ
ア

ッ
ク

更
新

、
人

工
心

肺
装

置
導

入
（
平

成
3
0
年

）
・
付

属
動

物
医

療
セ

ン
タ

ー
腹

部
用

超
音

波
診

断
装

置
の

更
新

（
令

和
元

年
）

病
理

解
剖

実
習

の
検

体
数

が
不

足
。

産
業

動
物

臨
床

教
育

の
充

実
。

近
隣

の
動

物
病

院
や

N
O

S
A

Iと
の

関
連

の
強

化
。

都
市

に
あ

る
大

学
と

地
方

に
あ

る
大

学
と

の
差

別
化

。
各

大
学

の
特

色
を

活
か

す
活

動
に

対
す

る
支

援
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
。
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大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
麻

布
大

学
学

内
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境
の

充
実

化
の

た
め

、
授

業
の

教
材

の
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
や

連
絡

事
項

、
ア

ン
ケ

ー
ト

集
計

な
ど

多
岐

に
わ

た
る

授
業

サ
ポ

ー
ト

を
す

る
シ

ス
テ

ム
「
學

理
」
を

構
築

し
た

。
ま

た
過

去
の

国
家

試
験

問
題

や
練

習
問

題
を

繰
り

返
し

勉
強

で
き

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
「
実

践
」

を
配

備
し

、
効

率
よ

く
学

修
で

き
る

環
境

構
築

を
目

的
と

し
た

IC
T
化

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

2
0
2
0

年
度

入
学

学
生

か
ら

は
iP

ad
な

ど
の

電
子

媒
体

を
必

携
と

し
て

、
よ

り
一

層
の

IC
T
化

を
進

め
る

予
定

で
あ

る
。

電
子

媒
体

の
受

け
渡

し
に

関
し

て
、

著
作

権
や

デ
ー

タ
の

流
出

な
ど

に
つ

い
て

の
ル

ー
ル

決
め

が
急

務
と

な
っ

て
い

る
。

著
作

権
の

専
門

家
に

よ
る

S
D

研
修

会
を

通
じ

、
第

1
9
6
回

通
常

国
会

(2
0
1
8
年

5
月

1
8
日

)に
成

立
し

た
「
著

作
権

法
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
」
に

対
応

す
べ

く
、

本
シ

ス
テ

ム
利

用
方

針
を

明
ら

か
に

し
て

い
く
。

文
部

科
学

省
よ

り
、

小
~高

等
学

校
の

「
教

育
の

情
報

化
の

推
進

」
が

進
め

ら
れ

て
い

る
が

、
デ

ジ
タ

ル
教

材
の

応
用

な
ど

、
各

大
学

間
で

の
情

報
交

換
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

岡
山

理
科

大
学

・
岡

山
理

科
大

学
獣

医
学

部
は

平
成

3
0
年

度
に

開
学

し
た

。
・
計

画
さ

れ
た

教
員

は
令

和
元

年
度

に
９

０
％

以
上

が
赴

任
し

、
令

和
2
年

度
に

赴
任

す
る

数
名

を
残

す
だ

け
と

な
っ

た
。

人
員

、
設

備
共

に
ほ

ぼ
完

成
形

と
な

り
、

現
在

学
生

は
2
年

生
ま

で
進

級
し

て
い

る
。

・
令

和
2
年

度
に

は
臨

床
教

育
が

ス
タ

ー
ト

す
る

。
付

属
教

育
病

院
の

診
療

数
も

順
調

に
増

加
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

・
大

学
設

置
審

議
会

か
ら

の
認

可
の

際
に

記
載

し
た

諸
事

項
を

粛
々

と
こ

な
す

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
進

行
に

従
っ

た
協

働
的

教
育

効
果

向
上

策
の

た
め

に
、

学
年

進
行

に
伴

っ
た

教
員

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
有

機
的

な
対

応
を

目
指

し
て

い
る

が
、

新
し

い
獣

医
学

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

（
後

述
）
の

効
果

を
上

げ
る

た
め

の
日

常
的

工
夫

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

・
完

成
年

度
ま

で
に

実
施

す
る

諸
事

項
に

関
し

て
、

そ
れ

ら
を

逐
一

精
査

し
、

今
後

の
改

善
に

向
け

た
工

程
表

を
準

備
す

る
。

・
様

々
な

面
で

情
報

の
シ

ェ
ア

（
受

信
と

発
信

）
を

強
く
望

ん
で

い
る

。
全

国
協

議
会

、
私

獣
協

な
ど

に
参

加
し

て
貢

献
す

る
用

意
も

出
来

て
い

る
。

・
個

別
に

各
大

学
か

ら
の

協
力

あ
る

い
は

連
携

を
求

め
た

い
。
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1
教

育
課

程
の

実
施

状
況

1
-
2

外
部

機
関

と
の

連
携

状
況

 (
応

用
系

分
野

)

大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
北

海
道

大
学

帯
広

畜
産

大
学

（
V

e
tN

o
rt

h
J
ap

an
）

・
動

物
衛

生
学

実
習

で
は

、
ブ

タ
お

よ
び

ニ
ワ

ト
リ

の
生

産
に

係
る

実
習

を
実

施
す

る
た

め
、

日
本

ハ
ム

の
系

列
会

社
と

連
携

協
定

を
締

結
し

、
生

産
現

場
で

の
実

習
を

実
施

し
て

い
る

(V
N

J
)。

・
北

海
道

庁
の

協
力

を
得

て
、

食
肉

衛
生

検
査

所
で

実
習

を
希

望
す

る
学

生
の

体
験

型
実

習
を

実
施

し
て

い
る

(V
N

J
)。

・
地

域
の

食
肉

検
査

所
お

よ
び

畜
産

公
社

、
家

畜
保

健
所

の
協

力
を

得
て

公
衆

衛
生

、
食

品
衛

生
分

野
の

講
義

・
実

習
を

実
施

（
帯

畜
大

）

・
主

要
生

産
動

物
で

あ
る

、
ニ

ワ
ト

リ
、

ブ
タ

に
係

る
臨

床
実

習
を

実
施

で
き

る
施

設
の

確
保

が
困

難
で

あ
る

(V
N

J
)。

・
共

同
獣

医
学

課
程

の
学

生
全

員
に

食
肉

衛
生

検
査

所
で

の
体

験
型

実
習

を
提

供
で

き
て

い
な

い
(V

N
J
)。

・
学

外
機

関
の

協
力

を
得

て
、

ブ
タ

お
よ

び
ニ

ワ
ト

リ
の

生
産

に
係

る
実

習
を

継
続

す
る

(V
N

J
)。

・
北

海
道

庁
と

協
議

を
進

め
、

食
肉

衛
生

に
係

る
体

験
型

実
習

の
機

会
を

増
や

す
(V

N
J
)。

岩
手

大
学

・
公

衆
衛

生
実

践
実

習
と

し
て

国
内

多
数

の
公

的
機

関
（
県

等
自

治
体

、
家

畜
保

健
衛

生
所

、
食

肉
衛

生
検

査
所

な
ど

）
に

協
力

い
た

だ
き

、
短

期
（
5
日

間
）
の

実
習

を
単

位
認

定
し

て
い

る
。

・
県

獣
医

師
会

の
運

営
す

る
食

鳥
検

査
セ

ン
タ

ー
に

も
協

力
い

た
だ

き
、

食
鳥

処
理

場
の

見
学

や
関

連
講

義
を

実
施

し
て

い
る

。

・
夏

期
、

春
期

の
休

暇
期

間
を

利
用

し
て

の
実

習
と

な
り

全
国

他
大

学
と

競
合

す
る

た
め

、
希

望
す

る
時

期
や

機
関

で
の

実
習

が
難

し
い

こ
と

が
あ

る
。

・
旅

費
等

の
経

費
も

考
慮

す
る

必
要

が
あ

る
。

現
在

、
中

央
畜

産
会

と
V

pc
am

pが
実

習
先

を
斡

旋
し

て
い

る
が

、
学

生
に

と
っ

て
も

利
用

し
や

す
い

こ
と

か
ら

、
当

面
の

こ
の

シ
ス

テ
ム

を
利

用
さ

せ
て

い
た

だ
く
予

定
。

専
門

課
程

の
早

い
時

期
に

公
衆

衛
生

獣
医

師
等

の
現

場
を

経
験

で
き

る
公

衆
衛

生
実

践
実

習
は

非
常

に
価

値
あ

る
も

の
だ

と
考

え
ま

す
。

学
生

要
望

に
対

応
す

る
全

国
レ

ベ
ル

で
の

機
関

が
あ

る
と

非
常

に
有

り
難

い
。

東
京

農
工

大
学

農
林

水
産

省
、

厚
生

労
働

省
、

国
立

研
究

機
関

、
都

道
府

県
の

家
畜

保
健

所
、

独
立

行
政

法
人

研
究

機
関

受
入

側
と

の
調

整
を

教
員

が
担

当
す

る
部

分
が

多
く
、

教
員

の
献

身
的

な
対

応
が

必
要

農
水

省
補

助
事

業
や

県
独

自
の

事
業

も
あ

り
、

旅
費

や
滞

在
費

の
一

部
負

担
を

担
っ

て
も

ら
え

る
。

ネ
ッ

ト
か

ら
申

し
込

む
方

式
も

あ
る

。

現
状

を
維

持
す

る
た

め
に

は
、

学
生

へ
の

周
知

・
指

導
の

徹
底

が
重

要
。

そ
れ

ぞ
れ

の
大

学
で

取
組

み
方

が
異

な
る

の
で

、
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
は

特
に

必
要

と
感

じ
て

い
な

い

臨
床

実
習

な
ど

外
部

機
関

と
の

連
携

状
況

に
つ

い
て

、
平

成
2
6
年

以
降

の
充

実
の

状
況

に
つ

い
て

具
体

的
に

記
載

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

連
携

を
実

施
す

る
た

め
に

抱
え

て
い

る
課

題
、

そ
の

課
題

に
対

す
る

今
後

の
方

針
、

さ
ら

に
連

携
を

継
続

・
発

展
さ

せ
る

た
め

に
文

部
科

学
省

、
全

国
獣

医
学

関
係

代
表

者
連

絡
協

議
会

（
全

獣
協

）
、

N
P

O
法

人
獣

医
学

教
育

支
援

機
構

（
ve

tE
S
O

）
な

ど
に

求
め

る
全

国
的

な
対

応
や

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
に

つ
い

て
、

記
載

く
だ

さ
い

。
な

お
、

共
同

教
育

課
程

の
場

合
は

、
1
教

育
課

程
で

一
つ

の
シ

ー
ト

と
し

て
回

答
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

個
別

の
大

学
に

つ
い

て
の

記
載

に
つ

い
て

は
、

そ
の

旨
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

く
だ

さ
い

。
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大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
東

京
大

学
1
. 
V

P
c
am

p等
を

通
じ

て
外

部
機

関
と

連
携

の
下

で
家

畜
衛

生
学

、
公

衆
衛

生
学

関
連

の
実

習
を

単
位

化
（
応

用
獣

医
学

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

、
1
単

位
）
し

て
実

施
し

て
い

る
。

2
. 
複

数
の

講
義

や
実

習
に

お
い

て
、

よ
り

専
門

的
な

知
識

を
持

つ
外

部
機

関
に

所
属

す
る

方
に

非
常

勤
講

師
を

依
頼

し
て

い
る

。

1
. 
複

数
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
積

極
的

に
参

加
す

る
学

生
数

が
少

な
い

。
2
. 
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

参
加

す
る

た
め

の
交

通
費

・
宿

泊
費

等
は

基
本

学
生

負
担

の
場

合
が

多
い

。
3
. 
外

部
講

師
に

対
す

る
謝

金
等

の
支

払
い

予
算

が
限

ら
れ

て
い

る
た

め
、

宿
泊

が
生

じ
な

い
関

東
圏

の
非

常
勤

講
師

依
頼

が
多

い
。

1
. 
奨

学
金

の
獲

得
を

継
続

す
る

。
1
. 
V

P
c
am

pの
継

続
（
V

e
tE

S
O

対
応

）
。

岐
阜

大
学

・
岐

阜
県

と
連

携
し

家
畜

衛
生

教
育

を
推

進
す

る
目

的
で

、
平

成
2
7
年

4
月

に
家

畜
衛

生
地

域
連

携
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
（
G

e
F
A

H
）
を

設
置

し
た

。
平

成
2
9
年

6
月

に
岐

阜
県

中
央

家
畜

保
健

衛
生

所
が

岐
阜

大
学

キ
ャ

ン
パ

ス
内

に
設

置
さ

れ
た

こ
と

で
、

連
携

が
強

化
さ

れ
た

。
実

際
、

岐
阜

県
職

員
が

家
畜

衛
生

実
習

な
ど

に
参

画
し

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
実

習
の

受
け

入
れ

も
強

化
さ

れ
た

。

本
連

携
に

よ
り

現
場

レ
ベ

ル
の

獣
医

学
教

育
が

実
施

可
能

に
な

っ
た

一
方

で
、

毎
年

、
均

質
な

教
育

を
ど

の
よ

う
に

維
持

す
る

か
が

課
題

と
な

る
。

例
え

ば
、

平
成

3
0
年

の
豚

コ
レ

ラ
の

発
生

に
よ

り
、

教
育

内
容

の
変

更
が

余
儀

な
く
さ

れ
た

ケ
ー

ス
も

あ
っ

た
。

家
畜

保
健

衛
生

所
の

職
員

の
業

務
が

優
先

で
あ

る
以

上
、

授
業

内
容

を
柔

軟
に

変
え

な
が

ら
対

応
す

る
以

外
に

選
択

肢
は

な
い

。
そ

の
上

で
、

教
育

目
標

を
達

成
す

る
方

策
を

探
っ

て
い

く
。

現
場

で
の

家
畜

衛
生

教
育

を
補

う
よ

う
な

映
像

資
料

（
ビ

デ
オ

教
材

）
が

開
発

さ
れ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
不

測
の

事
態

が
発

生
し

た
場

合
、

重
要

な
教

材
と

な
る

と
同

時
に

、
普

段
の

教
育

の
補

助
教

材
と

し
て

も
有

用
と

考
え

ら
れ

る
。

鳥
取

大
学

・
鳥

取
家

畜
保

健
衛

生
所

（
実

習
で

の
見

学
）

・
鳥

取
県

畜
産

試
験

場
、

鳥
取

県
畜

産
協

会
大

山
放

牧
場

（
演

習
で

の
見

学
）

・
現

時
点

で
問

題
は

な
い

が
、

今
後

実
習

コ
ア

カ
リ

変
更

に
伴

い
、

化
製

場
な

ど
外

部
施

設
の

見
学

が
増

え
る

可
能

性
が

あ
る

。
牧

場
、

乳
牛

、
豚

、
鶏

の
飼

養
施

設
を

使
用

し
た

実
習

が
求

め
ら

れ
る

場
合

、
当

大
学

で
に

実
施

は
困

難
。

・
コ

ア
カ

リ
変

更
に

備
え

、
外

部
機

関
へ

の
協

力
要

請
を

さ
ら

に
推

進
す

る
予

定
・
動

物
飼

育
施

設
へ

の
立

ち
入

り
は

困
難

で
あ

り
、

動
画

や
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
な

教
材

な
ど

、
見

学
の

代
替

と
な

る
教

材
を

作
成

し
て

欲
し

い
。
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大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
大

阪
府

立
大

学
【
と

畜
場

実
習

】
多

く
の

と
畜

場
は

ス
ペ

ー
ス

が
限

ら
れ

て
お

り
、

大
人

数
（
4
0
名

）
の

受
け

入
れ

が
困

難
な

た
め

、
2
班

以
上

に
分

け
ざ

る
を

得
な

い
が

、
同

じ
場

所
で

2
回

実
施

す
る

こ
と

も
難

し
い

（
受

け
入

れ
機

関
の

負
担

増
の

た
め

）
。

そ
の

た
め

地
理

的
に

離
れ

た
と

場
2
箇

所
を

訪
問

す
る

こ
と

に
な

る
が

、
片

道
2
時

間
以

上
時

間
が

か
か

る
場

所
し

か
な

い
な

ど
新

た
な

問
題

が
出

て
い

る
。

【
公

衆
衛

生
系

見
学

実
習

】
地

方
衛

生
研

究
所

の
協

力
を

得
て

実
習

を
実

施
し

て
い

る
が

、
見

学
の

み
で

は
学

習
効

果
が

希
薄

と
な

る
。

【
動

物
園

研
修

】
広

い
園

内
を

見
学

・
説

明
す

る
場

合
、

人
数

が
多

い
と

オ
ン

サ
イ

ト
で

説
明

を
聞

き
づ

ら
い

（
説

明
者

か
ら

離
れ

た
位

置
に

い
る

学
生

）
。

数
十

人
を

コ
ン

パ
ク

ト
に

引
率

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
【
ア

ド
バ

ン
ス

教
育

で
の

企
業

実
習

】
企

業
に

と
っ

て
の

受
け

入
れ

メ
リ

ッ
ト

が
少

な
く
、

継
続

的
に

受
け

入
れ

て
も

ら
う

こ
と

が
困

難
で

、
数

年
単

位
で

新
し

い
受

け
入

れ
先

を
開

拓
せ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

で
あ

る
。

【
獣

医
衛

生
学

実
習

】
防

疫
訓

練
に

関
し

て
は

外
部

教
育

機
関

を
利

用
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

実
施

日
程

の
調

整
が

難
し

い
。

病
性

鑑
定

に
つ

い
て

は
、

家
畜

保
健

衛
生

所
の

施
設

を
使

用
し

て
実

施
す

る
た

め
、

実
施

ス
ペ

ー
ス

が
十

分
に

な
く
、

選
択

科
目

と
し

て
受

講
者

を
数

名
に

限
定

し
て

い
る

。

【
と

畜
場

実
習

】
多

く
の

と
畜

場
は

ス
ペ

ー
ス

が
限

ら
れ

て
お

り
、

大
人

数
（
4
0
名

）
の

受
け

入
れ

が
困

難
な

た
め

、
2
班

以
上

に
分

け
ざ

る
を

得
な

い
が

、
同

じ
場

所
で

2
回

実
施

す
る

こ
と

も
難

し
い

（
受

け
入

れ
機

関
の

負
担

増
の

た
め

）
。

そ
の

た
め

地
理

的
に

離
れ

た
と

場
2
箇

所
を

訪
問

す
る

こ
と

に
な

る
が

、
片

道
2
時

間
以

上
時

間
が

か
か

る
場

所
し

か
な

い
な

ど
新

た
な

問
題

が
出

て
い

る
。

【
公

衆
衛

生
系

見
学

実
習

】
地

方
衛

生
研

究
所

の
協

力
を

得
て

実
習

を
実

施
し

て
い

る
が

、
見

学
の

み
で

は
学

習
効

果
が

希
薄

と
な

る
。

【
動

物
園

研
修

】
広

い
園

内
を

見
学

・
説

明
す

る
場

合
、

人
数

が
多

い
と

オ
ン

サ
イ

ト
で

説
明

を
聞

き
づ

ら
い

（
説

明
者

か
ら

離
れ

た
位

置
に

い
る

学
生

）
。

数
十

人
を

コ
ン

パ
ク

ト
に

引
率

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
【
ア

ド
バ

ン
ス

教
育

で
の

企
業

実
習

】
企

業
に

と
っ

て
の

受
け

入
れ

メ
リ

ッ
ト

が
少

な
く
、

継
続

的
に

受
け

入
れ

て
も

ら
う

こ
と

が
困

難
で

、
数

年
単

位
で

新
し

い
受

け
入

れ
先

を
開

拓
せ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

で
あ

る
。

【
獣

医
衛

生
学

実
習

】
防

疫
訓

練
に

関
し

て
は

外
部

教
育

機
関

を
利

用
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

実
施

日
程

の
調

整
が

難
し

い
。

病
性

鑑
定

に
つ

い
て

は
、

家
畜

保
健

衛
生

所
の

施
設

を
使

用
し

て
実

施
す

る
た

め
、

実
施

ス
ペ

ー
ス

が
十

分
に

な
く
、

選
択

科
目

と
し

て
受

講
者

を
数

名
に

限
定

し
て

い
る

。

と
畜

場
に

つ
い

て
は

、
本

学
が

E
A

E
V

E
認

証
取

得
を

目
指

す
中

で
、

大
学

を
あ

げ
て

自
治

体
等

に
実

習
先

確
保

を
お

願
い

す
る

体
制

を
整

え
、

よ
り

充
実

し
た

教
育

環
境

を
得

ら
れ

る
よ

う
、

関
西

圏
の

当
該

施
設

・
機

関
へ

お
願

い
を

続
け

る
方

針
で

あ
る

。
地

方
衛

生
研

究
所

、
動

物
園

等
の

見
学

・
体

験
実

習
で

は
、

学
習

効
果

を
上

げ
る

た
め

に
受

け
入

れ
施

設
と

も
協

議
を

続
け

て
お

り
、

事
前

に
課

題
設

定
を

行
っ

て
、

実
習

後
に

到
達

度
を

評
価

す
る

な
ど

の
手

法
を

模
索

し
て

い
る

。
企

業
と

の
連

携
に

つ
い

て
は

現
時

点
で

は
課

題
を

克
服

す
る

具
体

的
な

方
策

は
見

つ
か

っ
て

お
ら

ず
、

栄
養

系
、

食
品

化
学

系
の

学
科

等
と

連
携

し
た

実
習

単
位

を
構

築
す

る
こ

と
で

、
学

生
の

就
職

先
と

し
て

機
能

す
る

よ
う

な
枠

組
み

を
模

索
中

で
あ

る
。

今
後

も
引

き
続

き
、

本
施

設
で

家
畜

保
健

衛
生

所
と

連
携

し
、

防
疫

訓
練

を
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

。
病

性
鑑

定
に

つ
い

て
は

病
理

解
剖

室
の

新
設

を
大

学
側

に
要

望
し

て
お

り
、

実
施

ス
ペ

ー
ス

が
拡

張
さ

れ
れ

ば
、

大
学

施
設

で
受

講
人

数
を

増
し

て
実

施
す

る
こ

と
を

家
畜

保
健

衛
生

所
に

要
望

す
る

予
定

で
あ

る
。

V
P

 C
am

p
の

よ
う

な
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

み
な

ら
ず

、
公

衆
衛

生
系

の
業

務
を

体
験

あ
る

い
は

実
習

で
き

る
短

期
間

の
受

け
入

れ
に

対
し

て
も

、
地

方
自

治
体

の
獣

医
学

教
育

へ
の

協
力

が
得

ら
れ

る
枠

組
み

づ
く
り

を
求

め
た

い
。

ま
た

、
自

治
体

だ
け

で
な

く
、

民
間

企
業

が
食

の
安

全
教

育
へ

一
定

の
理

解
を

深
め

、
高

等
教

育
へ

協
力

で
き

る
（
し

や
す

い
）
枠

組
み

作
り

に
つ

い
て

も
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

応
用

系
分

野
の

獣
医

学
教

育
に

お
け

る
実

地
研

修
・
実

習
の

必
要

性
を

広
く

社
会

に
ア

ピ
ー

ル
し

て
い

た
だ

き
、

そ
の

必
要

性
を

認
識

し
て

も
ら

う
こ

と
が

、
実

習
先

の
確

保
、

学
習

効
果

の
充

実
に

重
要

で
あ

る
。

関
係

各
位

に
お

か
れ

て
は

、
継

続
的

な
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
、

そ
の

重
要

性
を

社
会

に
ア

ピ
ー

ル
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

防
疫

指
針

に
基

づ
い

た
「
机

上
訓

練
」

等
の

防
疫

訓
練

実
習

実
施

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

全
国

共
通

で
作

成
し

て
い

た
だ

き
た

い
。
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大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
山

口
大

学
近

隣
自

治
体

の
食

肉
衛

生
検

査
所

等
に

お
い

て
，

と
畜

検
査

の
見

学
及

び
実

習
，

並
び

に
食

肉
衛

生
検

査
所

で
の

見
学

お
よ

び
実

習
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

，
水

産
大

学
校

に
お

い
て

，
缶

詰
製

造
の

実
習

を
行

っ
て

い
る

。
い

ず
れ

も
見

学
実

習
だ

け
で

は
な

く
，

学
生

が
実

際
に

手
を

出
す

H
an

ds
-
o
n
実

習
を

取
り

入
れ

て
い

る
と

こ
に

特
徴

が
あ

る
。

他
県

に
お

い
て

実
習

を
行

う
こ

と
に

伴
い

，
交

通
費

等
の

学
生

が
自

己
負

担
す

る
経

費
を

要
し

て
い

る
。

実
習

先
の

都
合

に
よ

り
，

予
定

が
変

更
さ

れ
る

場
合

が
あ

り
，

継
続

性
に

課
題

が
あ

る
。

寄
附

金
な

ど
外

部
資

金
を

確
保

し
旅

費
等

を
補

助
す

る
こ

と
に

よ
り

，
学

生
の

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
検

討
す

る
。

と
畜

検
査

は
多

く
の

獣
医

師
が

卒
後

関
わ

る
作

業
で

あ
り

，
学

生
の

間
に

そ
れ

を
経

験
で

き
る

こ
と

は
，

学
生

の
職

域
の

選
択

に
お

い
て

も
重

要
で

あ
る

。
全

国
的

に
食

肉
衛

生
検

査
の

実
習

が
安

定
し

て
行

え
る

制
度

作
り

が
必

要
で

あ
る

。

鹿
児

島
大

学
鹿

児
島

県
内

の
食

肉
衛

生
検

査
所

に
て

、
屠

畜
検

査
お

よ
び

食
肉

検
査

を
H

an
ds

-
o
n
で

行
っ

て
い

る
。

鹿
児

島
県

内
６

ヵ
所

の
家

畜
保

健
衛

生
所

に
お

い
て

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
行

っ
て

い
る

。
鹿

児
島

県
農

業
大

学
で

ハ
ム

ソ
ー

セ
ー

ジ
の

製
造

実
習

を
行

っ
て

い
る

。
垂

水
市

漁
港

に
お

い
て

水
産

養
殖

の
実

習
を

行
っ

て
お

り
、

魚
の

衛
生

管
理

、
寄

生
虫

駆
除

、
栄

養
管

理
等

を
担

当
獣

医
師

の
指

導
の

下
、

実
施

し
て

い
る

。

3
0
名

と
い

え
ど

も
H

an
ds

-
o
n
実

習
で

あ
る

た
め

、
指

導
す

る
獣

医
師

も
時

間
と

労
力

を
要

す
る

。
実

習
地

へ
の

送
り

迎
え

は
教

員
が

行
っ

て
い

る
。

暫
く
は

、
現

在
の

方
法

を
継

続
予

定
。

動
物

衛
生

・
公

衆
衛

生
学

分
野

で
は

、
学

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

拡
充

に
よ

っ
て

内
容

の
充

実
が

図
ら

れ
た

が
、

学
外

機
関

に
送

り
出

す
前

の
学

生
の

知
識

・
技

能
・
態

度
は

未
だ

不
足

し
て

い
る

。
同

分
野

に
お

い
て

も
、

学
外

実
習

の
事

前
教

育
を

充
実

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

宮
崎

大
学

４
年

生
前

期
の

動
物

衛
生

学
実

習
で

は
、

宮
崎

県
の

施
設

（
家

畜
保

健
衛

生
検

査
所

、
畜

産
試

験
場

）
の

ほ
か

、
関

連
企

業
等

（
へ

い
獣

処
理

場
、

養
鶏

企
業

、
公

営
牧

場
）
の

協
力

を
得

て
実

習
を

行
っ

て
い

る
。

５
年

生
前

期
の

獣
医

公
衆

衛
生

学
実

習
で

は
、

宮
崎

県
の

施
設

（
食

肉
衛

生
検

査
所

、
食

肉
処

理
場

、
食

鳥
処

理
場

、
環

境
衛

生
研

究
所

、
動

物
愛

護
セ

ン
タ

ー
）
を

利
用

し
て

実
習

を
行

っ
て

い
る

。
５

年
生

前
期

の
ア

ド
バ

ン
ス

応
用

獣
医

学
（
選

択
科

目
）

で
は

、
厚

生
労

働
省

健
康

局
結

核
感

染
症

課
、

国
立

感
染

症
研

究
所

、
大

分
大

学
医

学
部

、
宮

崎
県

と
協

働
し

、
狂

犬
病

診
断

実
習

を
実

施
し

て
い

る
。

特
に

宮
崎

県
と

宮
崎

大
学

は
包

括
連

携
協

定
を

締
結

し
、

相
互

協
力

を
行

う
関

係
に

あ
る

。

こ
れ

ら
の

動
物

衛
生

学
、

公
衆

衛
生

学
の

実
習

は
学

生
に

と
っ

て
極

め
て

重
要

な
獣

医
師

養
成

教
育

で
あ

り
、

今
後

も
継

続
で

き
る

こ
と

を
望

ん
で

い
る

。
こ

れ
ら

の
実

習
は

平
成

2
6
年

以
前

か
ら

継
続

し
て

い
る

が
、

宮
崎

県
内

の
協

力
機

関
に

は
限

ら
れ

た
マ

ン
パ

ワ
ー

の
中

で
協

力
を

得
て

い
る

の
で

、
単

位
の

あ
る

実
習

と
し

て
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

設
定

す
る

の
は

困
難

で
あ

る
。

宮
崎

県
お

よ
び

関
連

施
設

と
の

共
同

研
究

、
資

格
取

得
の

た
め

の
講

習
会

等
の

講
師

を
務

め
て

き
た

実
績

も
あ

り
、

今
後

こ
れ

ら
の

外
部

機
関

と
の

連
携

を
益

々
発

展
さ

せ
て

い
き

た
い

。

動
物

衛
生

学
実

習
、

公
衆

衛
生

学
実

習
に

お
い

て
は

良
好

な
関

係
が

維
持

さ
れ

て
お

り
、

現
時

点
で

は
全

国
的

な
対

応
の

必
要

性
は

感
じ

て
い

な
い

。
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大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
北

海
道

早
来

食
肉

衛
生

検
査

所
（
北

海
道

庁
）
と

の
連

携
に

よ
り

、
獣

医
学

類
衛

生
・
環

境
学

分
野

所
属

5
年

次
学

生
を

対
象

と
し

た
食

肉
衛

生
検

査
所

実
務

研
修

を
実

施
し

て
い

る
。

本
学

と
の

地
理

的
距

離
が

大
き

く
、

現
場

に
至

る
ま

で
の

学
生

の
移

動
の

負
担

が
若

干
、

懸
念

さ
れ

る
。

今
後

も
基

本
的

に
は

現
状

の
運

用
方

法
を

維
持

す
る

。
特

に
無

し

動
物

衛
生

学
総

論
（
獣

医
学

類
3
年

次
学

生
対

象
）

に
お

い
て

、
県

の
家

畜
保

健
衛

生
所

や
北

海
道

N
O

S
A

Iの
獣

医
師

に
お

願
い

し
て

講
義

を
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
養

豚
で

は
明

治
大

学
農

学
部

（
纐

纈
教

授
）
、

養
鶏

で
は

企
業

獣
医

師
に

講
義

を
依

頼
し

て
い

る
。

特
に

無
し

今
後

も
基

本
的

に
は

現
状

の
運

用
方

法
を

維
持

す
る

。
特

に
無

し

公
衆

衛
生

学
総

論
（
獣

医
学

類
3
年

次
学

生
対

象
）

に
お

い
て

、
厚

生
労

働
省

・
獣

医
系

職
員

に
よ

る
講

義
を

実
施

し
て

い
る

。

特
に

無
し

今
後

も
基

本
的

に
は

現
状

の
運

用
方

法
を

維
持

す
る

。
特

に
無

し

口
蹄

疫
に

関
す

る
テ

ー
マ

で
獣

医
学

類
衛

生
・
環

境
学

分
野

所
属

5
年

次
学

生
及

び
6
年

次
学

生
を

対
象

と
し

た
特

論
Ⅰ

お
よ

び
Ⅱ

に
お

い
て

、
宮

崎
県

獣
医

職
員

の
方

を
講

師
と

し
た

講
義

・
演

習
を

実
施

し
て

い
る

。
な

お
、

今
年

の
特

論
Ⅱ

（
6
年

次
学

生
を

対
象

）
の

一
環

と
し

て
、

北
海

道
大

学
・
迫

田
教

授
、

お
よ

び
宮

崎
大

学
・
坂

本
教

授
を

講
師

と
し

て
招

聘
し

、
口

蹄
疫

、
ア

フ
リ

カ
豚

コ
レ

ラ
、

豚
コ

レ
ラ

に
関

す
る

講
義

を
公

開
講

座
（
講

演
会

）
と

し
て

実
施

し
た

。

特
に

無
し

近
未

来
の

獣
医

師
と

し
て

我
が

国
に

生
起

し
て

い
る

諸
問

題
に

積
極

的
に

取
り

組
む

姿
勢

を
育

む
た

め
の

課
題

を
選

定
し

て
い

く
。

特
に

無
し

ハ
ー

ド
ヘ

ル
学

の
実

習
と

し
て

北
海

道
石

狩
家

畜
保

健
衛

生
所

に
依

頼
し

て
、

口
蹄

疫
の

机
上

防
疫

を
実

施
し

て
い

る
。

特
に

無
し

近
未

来
の

獣
医

師
と

し
て

我
が

国
に

生
起

し
て

い
る

諸
問

題
に

積
極

的
に

取
り

組
む

姿
勢

を
育

む
た

め
の

課
題

を
選

定
し

て
い

く
。

特
に

無
し

北
里

大
学

獣
医

学
入

門
実

習
（
２

年
次

）
で

は
、

十
和

田
食

肉
衛

星
検

査
所

、
青

森
県

動
物

管
理

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

た
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
関

係
法

規
（
４

年
次

）
で

は
、

青
森

県
庁

の
関

連
部

署
の

職
員

に
非

常
勤

講
師

と
し

て
講

義
を

担
当

し
て

も
ら

っ
て

い
る

。
学

外
実

習
（
４

・
５

年
次

）
で

は
、

全
国

の
家

畜
保

健
衛

生
所

、
食

肉
衛

生
検

査
所

、
保

健
所

等
に

学
生

を
派

遣
し

て
い

る
。

安
定

し
た

運
用

が
行

わ
れ

て
い

る
。

今
後

も
継

続
す

る
予

定
で

あ
る

。
特

に
な

い
。

酪
農

学
園

大
学
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大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
日

本
大

学
応

用
系

分
野

（
家

畜
衛

生
、

公
衆

衛
生

）
に

お
け

る
外

部
機

関
と

の
連

携
と

し
て

は
、

他
大

学
同

様
に

獣
医

学
ア

ド
バ

ン
ス

ト
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

構
築

推
進

委
託

事
業

V
pc

am
pに

参
画

し
、

国
、

地
方

公
共

団
体

等
で

の
実

習
を

実
施

し
て

い
る

。
平

成
3
0
年

度
夏

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
は

、
日

本
大

学
か

ら
1
6
名

の
学

生
が

応
募

し
、

1
2
名

の
学

生
が

合
格

し
、

実
際

に
実

習
に

参
加

し
た

。

当
該

事
業

の
遂

行
上

概
ね

問
題

な
く
実

施
し

て
い

る
。

一
部

、
学

生
を

受
け

入
れ

い
た

だ
い

た
自

治
体

か
ら

、
学

生
の

実
習

態
度

等
に

お
い

て
注

意
を

い
た

だ
く
事

が
あ

り
、

実
習

前
の

事
前

教
育

の
徹

底
が

必
要

と
感

じ
て

い
る

。
ま

た
、

人
気

の
あ

る
実

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
そ

う
で

な
い

も
の

の
間

で
、

希
望

者
数

に
大

き
な

差
が

あ
り

、
平

均
化

す
る

必
要

も
あ

る
か

も
し

れ
な

い
。

従
来

通
り

、
V

P
c
am

pへ
の

参
画

を
希

望
し

て
い

る
。

V
P

c
m

pは
、

受
入

自
治

体
、

派
遣

す
る

大
学

側
、

双
方

に
と

っ
て

、
実

習
の

マ
ッ

チ
ン

グ
作

業
の

効
率

化
を

図
る

た
め

に
構

築
さ

れ
た

有
益

な
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

。
当

該
事

業
を

通
し

て
実

施
さ

れ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

基
に

、
随

時
改

善
を

行
っ

て
い

く
。

V
P

c
am

pの
発

展
的

継
続

を
希

望
す

る
。

現
在

議
論

さ
れ

て
い

る
事

務
職

員
の

雇
用

に
係

る
経

費
等

、
問

題
が

あ
る

が
、

受
益

者
負

担
と

な
る

と
、

一
気

に
参

加
希

望
者

が
減

少
す

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
た

め
、

何
ら

か
の

代
案

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。

日
本

獣
医

生
命

科
学

大
学

野
生

動
物

学
実

習
（
4
年

次
）
で

は
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
野

生
動

物
救

護
獣

医
師

協
会

に
協

力
い

た
だ

き
、

環
境

省
水

鳥
救

護
研

修
セ

ン
タ

ー
で

油
汚

染
野

鳥
救

護
実

習
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

連
携

協
定

先
で

あ
る

東
京

動
物

園
協

会
の

協
力

で
、

都
内

動
物

園
を

利
用

し
た

講
義

実
習

を
協

力
い

た
だ

い
て

い
る

。

と
く
に

な
い

今
後

も
継

続
す

る
予

定
で

あ
る

と
く
に

な
い

麻
布

大
学

【
家

畜
衛

生
学

実
習

・
公

衆
衛

生
学

実
習

】
公

衆
衛

生
や

、
畜

産
環

境
の

状
況

を
修

学
す

る
た

め
に

、
神

奈
川

県
県

央
家

畜
保

健
衛

生
所

、
神

奈
川

県
畜

産
技

術
セ

ン
タ

ー
、

神
奈

川
食

肉
セ

ン
タ

ー
、

神
奈

川
県

下
水

道
公

社
柳

島
管

理
セ

ン
タ

ー
、

神
奈

川
県

内
広

域
水

道
事

業
団

綾
瀬

浄
水

場
な

ど
の

施
設

見
学

実
習

を
行

っ
て

い
る

。

【
家

畜
衛

生
学

実
習

・
公

衆
衛

生
学

実
習

】
私

立
大

学
は

学
生

数
が

多
い

こ
と

か
ら

移
動

手
段

は
貸

切
り

バ
ス

を
利

用
し

て
い

る
が

、
経

費
が

掛
か

る
こ

と
が

難
点

で
あ

る
。

ま
た

家
畜

飼
養

場
所

に
立

ち
入

る
際

は
防

護
服

を
着

さ
せ

て
お

り
こ

の
経

費
も

安
く
は

な
い

。
ま

た
今

後
防

疫
の

面
か

ら
多

人
数

で
の

視
察

は
行

い
づ

ら
く
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

【
家

畜
衛

生
学

実
習

・
公

衆
衛

生
学

実
習

】
現

在
経

費
の

面
は

大
学

に
特

別
に

予
算

を
付

け
て

も
ら

っ
て

い
る

状
況

で
あ

る
が

、
今

後
は

経
費

を
縮

小
し

た
他

の
方

法
も

模
索

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
家

畜
衛

生
学

実
習

・
公

衆
衛

生
学

実
習

】
各

大
学

の
実

施
状

況
、

予
算

面
で

の
補

助
。

岡
山

理
科

大
学

・
愛

媛
大

学
と

岡
山

理
科

大
学

と
の

包
括

協
力

協
定

に
よ

り
、

教
育

・
研

究
分

野
で

連
携

事
業

が
進

ん
で

い
る

。
（
１

教
育

課
題

、
１

２
研

究
課

題
が

す
で

に
実

施
段

階
に

）
・
近

隣
県

の
試

験
場

・
家

畜
衛

生
保

健
所

等
の

公
的

機
関

、
食

品
、

製
薬

関
連

企
業

な
ど

、
3
0
を

超
え

る
外

部
機

関
と

協
定

を
結

び
、

学
生

実
習

の
場

の
提

供
を

受
け

て
い

る
。

大
学

設
置

審
議

会
か

ら
の

認
可

の
際

に
記

載
し

た
諸

事
項

を
粛

々
と

こ
な

す
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

国
家

戦
略

特
区

と
い

う
ミ

ッ
シ

ョ
ン

で
設

立
さ

れ
た

学
部

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

地
域

と
の

連
携

は
重

要
な

テ
ー

マ
で

あ
り

、
今

後
と

も
継

続
し

て
進

め
て

行
く
。

特
に

な
い

。
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1
教

育
課

程
の

実
施

状
況

1
-
2

外
部

機
関

と
の

連
携

状
況

 (
臨

床
系

)

大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
北

海
道

大
学

帯
広

畜
産

大
学

（
V

e
tN

o
rt

h
J
ap

an
）

・
円

山
動

物
園

お
よ

び
札

幌
市

動
物

管
理

セ
ン

タ
ー

と
連

携
協

定
を

締
結

し
、

エ
キ

ゾ
チ

ッ
ク

ア
ニ

マ
ル

に
関

す
る

実
習

、
収

容
動

物
を

用
い

た
臨

床
実

習
お

よ
び

自
然

死
個

体
を

用
い

た
病

理
解

剖
実

習
等

を
進

め
て

い
る

(北
海

道
大

学
)。

・
札

幌
夜

間
動

物
病

院
の

協
力

を
得

て
、

学
生

を
当

該
病

院
に

派
遣

し
て

夜
間

・
救

急
獣

医
療

実
習

を
実

施
し

て
い

る
(V

N
J
)。

・
帯

広
市

と
の

包
括

的
連

携
協

力
協

定
の

も
と

、
保

護
動

物
の

不
妊

去
勢

活
動

へ
の

協
力

、
農

業
高

校
の

豚
、

鶏
の

臨
床

実
習

、
帯

広
動

物
園

と
の

教
育

連
携

を
実

施
（
帯

畜
大

）
。

・
N

O
S
A

Iや
社

台
と

の
連

携
に

よ
る

産
業

動
物

診
療

・
教

育
の

実
施

（
畜

大
）
。

・
エ

キ
ゾ

チ
ッ

ク
ア

ニ
マ

ル
の

臨
床

実
習

の
機

会
が

少
な

い
(V

N
J
)。

・
収

容
動

物
を

用
い

た
臨

床
実

習
（
S
pa

y/
n
e
u
te

rな
ど

）
の

機
会

の
安

定
化

が
問

題
で

あ
る

(北
海

道
大

学
)。

・
夜

間
・
救

急
獣

医
療

実
習

を
実

施
す

る
上

で
、

こ
れ

を
支

援
す

る
臨

床
系

教
員

の
数

が
不

足
し

て
い

る
(北

海
道

大
学

)。

・
エ

キ
ゾ

チ
ッ

ク
ア

ニ
マ

ル
の

診
療

に
専

門
性

を
有

す
る

学
外

獣
医

師
の

パ
ー

ト
タ

イ
ム

雇
用

を
進

め
る

(北
海

道
大

学
)。

・
自

己
財

源
等

を
活

用
し

つ
つ

、
総

合
臨

床
実

習
を

担
当

で
き

る
教

員
を

増
や

す
(北

海
道

大
学

)。

臨
床

実
習

な
ど

外
部

機
関

と
の

連
携

状
況

に
つ

い
て

、
平

成
2
6
年

以
降

の
充

実
の

状
況

に
つ

い
て

具
体

的
に

記
載

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

連
携

を
実

施
す

る
た

め
に

抱
え

て
い

る
課

題
、

そ
の

課
題

に
対

す
る

今
後

の
方

針
、

さ
ら

に
連

携
を

継
続

・
発

展
さ

せ
る

た
め

に
文

部
科

学
省

、
全

国
獣

医
学

関
係

代
表

者
連

絡
協

議
会

（
全

獣
協

）
、

N
P

O
法

人
獣

医
学

教
育

支
援

機
構

（
ve

tE
S
O

）
な

ど
に

求
め

る
全

国
的

な
対

応
や

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
に

つ
い

て
、

記
載

く
だ

さ
い

。
な

お
、

共
同

教
育

課
程

の
場

合
は

、
1
教

育
課

程
で

一
つ

の
シ

ー
ト

と
し

て
回

答
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

個
別

の
大

学
に

つ
い

て
の

記
載

に
つ

い
て

は
、

そ
の

旨
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

く
だ

さ
い

。
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大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
岩

手
大

学
・
産

業
動

物
臨

床
：
岩

手
県

の
N

O
S
A

Iや
岩

手
牧

場
、

小
岩

井
農

牧
と

連
携

し
、

臨
床

実
習

を
実

施
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
で

は
主

に
産

業
動

物
臨

床
の

1
次

診
療

を
参

加
型

臨
床

実
習

と
し

て
体

験
し

て
い

る
。

・
伴

侶
動

物
臨

床
：
現

在
の

と
こ

ろ
大

学
附

属
動

物
病

院
で

の
実

習
の

み
。

東
京

農
工

大
学

と
共

同
学

科
と

し
て

、
東

京
農

工
大

学
動

物
医

療
セ

ン
タ

ー
で

の
実

習
も

実
施

。

主
に

伴
侶

動
物

臨
床

分
野

に
お

い
て

、
学

外
実

習
主

に
1
次

診
療

の
体

験
が

不
足

し
て

い
る

。

・
産

業
動

物
臨

床
：
特

任
助

教
を

増
や

し
、

二
次

診
療

の
学

内
で

の
件

数
を

増
や

す
。

・
伴

侶
動

物
臨

床
：
岩

手
県

及
び

盛
岡

市
の

動
物

愛
護

セ
ン

タ
ー

（
設

置
予

定
）
と

連
携

し
、

シ
ェ

ル
タ

ー
メ

デ
ィ

ス
ン

並
び

に
一

次
診

療
の

場
を

設
け

る
。

ま
た

、
近

隣
の

開
業

動
物

病
院

と
連

携
し

、
1
次

診
療

の
参

加
型

臨
床

実
習

充
実

を
目

指
す

。

N
O

S
A

Iや
開

業
動

物
病

院
な

ど
、

各
地

域
の

診
療

施
設

の
協

力
が

ス
ム

ー
ズ

に
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
獣

医
師

会
な

ど
を

中
心

に
業

界
全

体
で

新
し

い
獣

医
師

を
育

て
る

と
言

う
環

境
を

醸
成

し
て

ほ
し

い
。

東
京

農
工

大
学

産
業

動
物

臨
床

: 
千

葉
N

O
S
A

I連
、

東
京

N
O

S
A

I、
日

本
中

央
競

馬
会

、
民

間
養

豚
開

業
獣

医
師

と
連

携
し

、
産

業
動

物
の

臨
床

教
育

を
実

施
し

て
い

る
。

受
入

側
の

負
担

の
増

加
実

習
に

か
か

る
費

用
の

確
保

継
続

し
た

予
算

確
保

の
取

り
組

み
獣

医
師

会
、

N
O

S
A

I団
体

と
の

協
力

体
制

の
構

築
獣

医
学

実
習

に
か

か
る

予
算

確
保

の
要

望

東
京

大
学

1
. 
共

用
試

験
合

格
後

に
大

動
物

臨
床

・
臨

床
繁

殖
学

実
習

（
必

修
、

1
単

位
）
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

千
葉

N
O

S
A

Iの
獣

医
師

の
指

導
の

下
、

実
際

の
農

家
に

お
い

て
参

加
型

臨
床

実
習

を
実

施
し

て
い

る
。

2
. 
タ

イ
カ

セ
サ

ー
ト

大
学

と
単

位
互

換
を

伴
う

長
期

（
3
か

月
）
の

臨
床

教
育

を
中

心
と

し
た

交
換

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
て

い
る

。
3
. 
総

合
臨

床
学

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
選

択
必

修
、

1
単

位
）
と

し
て

瑞
穂

農
場

、
山

形
N

O
S
A

I、
社

台
フ

ァ
ー

ム
、

民
間

動
物

病
院

等
に

て
産

業
動

物
や

伴
侶

動
物

の
参

加
型

臨
床

実
習

を
実

施
し

て
い

る
。

4
. 
海

外
の

獣
医

系
大

学
（
台

湾
、

韓
国

）
に

お
い

て
短

期
（
1
0
日

間
）
の

総
合

臨
床

学
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施

し
て

い
る

。

1
. 
引

率
す

る
教

員
の

負
担

が
大

き
い

。
2
. 
外

部
で

の
実

習
に

参
加

す
る

場
合

の
交

通
費

や
滞

在
費

等
の

経
済

的
負

担
が

大
き

い
。

奨
学

金
が

得
ら

れ
な

い
場

合
は

、
参

加
学

生
自

身
が

負
担

し
て

い
る

。
3
. 
海

外
の

実
習

に
参

加
で

き
る

学
生

数
が

限
ら

れ
て

い
る

。
4
. 
反

面
、

国
内

の
複

数
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
積

極
的

に
参

加
す

る
学

生
数

が
少

な
い

。

1
. 
奨

学
金

の
獲

得
を

継
続

す
る

。
外

部
機

関
と

の
連

携
を

持
続

的
に

可
能

に
す

る
た

め
の

、
学

生
や

受
入

れ
機

関
に

対
す

る
支

援
。
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大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
岐

阜
大

学
総

合
参

加
型

臨
床

実
習

（
産

業
動

物
）
に

お
い

て
、

外
部

機
関

（
N

O
S
A

I、
自

治
体

家
畜

診
療

所
、

地
方

競
馬

組
合

な
ど

）
で

実
施

。
各

機
関

所
属

の
指

導
獣

医
師

は
本

学
の

非
常

勤
講

師
。

な
お

、
鳥

取
大

学
と

共
同

教
育

を
実

施
し

て
い

る
が

、
上

記
の

総
合

参
加

型
臨

床
実

習
は

個
別

で
実

施
。

さ
ら

に
、

馬
臨

床
学

で
は

，
Ｊ
Ｒ

Ａ
競

走
馬

診
療

所
な

ら
び

に
競

走
馬

理
化

学
研

究
所

と
連

携
し

，
講

師
を

派
遣

し
て

頂
い

て
い

る
。

現
在

連
携

し
て

い
る

外
部

機
関

で
の

学
生

受
入

れ
が

，
維

持
継

続
で

き
る

か
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

J
R

A
か

ら
は

交
通

費
の

み
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
講

師
を

お
願

い
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。

現
在

連
携

し
て

い
る

外
部

機
関

と
の

連
携

強
化

。
他

の
学

生
受

入
れ

可
能

な
外

部
機

関
を

開
拓

す
る

。
J
R

A
か

ら
の

講
師

派
遣

に
つ

い
て

は
継

続
す

る
予

定
で

あ
る

。

な
し

。

鳥
取

大
学

・
N

O
S
A

I鳥
取

・
公

益
財

団
法

人
　

鳥
取

県
畜

産
振

興
協

会
・
鳥

取
県

中
小

家
畜

試
験

場

・
産

業
動

物
臨

床
教

育
に

つ
い

て
は

、
家

畜
へ

の
感

染
症

発
生

事
例

に
よ

っ
て

は
、

農
家

お
よ

び
試

験
場

等
へ

の
訪

問
お

よ
び

家
畜

へ
の

接
触

が
制

限
さ

れ
る

た
め

、
予

定
通

り
の

実
習

（
総

合
参

加
型

臨
床

実
習

）
が

実
施

で
き

な
い

可
能

性
が

あ
る

。
・
小

動
物

臨
床

教
育

に
つ

い
て

は
、

外
部

の
開

業
動

物
病

院
と

連
携

す
る

こ
と

に
よ

り
、

一
次

診
療

に
関

す
る

実
践

的
教

育
を

実
現

す
べ

き
で

あ
る

。

・
産

業
動

物
臨

床
教

育
に

つ
い

て
は

、
従

来
と

同
様

に
外

部
機

関
と

の
連

携
を

維
持

す
る

こ
と

で
、

実
践

的
な

臨
床

実
習

を
行

う
。

新
た

な
外

部
機

関
（
私

営
牧

場
な

ど
）
と

の
連

携
を

模
索

す
る

。
・
小

動
物

臨
床

に
お

け
る

一
次

診
療

教
育

に
つ

い
て

は
未

だ
明

確
な

方
針

を
決

定
し

て
い

な
い

が
、

総
合

参
加

型
臨

床
実

習
担

当
教

員
に

開
業

獣
医

師
を

非
常

勤
教

員
と

し
て

招
聘

す
る

、
県

の
動

物
保

護
施

設
を

利
用

し
た

一
次

診
療

教
育

を
行

う
な

ど
、

外
部

機
関

と
の

連
携

を
深

め
る

必
要

が
あ

る
。

・
各

都
道

府
県

の
動

物
保

護
施

設
（
シ

ェ
ル

タ
ー

）
を

利
用

し
た

一
次

診
療

教
育

が
実

施
で

き
る

よ
う

、
農

水
省

を
通

じ
た

全
国

的
な

取
組

み
を

推
進

し
て

欲
し

い
。
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大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
大

阪
府

立
大

学
[伴

侶
動

物
] 

現
在

は
、

特
に

連
携

し
て

い
る

外
部

機
関

は
無

い
。

[産
業

動
物

] 
　

本
学

は
附

属
牧

場
を

持
た

な
い

た
め

、
京

都
大

学
農

学
研

究
科

付
属

牧
場

で
牧

場
実

習
（
必

修
科

目
；
獣

医
学

類
3
回

生
）
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

神
戸

大
学

附
属

食
資

源
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
（
附

属
牧

場
）
で

食
料

生
産

実
習

（
選

択
科

目
；
獣

医
学

類
1
回

生
）
を

実
施

し
て

い
る

。
　

産
業

動
物

の
参

加
型

臨
床

実
習

と
し

て
、

大
動

物
診

療
実

習
（
必

修
科

目
；
獣

医
学

類
5
回

生
）
を

計
5
日

間
行

っ
て

い
る

が
、

３
日

間
は

神
戸

大
学

付
属

食
資

源
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
（
付

属
牧

場
）

に
て

牛
の

臨
床

実
習

（
個

体
診

療
＋

群
管

理
の

実
習

）
を

行
っ

て
お

り
、

２
日

間
は

N
O

S
A

I兵
庫

阪
神

基
幹

診
療

所
で

の
乳

牛
と

肉
牛

の
個

体
診

療
実

習
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

大
動

物
野

外
診

療
実

習
（
選

択
科

目
；
獣

医
学

類
2
回

生
以

上
）
で

は
、

N
O

S
A

I夏
期

臨
床

実
習

を
活

用
し

て
全

国
各

地
の

N
O

S
A

I診
療

所
で

ウ
シ

の
診

療
同

行
実

習
（
5

～
1
0
日

間
）
に

参
加

さ
せ

て
い

る
。

[伴
侶

動
物

] 
現

在
本

学
に

お
け

る
伴

侶
動

物
の

臨
床

実
習

は
２

次
診

療
施

設
で

あ
る

獣
医

臨
床

セ
ン

タ
ー

で
実

施
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

1
次

診
療

の
実

習
を

実
施

で
き

る
環

境
を

設
け

る
必

要
が

あ
る

。
[産

業
動

物
] 

現
状

で
は

本
学

獣
医

臨
床

セ
ン

タ
ー

の
大

動
物

診
療

の
実

績
が

乏
し

い
た

め
、

参
加

型
臨

床
実

習
を

外
部

機
関

と
の

連
携

で
の

み
実

施
す

る
形

に
な

っ
て

い
る

。
今

後
は

大
動

物
の

内
外

科
学

の
専

任
教

員
を

雇
用

し
て

、
臨

床
セ

ン
タ

ー
で

の
大

動
物

診
療

実
績

を
増

や
し

つ
つ

、
大

動
物

臨
床

教
育

の
充

実
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

[伴
侶

動
物

] 
今

後
、

大
阪

動
物

愛
護

管
理

セ
ン

タ
ー

や
地

域
の

動
物

診
療

施
設

と
の

連
携

に
よ

り
、

伴
侶

動
物

の
臨

床
の

基
礎

や
1

次
診

療
を

経
験

で
き

る
実

習
場

所
を

確
保

す
る

予
定

で
あ

る
。

[産
業

動
物

] 
大

動
物

の
内

外
科

学
の

専
任

教
員

を
雇

用
し

て
、

臨
床

セ
ン

タ
ー

大
動

物
診

療
科

に
お

け
る

診
療

実
績

（
大

阪
府

・
近

隣
県

の
畜

産
農

家
・
乗

馬
ク

ラ
ブ

の
回

診
）
を

増
や

し
て

い
き

、
参

加
型

臨
床

実
習

を
充

実
さ

せ
る

。

[伴
侶

動
物

] 
1
次

診
療

の
臨

床
実

習
の

場
所

と
し

て
適

切
な

動
物

病
院

を
認

定
す

る
制

度
な

ど
を

策
定

し
て

ほ
し

い
。

[産
業

動
物

] 
附

属
牧

場
を

持
た

ず
、

大
動

物
診

療
実

績
の

乏
し

い
本

学
で

は
、

牧
場

実
習

や
参

加
型

臨
床

実
習

に
お

け
る

他
大

学
・
農

業
高

校
の

付
属

牧
場

や
近

畿
・
全

国
の

N
O

S
A

I診
療

所
・
馬

診
療

所
等

の
外

部
機

関
の

協
力

が
不

可
欠

で
あ

る
。

今
後

も
ご

協
力

を
お

願
い

し
た

い
。
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大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
山

口
大

学
近

隣
の

動
物

病
院

に
お

い
て

，
一

次
診

療
実

習
を

行
っ

て
い

る
。

動
物

園
や

サ
フ

ァ
リ

ラ
ン

ド
な

ど
の

動
物

展
示

施
設

に
お

い
て

，
エ

キ
ゾ

チ
ッ

ク
ア

ニ
マ

ル
に

関
す

る
実

習
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

，
動

物
愛

護
セ

ン
タ

ー
で

シ
ェ

ル
タ

ー
メ

デ
ィ

ス
ン

の
実

習
を

行
っ

て
い

る
。

産
業

動
物

関
連

で
は

、
山

口
県

農
業

大
学

校
に

お
い

て
臨

床
基

礎
実

習
、

N
O

S
A

I山
口

に
て

牛
の

一
次

診
療

実
習

、
県

内
各

乗
馬

ク
ラ

ブ
に

お
い

て
馬

の
検

診
及

び
一

次
診

療
実

習
、

山
口

県
畜

産
試

験
場

に
て

牛
診

療
実

習
、

県
内

牛
牧

場
に

て
牛

群
管

及
び

繁
殖

管
理

実
習

、
鹿

野
フ

ァ
ー

ム
に

て
養

診
療

実
習

、
深

川
養

鶏
場

に
て

鶏
診

療
実

習
を

行
っ

て
い

る
。

動
物

病
院

や
動

物
展

示
施

設
は

近
隣

で
充

実
し

て
い

る
が

，
外

部
講

師
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
教

育
を

依
存

し
て

い
る

。
ま

た
，

実
習

先
へ

の
送

迎
な

ど
，

学
内

教
員

の
負

担
も

大
き

い
。

シ
ェ

ル
タ

ー
メ

デ
ィ

ソ
ン

を
行

え
る

施
設

規
模

が
小

さ
く

教
育

効
果

は
必

ず
し

も
大

き
く
は

無
い

。
産

業
動

物
関

連
で

は
、

国
内

に
お

け
る

伝
染

病
の

発
生

に
よ

り
、

外
部

実
習

先
へ

の
立

ち
入

り
が

規
制

さ
れ

る
場

合
が

あ
り

、
継

続
性

に
課

題
が

あ
る

。

支
援

ス
タ

ッ
フ

の
充

実
が

必
要

で
あ

る
。

外
部

講
師

と
内

部
教

員
の

さ
ら

な
る

連
携

が
必

要
で

あ
る

。

教
育

連
携

へ
の

理
解

を
促

進
さ

せ
る

た
め

の
活

動
。

産
業

動
物

に
携

わ
る

獣
医

師
確

保
に

向
け

た
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
、

講
演

会
や

臨
床

実
習

な
ど

、
様

々
な

取
り

組
み

が
な

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

よ
う

な
活

動
の

発
展

的
な

継
続

。

鹿
児

島
大

学
・
鹿

児
島

市
水

族
館

及
び

平
川

動
物

公
園

と
の

協
定

に
基

づ
き

、
学

生
が

各
附

属
診

療
所

に
お

い
て

エ
キ

ゾ
チ

ッ
ク

ア
ニ

マ
ル

の
実

習
を

行
っ

て
い

る
。

・
鹿

児
島

市
及

び
鹿

児
島

県
と

の
協

定
に

基
づ

き
、

動
物

管
理

事
務

所
及

び
動

物
愛

護
セ

ン
タ

ー
で

保
護

さ
れ

る
動

物
を

対
象

に
シ

ェ
ル

タ
ー

メ
デ

ィ
ス

ン
実

習
を

行
な

っ
て

い
る

。
・
鹿

児
島

県
内

の
N

O
S
A

I家
畜

診
療

施
設

に
お

い
て

、
協

定
に

基
づ

い
た

産
業

動
物

の
一

次
診

療
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

実
習

を
行

な
っ

て
い

る
。

・
鹿

児
島

県
内

の
畜

産
企

業
と

の
協

定
に

基
づ

き
、

豚
と

鶏
の

管
理

獣
医

師
に

よ
る

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

実
習

を
行

っ
て

い
る

。

・
産

業
動

物
臨

床
分

野
で

は
、

学
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
拡

充
に

よ
っ

て
内

容
の

充
実

が
図

ら
れ

た
が

、
学

外
機

関
に

送
り

出
す

前
の

学
生

の
知

識
・
技

能
・
態

度
は

未
だ

不
足

し
て

い
る

。
同

分
野

に
お

け
る

学
外

実
習

の
事

前
教

育
を

充
実

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

・
畜

産
学

分
野

と
の

連
携

を
さ

ら
に

充
実

さ
せ

て
、

附
属

牧
場

等
に

お
け

る
産

業
動

物
臨

床
分

野
に

お
け

る
低

学
年

次
か

ら
の

ハ
ン

ズ
オ

ン
実

習
を

進
め

て
い

く
。

そ
れ

に
よ

っ
て

、
高

学
年

次
の

学
外

実
習

が
よ

り
効

果
的

に
な

っ
て

い
く
。

・
教

材
の

豊
富

な
地

域
に

、
産

業
動

物
臨

床
、

及
び

動
物

・
公

衆
衛

生
学

の
参

加
型

臨
床

実
習

を
全

国
か

ら
受

け
入

れ
る

拠
点

が
必

要
で

あ
る

。
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大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
宮

崎
大

学
臨

床
系

の
実

習
で

は
、

宮
崎

県
内

食
肉

衛
生

検
査

所
と

連
携

し
、

食
肉

処
理

さ
れ

た
臓

器
を

用
い

代
替

実
習

を
取

り
入

れ
て

い
る

（
外

科
お

よ
び

臨
床

繁
殖

学
実

習
）
。

5
年

生
前

期
の

産
業

動
物

実
習

の
1
コ

マ
を

使
っ

て
、

日
本

中
央

競
馬

会
宮

崎
育

成
牧

場
で

馬
の

臨
床

実
習

を
行

っ
て

い
る

。
実

習
内

容
は

、
馬

の
身

体
検

査
、

採
血

、
筋

肉
内

注
射

等
で

あ
る

。
5
年

生
後

期
に

産
業

動
物

参
加

型
臨

床
実

習
の

一
環

と
し

て
、

宮
崎

県
農

業
共

済
組

合
の

県
下

9
箇

所
の

家
畜

診
療

所
に

お
い

て
5
日

間
の

随
行

実
習

を
行

っ
て

い
る

。

生
体

か
ら

の
代

替
法

と
し

て
引

き
続

き
継

続
し

た
い

。
馬

の
臨

床
実

習
は

学
生

に
と

っ
て

極
め

て
貴

重
な

体
験

で
あ

り
、

今
後

も
継

続
で

き
る

こ
と

を
望

ん
で

い
る

。
N

O
S
A

Iで
の

臨
床

実
習

は
4
0
年

以
上

前
か

ら
継

続
し

て
お

り
、

地
元

の
宮

崎
県

農
業

共
済

組
合

に
は

た
い

へ
ん

感
謝

し
て

い
る

。

代
替

法
と

し
て

、
宮

崎
県

内
食

肉
衛

生
検

査
所

と
連

携
し

、
引

き
続

き
協

力
を

得
な

が
ら

継
続

し
た

い
。

宮
崎

育
成

牧
場

と
の

共
同

研
究

の
実

施
等

、
大

学
と

の
協

力
関

係
を

発
展

さ
せ

て
い

き
た

い
。

地
元

の
N

O
S
A

Iと
の

協
力

関
係

を
継

続
・
発

展
さ

せ
て

い
き

た
い

。

現
在

は
、

宮
崎

県
内

食
肉

衛
生

検
査

所
の

協
力

で
す

べ
て

賄
え

て
い

る
の

で
、

必
要

は
な

い
。

N
O

S
A

I実
習

に
お

い
て

は
、

地
元

の
共

済
組

合
と

の
良

好
な

関
係

が
維

持
さ

れ
て

お
り

、
現

時
点

で
全

国
的

な
対

応
の

必
要

性
を

感
じ

て
い

な
い

。

酪
農

学
園

大
学

[伴
侶

動
物

]
・
現

在
連

携
し

て
い

る
機

関
は

な
い

。
[生

産
動

物
]

・
専

修
教

育
病

院
実

習
で

4
0
名

の
学

生
を

北
海

道
内

の
オ

ホ
ー

ツ
ク

農
業

共
済

組
合

の
3
診

療
所

に
受

け
入

れ
を

依
頼

し
て

い
る

。

[伴
侶

動
物

]
・
大

学
の

二
次

診
療

で
は

１
次

診
療

お
よ

び
中

性
化

手
術

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
[生

産
動

物
]

・
特

に
な

し

[伴
侶

動
物

]
・
斉

一
の

参
加

型
臨

床
実

習
に

お
い

て
本

学
近

隣
の

１
次

診
療

施
設

と
連

携
し

、
中

性
化

手
術

へ
の

参
加

を
含

ん
だ

学
外

病
院

実
習

の
導

入
を

検
討

し
て

い
る

。
[生

産
動

物
]

・
大

学
と

北
海

道
N

O
S
A

Iお
よ

び
北

海
道

内
農

業
共

済
組

合
と

の
包

括
協

定
の

中
で

、
現

状
の

ス
タ

イ
ル

を
維

持
す

る
と

と
も

に
、

受
け

入
れ

診
療

所
を

増
や

し
充

実
さ

せ
て

い
く
。

[伴
侶

動
物

]
・
特

に
な

し
[生

産
動

物
]

・
特

に
な

し
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大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
北

里
大

学
大

動
物

　
N

O
S
A

I夏
期

臨
床

実
習

参
加

者
数

は
、

平
成

2
6
年

度
1
3
名

、
平

成
2
7
年

度
 1

7
名

、
平

成
2
8
年

度
1
0
名

、
平

成
2
9
年

度
1
3
名

、
平

成
3
0
年

度
1
2
名

、
令

和
元

年
度

1
3
名

。
中

央
畜

産
会

就
業

研
修

受
講

者
数

は
、

平
成

2
6
年

度
1
4
名

、
平

成
2
7
年

度
3
5
名

、
平

成
2
8
年

度
2
3

名
、

平
成

2
9
年

度
1
9
名

、
平

成
3
0
年

度
2
0
名

、
令

和
元

年
度

3
5
名

。
N

O
S
A

I夏
期

臨
床

実
習

と
中

央
畜

産
会

就
業

研
修

受
講

者
数

（
1
4
～

3
5
名

）
は

、
大

動
物

臨
床

と
公

務
員

獣
医

師
を

考
え

て
い

る
学

生
が

受
講

し
て

い
て

、
就

職
の

大
き

な
動

機
付

け
に

な
っ

て
い

る
。

参
加

型
臨

床
実

習
で

は
、

大
動

物
臨

床
実

習
演

習
の

学
外

履
修

者
は

、
平

成
3
0
年

度
1
1
名

（
6
V

)、
令

和
元

年
度

7
名

（
6
V

)で
あ

っ
た

（
令

和
元

年
度

で
科

目
廃

止
）
。

令
和

元
年

度
か

ら
開

設
さ

れ
た

大
動

物
参

加
型

臨
床

実
習

Ⅰ
・
Ⅱ

（
Ⅰ

は
6
V

前
期

に
実

施
）
選

択
必

修
科

目
で

あ
る

。
大

動
物

参
加

型
臨

床
実

習
Ⅱ

は
、

令
和

元
年

度
2
3
名

（
5
V

)で
あ

っ
た

。
大

動
物

参
加

型
臨

床
実

習
（
学

外
）
で

は
、

１
道

、
2
0
県

の
N

O
S
A

Iお
よ

び
２

民
間

家
畜

診
療

所
の

協
力

を
得

て
、

学
生

の
希

望
に

応
じ

て
授

業
期

間
中

に
5
日

間
の

実
習

を
行

っ
て

い
る

。

小
動

物
　

平
成

2
9
年

度
1
4
名

（
6
V

）
、

平
成

3
0
年

度
4
名

（
6
V

）
が

学
外

（
協

力
病

院
、

非
常

勤
講

師
辞

令
交

付
）
で

の
参

加
型

臨
床

実
習

を
行

っ
た

。
移

行
期

の
選

択
科

目
で

あ
っ

た
た

め
履

修
者

は
少

数
で

あ
っ

た
が

、
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
6
年

生
（
現

5
年

生
）
は

、
必

修
科

目
で

あ
る

た
め

多
数

の
学

生
が

学
外

で
の

参
加

型
臨

床
実

習
を

受
講

す
る

と
考

え
る

。

大
動

物
　

N
O

S
A

I夏
期

臨
床

実
習

参
加

者
数

（
1
0
～

1
7
名

）
は

多
く
が

大
動

物
臨

床
を

考
慮

し
て

い
る

学
生

で
あ

り
、

こ
の

う
ち

１
０

名
ほ

ど
が

実
際

に
就

職
し

て
い

る
。

旅
費

の
補

助
が

あ
る

中
央

畜
産

会
の

研
修

は
近

年
特

に
人

気
が

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

産
業

動
物

獣
医

師
養

成
の

た
め

の
事

業
が

継
続

さ
れ

る
こ

と
を

希
望

す
る

。
　

本
年

度
か

ら
本

格
的

に
実

施
と

な
っ

た
学

外
の

参
加

型
臨

床
実

習
で

あ
る

が
、

5
年

生
の

場
合

、
病

院
実

習
が

終
了

後
と

い
う

条
件

を
つ

け
て

い
る

た
め

に
、

１
２

月
以

降
か

ら
１

月
中

旬
ま

で
の

限
ら

れ
た

授
業

期
間

で
の

実
習

と
な

る
。

そ
れ

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

2
3
名

の
応

募
が

あ
り

、
北

海
道

の
ほ

か
9
県

の
N

O
S
A

I家
畜

診
療

所
で

実
習

し
て

い
る

。
当

学
部

の
場

合
は

、
学

生
の

希
望

す
る

組
織

と
日

程
等

を
個

別
に

調
整

し
て

お
り

、
か

な
り

の
事

務
作

業
を

要
す

る
。

ま
た

、
非

常
勤

講
師

の
認

定
も

N
O

S
A

I組
織

で
は

異
動

が
頻

繁
に

あ
る

た
め

、
毎

年
度

非
常

勤
講

師
の

承
認

が
必

要
に

な
る

。
こ

の
よ

う
な

事
務

手
続

き
を

簡
便

化
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

小
動

物
　

協
力

病
院

（
約

5
0
病

院
）
と

学
生

の
希

望
を

マ
ッ

チ
ン

グ
さ

れ
る

作
業

が
繁

雑
で

あ
る

。
ま

た
、

大
学

の
規

程
の

た
め

に
非

常
勤

講
師

の
辞

令
手

続
き

を
毎

年
行

う
必

要
が

あ
り

、
簡

素
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

大
動

物
　

学
外

実
習

は
集

団
で

の
実

習
は

想
定

し
て

お
ら

ず
、

個
別

に
希

望
す

る
診

療
組

織
と

調
整

し
て

実
施

す
る

こ
と

に
な

る
。

大
動

物
臨

床
に

関
心

の
あ

る
学

生
の

み
を

学
外

の
参

加
型

実
習

に
参

加
さ

せ
て

い
る

た
め

、
協

力
組

織
か

ら
も

高
評

価
を

い
た

だ
い

て
い

る
。

実
習

に
際

し
て

、
必

要
な

手
技

や
教

養
を

身
に

着
け

て
行

く
よ

う
に

、
学

内
で

の
実

習
教

育
の

質
の

充
実

が
重

要
で

あ
る

。
な

お
、

学
外

の
参

加
型

臨
床

実
習

協
力

に
慎

重
な

姿
勢

を
示

し
て

い
た

N
O

S
A

I組
織

も
、

個
別

の
臨

床
実

習
で

あ
る

こ
と

を
説

明
す

る
と

多
く
が

協
力

的
で

あ
り

、
実

績
を

通
し

て
協

力
組

織
を

拡
大

し
て

い
き

た
い

。

小
動

物
　

協
力

病
院

数
を

増
や

し
、

学
生

の
希

望
（
期

間
、

場
所

な
ど

）
を

で
き

る
だ

け
対

応
で

き
る

よ
う

に
す

る
予

定
で

あ
る

。

大
動

物
　

N
O

S
A

I夏
期

臨
床

実
習

と
中

央
畜

産
会

就
業

研
修

は
引

き
続

き
実

施
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

小
動

物
　

特
に

な
し
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大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
日

本
大

学
　

産
業

動
物

に
お

け
る

臨
床

実
習

で
の

外
部

機
関

と
の

連
携

状
況

は
、

農
家

関
連

で
は

大
学

近
隣

の
酪

農
家

お
よ

び
肥

育
農

家
、

N
O

S
A

I組
織

で
は

神
奈

川
N

O
S
A

I、
ち

ば
N

O
S
A

I連
、

東
京

N
O

S
A

Iお
よ

び
静

岡
N

O
S
A

I、
お

よ
び

産
業

動
物

開
業

獣
医

師
と

連
携

し
て

い
る

。
診

療
症

例
の

提
供

、
検

体
の

提
供

な
ど

の
協

力
を

得
、

参
加

型
臨

床
実

習
で

は
、

教
員

が
学

生
を

大
学

の
診

療
車

に
乗

せ
近

隣
農

家
に

往
診

し
て

い
る

。

　
一

部
組

織
と

は
覚

書
を

交
わ

し
て

は
い

る
が

、
具

体
的

な
連

携
は

教
員

個
人

と
先

方
組

織
の

個
人

に
よ

る
個

人
的

な
つ

な
が

り
に

頼
っ

て
い

る
面

が
あ

る
。

組
織

的
な

つ
な

が
り

を
強

化
し

つ
つ

、
個

人
的

な
つ

な
が

り
も

、
特

定
の

人
物

に
偏

る
こ

と
な

く
よ

り
広

範
囲

に
か

つ
継

続
性

を
持

て
る

よ
う

な
人

間
関

係
を

構
築

す
る

。

　
本

学
に

お
け

る
獣

医
学

教
育

体
制

の
充

実
を

大
学

本
部

に
ア

ピ
ー

ル
す

る
た

め
に

、
外

部
機

関
と

の
連

携
の

必
要

性
を

強
く

訴
え

て
も

ら
い

た
い

。

日
本

獣
医

生
命

科
学

大
学

N
O

S
A

I山
形

と
連

携
協

定
を

締
結

し
た

他
、

N
O

S
A

I宮
城

、
N

O
S
A

I山
梨

、
士

幌
農

協
、

民
間

産
業

動
物

診
療

施
設

の
協

力
を

得
て

産
業

動
物

臨
床

実
習

を
実

施
し

て
い

る
。

現
在

協
力

を
し

て
頂

い
て

い
る

機
関

と
の

連
携

強
化

を
進

め
る

。
大

学
と

し
て

連
携

診
療

施
設

規
定

（
仮

称
）
を

制
定

し
、

関
係

性
を

明
確

に
す

る
。

外
部

機
関

と
の

連
携

の
う

ち
実

習
な

ど
で

は
実

習
費

等
の

費
用

負
担

が
増

加
す

る
た

め
、

一
定

額
の

補
助

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
る

。
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大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
麻

布
大

学
【
小

動
物

臨
床

】
本

学
は

J
A

S
M

IN
E
 ど

う
ぶ

つ
循

環
器

病
セ

ン
タ

ー
と

包
括

協
定

を
締

結
し

、
参

加
型

臨
床

実
習

（
小

動
物

病
院

実
習

）
に

お
い

て
獣

医
学

部
学

生
が

履
修

可
能

な
よ

う
に

し
て

い
る

。
ま

た
、

相
模

原
市

と
協

定
を

締
結

し
保

護
動

物
の

検
査

お
よ

び
不

妊
手

術
を

実
践

し
て

専
門

医
資

格
を

有
す

る
教

員
の

指
導

の
下

、
実

体
験

が
で

き
る

よ
う

取
り

組
ん

で
い

る
。

さ
ら

に
欧

米
お

よ
び

ア
ジ

ア
の

大
学

と
提

携
し

、
動

物
病

院
に

お
い

て
学

生
等

の
受

け
入

れ
あ

る
い

は
本

学
学

生
の

海
外

短
期

研
修

を
実

施
し

て
い

る
。

こ
こ

数
年

は
、

海
外

の
獣

医
系

大
学

所
属

の
専

門
医

が
学

生
に

対
し

て
講

義
・
実

習
を

実
施

し
て

い
る

。
【
産

業
動

物
臨

床
】
日

本
産

業
動

物
管

理
セ

ン
タ

ー
(栃

木
県

)や
神

奈
川

農
済

(神
奈

川
県

)な
ど

と
学

術
協

定
を

結
び

、
病

畜
の

紹
介

や
学

生
実

習
の

依
頼

な
ど

を
し

て
い

る
。

ま
た

協
定

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

、
関

東
圏

の
開

業
獣

医
師

（
牛

と
馬

が
中

心
）
や

産
業

動
物

獣
医

師
団

体
、

農
済

組
合

か
ら

も
広

く
入

院
動

物
を

受
け

入
れ

て
い

る
。

ま
た

、
毎

年
3
月

に
相

模
原

地
域

産
業

動
物

臨
床

技
術

者
交

流
会

を
開

催
し

、
病

畜
を

紹
介

し
て

い
た

だ
い

た
獣

医
師

(開
業

や
農

済
)と

畜
産

農
家

を
は

じ
め

、
神

奈
川

県
家

畜
保

健
衛

生
所

や
大

学
（
日

獣
大

と
日

大
）
な

ど
の

関
係

者
に

お
集

ま
り

い
た

だ
き

、
情

報
交

換
を

行
っ

て
い

る
。

【
小

動
物

臨
床

】
参

加
型

臨
床

実
習

の
教

育
項

目
の

中
に

、
一

次
診

療
の

対
応

が
必

要
で

あ
り

、
今

後
新

た
な

外
部

連
携

機
関

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

。
全

学
生

が
保

護
動

物
で

の
手

術
を

体
験

す
る

た
め

に
は

相
当

数
の

確
保

が
課

題
で

あ
り

、
提

携
先

を
拡

充
す

る
必

要
が

あ
る

。
【
産

業
動

物
臨

床
】
畜

産
農

家
と

飼
養

頭
数

の
減

少
に

よ
る

、
紹

介
症

例
の

減
少

。
特

に
大

学
近

辺
の

農
家

が
急

激
に

減
少

し
た

た
め

、
千

葉
県

、
栃

木
県

、
山

梨
県

な
ど

遠
隔

地
か

ら
の

症
例

が
増

加
し

、
動

物
運

搬
に

関
わ

る
負

担
増

加
（
職

印
の

拘
束

時
間

、
ガ

ソ
リ

ン
代

や
高

速
代

な
ど

）
。

参
加

型
実

習
と

し
て

学
外

実
習

は
行

っ
て

お
ら

ず
、

一
次

診
療

経
験

が
不

足
。

【
小

動
物

臨
床

】
一

次
診

療
の

対
応

に
つ

い
て

は
、

神
奈

川
県

獣
医

師
会

お
よ

び
相

模
原

市
域

の
獣

医
師

会
、

関
連

団
体

と
調

整
を

重
ね

連
携

機
関

の
拡

充
を

目
指

す
。

保
護

動
物

の
活

用
に

つ
い

て
も

、
公

的
機

関
あ

る
い

は
民

間
保

護
団

体
と

の
協

力
・
連

携
を

深
め

て
ゆ

く
予

定
で

あ
る

。
【
産

業
動

物
臨

床
】
入

院
動

物
を

使
っ

た
学

内
実

習
と

、
現

場
の

農
家

を
訪

れ
る

学
外

実
習

の
バ

ラ
ン

ス
を

再
考

す
る

。
外

部
機

関
の

負
担

増
加

に
な

ら
な

い
、

学
外

実
習

の
や

り
方

の
検

討
。

ま
た

、
特

定
の

農
場

と
の

診
療

契
約

な
ど

も
検

討
す

る
。

【
小

動
物

臨
床

】
公

的
機

関
か

ら
の

資
金

補
助

な
ど

が
あ

る
と

保
護

動
物

の
手

術
の

整
備

・
普

及
が

進
む

の
で

要
望

し
た

い
。

可
能

で
あ

れ
ば

避
妊

去
勢

手
術

の
V

R
教

材
や

代
替

モ
デ

ル
は

現
在

理
想

的
な

も
の

が
存

在
し

な
い

か
極

端
に

高
額

な
の

で
全

国
的

規
模

で
こ

れ
ら

の
教

材
を

協
力

開
発

す
る

こ
と

を
推

進
す

る
シ

ス
テ

ム
の

構
築

が
必

要
で

あ
る

。
【
産

業
動

物
臨

床
】
現

状
で

は
特

に
な

い
。
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大
学

状
況

課
題

今
後

の
方

針
求

め
る

全
国

的
な

対
応

・
フ

ォ
ロ

ー
岡

山
理

科
大

学
・
愛

媛
県

農
業

共
済

組
合

と
岡

山
理

科
大

学
獣

医
学

部
と

の
連

携
協

定
書

を
締

結
し

、
(1

)家
畜

診
療

等
、

畜
産

振
興

に
関

す
る

事
業

・
技

術
・
情

報
提

供
に

関
す

る
こ

と
、

(2
) 
産

業
動

物
の

教
育

研
究

お
よ

び
産

業
動

物
に

関
す

る
体

験
学

習
に

お
け

る
甲

の
施

設
利

用
並

び
に

技
術

指
導

に
関

す
る

こ
と

、
 (
3
) 
教

・
職

員
に

よ
る

共
同

研
究

等
に

関
す

る
こ

と
に

つ
い

て
連

携
を

進
め

て
い

る
。

こ
の

連
携

協
定

に
基

づ
き

、
1
）
 総

合
参

加
型

臨
床

実
習

、
獣

医
キ

ャ
リ

ア
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
実

習
等

の
講

義
・
実

習
支

援
等

の
具

体
的

な
内

容
を

協
議

す
る

た
め

の
覚

書
を

作
成

し
た

。

・
大

学
設

置
審

議
会

か
ら

の
認

可
の

際
に

記
載

し
た

諸
事

項
を

粛
々

と
こ

な
す

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。

・
総

合
参

加
型

臨
床

実
習

お
よ

び
獣

医
キ

ャ
リ

ア
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
実

習
等

に
協

力
を

お
願

い
す

る
四

国
（
高

知
県

、
香

川
県

、
徳

島
県

）
・
中

国
地

区
（
広

島
県

、
岡

山
県

等
）
の

農
業

共
済

組
合

と
の

連
携

協
定

の
締

結
を

進
め

る
。

特
に

な
い

。
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2．教育体制の整備状況調査まとめ 

資料 1-2-1 教員構成 (分野別・職階別) 
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2
教

育
体

制
の

整
備

状
況

2
-
1

教
員

構
成

 (
分

野
別

・
職

階
別

)

北
海

道
大

学
帯

広
畜

産
大

学
分

野
職

階
人

数
各

分
野

に
対

応
す

る
研

究
室

等
備

考
分

野
職

階
人

数
各

分
野

に
対

応
す

る
研

究
室

等
備

考
基

礎
系

教
授

5
基

礎
系

教
授

7
准

教
授

5
准

教
授

3
助

教
3

助
教

1
講

師
0

講
師

0
（
特

命
な

ど
）

2
（
特

命
な

ど
）

0
病

態
系

教
授

4
病

態
系

教
授

5

准
教

授
4

准
教

授
1

助
教

3
助

教
4

講
師

1
講

師
0

（
特

命
な

ど
）

2
（
特

命
な

ど
）

0

応
用

系
教

授
4

応
用

系
教

授
2

准
教

授
3

准
教

授
5

助
教

3
助

教
2

講
師

0
講

師
1

（
特

命
な

ど
）

1
（
特

命
な

ど
）

1
臨

床
系

教
授

4
臨

床
系

教
授

6

准
教

授
2

准
教

授
4

助
教

5
助

教
4

講
師

1
講

師
0

（
特

命
な

ど
）

1
1

（
特

命
な

ど
）

1
合

計
教

授
1
7

合
計

教
授

2
0

准
教

授
1
4

准
教

授
1
3

助
教

1
4

助
教

1
1

講
師

2
講

師
1

（
特

命
な

ど
）

1
6

（
特

命
な

ど
）

2

2
0
1
9
年

1
2
月

現
在

の
、

各
分

野
の

専
任

教
員

等
の

構
成

に
つ

い
て

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

各
分

野
で

カ
ウ

ン
ト

し
た

研
究

室
等

（
も

し
く
は

教
育

分
野

）
の

名
称

に
つ

い
て

も
併

せ
て

記
入

を
お

願
い

し
ま

す
。

な
お

、
共

同
教

育
課

程
に

お
い

て
も

個
別

の
大

学
で

の
回

答
を

お
願

い
し

ま
す

。

獣
医

学
研

究
部

門
（
基

礎
獣

医
学

分
野

）
、

原
虫

病
研

究
セ

ン
タ

ー
（
生

体
防

御
学

分
野

、
ゲ

ノ
ム

機
能

学
分

野
、

節
足

動
物

衛
生

工
学

分
野

）

獣
医

学
研

究
部

門
（
基

礎
獣

医
学

分
野

）
、

原
虫

病
研

究
セ

ン
タ

ー
（
ゲ

ノ
ム

機
能

学
分

野
、

高
度

診
断

学
分

野
、

先
端

予
防

治
療

学
分

野
、

感
染

病
理

学
分

野
、

地
球

規
模

感
染

症
学

分
野

）
、

グ
ロ

ー
バ

ル
ア

グ
ロ

メ
デ

ィ
シ

ン
セ

ン
タ

ー

獣
医

学
研

究
部

門
（
基

礎
獣

医
学

分
野

）
、

動
物

・
食

品
検

査
診

断
セ

ン
タ

ー
、

グ
ロ

ー
バ

ル
ア

グ
ロ

メ
デ

ィ
シ

ン
セ

ン
タ

ー

獣
医

学
研

究
部

門
（
臨

床
獣

医
学

分
野

）
、

動
物

医
療

セ
ン

タ
ー

、
グ

ロ
ー

バ
ル

ア
グ

ロ
メ

デ
ィ

シ
ン

セ
ン

タ
ー

解
剖

学
、

生
理

学
、

生
化

学
、

薬
理

学
、

放
射

線
学

、
実

験
動

物
学

、
国

際
連

携
推

進
室

、
教

育
改

革
室

病
理

学
、

微
生

物
学

、
感

染
症

学
、

寄
生

虫
学 公

衆
衛

生
学

、
獣

医
衛

生
学

、
毒

性
学

、
野

生
動

物
学

内
科

学
、

外
科

学
、

繁
殖

学
、

動
物

分
子

医
学

、
先

端
獣

医
療

学
、

附
属

動
物

病
院
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岩
手

大
学

東
京

農
工

大
学

分
野

職
階

人
数

各
分

野
に

対
応

す
る

研
究

室
等

備
考

分
野

職
階

人
数

各
分

野
に

対
応

す
る

研
究

室
等

備
考

基
礎

系
教

授
3

基
礎

系
教

授
4

G
IR

教
授

1
を

含
む

准
教

授
3

准
教

授
4

助
教

0
助

教
0

講
師

0
講

師
1

特
任

（
特

命
な

ど
）

0
（
特

命
な

ど
）

病
態

系
教

授
3

病
態

系
教

授
3

准
教

授
0

准
教

授
4

助
教

3
助

教
0

講
師

0
講

師
1

（
特

命
な

ど
）

0
（
特

命
な

ど
）

応
用

系
教

授
3

応
用

系
教

授
2

准
教

授
1

准
教

授
3

助
教

1
助

教
0

講
師

0
講

師
1

（
特

命
な

ど
）

0
（
特

命
な

ど
）

臨
床

系
教

授
6

1
名

は
2
0
2
0
年

3
月

に
退

職
臨

床
系

教
授

6
G

IR
教

授
1
、

特
任

１
を

含
む

准
教

授
5

准
教

授
5

助
教

3
助

教
0

講
師

0
講

師
3

（
特

命
な

ど
）

2
（
特

命
な

ど
）

合
計

教
授

1
5

合
計

教
授

1
5

准
教

授
9

准
教

授
1
6

助
教

7
助

教
0

講
師

0
講

師
6

（
特

命
な

ど
）

2
（
特

命
な

ど
）

0

獣
医

衛
生

学
、

獣
医

公
衆

衛
生

学
、

獣
医

毒
性

学

獣
医

内
科

学
、

獣
医

外
科

学
、

獣
医

臨
床

繁
殖

学
、

獣
医

分
子

病
態

治
療

学
、

獣
医

画
像

診
断

学
、

獣
医

臨
床

腫
瘍

学
、

比
較

動
物

医
学

、
動

物
医

療
セ

ン
タ

ー
、

野
生

動
物

医
学

解
剖

学
、

生
理

学
、

実
験

動
物

学

薬
理

・
毒

性
学

、
病

理
学

、
寄

生
虫

病
学

、

微
生

物
学

、
公

衆
衛

生
学

、
環

境
衛

生
学

小
動

物
病

態
診

断
学

、
小

動
物

病
態

内
科

学
、

小
動

物
外

科
学

、
画

像
診

断
学

、
産

業
動

物
内

科
、

産
業

動
物

臨
床

学
、

繁
殖

機
能

制
御

学

獣
医

解
剖

学
、

獣
医

生
理

学
、

動
物

行
動

学
、

獣
医

薬
理

学
、

硬
蛋

白
質

研
究

施
設

獣
医

病
理

学
、

獣
医

微
生

物
学

、
獣

医
伝

染
病

学
、

国
際

家
畜

感
染

症
防

疫
研

究
教

育
セ

ン
タ

ー
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東
京

大
学

分
野

職
階

人
数

各
分

野
に

対
応

す
る

研
究

室
等

備
考

基
礎

系
教

授
3

准
教

授
3

助
教

3
講

師
0

（
特

命
な

ど
）

1
1

非
常

勤
講

師
の

人
数

を
加

え
る

病
態

系
教

授
3

准
教

授
2

助
教

1
講

師
0

（
特

命
な

ど
）

7
非

常
勤

講
師

の
人

数
を

加
え

る

応
用

系
教

授
2

准
教

授
2

助
教

1
講

師
0

（
特

命
な

ど
）

3
非

常
勤

講
師

の
人

数
を

加
え

る

臨
床

系
教

授
1

准
教

授
3

助
教

3

講
師

0
（
特

命
な

ど
）

1
非

常
勤

講
師

の
人

数
を

加
え

る

合
計

教
授

9
准

教
授

1
0

助
教

8
講

師
0

（
特

命
な

ど
）

2
2

非
常

勤
講

師
の

人
数

を
加

え
る

獣
医

繁
殖

育
種

学
、

獣
医

解
剖

学
、

獣
医

生
理

学
、

獣
医

薬
理

学
、

実
験

動
物

学
、

細
胞

生
化

学
、

国
際

動
物

資
源

科
学

、
獣

医
動

物
行

動
学

、
放

射
線

動
物

科
学

、
応

用
遺

伝
学

獣
医

微
生

物
学

、
獣

医
病

理
学

、
感

染
制

御
学

、
応

用
免

疫
学

、
食

品
病

原
微

生
物

、
魚

病
学

獣
医

公
衆

衛
生

学
、

獣
医

衛
生

学
、

食
と

生
体

機
能

モ
デ

ル
学

、
附

属
牧

場

獣
医

内
科

学
、

獣
医

外
科

学
、

獣
医

臨
床

病
理

学
、

高
度

医
療

科
学

、
産

業
動

物
臨

床
学

、
動

物
医

療
セ

ン
タ

ー
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岐
阜

大
学

鳥
取

大
学

分
野

職
階

人
数

各
分

野
に

対
応

す
る

研
究

室
等

備
考

分
野

職
階

人
数

各
分

野
に

対
応

す
る

研
究

室
等

備
考

基
礎

系
教

授
2

基
礎

系
教

授
4

准
教

授
3

准
教

授
3

助
教

1
助

教
講

師
0

講
師

1
（
特

命
な

ど
）

0
（
特

命
な

ど
）

病
態

系
教

授
1

病
態

系
教

授
2

准
教

授
2

准
教

授
3

助
教

0
助

教
講

師
0

講
師

（
特

命
な

ど
）

0
（
特

命
な

ど
）

応
用

系
教

授
3

応
用

系
教

授
3

准
教

授
2

准
教

授
3

助
教

2
助

教
講

師
0

講
師

1
（
特

命
な

ど
）

0
（
特

命
な

ど
）

臨
床

系
教

授
6

臨
床

系
教

授
5

准
教

授
5

准
教

授
5

助
教

7
助

教
7
名

の
う

ち
4
名

は
病

院
経

費
に

よ
り

雇
用

し
て

い
る

助
教

2

講
師

0
講

師
2

（
特

命
な

ど
）

（
特

命
な

ど
）

2
合

計
教

授
1
2

合
計

教
授

1
4

准
教

授
1
2

准
教

授
1
4

助
教

1
0

助
教

2
講

師
0

講
師

4
（
特

命
な

ど
）

0
（
特

命
な

ど
）

2

獣
医

解
剖

学
、

獣
医

生
理

学
、

獣
医

薬
理

学

獣
医

病
理

学
、

獣
医

微
生

物
学

人
獣

通
感

染
症

学
、

食
品

環
境

衛
生

学
、

野
生

動
物

医
学

獣
医

内
科

学
、

獣
医

寄
生

虫
病

学
、

獣
医

外
科

学
、

獣
医

臨
床

放
射

線
学

、
獣

医
分

子
病

態
学

、
産

業
動

物
臨

床
学

、
獣

医
臨

床
繁

殖
学

、
動

物
病

院

解
剖

学
、

生
理

学
、

生
化

学
、

薬
理

学

病
理

学
、

微
生

物
学

、
寄

生
虫

病
学

公
衆

衛
生

学
、

実
験

動
物

学
、

感
染

症
学

、
衛

生
学

内
科

学
、

外
科

学
、

繁
殖

学
、

神
経

病
・
腫

瘍
学

、
臨

床
検

査
学

、
画

像
診

断
学

、
薬

物
治

療
学
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大
阪

府
立

大
学

分
野

職
階

人
数

各
分

野
に

対
応

す
る

研
究

室
等

備
考

基
礎

系
教

授
4

准
教

授
6

助
教

0
講

師
1

（
特

命
な

ど
）

0
病

態
系

教
授

3
准

教
授

6
助

教
1

講
師

0
（
特

命
な

ど
）

0
応

用
系

教
授

2
准

教
授

3
助

教
2

講
師

0

（
特

命
な

ど
）

0

臨
床

系
教

授
6

獣
医

臨
床

セ
ン

タ
ー

１
を

含
む

准
教

授
8

獣
医

臨
床

セ
ン

タ
ー

１
を

含
む

助
教

2
獣

医
臨

床
セ

ン
タ

ー
１

を
含

む

講
師

1
（
特

命
な

ど
）

0
合

計
教

授
1
5

准
教

授
2
3

助
教

5
講

師
2

（
特

命
な

ど
）

0

獣
医

解
剖

学
教

室
、

実
験

動
物

学
教

室
、

統
合

生
理

学
教

室
、

応
用

薬
理

学
教

室
、

細
胞

分
子

生
物

学
教

室

獣
医

病
理

学
教

室
、

獣
医

免
疫

学
教

室
、

獣
医

微
生

物
学

教
室

、
獣

医
国

際
防

疫
学

教
室 獣

医
公

衆
衛

生
学

教
室

、
獣

医
感

染
症

学
教

室
、

毒
性

学
教

室

獣
医

内
科

学
教

室
、

獣
医

外
科

学
教

室
、

獣
医

放
射

線
学

教
室

、
特

殊
診

断
治

療
学

教
室

、
獣

医
繁

殖
学

教
室

、
獣

医
細

胞
病

態
学

教
室

、
（
生

命
環

境
科

学
域

附
属

獣
医

臨
床

セ
ン

タ
ー

）

大
動

物
専

任
教

員
が

繁
殖

学
教

室
の

2
名

の
み

で
あ

り
、

内
外

科
の

専
任

教
員

が
不

在
で
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山
口

大
学

鹿
児

島
大

学
分

野
職

階
人

数
各

分
野

に
対

応
す

る
研

究
室

等
備

考
分

野
階

級
人

数
備

考
基

礎
系

教
授

8
基

礎
系

教
授

5
准

教
授

2
准

教
授

2
助

教
1

助
教

1
講

師
0

講
師

0
（
特

命
な

ど
）

1
（
特

命
な

ど
）

0
病

態
系

教
授

4
病

態
系

教
授

4
准

教
授

2
准

教
授

8
助

教
3

助
教

2
講

師
0

講
師

0
（
特

命
な

ど
）

0
（
特

命
な

ど
）

0
応

用
系

教
授

2
応

用
系

教
授

0
准

教
授

1
准

教
授

0
助

教
2

助
教

0
講

師
0

講
師

0
（
特

命
な

ど
）

0
（
特

命
な

ど
）

0
臨

床
系

教
授

7
臨

床
系

教
授

8
准

教
授

4
准

教
授

4
助

教
6

助
教

5
講

師
0

講
師

0
（
特

命
な

ど
）

0
（
特

任
助

教
）

4
合

計
教

授
2
1

合
計

准
教

授
1

獣
医

教
育

学
准

教
授

9
（
特

任
准

教
授

1
英

語
助

教
1
2

教
授

1
7

講
師

0
准

教
授

1
5

（
特

命
な

ど
）

1
助

教
8

外
科

学
、

獣
医

繁
殖

学
、

伴
侶

動
物

内
科

学
、

産
業

動
物

内
科

学
、

臨
床

病
理

学
、

画
像

診
断

学
、

産
業

動
物

獣
医

学

解
剖

学
、

生
理

学
、

分
子

病
態

学
、

薬
理

学
、

実
験

動
物

学

組
織

病
理

学
、

動
物

微
生

物
学

、
寄

生
虫

学
、

感
染

症
学

、
動

物
衛

生
学

、
獣

医
公

衆
衛

生
学

外
科

学
、

放
射

線
学

、
内

科
学

、
臨

床
病

理
学

、
臨

床
繁

殖
学

、
予

防
管

理
学

、
伴

侶
動

物
学

解
剖

学
、

シ
ス

テ
ム

科
学

、
生

化
学

、
薬

理
学

、
実

験
動

物
学

、
発

生
学

、
微

生
物

学

疫
学

、
病

理
学

、
寄

生
虫

学
、

感
染

症
学

衛
生

学
、

公
衆

衛
生

学

38



宮
崎

大
学

酪
農
学
園
大
学

分
野

職
階

人
数

各
分

野
に
対

応
す
る
研

究
室

等
備

考
分

野
職

階
人

数
各

分
野

に
対

応
す
る
研

究
室

等
備

考
基

礎
系

教
授

4
基
礎
系

教
授

5
准
教
授

2
准
教
授

4
助
教

1
助
教

2
講
師

1
講
師

1
（
特
命
な
ど
）

0
（
特
命
な
ど
）

0
病

態
系

教
授

3
病
態
系

教
授

6
教

授
：
獣

医
保

健
看

護
へ

1
名

出
向

含
む

准
教
授

2
准
教
授

3

助
教

0
助
教

0

講
師

0
講
師

2

（
特
命
な
ど
）

0
（
特
命
な
ど
）

0

応
用

系
教
授

3
応
用
系

教
授

4
准
教
授

1
准
教
授

3
助
教

1
助
教

1
講
師

0
講
師

2
（
特
命
な
ど
）

0
嘱
託
教
授

1
臨

床
系

教
授

5
嘱
託
准
教
授

1
准
教
授

3
臨
床
系

教
授

4
助
教

1
（
生
産
動
物
准
教
授

3
講
師

0
助
教

2
（
特
命
な
ど
）

3
講
師

0
合

計
教
授

1
5

嘱
託
助
手

2
准
教
授

8
臨
床
系

教
授

4
伴
侶
動
物
内
科
学
Ⅰ
、
伴
侶
動
物
内
科
学

Ⅱ
、
伴
侶
動
物
外
科
学
I、
伴
侶
動
物
外
科
学

I、
獣
医
麻
酔
学
、
獣
医
画
像
診
断
学

助
教

3
（
伴
侶
動
物
准
教
授

4
講
師

1
助
教

1
（
特
命
な
ど
）

3
講
師

1
講
師

0
（
特

任
助

教
、
准

教
授

）
5

合
計

教
授

2
3

准
教
授

1
7

助
教

6
講
師

6
嘱
託
教
員

1
0

獣
医

解
剖

学
、
獣

医
生

理
学

、
獣

医
薬

理
学

、
獣

医
機

能
生

化
学

獣
医

病
理

学
、
獣

医
微

生
物

学
、
獣

医
寄

生
虫
病
学

産
業

動
物

衛
生

学
、
獣

医
公

衆
衛

生
学

、
産

業
動
物
伝
染
病
防
疫
学

獣
医

内
科

学
、
産

業
動

物
内

科
学

、
獣

医
外

科
学

、
獣

医
臨

床
放

射
線

学
、
産

業
動

物
臨

床
繁

殖
学

、
動

物
病

院

獣
医

解
剖

学
、
獣

医
生

理
学

、
獣

医
生

化
学

、
獣

医
薬

理
学

、
獣

医
栄

養
生

理
学

、
獣

医
放
射
線
生
物
学

獣
医

ウ
イ
ル

ス
学

・
　
獣

医
細

菌
学

・
獣

医
寄

生
虫
病
学
・
獣
医
病
理
学
・
獣
医
免
疫
学
・
実

験
動
物
学

獣
医
衛
生
学
、
ハ
ー
ド
ヘ
ル
ス
学
、
食
品
衛

生
学

、
人

獣
共

通
感

染
症

学
、
獣

医
疫

学
、

環
境

衛
生

学
、
獣

医
倫

理
学

生
産
動
物
内
科
学
Ⅰ
、
生
産
動
物
内
科
学

Ⅱ
、
生

産
動

物
外

科
学

、
動

物
生

殖
学

＊
鈴

木
先

生
を
生

産
動

物
外

科
の

教
員

と
し

て
カ
ウ
ン
ト



北
里

大
学

日
本

大
学

分
野

職
階

人
数

各
分

野
に

対
応

す
る

研
究

室
等

備
考

分
野

職
階

人
数

各
分

野
に

対
応

す
る

研
究

室
等

備
考

基
礎

系
教

授
4

基
礎

系
教

授
5

准
教

授
4

准
教

授
1

助
教

3
専

任
講

師
2

講
師

1
助

教
0

（
特

命
な

ど
）

（
特

命
な

ど
）

0
病

態
系

教
授

3
病

態
系

教
授

6
准

教
授

4
准

教
授

1
助

教
2

専
任

講
師

2
講

師
1

助
教

2
（
特

命
な

ど
）

（
特

命
な

ど
）
(助

1
応

用
系

教
授

4
応

用
系

教
授

4
准

教
授

4
准

教
授

0
助

教
2

専
任

講
師

2
講

師
1

助
教

0
（
特

命
な

ど
）

（
特

命
な

ど
）

0
臨

床
系

教
授

8
臨

床
系

教
授

7
准

教
授

3
准

教
授

5
助

教
5

専
任

講
師

5
講

師
4

助
教

1
（
特

命
な

ど
）

1
(特

命
な

ど
)

(支
援

獣
医

師
な

ど
)

9

合
計

教
授

1
9

合
計

教
授

2
2

准
教

授
1
5

准
教

授
7

助
教

1
2

専
任

講
師

1
1

講
師

7
助

教
3

（
特

命
な

ど
）

1
（
特

命
な

ど
）

1
0

嘱
託

助
手

6

解
剖

学
、

生
理

学
、

生
化

学
、

薬
理

学
、

実
験

動
物

学

病
理

学
、

微
生

物
学

、
伝

染
病

学
、

寄
生

虫
学 衛

生
、

公
衆

衛
生

、
毒

性
学

、
人

獣
共

通
感

染
症

学

小
動

物
第

１
内

科
、

小
動

物
第

２
内

科
、

小
動

物
第

１
外

科
、

小
動

物
第

２
外

科
、

放
射

線
学

、
大

動
物

臨
床

学
、

臨
床

繁
殖

学
、

動
物

病
院

 (
特

任
助

教
1
)

獣
医

解
剖

学
、

獣
医

薬
理

学
、

獣
医

生
理

学
、

獣
医

病
態

生
理

学
、

獣
医

生
化

学
、

分
子

生
物

学

獣
医

病
理

学
、

獣
医

微
生

物
学

、
医

動
物

学
、

魚
病

／
比

較
免

疫
学

、
獣

医
伝

染
病

学

獣
医

衛
生

学
、

実
験

動
物

学
、

獣
医

公
衆

衛
生

学
、

獣
医

食
品

衛
生

学

獣
医

臨
床

繁
殖

学
、

獣
医

外
科

学
、

獣
医

臨
床

病
理

学
、

獣
医

内
科

学
、

獣
医

放
射

線
学

、
獣

医
神

経
病

学
、

獣
医

麻
酔

・
呼

吸
器

学
、

獣
医

産
業

動
物

臨
床

学
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日
本

獣
医

生
命

科
学

大
学

麻
布

大
学

分
野

職
階

人
数

各
分

野
に

対
応

す
る

研
究

室
等

備
考

分
野

職
階

人
数

各
分

野
に

対
応

す
る

研
究

室
等

備
考

基
礎

系
教

授
7

基
礎

系
教

授
4

准
教

授
7

准
教

授
1

助
教

2
助

教
1

講
師

6
講

師
4

（
特

命
な

ど
）

0
（
特

命
な

ど
）

病
態

系
教

授
4

病
態

系
教

授
3

准
教

授
4

准
教

授
3

助
教

2
助

教
3

講
師

1
講

師
3

（
特

命
な

ど
）

0
（
特

命
な

ど
）

応
用

系
教

授
3

応
用

系
教

授
1

准
教

授
1

准
教

授
1

助
教

1
助

教
0

講
師

3
講

師
2

（
特

命
な

ど
）

0
（
特

命
な

ど
）

臨
床

系
教

授
8

臨
床

系
教

授
1
0

准
教

授
4

准
教

授
9

助
教

2
助

教
4

講
師

8
講

師
1
0

（
特

命
な

ど
）

0
（
特

命
な

ど
）

合
計

教
授

2
2

合
計

教
授

1
8

准
教

授
1
6

准
教

授
1
4

助
教

7
助

教
8

講
師

1
8

講
師

1
9

（
特

命
な

ど
）

0
（
特

命
な

ど
）

0

獣
医

解
剖

学
、

獣
医

生
理

学
、

獣
医

生
化

学
、

比
較

細
胞

生
物

学
、

生
体

分
子

化
学

、
比

較
発

達
心

理
学

、
獣

医
事

法
学

、
獣

医
薬

理
学

、
比

較
動

物
医

学

獣
医

病
理

学
、

獣
医

微
生

物
学

、
獣

医
感

染
症

学
、

獣
医

寄
生

虫
学

、
水

族
医

学

野
生

動
物

学
、

獣
医

衛
生

学
、

獣
医

公
衆

衛
生

獣
医

内
科

学
、

獣
医

内
科

学
第

二
、

獣
医

外
科

学
、

獣
医

放
射

線
学

、
獣

医
臨

床
繁

殖
学

、
獣

医
臨

床
病

理
学

、
産

業
動

物
臨

床
学

解
剖

学
第

一
研

究
室

、
解

剖
学

第
二

研
究

室
、

生
理

学
第

一
研

究
室

、
生

理
学

第
二

研
究

室
、

生
化

学
研

究
室

、
分

子
生

物
学

研
究

室 薬
理

学
研

究
室

、
病

理
学

研
究

室
、

免
疫

学
研

究
室

、
微

生
物

学
第

一
研

究
室

、
微

生
物

学
第

二
研

究
室

、
寄

生
虫

学

公
衆

衛
生

学
第

一
研

究
室

、
公

衆
衛

生
学

第
二

研
究

室
、

実
験

動
物

学
研

究
室

小
動

物
内

科
学

研
究

室
、

小
動

物
外

科
学

研
究

室
、

放
射

線
学

研
究

室
、

産
業

動
物

内
科

学
研

究
室

、
衛

生
学

第
一

研
究

室
、

衛
生

学
第

二
研

究
室

、
栄

養
学

研
究

室
、

伝
染

病
学

研
究

室
、

臨
床

繁
殖

学
研

究
室

、
臨

床
診

断
学

研
究

室
、

小
動

物
臨

床
研

究
室
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岡
山

理
科

大
学

分
野

職
階

人
数

各
分

野
に

対
応

す
る

研
究

室
等

備
考

基
礎

系
教

授
8

准
教

授
4

助
教

6
講

師
2

（
特

命
な

ど
）

病
態

系
教

授
3

准
教

授
1

助
教

4
講

師
1

（
特

命
な

ど
）

応
用

系
教

授
1
2

准
教

授
3

助
教

4
講

師
（
特

命
な

ど
）

臨
床

系
教

授
7

准
教

授
4

助
教

8
講

師
5

（
特

命
な

ど
）

合
計

教
授

3
0

准
教

授
1
2

助
教

2
2

講
師

8
（
特

命
な

ど
）

0

形
態

学
、

生
理

学
、

生
化

学
、

薬
理

学
、

創
薬

科
学

、
毒

性
学

、
実

験
動

物
学

病
理

学
、

免
疫

学
、

微
生

物
学

公
衆

衛
生

学
、

動
物

衛
生

学
・
遺

伝
育

種
学

、
食

品
衛

生
学

、
疫

学
、

人
獣

共
通

感
染

症
学

医
動

物
学

、
野

生
動

物
学

魚
病

・
水

産
学

、
産

業
動

物
学

内
科

学
１

、
内

科
学

２
、

臨
床

病
理

学
、

行
動

治
療

学
、

外
科

学
腫

瘍
・
放

射
線

治
療

学
、

眼
科

学
麻

酔
学

、
産

業
動

物
臨

床
学
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資料 1-2-2 モデル・コア・カリキュラムへの 

対応状況 
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2
教

育
体

制
の

整
備

状
況

2
-
2

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
へ

の
対

応
状

況
 (

全
体

的
)

大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
北

海
道

大
学

帯
広

畜
産

大
学

（
V

e
tN

o
rt

h
J
ap

an
）

・
2
0
1
9
年

4
月

入
学

者
か

ら
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
実

施
し

て
い

る
。

旧
／

新
い

ず
れ

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

あ
っ

て
も

、
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
記

載
あ

る
一

般
目

標
は

、
実

施
す

る
方

針
で

シ
ラ

バ
ス

を
定

め
て

い
る

。
・
2
0
1
9
年

9
月

調
査

の
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

準
拠

共
通

テ
キ

ス
ト

の
使

用
状

況
か

ら
、

3
7
テ

キ
ス

ト
中

2
7
テ

キ
ス

ト
を

講
義

の
た

め
の

教
科

書
あ

る
い

は
参

考
図

書
と

し
て

指
定

し
て

い
る

。
・
指

定
し

て
い

な
い

1
0
テ

キ
ス

ト
中

8
テ

キ
ス

ト
を

教
授

す
る

科
目

に
つ

い
て

は
、

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
に

準
拠

し
た

授
業

を
実

施
し

て
い

る
と

の
回

答
が

あ
る

。
・
実

習
科

目
に

つ
い

て
は

、
教

科
書

を
指

定
し

て
い

な
い

場
合

が
多

い
が

、
全

て
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

に
準

拠
し

た
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。

・
2
0
1
9
年

4
月

入
学

者
か

ら
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
実

施
し

、
年

次
進

行
に

よ
り

2
0
2
5
年

3
月

卒
業

者
が

輩
出

し
て

初
め

て
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

善
の

成
果

を
分

析
で

き
る

。
・
全

科
目

に
対

す
る

共
通

テ
キ

ス
ト

の
完

成
が

待
た

れ
る

。

・
旧

／
新

い
ず

れ
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
あ

っ
て

も
、

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
に

記
載

あ
る

一
般

目
標

は
、

実
施

す
る

方
針

で
シ

ラ
バ

ス
を

定
め

て
い

る
た

め
、

大
き

な
齟

齬
の

生
じ

る
こ

と
は

な
い

。

・
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

、
と

く
に

少
人

数
教

育
が

必
須

で
あ

る
総

合
参

加
型

臨
床

実
習

を
永

続
す

る
た

め
に

は
、

教
員

増
が

不
可

欠
で

あ
る

。
是

非
と

も
。

全
国

的
な

フ
ォ

ロ
ー

を
お

願
い

し
た

い
。

獣
医

学
教

育
・
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

具
体

的
に

記
載

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

実
施

す
る

た
め

に
抱

え
て

い
る

課
題

、
そ

の
課

題
に

対
す

る
今

後
の

方
針

、
さ

ら
に

連
携

を
継

続
・
発

展
さ

せ
る

た
め

に
文

部
科

学
省

、
全

国
獣

医
学

関
係

代
表

者
連

絡
協

議
会

（
全

獣
協

）
、

N
P

O
法

人
獣

医
学

教
育

支
援

機
構

（
ve

tE
S
O

）
な

ど
に

求
め

る
に

全
国

的
な

対
応

や
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

に
つ

い
て

、
記

載
く
だ

さ
い

。
な

お
、

共
同

教
育

課
程

の
場

合
は

、
1
教

育
課

程
で

一
つ

の
シ

ー
ト

と
し

て
回

答
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

個
別

の
大

学
に

つ
い

て
の

記
載

に
つ

い
て

は
、

そ
の

旨
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

く
だ

さ
い

。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
岩

手
大

学
岩

手
大

学
・
東

京
農

工
大

学
共

同
獣

医
学

科
で

は
、

全
科

目
に

お
い

て
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

沿
っ

た
講

義
・
実

習
を

行
っ

て
い

る
。

・
コ

ア
カ

リ
の

項
目

が
多

す
ぎ

、
両

大
学

の
構

成
員

だ
け

で
は

対
応

で
き

な
い

分
野

，
科

目
が

あ
る

。
・
現

在
は

共
同

獣
医

学
科

設
置

時
点

の
教

員
構

成
で

科
目

を
分

担
し

て
い

る
が

、
今

後
退

職
教

員
増

え
る

が
、

補
充

は
難

し
い

。
・
共

同
獣

医
学

教
育

が
始

ま
っ

て
７

年
に

な
る

こ
と

か
ら

遠
隔

講
義

シ
ス

テ
ム

の
更

新
が

必
要

に
な

っ
て

い
る

。
・
直

近
で

は
遠

隔
講

義
シ

ス
テ

ム
へ

の
サ

イ
バ

ー
攻

撃
に

よ
る

講
義

の
妨

害
へ

の
対

応
。

・
全

獣
協

が
主

導
し

コ
ア

カ
リ

科
目

数
と

科
目

間
の

重
複

の
削

除
す

る
。

・
遠

隔
講

義
シ

ス
テ

ム
の

更
新

・
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

向
上

を
諮

る
。

・
コ

ア
カ

リ
科

目
数

と
科

目
間

の
重

複
の

削
除

に
つ

い
て

全
国

の
大

学
に

理
解

を
求

め
る

。
・
教

育
に

係
る

経
常

予
算

の
年

１
％

削
減

方
針

を
止

め
る

よ
う

国
に

働
き

か
け

る
。

・
文

科
省

に
働

き
か

け
、

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
係

る
経

費
を

予
算

化
す

る
。

東
京

農
工

大
学

東
京

農
工

大
学

と
岩

手
大

学
の

共
同

獣
医

学
科

に
よ

り
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

内
容

に
沿

っ
た

教
育

を
行

な
っ

て
い

る
。

定
年

退
職

に
伴

い
担

当
教

員
が

減
と

な
る

状
況

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

人
件

費
削

減
の

た
め

速
や

か
な

人
事

採
用

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
そ

の
た

め
、

担
当

教
員

数
の

不
足

、
質

お
よ

び
専

門
性

の
高

い
教

育
の

遂
行

が
困

難
と

な
っ

て
き

て
い

る
。

獣
医

学
担

当
教

員
採

用
の

た
め

の
運

営
費

交
付

金
配

分
の

確
保

お
よ

び
附

属
施

設
の

財
政

的
・
人

的
資

源
を

活
用

し
て

、
担

当
教

員
数

の
確

保
に

努
め

る
。

国
家

試
験

出
題

基
準

の
内

容
と

モ
デ

ル
コ

ア
・
カ

キ
ュ

ラ
ム

の
関

係
を

整
理

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

東
京

大
学

1
. 
全

て
の

モ
デ

ル
・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

対
応

し
て

い
る

。
1
. 
専

任
教

員
だ

け
で

は
対

応
で

き
な

い
た

め
、

他
専

攻
の

教
員

や
他

大
学

等
の

非
常

勤
講

師
に

一
部

の
講

義
・
実

習
を

依
頼

し
て

い
る

。

1
. 
今

後
の

教
員

公
募

に
あ

た
っ

て
は

、
専

門
分

野
を

考
慮

し
た

選
考

を
実

施
す

る
。

学
部

化
や

教
育

体
制

整
備

に
向

け
た

支
援
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
岐

阜
大

学
鳥

取
大

学
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

お
い

て
、

獣
医

学
教

育
・
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

準
拠

し
た

斉
一

教
育

科
目

群
と

、
卒

業
研

究
や

卒
業

研
究

プ
レ

ゼ
ン

演
習

、
ア

ド
バ

ン
ス

ト
的

な
要

素
を

持
っ

た
専

修
教

育
科

目
群

か
ら

な
る

専
門

教
育

科
目

を
設

定
し

て
い

る
。

講
義

に
つ

い
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
大

学
で

実
施

し
て

い
る

科
目

に
加

え
て

、
片

方
の

大
学

に
は

な
い

分
野

の
科

目
に

つ
い

て
は

、
教

員
移

動
や

遠
隔

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
講

義
を

実
施

し
て

い
る

。
実

習
は

基
本

的
に

は
そ

れ
ぞ

れ
の

大
学

で
実

施
し

て
い

る
が

、
生

理
学

実
習

と
生

化
学

実
習

の
一

部
で

教
員

移
動

型
の

授
業

を
行

っ
て

い
る

。
公

衆
衛

生
学

実
習

の
一

部
は

学
生

移
動

で
実

施
し

て
い

る
。

・
両

大
学

の
教

員
６

０
数

名
で

も
、

コ
ア

カ
リ

の
全

て
の

科
目

を
フ

ォ
ロ

ー
で

き
な

い
た

め
、

一
部

の
科

目
を

非
常

勤
講

師
や

他
学

科
（
課

程
）
の

教
員

が
担

当
し

て
い

る
。

ま
た

、
共

同
学

科
以

前
に

比
べ

て
科

目
数

が
増

え
、

過
密

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

な
っ

て
い

る
印

象
が

あ
る

。
一

方
、

予
算

不
足

の
た

め
、

実
習

に
必

要
な

動
物

を
購

入
す

る
経

費
が

不
足

し
て

い
る

。
特

に
単

価
の

大
き

い
大

動
物

（
牛

、
犬

、
馬

）
の

購
入

に
苦

労
し

て
い

る
。

・
教

養
科

目
を

低
学

年
で

履
修

さ
せ

、
専

門
科

目
（
コ

ア
カ

リ
科

目
）
の

履
修

を
低

学
年

か
ら

始
め

る
方

が
望

ま
し

い
。

・
臨

床
系

科
目

で
の

教
育

（
特

に
馬

の
臨

床
）

が
十

分
と

は
言

え
な

い
状

況
で

あ
る

。

２
０

２
０

年
４

月
入

学
生

か
ら

適
用

す
る

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

策
定

作
業

を
進

め
て

い
る

。
そ

の
中

で
、

遠
隔

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
授

業
を

中
心

と
し

た
構

成
を

す
る

な
ど

し
て

、
過

密
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
解

消
を

は
か

り
つ

つ
、

教
育

効
果

を
維

持
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

編
成

を
目

指
し

て
い

る
。

・
経

費
不

足
の

問
題

を
解

決
す

る
た

め
、

大
学

予
算

の
拡

充
を

求
め

た
い

。
・
臨

床
科

目
で

実
施

す
る

実
習

に
お

け
る

財
源

確
保

に
向

け
た

全
国

的
な

取
り

組
み

。
・
共

用
試

験
で

か
か

る
費

用
負

担
の

お
願

い
。

大
阪

府
立

大
学

講
義

科
目

に
つ

い
て

は
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

構
成

・
内

容
を

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

沿
っ

た
形

で
作

成
し

て
お

り
基

準
を

満
た

し
て

い
る

。
実

習
科

目
に

つ
い

て
は

、
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

沿
っ

て
、

概
ね

適
正

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。
講

義
科

目
と

実
習

科
目

の
連

動
も

概
ね

実
施

さ
れ

て
お

り
、

基
準

を
満

た
し

て
い

る
。

C
B

T
お

よ
び

O
S
C

E
に

つ
い

て
は

獣
医

学
教

育
支

援
機

構
の

方
針

･指
導

の
下

、
適

切
に

実
施

し
て

お
り

、
過

去
3
年

間
、

受
験

者
の

全
員

が
合

格
し

て
い

る
。

す
べ

て
の

科
目

を
専

任
教

員
が

担
当

し
て

い
る

わ
け

で
は

な
く
、

特
に

大
動

物
に

関
す

る
実

習
科

目
に

つ
い

て
は

、
施

設
お

よ
び

担
当

教
員

配
置

の
関

係
で

実
施

で
き

て
い

な
い

項
目

が
あ

る
。

山
口

大
学

鹿
児

島
大

学
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

講
義

内
容

に
全

て
対

応
し

た
授

業
科

目
を

開
設

し
，

双
方

向
性

授
業

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
対

応
し

た
。

ま
た

，
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

ベ
ー

ス
に

欧
州

獣
医

学
教

育
機

関
協

会
（
E
A

E
V

E
)の

認
証

に
準

拠
し

た
教

育
内

容
を

加
え

た
授

業
科

目
と

し
て

改
編

を
行

っ
て

い
る

。

獣
医

学
教

育
を

安
定

的
に

実
施

す
る

た
め

の
経

費
や

，
教

職
員

お
よ

び
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッ

フ
が

不
足

し
て

い
る

。
双

方
向

性
授

業
シ

ス
テ

ム
の

機
器

更
新

が
必

要
で

あ
る

。
E
A

E
V

E
の

認
証

に
準

拠
す

る
た

め
に

地
方

自
治

体
や

民
間

と
の

連
携

を
深

め
る

必
要

が
あ

る
。

大
学

を
通

じ
て

文
部

科
学

省
に

予
算

要
求

を
行

う
。

ま
た

，
外

部
資

金
を

獲
得

す
る

こ
と

で
，

サ
ポ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

の
充

実
を

図
る

。
学

外
機

関
と

協
定

等
を

締
結

し
て

実
習

に
関

す
る

連
携

を
深

め
る

。

文
部

科
学

省
な

ど
関

係
機

関
の

理
解

促
進

の
た

め
の

活
動

。
コ

メ
ン

ト
（
鹿

児
島

大
、

右
蘭

記
載

）
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
宮

崎
大

学
一

部
の

科
目

で
は

非
常

勤
講

師
を

雇
用

し
て

い
る

も
の

の
、

ほ
ぼ

カ
バ

ー
し

て
お

り
、

各
教

員
が

工
夫

を
凝

ら
し

な
が

ら
行

っ
て

い
る

。

各
分

野
に

お
い

て
到

達
目

標
の

重
複

や
差

が
感

じ
ら

れ
る

た
め

、
縦

断
的

の
み

な
ら

ず
横

断
的

学
習

（
習

得
）
が

で
き

る
よ

う
な

仕
組

み
（
統

合
型

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

）
が

望
ま

し
い

。

ve
tC

B
T
お

よ
び

ve
tO

S
C

E
の

出
題

基
準

的
な

扱
い

を
意

識
し

つ
つ

、
各

科
目

の
講

義
、

実
習

に
お

い
て

横
断

的
内

容
を

取
り

入
れ

、
各

教
員

が
工

夫
を

凝
ら

し
て

い
る

。

ve
tC

B
T
や

ve
tO

S
C

E
の

出
題

基
準

で
は

な
く
、

真
に

「
求

め
ら

れ
る

獣
医

師
」
、

「
大

学
卒

業
後

の
獣

医
師

に
求

め
ら

れ
る

資
質

お
よ

び
能

力
」
を

養
成

、
教

育
で

き
る

よ
う

熟
成

を
期

待
し

た
い

。
ま

た
、

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

準
拠

し
た

教
科

書
が

な
い

科
目

に
つ

い
て

は
そ

の
作

成
を

希
望

す
る

。

酪
農

学
園

大
学

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
に

従
い

、
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

基
本

的
に

本
学

の
教

員
に

よ
っ

て
担

当
さ

れ
て

い
る

が
、

一
部

の
科

目
に

お
い

て
連

携
関

係
に

あ
る

組
織

よ
り

講
師

を
招

聘
し

て
い

る
。

各
分

野
の

問
題

点
に

つ
い

て
は

下
記

に
記

載
各

分
野

の
対

応
方

針
に

つ
い

て
は

下
特

に
な

し
。

北
里

大
学

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

対
応

し
た

講
義

・
実

習
を

実
施

し
て

い
る

。
特

に
な

し
特

に
な

し
特

に
な

し

日
本

大
学

細
分

化
さ

れ
た

専
門

科
目

と
し

て
必

須
1
5
0
単

位
、

選
択

1
2
単

位
、

卒
業

論
文

・
臨

床
研

究
6
単

位
を

開
講

し
、

概
ね

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
し

て
い

る
。

卒
業

要
件

は
専

門
教

育
科

目
と

し
て

1
6
4
単

位
以

上
を

課
し

て
い

る
。

・
選

択
科

目
が

少
な

く
、

ア
ド

バ
ン

ス
教

育
と

し
て

の
科

目
は

卒
業

論
文

・
臨

床
研

究
と

し
て

の
研

究
室

活
動

に
委

ね
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

ア
ド

バ
ン

ス
科

目
と

し
て

の
目

的
や

位
置

づ
け

が
明

確
で

な
い

。
・
専

門
教

育
科

目
が

細
分

化
さ

れ
教

科
数

が
多

い
。

・
専

任
教

員
数

が
不

足
し

て
お

り
、

複
数

科
目

を
担

当
す

る
教

員
が

多
い

。
ま

た
外

部
の

非
常

勤
講

師
ま

た
本

学
他

学
科

の
教

員
に

依
存

し
て

い
る

。

・
専

任
教

員
数

の
増

加
。

・
ア

ド
バ

ン
ス

科
目

の
充

実
。

現
在

も
進

行
中

で
あ

る
が

、
獣

医
療

の
実

践
的

な
実

習
が

で
き

る
研

修
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
開

催
を

継
続

し
て

頂
き

た
い

。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
日

本
獣

医
生

命
科

学
大

学
お

お
む

ね
対

応
が

で
き

て
い

る
個

別
科

目
で

の
課

題
は

あ
る

が
、

全
体

的
に

は
対

応
で

き
て

い
る

教
員

の
適

正
な

配
置

に
つ

い
て

は
、

検
討

を
開

始
し

て
い

る
特

に
な

し

麻
布

大
学

2
0
1
7
年

度
よ

り
多

く
の

獣
医

学
教

育
科

目
の

学
年

配
当

を
再

検
討

し
て

、
4
年

次
ま

で
に

コ
ア

カ
リ

を
完

了
で

き
る

よ
う

に
時

間
割

を
全

般
的

に
変

更
し

た
。

コ
ア

カ
リ

科
目

と
授

業
科

目
名

が
必

ず
し

も
一

致
し

て
い

な
い

た
め

、
コ

ア
カ

リ
の

各
項

目
に

担
当

者
を

置
い

て
い

る
。

こ
れ

に
よ

り
コ

ア
カ

リ
各

項
目

の
教

育
の

確
認

と
学

内
外

の
情

報
交

換
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

最
高

学
年

が
現

在
の

2
年

次
で

あ
る

た
め

、
学

修
効

果
に

つ
い

て
は

、
4

年
後

の
完

成
年

度
に

確
認

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
新

し
い

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
が

完
成

し
た

際
に

は
、

そ
の

対
応

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。

現
在

も
実

施
し

て
い

る
コ

ア
カ

リ
各

項
目

の
担

当
者

に
つ

い
て

、
新

コ
ア

カ
リ

が
完

成
し

た
際

に
は

新
体

制
を

つ
く
り

、
効

率
よ

く
シ

ラ
バ

ス
に

反
映

さ
せ

な
が

ら
教

育
体

制
を

構
築

す
る

予
定

で
あ

る
。

各
大

学
の

コ
ア

カ
リ

対
応

の
学

内
体

制
に

つ
い

て
知

り
た

い
。

岡
山

理
科

大
学

岡
山

理
科

大
で

は
、

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

対
応

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

が
作

ら
れ

て
お

り
、

現
在

進
行

中
で

あ
る

。
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

設
定

さ
れ

た
5
1
科

目
に

つ
い

て
本

学
教

員
が

ほ
ぼ

全
て

対
応

で
き

る
体

制
に

あ
る

。

順
調

に
経

緯
し

て
お

り
、

現
時

点
で

は
特

に
見

当
た

ら
な

い
。

当
所

計
画

を
着

実
に

実
行

す
る

こ
と

。
特

に
な

い
。
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2
教

育
体

制
の

整
備

状
況

2
-
2

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
へ

の
対

応
状

況
 (

基
礎

系
分

野
)

大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
北

海
道

大
学

帯
広

畜
産

大
学

（
V

e
tN

o
rt

h
J
ap

an
）

・
解

剖
学

、
組

織
学

、
発

生
学

、
生

理
学

、
薬

理
学

、
獣

医
倫

理
・
動

物
福

祉
学

、
獣

医
事

法
規

、
実

験
動

物
学

、
放

射
線

生
物

学
は

共
通

テ
キ

ス
ト

を
教

科
書

に
指

定
し

、
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

に
準

拠
し

た
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。
・
動

物
行

動
学

は
共

通
テ

キ
ス

ト
を

参
考

図
書

と
し

て
指

定
し

、
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

に
準

拠
し

た
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。
・
生

化
学

（
科

目
名

：
代

謝
生

化
学

、
分

子
遺

伝
情

報
科

学
）
、

獣
医

学
概

論
は

教
科

書
を

指
定

し
て

い
な

い
な

い
が

、
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

に
準

拠
し

た
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。
・
動

物
遺

伝
育

種
学

（
科

目
名

：
獣

医
遺

伝
学

）
は

共
通

テ
キ

ス
ト

以
外

を
教

科
書

と
し

て
い

る
が

、
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

に
準

拠
し

た
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。

・
臨

床
系

分
野

を
重

視
し

た
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、

基
礎

系
分

野
で

は
授

業
単

位
数

を
減

ら
し

た
科

目
が

多
い

。
基

礎
系

分
野

は
2
0
2
0
年

4
月

か
ら

順
次

開
講

さ
れ

る
た

め
、

従
来

通
り

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
に

準
拠

し
た

授
業

が
実

施
さ

れ
る

か
注

視
が

必
要

で
あ

る
。

・
獣

医
倫

理
・
動

物
福

祉
学

は
専

門
と

す
る

教
員

が
不

在
で

、
新

規
採

用
も

教
員

人
事

ポ
イ

ン
ト

の
関

係
か

ら
不

可
能

で
あ

る
。

・
旧

／
新

い
ず

れ
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
あ

っ
て

も
、

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
に

記
載

あ
る

一
般

目
標

は
、

実
施

す
る

方
針

で
シ

ラ
バ

ス
を

定
め

て
い

る
た

め
、

大
き

な
齟

齬
の

生
じ

る
こ

と
は

な
い

。

・
獣

医
倫

理
・
動

物
福

祉
学

の
専

門
家

を
、

正
規

教
員

と
し

て
採

用
可

能
な

人
件

費
の

補
填

を
お

願
い

し
た

い
。

獣
医

学
教

育
・
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

具
体

的
に

記
載

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

実
施

す
る

た
め

に
抱

え
て

い
る

課
題

、
そ

の
課

題
に

対
す

る
今

後
の

方
針

、
さ

ら
に

連
携

を
継

続
・
発

展
さ

せ
る

た
め

に
文

部
科

学
省

、
全

国
獣

医
学

関
係

代
表

者
連

絡
協

議
会

（
全

獣
協

）
、

N
P

O
法

人
獣

医
学

教
育

支
援

機
構

（
ve

tE
S
O

）
な

ど
に

求
め

る
に

全
国

的
な

対
応

や
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

に
つ

い
て

、
記

載
く
だ

さ
い

。
な

お
、

共
同

教
育

課
程

の
場

合
は

、
1
教

育
課

程
で

一
つ

の
シ

ー
ト

と
し

て
回

答
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

個
別

の
大

学
に

つ
い

て
の

記
載

に
つ

い
て

は
、

そ
の

旨
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

く
だ

さ
い

。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
岩

手
大

学
東

京
農

工
大

学
と

共
同

獣
医

学
科

を
形

成
し

、
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
沿

っ
た

講
義

と
実

習
を

実
施

し
て

い
る

。
講

義
は

遠
隔

講
義

シ
ス

テ
ム

を
使

用
し

て
相

互
に

配
信

し
、

実
習

に
つ

い
て

は
個

別
に

実
施

し
て

い
る

。

・
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
項

目
が

多
す

ぎ
る

た
め

、
ア

ド
バ

ン
ス

的
な

内
容

（
教

員
の

研
究

等
）
を

低
学

年
の

学
生

に
話

す
機

会
が

な
い

・
遠

隔
講

義
で

の
教

育
効

果
が

必
ず

し
も

十
分

に
高

い
わ

け
で

な
い

こ
と

・
現

在
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
見

直
し

・
対

面
で

講
義

を
行

う
機

会
を

確
保

す
る

特
に

無
し

東
京

農
工

大
学

東
京

農
工

大
学

と
岩

手
大

学
の

共
同

獣
医

学
科

に
よ

り
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

内
容

に
沿

っ
た

教
育

を
行

な
っ

て
い

る
。

基
礎

系
の

教
授

が
2
0
2
1
年

度
末

に
２

名
、

2
0
2
2
年

度
末

に
１

名
が

定
年

退
職

に
な

る
状

況
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
現

状
で

は
人

件
費

削
減

の
た

め
後

任
補

充
の

見
通

し
が

な
い

。
そ

の
た

め
、

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
内

容
を

含
む

専
門

教
育

の
質

の
維

持
が

困
難

と
な

る
。

基
礎

系
担

当
教

員
の

新
規

採
用

の
た

め
の

人
件

費
確

保
に

よ
っ

て
、

担
当

教
員

数
の

維
持

に
努

め
る

も
の

の
、

状
況

は
極

め
て

厳
し

い
。

獣
医

学
教

育
の

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
含

む
専

門
教

育
を

実
施

す
る

の
に

必
要

な
教

員
数

に
つ

い
て

、
分

野
別

の
基

準
を

策
定

し
て

は
ど

う
か

。

東
京

大
学

1
. 
全

て
の

モ
デ

ル
・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

対
応

し
て

い
る

。
1
. 
専

任
教

員
だ

け
で

は
対

応
で

き
な

い
た

め
、

他
専

攻
の

教
員

や
他

大
学

等
の

非
常

勤
講

師
に

一
部

の
講

義
・
実

習
を

依
頼

し
て

い
る

。

1
. 
今

後
の

教
員

公
募

に
あ

た
っ

て
は

、
専

門
分

野
を

考
慮

し
た

選
考

を
実

施
す

る
。

学
部

化
や

教
育

体
制

整
備

に
向

け
た

支
援

岐
阜

大
学

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

準
拠

し
た

科
目

編
成

を
し

て
い

る
。

実
習

に
必

要
な

機
器

が
老

朽
化

し
、

更
新

が
困

難
に

な
っ

て
い

る
。

・
予

算
不

足
に

対
し

て
は

、
経

費
全

体
を

見
直

し
て

、
動

物
や

機
器

の
購

入
経

費
を

捻
出

す
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

・
経

費
不

足
の

問
題

を
解

決
す

る
た

め
、

大
学

予
算

の
拡

充
を

求
め

た
い

。

鳥
取

大
学

・
コ

ア
カ

リ
に

準
拠

し
て

教
育

を
行

な
っ

て
い

る
。

・
特

に
問

題
は

な
い

。
・
基

礎
科

目
の

低
学

年
か

ら
の

開
講

・
可

能
な

限
り

使
用

中
の

コ
ア

カ
リ

テ
キ

ス
ト

を
活

か
し

た
現

実
的

な
コ

ア
カ

リ
改

訂
。

大
阪

府
立

大
学

講
義

科
目

に
つ

い
て

は
、

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

沿
っ

た
形

で
適

正
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

実
習

科
目

に
つ

い
て

は
、

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

沿
っ

て
、

概
ね

適
正

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。
講

義
科

目
と

実
習

科
目

の
連

動
も

概
ね

実
施

さ
れ

て
い

る
。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
山

口
大

学
鹿

児
島

大
学

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

講
義

内
容

に
全

て
対

応
し

た
授

業
科

目
を

開
設

し
，

双
方

向
性

授
業

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
対

応
し

た
。

ま
た

，
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

ベ
ー

ス
に

欧
州

獣
医

学
教

育
機

関
協

会
（
E
A

E
V

E
)の

認
証

に
準

拠
し

た
教

育
内

容
を

加
え

た
授

業
科

目
と

し
て

改
編

を
行

っ
て

い
る

。

獣
医

学
教

育
を

安
定

的
に

実
施

す
る

た
め

の
経

費
や

，
教

職
員

お
よ

び
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッ

フ
が

不
足

し
て

い
る

。
双

方
向

性
授

業
シ

ス
テ

ム
の

機
器

更
新

が
必

要
で

あ
る

。

大
学

を
通

じ
て

文
部

科
学

省
に

予
算

要
求

を
行

う
。

ま
た

，
外

部
資

金
を

獲
得

す
る

こ
と

で
，

サ
ポ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

の
充

実
を

図
る

。

文
部

科
学

省
な

ど
関

係
機

関
の

理
解

促
進

の
た

め
の

活
動

。

宮
崎

大
学

コ
ア

カ
リ

の
内

容
を

網
羅

し
た

授
業

を
実

施
し

て
い

る
。

国
家

試
験

の
出

題
範

囲
を

考
え

た
場

合
、

コ
ア

カ
リ

に
示

さ
れ

た
内

容
の

み
で

は
不

十
分

で
あ

る
。

国
家

試
験

の
出

題
範

囲
を

考
慮

し
な

が
ら

、
コ

ア
カ

リ
よ

り
内

容
の

深
い

講
義

を
実

施
し

て
い

る
。

コ
ア

カ
リ

内
容

の
充

実
を

希
望

す
る

。

酪
農

学
園

大
学

講
義

、
実

習
科

目
に

つ
い

て
は

全
て

学
内

の
教

員
で

対
応

し
て

い
る

特
に

な
し

。
各

教
科

で
の

重
複

、
連

携
に

つ
い

て
機

能
的

に
で

き
れ

ば
も

っ
と

良
い

。
ま

ず
は

、
教

員
間

で
の

学
生

の
講

義
理

解
、

成
績

に
つ

い
て

情
報

交
換

を
行

っ
て

い
る

。
今

後
、

理
解

度
の

低
い

学
生

に
対

し
て

、
講

義
の

工
夫

や
フ

ォ
ロ

ー
の

仕
方

に
活

か
し

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
て

い
る

。

特
に

な
し

。

北
里

大
学

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

対
応

し
た

講
義

・
実

習
を

実
施

し
て

い
る

。
特

に
な

し
特

に
な

し
特

に
な

し

日
本

大
学

導
入

教
育

・
基

礎
分

野
の

教
育

に
お

い
て

は
、

講
義

お
よ

び
実

習
と

も
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
へ

の
対

応
は

で
き

て
い

る
。

細
分

化
さ

れ
た

1
3
の

講
義

科
目

に
お

い
て

、
一

部
の

科
目

（
獣

医
倫

理
・
動

物
福

祉
学

、
獣

医
事

法
規

、
動

物
遺

伝
育

種
学

、
動

物
行

動
学

）
で

は
学

科
内

に
専

任
教

員
が

配
置

で
き

て
い

な
い

た
め

、
外

部
非

常
勤

講
師

や
学

部
他

学
科

教
員

、
学

科
内

の
複

数
教

員
で

対
応

し
て

い
る

。

現
況

を
踏

ま
え

、
不

足
な

く
教

育
に

あ
た

る
。

教
員

の
充

填
に

関
し

て
は

、
学

科
単

独
の

問
題

で
は

な
く
、

獣
医

学
モ

デ
ル

・
コ

ア
・

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
本

質
的

考
え

方
を

大
学

へ
十

分
説

明
し

、
理

解
を

は
か

る
と

と
も

に
課

題
点

の
改

善
に

つ
な

げ
る

。

特
段

な
い

。

日
本

獣
医

生
命

科
学

大
学

導
入

・
基

礎
分

野
の

科
目

に
つ

い
て

は
全

て
対

応
済

み
。

ほ
ぼ

1
0
0
%
を

専
任

教
員

が
担

当
し

、
各

科
目

の
シ

ラ
バ

ス
に

お
い

て
、

対
応

す
る

コ
ア

カ
リ

の
到

達
目

標
が

確
認

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

特
に

な
し

特
に

な
し

特
に

な
し
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
麻

布
大

学
2
0
1
7
年

度
か

ら
４

年
次

ま
で

に
コ

ア
カ

リ
の

内
容

を
完

了
す

る
よ

う
に

改
編

さ
れ

た
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
内

容
が

基
礎

獣
医

学
系

担
当

科
目

に
つ

い
て

は
2
0
2
0
年

度
で

一
通

り
実

施
さ

れ
る

。
前

倒
し

に
実

施
す

る
科

目
が

多
く
，

同
じ

年
度

に
お

い
て

複
数

学
年

に
同

じ
講

義
を

す
る

こ
と

が
多

発
し

た
が

，
教

員
の

精
力

的
な

対
応

に
よ

り
，

対
処

し
つ

つ
あ

る
。

現
在

，
大

き
な

課
題

は
な

い
と

考
え

る
。

2
0
2
0
年

で
の

基
礎

獣
医

学
系

担
当

科
目

の
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
内

容
は

終
了

す
る

。
四

年
後

の
完

成
年

度
に

お
い

て
，

①
全

体
の

対
し

て
学

習
効

果
と

比
較

し
た

基
礎

獣
医

学
系

担
当

科
目

の
学

修
効

果
の

確
認

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
新

コ
ア

カ
リ

は
旧

コ
ア

カ
リ

の
７

０
％

の
内

容
と

し
て

整
理

さ
れ

た
の

で
，

現
在

対
応

し
て

い
る

旧
コ

ア
カ

リ
の

内
容

で
網

羅
し

て
い

る
は

ず
で

あ
る

が
，

②
新

コ
ア

カ
リ

の
内

容
を

反
映

し
て

い
る

か
は

未
確

認
で

あ
る

。

課
題

①
に

つ
い

て
，

完
成

年
度

で
全

体
の

学
修

効
果

を
確

認
す

る
と

の
こ

と
な

の
で

，
そ

の
機

会
に

基
礎

獣
医

学
系

担
当

科
目

の
学

修
効

果
を

確
認

す
る

予
定

課
題

②
に

つ
い

て
，

新
コ

ア
カ

リ
の

内
容

が
開

始
さ

れ
る

前
に

各
科

目
担

当
教

員
が

確
認

す
る

予
定

コ
ア

カ
リ

体
制

に
な

っ
て

か
ら

の
学

生
の

学
修

効
果

が
上

が
っ

て
い

る
の

か
，

下
が

っ
て

い
る

の
か

を
少

な
く
も

基
礎

獣
医

学
系

の
科

目
は

知
り

た
い

。
各

大
学

で
講

義
時

間
数

が
異

な
る

と
思

う
の

で
，

大
学

毎
の

各
科

目
で

の
講

義
時

間
数

と
学

修
効

果
の

相
関

も
知

り
た

い
。

岡
山

理
科

大
学

設
置

趣
意

書
に

記
し

た
と

お
り

、
完

全
に

対
応

し
て

い
る

（
科

目
名

が
異

な
る

も
の

も
あ

る
が

、
全

て
の

科
目

が
対

応
し

て
い

る
）
。

順
調

に
経

緯
し

て
お

り
、

現
時

点
で

は
特

に
見

当
た

ら
な

い
。

当
所

計
画

を
着

実
に

実
行

す
る

こ
と

。
特

に
な

い
。
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2
教

育
体

制
の

整
備

状
況

2
-
2

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
へ

の
対

応
状

況
 (

応
用

系
分

野
)

大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
北

海
道

大
学

帯
広

畜
産

大
学

（
V

e
tN

o
rt

h
J
ap

an
）

・
動

物
衛

生
学

、
公

衆
衛

生
学

、
食

品
衛

生
学

、
環

境
衛

生
学

、
毒

性
学

、
疫

学
、

野
生

動
物

学
は

共
通

テ
キ

ス
ト

を
教

科
書

に
指

定
し

、
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

に
準

拠
し

た
授

業
（
プ

ラ
ス

α
）

を
実

施
し

て
い

る
。

・
人

獣
共

通
感

染
症

学
は

共
通

テ
キ

ス
ト

以
外

を
教

科
書

と
し

て
い

る
が

、
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

に
準

拠
し

た
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。

・
病

態
系

分
野

同
様

、
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

実
施

に
よ

り
、

一
部

に
お

い
て

単
位

数
を

減
ら

し
て

い
る

。
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

に
準

拠
し

た
授

業
が

実
施

さ
れ

る
か

注
視

が
必

要
で

あ
る

。

・
旧

／
新

い
ず

れ
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
あ

っ
て

も
、

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
に

記
載

あ
る

一
般

目
標

は
、

実
施

す
る

方
針

で
シ

ラ
バ

ス
を

定
め

て
い

る
た

め
、

大
き

な
齟

齬
の

生
じ

る
こ

と
は

な
い

。

岩
手

大
学

岩
手

大
学

・
東

京
農

工
大

学
共

同
獣

医
学

科
で

は
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

沿
っ

た
講

義
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
実

習
に

お
い

て
は

、
コ

ア
カ

リ
に

沿
っ

た
形

で
各

大
学

の
特

色
を

出
し

な
が

ら
実

施
し

て
い

る
。

現
在

は
共

同
獣

医
学

科
設

置
時

点
の

教
員

構
成

で
科

目
を

分
担

し
て

い
る

が
、

今
後

退
職

教
員

増
え

る
と

と
も

に
、

当
該

科
目

を
教

育
で

き
る

者
が

不
在

に
な

る
事

例
が

出
て

き
て

い
る

・
教

育
科

目
を

担
当

可
能

な
教

員
の

確
保

を
長

期
的

な
視

野
に

い
れ

て
人

事
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

・
教

育
崩

壊
に

つ
な

が
る

経
常

予
算

の
１

％
削

減
を

即
時

止
め

る
こ

と
を

国
に

申
し

入
れ

る
。

東
京

農
工

大
学

東
京

農
工

大
学

と
岩

手
大

学
の

共
同

獣
医

学
科

に
よ

り
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

内
容

に
沿

っ
た

教
育

を
行

な
っ

て
い

る
。

実
習

に
つ

い
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
大

学
で

対
応

し
て

い
る

。
農

工
大

は
、

学
内

に
フ

ィ
ー

ル
ド

サ
イ

エ
ン

ス
セ

ン
タ

ー
が

あ
り

、
搾

乳
牛

が
居

る
。

し
か

し
、

豚
や

鶏
が

居
な

い
。

東
京

と
言

う
利

便
性

か
ら

、
学

外
施

設
の

利
用

が
考

え
ら

れ
る

が
、

協
定

を
結

べ
て

い
る

と
こ

ろ
は

少
な

い
。

地
方

自
治

体
と

の
協

定
を

締
結

し
、

協
力

を
得

る
。

地
域

連
携

に
積

極
的

に
取

り
組

む
。

特
に

な
し

。

東
京

大
学

1
. 
全

て
の

モ
デ

ル
・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

対
応

し
て

い
る

。
1
. 
専

任
教

員
だ

け
で

は
対

応
で

き
な

い
た

め
、

他
専

攻
の

教
員

や
他

大
学

等
の

非
常

勤
講

師
に

一
部

の
講

義
・
実

習
を

依
頼

し
て

い
る

。

1
. 
今

後
の

教
員

公
募

に
あ

た
っ

て
は

、
専

門
分

野
を

考
慮

し
た

選
考

を
実

施
す

る
。

学
部

化
や

教
育

体
制

整
備

に
向

け
た

支
援

獣
医

学
教

育
・
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

具
体

的
に

記
載

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

実
施

す
る

た
め

に
抱

え
て

い
る

課
題

、
そ

の
課

題
に

対
す

る
今

後
の

方
針

、
さ

ら
に

連
携

を
継

続
・
発

展
さ

せ
る

た
め

に
文

部
科

学
省

、
全

国
獣

医
学

関
係

代
表

者
連

絡
協

議
会

（
全

獣
協

）
、

N
P

O
法

人
獣

医
学

教
育

支
援

機
構

（
ve

tE
S
O

）
な

ど
に

求
め

る
に

全
国

的
な

対
応

や
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

に
つ

い
て

、
記

載
く
だ

さ
い

。
な

お
、

共
同

教
育

課
程

の
場

合
は

、
1
教

育
課

程
で

一
つ

の
シ

ー
ト

と
し

て
回

答
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

個
別

の
大

学
に

つ
い

て
の

記
載

に
つ

い
て

は
、

そ
の

旨
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

く
だ

さ
い

。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
岐

阜
大

学
ほ

と
ん

ど
の

科
目

に
つ

い
て

、
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

概
ね

準
じ

た
シ

ラ
バ

ス
を

作
成

し
、

そ
れ

に
基

づ
い

き
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。

特
に

な
し

鳥
取

大
学

・
コ

ア
カ

リ
に

準
拠

し
て

教
育

を
行

な
っ

て
い

る
。

・
動

物
衛

生
学

実
習

で
は

、
飼

養
環

境
評

価
や

防
疫

を
中

心
に

実
施

可
能

な
項

目
に

つ
い

て
の

み
実

施
し

て
い

る
。

・
大

動
物

の
飼

育
施

設
が

小
規

模
（
肉

牛
が

1
0
頭

程
度

の
み

）
で

あ
り

、
実

習
で

利
用

可
能

な
学

内
の

牧
場

や
乳

牛
が

日
常

的
に

存
在

し
な

い
。

・
豚

や
鶏

に
つ

い
て

も
飼

育
施

設
の

見
学

等
は

困
難

。

・
可

能
な

範
囲

で
県

内
施

設
の

見
学

で
対

応
す

る
予

定
。

・
学

外
施

設
（
化

製
場

な
ど

）
に

対
し

て
見

学
の

受
け

入
れ

を
推

奨
す

る
何

ら
か

の
援

助
や

協
力

要
請

。
・
動

物
飼

育
施

設
へ

の
立

ち
入

り
は

困
難

で
あ

り
、

動
画

や
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
な

教
材

な
ど

、
見

学
の

代
替

と
な

る
教

材
を

作
成

し
て

い
た

だ
け

る
と

有
り

難
い

。

大
阪

府
立

大
学

講
義

科
目

に
つ

い
て

は
、

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

沿
っ

た
形

で
適

正
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

実
習

科
目

に
つ

い
て

は
、

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

沿
っ

て
、

概
ね

適
正

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。
講

義
科

目
と

実
習

科
目

の
連

動
も

概
ね

実
施

さ
れ

て
お

り
、

基
準

を
満

た
し

て
い

る
。

一
部

の
コ

ア
カ

リ
科

目
（
野

生
動

物
医

学
）

に
つ

い
て

は
非

常
勤

講
師

で
対

応
し

た
り

、
オ

ム
ニ

バ
ス

で
実

施
す

る
他

、
特

定
の

教
員

が
多

数
の

講
義

を
担

当
す

る
状

況
が

あ
る

。
適

正
な

教
員

の
確

保
が

課
題

で
あ

る
。

大
学

、
設

置
者

へ
状

況
を

説
明

し
、

人
員

確
保

に
向

け
て

理
解

を
求

め
る

こ
と

を
続

け
て

い
る

。

4
0
人

の
学

生
定

員
に

対
し

て
求

め
ら

れ
る

6
9
名

の
教

員
数

確
保

に
向

け
、

国
の

積
極

的
、

強
力

な
サ

ポ
ー

ト
を

お
願

い
し

た
い

。

山
口

大
学

鹿
児

島
大

学
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

講
義

内
容

に
全

て
対

応
し

た
授

業
科

目
を

開
設

し
，

双
方

向
性

授
業

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
対

応
し

た
。

ま
た

，
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

ベ
ー

ス
に

欧
州

獣
医

学
教

育
機

関
協

会
（
E
A

E
V

E
)の

認
証

に
準

拠
し

た
教

育
内

容
を

加
え

た
授

業
科

目
と

し
て

，
衛

生
分

野
に

重
点

を
置

い
た

改
編

を
行

っ
て

い
る

。

獣
医

学
教

育
を

安
定

的
に

実
施

す
る

た
め

の
経

費
や

，
教

職
員

お
よ

び
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッ

フ
が

不
足

し
て

い
る

。
双

方
向

性
授

業
シ

ス
テ

ム
の

機
器

更
新

が
必

要
で

あ
る

。
E
A

E
V

E
の

認
証

に
準

拠
す

る
た

め
に

地
方

自
治

体
や

民
間

と
の

連
携

を
深

め
る

必
要

が
あ

る
。

大
学

を
通

じ
て

文
部

科
学

省
に

予
算

要
求

を
行

う
。

ま
た

，
外

部
資

金
を

獲
得

す
る

こ
と

で
，

サ
ポ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

の
充

実
を

図
る

。
学

外
機

関
と

協
定

等
を

締
結

し
て

学
外

実
習

に
関

す
る

連
携

を
深

め
る

。

文
部

科
学

省
な

ど
関

係
機

関
の

理
解

促
進

の
た

め
の

活
動

。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
宮

崎
大

学
モ

デ
ル

･コ
ア

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

準
拠

し
た

教
科

書
を

用
い

て
講

義
を

実
施

し
て

い
る

。
共

用
試

験
ま

で
に

関
連

す
る

科
目

を
終

わ
ら

せ
る

よ
う

時
間

割
が

組
ま

れ
て

い
る

。

そ
も

そ
も

獣
医

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

は
、

大
学

卒
業

時
ま

で
に

身
に

付
け

る
必

要
不

可
欠

な
知

識
を

精
選

し
た

教
育

内
容

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
と

し
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

実
際

に
は

共
用

試
験

前
（
４

年
次

）
ま

で
に

す
べ

て
の

コ
ア

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

終
え

て
お

り
、

し
か

も
残

り
の

３
分

の
１

の
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
内

容
が

明
確

に
さ

れ
て

い
な

い
。

コ
ア

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

は
、

６
年

間
の

履
修

年
限

の
中

で
獣

医
学

と
し

て
教

え
る

３
分

の
２

程
度

の
内

容
を

示
す

の
で

は
な

く
、

全
て

の
内

容
を

提
示

す
べ

き
で

、
６

年
間

で
履

修
で

き
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
す

べ
き

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

そ
の

内
容

が
国

家
試

験
の

出
題

範
囲

と
シ

ン
ク

ロ
ナ

イ
ズ

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。
残

り
の

３
分

の
１

の
内

容
を

ア
ド

バ
ン

ス
ト

科
目

と
し

て
教

え
て

い
る

が
、

各
大

学
に

よ
り

教
え

る
内

容
が

異
な

っ
て

い
る

の
で

、
別

途
設

け
る

べ
き

も
の

で
あ

る
。

コ
ア

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

定
義

を
再

考
（
再

確
認

）
し

、
改

訂
作

業
を

進
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

酪
農

学
園

大
学

講
義

に
つ

い
て

は
、

一
部

外
部

講
師

を
招

聘
し

、
実

施
し

て
い

る
。

実
習

科
目

に
つ

い
て

は
全

て
学

内
の

教
員

で
対

応
し

て
い

る

講
義

科
目

に
つ

い
て

は
特

に
無

し
。

実
習

に
つ

い
て

は
、

診
断

用
抗

原
や

特
異

抗
体

の
入

手
が

容
易

で
は

な
い

も
の

が
含

ま
れ

る
。

市
販

の
抗

原
や

抗
体

を
入

手
で

き
な

い
場

合
は

、
学

外
の

関
連

研
究

機
関

や
大

学
か

ら
分

与
を

受
け

て
い

る
。

特
に

な
し

。

北
里

大
学

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

対
応

し
た

講
義

・
実

習
を

実
施

し
て

い
る

。
特

に
な

し
特

に
な

し
特

に
な

し

日
本

大
学

応
用

系
分

野
に

配
置

さ
れ

て
い

る
8
つ

の
講

義
科

目
お

よ
び

4
つ

の
実

習
科

目
に

対
し

て
、

応
用

系
分

野
専

任
教

員
6
名

、
他

分
野

専
任

教
員

7
名

、
な

ら
び

に
非

常
勤

講
師

・
他

学
科

教
員

4
名

が
担

当
し

、
当

該
分

野
の

幅
の

広
い

教
育

内
容

に
概

ね
対

応
し

て
い

る
。

8
講

義
科

目
の

半
分

に
あ

た
る

4
科

目
に

つ
い

て
専

属
の

研
究

室
（
講

座
）
が

存
在

せ
ず

、
専

任
教

員
の

不
足

を
他

分
野

の
教

員
お

よ
び

学
外

の
非

常
勤

講
師

が
補

い
、

オ
ム

ニ
バ

ス
方

式
の

講
義

を
行

う
こ

と
に

よ
っ

て
対

処
し

て
い

る
状

況
に

あ
る

。

当
該

分
野

で
は

全
体

的
な

専
任

教
員

定
員

数
の

未
充

足
が

最
も

大
き

な
課

題
で

あ
る

。
特

に
実

習
科

目
で

も
あ

る
毒

性
学

分
野

の
専

門
講

座
が

無
い

た
め

、
結

果
的

に
本

分
野

の
人

材
育

成
シ

ス
テ

ム
が

欠
け

る
こ

と
と

な
っ

て
い

る
。

専
任

教
員

の
定

員
充

足
。

現
在

ア
ド

バ
ン

ス
ト

教
育

の
1
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
実

施
さ

れ
て

い
る

V
P

c
am

pは
学

外
実

践
教

育
お

よ
び

人
材

育
成

に
つ

な
が

る
シ

ス
テ

ム
と

し
て

評
価

で
き

る
の

で
、

参
加

学
生

と
受

入
機

関
の

双
方

が
満

足
で

き
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

継
続

・
改

善
し

て
頂

き
た

い
。

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

向
上

さ
せ

る
た

め
に

意
欲

あ
る

低
学

年
学

生
の

受
入

を
積

極
的

に
行

っ
て

頂
き

た
い

。

日
本

獣
医

生
命

科
学

大
学

お
お

む
ね

対
応

が
で

き
て

い
る

来
年

度
、

公
衆

衛
生

学
の

教
授

が
定

年
と

な
り

、
環

境
汚

染
等

の
化

学
物

質
に

か
ん

す
る

講
義

担
当

者
が

不
在

と
な

る

学
内

他
分

野
の

教
員

で
対

応
で

き
な

い
場

合
は

、
教

員
の

補
充

も
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

と
く
に

な
い
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
麻

布
大

学
獣

医
公

衆
衛

生
学

お
よ

び
実

験
動

物
学

の
講

義
お

よ
び

実
習

に
つ

い
て

は
他

の
系

と
連

携
し

な
が

ら
、

ほ
ぼ

コ
ア

カ
リ

に
準

拠
し

た
内

容
と

な
っ

て
い

る
。

獣
医

公
衆

衛
生

学
実

習
に

お
け

る
環

境
衛

生
分

野
の

実
習

項
目

に
つ

い
て

は
、

コ
ア

カ
リ

内
容

が
主

と
し

て
機

器
分

析
で

あ
る

が
、

実
施

す
る

に
当

た
っ

て
高

価
な

分
析

機
器

を
複

数
揃

え
る

こ
と

は
事

実
上

困
難

で
あ

り
、

そ
れ

ら
を

使
用

し
て

行
う

実
習

項
目

は
現

在
は

実
施

で
き

な
い

状
況

に
あ

る
。

高
価

な
分

析
機

器
の

整
備

に
は

限
界

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

個
々

の
分

析
機

器
に

つ
い

て
は

説
明

は
す

る
も

の
の

、
そ

れ
ら

の
機

器
の

原
理

を
理

解
す

る
た

め
に

必
要

な
ク

ロ
マ

ト
解

析
や

吸
光

度
測

定
を

実
習

で
実

施
す

る
こ

と
で

対
応

し
て

い
る

。

各
大

学
が

そ
れ

ぞ
れ

の
項

目
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
な

対
応

を
し

て
い

る
の

か
情

報
交

換
を

行
い

た
い

。

岡
山

理
科

大
学

設
置

趣
意

書
に

記
し

た
と

お
り

、
完

全
に

対
応

し
て

い
る

（
科

目
名

が
異

な
る

も
の

も
あ

る
が

、
全

て
の

科
目

が
コ

ア
カ

リ
科

目
に

対
応

し
て

い
る

）
。

順
調

に
経

緯
し

て
お

り
、

現
時

点
で

は
特

に
見

当
た

ら
な

い
。

当
所

計
画

を
着

実
に

実
行

す
る

こ
と

。
特

に
な

い
。
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2
教

育
体

制
の

整
備

状
況

2
-
2

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
へ

の
対

応
状

況
 (

病
態

系
分

野
)

大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
北

海
道

大
学

帯
広

畜
産

大
学

（
V

e
tN

o
rt

h
J
ap

an
）

・
病

理
学

、
免

疫
学

、
微

生
物

学
、

家
禽

疾
病

学
、

魚
病

学
、

動
物

感
染

症
学

、
寄

生
虫

病
学

は
共

通
テ

キ
ス

ト
を

教
科

書
あ

る
い

は
参

考
図

書
に

指
定

し
、

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
に

準
拠

し
た

授
業

（
プ

ラ
ス

α
）
を

実
施

し
て

い
る

。

・
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

に
準

拠
し

た
授

業
を

実
施

し
て

い
る

も
の

の
、

共
有

テ
キ

ス
ト

の
内

容
で

は
不

足
で

、
よ

り
詳

細
な

教
科

書
の

内
容

を
追

加
し

て
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。
・
基

礎
系

分
野

同
様

、
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

実
施

に
よ

り
、

一
部

に
お

い
て

単
位

数
を

減
ら

し
て

い
る

。
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

に
準

拠
し

た
授

業
が

実
施

さ
れ

る
か

注
視

が
必

要
で

あ
る

。

・
旧

／
新

い
ず

れ
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
あ

っ
て

も
、

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
に

記
載

あ
る

一
般

目
標

は
、

実
施

す
る

方
針

で
シ

ラ
バ

ス
を

定
め

て
い

る
た

め
、

大
き

な
齟

齬
の

生
じ

る
こ

と
は

な
い

。

・
魚

病
学

の
専

門
家

を
、

正
規

教
員

と
し

て
採

用
可

能
な

人
件

費
の

補
填

を
お

願
い

し
た

い
。

岩
手

大
学

岩
手

大
学

・
東

京
農

工
大

学
共

同
獣

医
学

科
で

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

沿
っ

た
講

義
，

実
習

を
実

施
し

て
い

る
。

構
成

員
だ

け
で

は
対

応
で

き
な

い
分

野
，

科
目

が
あ

る
。

今
後

，
教

員
の

異
動

，
定

年
退

職
に

伴
い

，
担

当
教

員
を

充
足

で
き

ず
，

対
応

で
き

な
い

分
野

，
科

目
が

さ
ら

に
増

加
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
。

・
教

員
数

確
保

を
視

野
に

い
れ

て
円

滑
な

引
き

継
ぎ

が
で

き
る

よ
う

に
検

討
す

る
。

・
東

京
農

工
大

学
と

も
本

課
題

を
共

有
し

，
非

常
勤

講
師

に
よ

る
対

応
も

検
討

し
て

い
く
。

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
に

沿
っ

た
教

育
を

行
う

に
は

教
員

数
が

不
足

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

の
で

，
こ

の
点

に
つ

い
て

は
問

題
点

と
し

て
強

調
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

東
京

農
工

大
学

東
京

農
工

大
学

と
岩

手
大

学
の

共
同

獣
医

学
科

に
よ

り
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

内
容

に
沿

っ
た

教
育

を
行

な
っ

て
い

る
。

病
理

実
習

に
つ

い
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
大

学
で

対
応

し
て

い
る

。
農

工
大

は
、

剖
検

実
習

に
供

す
る

動
物

の
確

保
に

苦
慮

し
て

い
る

、
学

内
の

搾
乳

牛
と

山
羊

が
予

後
不

良
と

な
っ

た
場

合
に

解
剖

に
使

用
し

て
い

る
が

、
実

習
日

程
と

は
必

ず
し

も
合

わ
な

い
こ

と
が

多
い

。
伴

侶
動

物
に

つ
い

て
は

、
動

物
医

療
セ

ン
タ

ー
を

通
じ

て
解

剖
依

頼
が

少
し

ず
つ

増
え

て
い

る
が

、
実

習
に

は
供

せ
て

い
な

い
。

東
京

と
い

う
利

便
性

か
ら

、
学

外
施

設
の

利
用

が
考

え
ら

れ
る

が
、

協
定

を
結

べ
て

い
る

と
こ

ろ
は

少
な

い
。

東
京

都
食

肉
検

査
所

と
協

定
を

結
び

、
牛

と
豚

の
内

臓
を

そ
れ

ぞ
れ

毎
年

約
3
0
検

体
を

剖
検

実
習

に
供

し
て

い
る

。
動

物
全

体
の

解
剖

は
数

は
少

な
く
、

実
施

で
き

な
い

年
も

あ
る

が
、

内
臓

検
査

で
は

種
々

の
肉

眼
病

変
を

学
生

に
見

せ
る

こ
と

が
で

き
、

個
体

の
剖

検
よ

り
教

育
効

果
が

高
い

。
鶏

は
養

鶏
業

者
の

協
力

を
得

て
、

毎
年

、
廃

鶏
を

実
習

に
供

せ
て

い
る

。
動

物
医

療
セ

ン
タ

ー
、

民
間

動
物

病
院

を
通

じ
て

伴
侶

動
物

の
解

剖
検

体
の

増
数

を
積

極
的

に
行

う
。

動
物

愛
護

セ
ン

タ
ー

、
開

業
獣

医
師

と
の

連
携

強
化

獣
医

学
教

育
・
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

具
体

的
に

記
載

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

実
施

す
る

た
め

に
抱

え
て

い
る

課
題

、
そ

の
課

題
に

対
す

る
今

後
の

方
針

、
さ

ら
に

連
携

を
継

続
・
発

展
さ

せ
る

た
め

に
文

部
科

学
省

、
全

国
獣

医
学

関
係

代
表

者
連

絡
協

議
会

（
全

獣
協

）
、

N
P

O
法

人
獣

医
学

教
育

支
援

機
構

（
ve

tE
S
O

）
な

ど
に

求
め

る
に

全
国

的
な

対
応

や
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

に
つ

い
て

、
記

載
く
だ

さ
い

。
な

お
、

共
同

教
育

課
程

の
場

合
は

、
1
教

育
課

程
で

一
つ

の
シ

ー
ト

と
し

て
回

答
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

個
別

の
大

学
に

つ
い

て
の

記
載

に
つ

い
て

は
、

そ
の

旨
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

く
だ

さ
い

。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
東

京
大

学
1
. 
全

て
の

モ
デ

ル
・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

対
応

し
て

い
る

。
1
. 
専

任
教

員
だ

け
で

は
対

応
で

き
な

い
た

め
、

他
専

攻
の

教
員

や
他

大
学

等
の

非
常

勤
講

師
に

一
部

の
講

義
・
実

習
を

依
頼

し
て

い
る

。

1
. 
今

後
の

教
員

公
募

に
あ

た
っ

て
は

、
専

門
分

野
を

考
慮

し
た

選
考

を
実

施
す

る
。

学
部

化
や

教
育

体
制

整
備

に
向

け
た

支
援

岐
阜

大
学

ほ
と

ん
ど

の
科

目
に

つ
い

て
、

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

概
ね

準
じ

た
シ

ラ
バ

ス
を

作
成

し
、

そ
れ

に
基

づ
い

き
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。

特
に

な
し

鳥
取

大
学

・
コ

ア
カ

リ
に

準
拠

し
て

教
育

を
行

な
っ

て
い

る
。

・
コ

ア
カ

リ
と

は
い

え
、

コ
ア

に
な

っ
て

い
な

い
。

・
コ

ア
カ

リ
の

改
訂

を
待

っ
て

い
る

状
況

・
コ

ア
カ

リ
の

再
検

討
。

大
阪

府
立

大
学

講
義

科
目

に
つ

い
て

は
、

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

沿
っ

た
形

で
適

正
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

実
習

科
目

に
つ

い
て

は
、

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

沿
っ

て
、

概
ね

適
正

に
実

施
さ

れ
て

い
る

が
、

課
題

が
な

い
わ

け
で

は
な

い
。

講
義

科
目

と
実

習
科

目
の

連
動

も
概

ね
実

施
さ

れ
て

い
る

。

病
理

実
習

で
は

、
多

様
な

動
物

を
使

用
し

た
実

習
が

不
足

し
て

お
り

、
基

準
を

満
た

し
て

い
な

い
。

屠
場

で
廃

棄
さ

れ
た

牛
や

豚
な

ど
の

病
変

の
あ

る
臓

器
を

入
手

し
、

学
生

に
観

察
さ

せ
る

こ
と

で
産

業
動

物
の

肉
眼

病
変

を
理

解
さ

せ
る

工
夫

を
し

て
い

る
。

山
口

大
学

鹿
児

島
大

学
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

講
義

内
容

に
全

て
対

応
し

た
授

業
科

目
を

開
設

し
，

双
方

向
性

授
業

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
対

応
し

た
。

ま
た

，
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

ベ
ー

ス
に

欧
州

獣
医

学
教

育
機

関
協

会
（
E
A

E
V

E
)の

認
証

に
準

拠
し

た
教

育
内

容
を

加
え

た
授

業
科

目
と

し
て

，
病

理
解

剖
に

重
点

を
置

い
た

改
編

を
行

っ
て

い
る

。

獣
医

学
教

育
を

安
定

的
に

実
施

す
る

た
め

の
経

費
や

，
教

職
員

お
よ

び
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッ

フ
が

不
足

し
て

い
る

。
双

方
向

性
授

業
シ

ス
テ

ム
の

機
器

更
新

が
必

要
で

あ
る

。
E
A

E
V

E
の

認
証

に
準

拠
す

る
た

め
に

病
理

解
剖

献
体

の
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

大
学

を
通

じ
て

文
部

科
学

省
に

予
算

要
求

を
行

う
。

ま
た

，
外

部
資

金
を

獲
得

す
る

こ
と

で
，

サ
ポ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

の
充

実
を

図
る

。
地

方
自

治
体

と
協

定
等

を
締

結
し

て
病

理
解

剖
献

体
の

確
保

に
努

め
る

。

文
部

科
学

省
な

ど
関

係
機

関
の

理
解

促
進

の
た

め
の

活
動

。

宮
崎

大
学

共
用

テ
キ

ス
ト

を
使

用
し

て
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。
コ

ア
カ

リ
を

「
学

生
が

卒
業

ま
で

に
身

に
つ

け
る

べ
き

知
識

・
技

術
」
と

し
、

シ
ラ

バ
ス

に
お

い
て

も
各

授
業

ご
と

に
対

応
す

る
コ

ア
カ

リ
の

到
達

目
標

を
明

示
し

、
授

業
計

画
に

も
コ

ア
カ

リ
を

反
映

さ
せ

て
い

る
。

国
家

試
験

の
出

題
範

囲
を

考
え

た
場

合
、

コ
ア

カ
リ

に
示

さ
れ

た
内

容
の

み
で

は
不

十
分

な
点

が
あ

る
。

関
連

教
科

間
で

の
重

複
に

つ
い

て
、

よ
り

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。

参
考

図
書

の
推

薦
ま

た
は

、
独

自
に

テ
キ

ス
ト

等
を

作
成

し
て

配
布

す
る

こ
と

に
よ

り
、

コ
ア

カ
リ

で
は

不
十

分
な

点
を

補
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

努
力

し
て

い
る

。
重

複
部

分
に

つ
い

て
は

、
教

員
間

で
調

整
を

行
っ

て
い

る
。

ve
tC

B
T
の

出
題

基
準

を
羅

列
す

る
も

の
で

は
な

く
、

真
の

コ
ア

な
部

分
を

コ
ア

カ
リ

と
し

て
提

示
で

き
る

よ
う

、
協

議
を

続
け

て
い

く
こ

と
が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

。

酪
農

学
園

大
学

講
義

お
よ

び
実

習
科

目
す

べ
て

学
内

の
教

員
で

対
応

し
て

い
る

病
理

学
実

習
に

お
い

て
、

主
と

し
て

病
理

組
織

学
的

検
索

の
実

習
で

あ
る

。
病

理
学

実
習

中
に

、
患

畜
の

病
理

解
剖

が
入

っ
た

場
合

に
は

病
理

解
剖

実
習

を
実

施
し

て
い

る
。

特
に

な
し

。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
北

里
大

学
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

対
応

し
た

講
義

・
実

習
を

実
施

し
て

い
る

。
特

に
な

し
特

に
な

し
特

に
な

し

日
本

大
学

従
来

基
礎

・
応

用
・
臨

床
の

3
分

野
体

制
で

あ
っ

た
学

科
の

教
育

体
制

に
、

新
た

に
病

態
分

野
を

加
え

た
4
分

野
体

制
に

移
行

し
た

。
初

年
度

の
獣

医
学

概
論

に
お

い
て

病
態

分
野

の
解

説
を

行
い

、
さ

ら
に

基
礎

獣
医

学
演

習
に

お
い

て
は

病
態

分
野

を
担

当
す

る
研

究
室

に
よ

る
各

科
目

の
イ

ン
ト

ロ
ダ

ク
シ

ョ
ン

的
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

実
習

を
行

っ
て

い
る

。
従

来
、

選
択

科
目

で
あ

っ
た

免
疫

学
を

必
修

と
し

、
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

目
標

数
を

カ
バ

ー
す

る
講

義
・
実

習
を

行
っ

て
い

る
病

原
体

を
扱

う
た

め
の

実
習

室
に

安
全

キ
ャ

ビ
ネ

ッ
ト

を
導

入
し

、
B

S
L
2
レ

ベ
ル

の
実

習
が

可
能

と
な

っ
た

。

コ
ア

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
へ

は
概

ね
対

応
で

き
て

い
る

が
、

そ
れ

だ
け

で
は

国
家

試
験

お
よ

び
獣

医
師

と
し

て
不

十
分

な
面

が
残

り
や

す
い

傾
向

が
あ

る
。

家
禽

疾
病

学
を

動
物

感
染

症
に

含
め

て
い

る
が

、
養

鶏
の

特
徴

や
非

感
染

性
疾

病
に

関
す

る
説

明
が

弱
い

。
病

理
学

と
微

生
物

学
の

教
員

の
実

習
の

負
担

に
偏

り
が

あ
る

。

ア
ド

バ
ン

ス
教

育
で

あ
る

、
総

合
獣

医
学

演
習

の
充

実
。

家
禽

疾
病

の
専

門
教

員
の

確
保

。
実

習
負

担
を

平
坦

化
す

る
た

め
の

教
員

配
置

の
確

保
・
工

夫
。

平
成

2
2
年

度
に

行
わ

れ
た

「
口

蹄
疫

等
家

畜
伝

染
病

に
対

応
し

た
獣

医
師

育
成

環
境

の
整

備
」
の

様
な

支
援

。

日
本

獣
医

生
命

科
学

大
学

講
義

科
目

お
よ

び
実

習
科

目
と

も
に

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

対
し

て
対

応
で

き
て

い
る

。
病

理
学

お
よ

び
寄

生
虫

病
学

に
お

い
て

貴
重

な
標

本
が

年
々

破
損

し
て

い
く
状

況
が

あ
り

、
ま

た
同

様
の

標
本

が
入

手
し

づ
ら

い
状

況
が

課
題

と
し

て
浮

か
び

上
が

っ
て

い
る

。

病
理

学
に

つ
い

て
の

課
題

に
つ

い
て

は
バ

ー
チ

ャ
ル

ス
ラ

イ
ド

の
導

入
を

模
索

し
て

い
る

。
寄

生
虫

病
学

に
つ

い
て

は
疾

患
事

態
の

発
生

が
な

い
も

の
が

あ
り

、
対

応
し

づ
ら

い
環

境
が

あ
る

が
、

全
国

の
大

学
と

連
絡

を
密

に
し

て
対

応
し

て
い

く
方

針
で

あ
る

。

病
理

学
に

お
け

る
バ

ー
チ

ャ
ル

ス
ラ

イ
ド

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
化

の
全

国
規

模
で

の
実

施
の

希
望

と
同

様
に

、
科

目
毎

の
全

国
規

模
で

の
横

の
繋

が
り

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

形
成

を
希

望
す

る
。

ま
た

魚
病

学
を

応
用

獣
医

学
分

野
へ

の
移

動
を

希
望

す
る

。

麻
布

大
学

現
在

、
4
年

次
ま

で
に

コ
ア

カ
リ

科
目

を
完

了
で

き
る

よ
う

に
、

前
倒

し
等

を
行

い
時

間
割

を
変

更
し

て
い

る
。

病
態

系
科

目
に

お
い

て
は

、
コ

ア
カ

リ
科

目
と

授
業

科
目

が
ほ

ぼ
一

致
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

科
目

に
担

当
者

を
お

い
て

い
る

。

特
に

な
し

特
に

な
し

他
大

学
の

コ
ア

カ
リ

対
応

の
講

義
内

容
お

よ
び

学
内

体
制

を
知

り
た

い

岡
山

理
科

大
学

設
置

趣
意

書
に

記
し

た
と

お
り

、
完

全
に

対
応

し
て

い
る

（
科

目
名

が
異

な
る

も
の

も
あ

る
が

、
全

て
の

科
目

が
コ

ア
カ

リ
科

目
に

対
応

し
て

い
る

）
。

順
調

に
経

緯
し

て
お

り
、

現
時

点
で

は
特

に
見

当
た

ら
な

い
。

当
所

計
画

を
着

実
に

実
行

す
る

こ
と

。
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2
教

育
体

制
の

整
備

状
況

2
-
2

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
へ

の
対

応
状

況
 (

臨
床

系
分

野
)

大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
北

海
道

大
学

帯
広

畜
産

大
学

（
V

e
tN

o
rt

h
J
ap

an
）

・
臨

床
薬

理
学

、
臨

床
病

理
学

（
科

目
名

：
臨

床
診

断
学

）
、

臨
床

行
動

学
（
科

目
名

：
臨

床
動

物
行

動
学

）
、

産
業

動
物

臨
床

学
、

馬
臨

床
学

は
共

通
テ

キ
ス

ト
を

教
科

書
に

指
定

し
、

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
に

準
拠

し
た

授
業

を
実

施
し

て
い

る
（
す

る
予

定
で

あ
る

）
。

・
内

科
学

総
論

、
各

論
（
呼

吸
器

循
環

器
病

学
、

消
化

器
病

学
、

泌
尿

生
殖

器
病

学
、

内
分

泌
代

謝
病

学
、

神
経

病
学

、
血

液
免

疫
病

学
、

皮
膚

病
学

）
、

臨
床

腫
瘍

学
、

画
像

診
断

学
、

臨
床

栄
養

学
（
科

目
名

：
臨

床
動

物
栄

養
学

）
、

外
科

学
総

論
（
手

術
学

総
論

、
麻

酔
学

）
、

軟
部

組
織

外
科

学
（
眼

科
学

を
含

む
）
、

運
動

器
病

学
（
科

目
名

：
整

形
外

科
学

）
、

臨
床

繁
殖

学
は

共
通

テ
キ

ス
ト

以
外

を
教

科
書

と
し

て
い

る
が

、
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

に
準

拠
し

た
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。

・
2
0
1
9
年

4
月

入
学

者
か

ら
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

が
実

施
さ

れ
て

い
る

。
左

欄
記

載
の

状
況

は
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
シ

ラ
バ

ス
か

ら
調

査
し

た
内

容
で

あ
る

。
2
0
2
5
年

3
月

の
卒

業
者

を
待

っ
て

、
初

め
て

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

成
果

を
分

析
で

き
る

。
・
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
は

、
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

に
掲

げ
る

総
合

参
加

型
臨

床
実

習
以

外
の

臨
床

分
野

の
実

習
、

を
プ

レ
ク

リ
ニ

カ
ル

実
習

に
統

合
し

た
。

・
旧

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
は

、
産

業
動

物
臨

床
学

、
馬

臨
床

学
が

科
目

と
し

て
立

ち
上

が
っ

て
い

な
か

っ
た

。
・
総

合
参

加
型

臨
床

実
習

は
少

人
数

教
育

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
り

、
教

員
負

担
が

大
き

い
。

・
2
0
1
9
年

9
月

に
内

科
学

総
論

・
各

論
の

共
通

テ
キ

ス
ト

が
発

行
さ

れ
、

今
後

は
そ

れ
ら

を
用

い
て

よ
り

密
着

し
た

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
準

拠
の

授
業

が
展

開
さ

れ
る

予
定

で
あ

る
。

・
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
は

、
産

業
動

物
臨

床
学

、
馬

臨
床

学
を

科
目

と
し

て
立

ち
上

げ
た

。
・
旧

／
新

い
ず

れ
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
あ

っ
て

も
、

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
に

記
載

あ
る

一
般

目
標

は
、

実
施

す
る

方
針

で
シ

ラ
バ

ス
定

め
て

い
る

た
め

、
大

き
な

齟
齬

の
生

じ
る

こ
と

は
な

い
。

・
余

裕
あ

る
総

合
参

加
型

臨
床

実
習

を
実

施
す

る
た

め
に

は
臨

床
教

員
増

が
不

可
欠

で
、

人
件

費
の

増
額

を
お

願
い

し
た

い
。

獣
医

学
教

育
・
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

具
体

的
に

記
載

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

実
施

す
る

た
め

に
抱

え
て

い
る

課
題

、
そ

の
課

題
に

対
す

る
今

後
の

方
針

、
さ

ら
に

連
携

を
継

続
・
発

展
さ

せ
る

た
め

に
文

部
科

学
省

、
全

国
獣

医
学

関
係

代
表

者
連

絡
協

議
会

（
全

獣
協

）
、

N
P

O
法

人
獣

医
学

教
育

支
援

機
構

（
ve

tE
S
O

）
な

ど
に

求
め

る
に

全
国

的
な

対
応

や
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

に
つ

い
て

、
記

載
く
だ

さ
い

。
な

お
、

共
同

教
育

課
程

の
場

合
は

、
1
教

育
課

程
で

一
つ

の
シ

ー
ト

と
し

て
回

答
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

個
別

の
大

学
に

つ
い

て
の

記
載

に
つ

い
て

は
、

そ
の

旨
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

く
だ

さ
い

。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
岩

手
大

学
東

京
農

工
大

学
と

共
同

獣
医

学
科

を
形

成
し

、
共

同
で

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

沿
っ

た
講

義
、

実
習

を
実

施
し

て
い

る
。

参
加

型
臨

床
実

習
は

共
同

で
行

い
、

産
業

動
物

、
伴

侶
動

物
臨

床
を

最
低

限
ど

ち
ら

も
実

施
で

き
て

い
る

。

・
遠

隔
講

義
シ

ス
テ

ム
の

老
朽

化
に

よ
る

更
新

が
必

要
。

・
遠

隔
講

義
に

よ
る

教
育

は
教

育
効

果
が

や
は

り
低

い
と

感
じ

る
。

・
教

員
の

定
年

退
職

に
伴

い
、

両
校

で
科

目
を

担
当

す
る

教
員

の
見

直
し

が
必

要
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

・
概

算
要

求
に

よ
り

予
算

が
つ

い
た

の
で

、
遠

隔
講

義
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

更
新

を
予

定
し

て
い

る
。

・
担

当
科

目
の

見
直

し
に

つ
い

て
は

全
体

的
な

時
間

割
の

見
直

し
と

連
動

し
て

実
施

予
定

。

現
在

の
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
は

小
動

物
臨

床
に

偏
っ

て
お

り
、

か
つ

、
分

野
が

細
分

化
さ

れ
す

ぎ
て

い
る

た
め

、
見

直
し

を
お

願
い

し
た

い
。

東
京

農
工

大
学

東
京

農
工

大
学

と
岩

手
大

学
の

共
同

獣
医

学
科

に
よ

り
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

内
容

に
沿

っ
た

教
育

を
行

な
っ

て
い

る
。

遠
隔

講
義

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

な
が

ら
、

大
動

物
臨

床
獣

医
学

科
目

は
主

に
岩

手
大

学
の

教
員

、
小

動
物

臨
床

獣
医

学
科

目
は

主
に

東
京

農
工

大
学

の
教

員
が

担
当

し
て

い
る

。
総

合
参

加
型

臨
床

実
習

で
は

、
学

生
が

移
動

し
、

相
手

側
大

学
に

お
い

て
実

習
を

行
な

っ
て

い
る

・
臨

床
実

習
に

供
す

る
動

物
の

確
保

に
苦

慮
し

て
い

る
。

・
総

合
参

加
型

臨
床

実
習

に
お

い
て

学
生

の
移

動
を

伴
い

、
そ

の
費

用
負

担
が

困
難

と
な

っ
て

き
て

い
る

。

・
教

育
効

果
を

低
下

さ
せ

な
い

範
囲

で
、

生
体

を
用

い
た

実
習

数
を

減
ら

す
。

・
他

機
関

と
の

連
携

を
強

化

獣
医

師
会

、
N

O
S
A

I団
体

、
開

業
獣

医
師

と
の

連
携

強
化

東
京

大
学

1
. 
全

て
の

モ
デ

ル
・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

対
応

し
て

い
る

。
1
. 
専

任
教

員
だ

け
で

は
対

応
で

き
な

い
た

め
、

他
専

攻
の

教
員

や
他

大
学

等
の

非
常

勤
講

師
に

一
部

の
講

義
・
実

習
を

依
頼

し
て

い
る

。

1
. 
今

後
の

教
員

公
募

に
あ

た
っ

て
は

、
専

門
分

野
を

考
慮

し
た

専
攻

を
実

施
す

る
。

学
部

化
や

教
育

体
制

整
備

に
向

け
た

支
援
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
岐

阜
大

学
基

本
的

に
は

コ
ア

カ
リ

に
従

っ
て

い
る

。
・
一

部
講

義
に

て
、

対
応

可
能

な
教

員
が

い
な

い
。

コ
ア

カ
リ

に
準

拠
し

た
教

科
書

が
な

い
。

・
実

習
に

必
要

な
備

品
が

な
い

も
し

く
は

不
足

し
て

い
る

。
・
生

体
実

習
に

代
わ

る
良

い
代

替
モ

デ
ル

が
存

在
し

な
い

。

・
非

常
勤

講
師

の
雇

用
。

・
不

足
分

に
対

す
る

資
料

プ
リ

ン
ト

の
作

成
。

・
研

究
室

の
機

器
を

持
ち

出
し

て
使

用
す

る
、

も
し

く
は

機
器

を
準

備
で

き
な

い
実

習
に

つ
い

て
は

中
止

し
、

講
義

の
み

で
の

説
明

に
留

め
る

。
・
自

作
の

模
型

や
動

画
の

使
用

す
る

。

・
実

習
機

器
の

貸
し

出
し

や
共

有
。

・
全

国
共

通
の

実
習

用
動

画
等

の
教

育
用

資
料

の
共

有
。

・
全

国
共

通
の

自
学

自
習

シ
ス

テ
ム

の
構

築
。

・
生

体
代

替
モ

デ
ル

の
開

発
。

鳥
取

大
学

・
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

対
応

し
て

実
施

し
て

い
る

。
・
到

達
目

標
が

細
分

化
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

授
業

科
目

間
で

一
部

の
内

容
に

重
複

を
生

じ
て

い
る

。
・
総

合
参

加
型

臨
床

実
習

に
対

応
す

る
た

め
、

ス
キ

ル
ス

ラ
ボ

を
設

置
し

て
い

る
が

、
実

際
の

診
療

に
対

応
可

能
な

レ
ベ

ル
に

は
達

し
て

い
な

い
。

・
馬

の
臨

床
教

育
に

つ
い

て
は

、
特

に
実

習
材

料
を

確
保

す
る

こ
と

が
困

難
で

あ
り

、
学

生
全

員
が

充
実

し
た

実
習

を
経

験
し

て
い

る
と

は
言

い
難

い
。

・
令

和
２

年
度

か
ら

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

よ
る

授
業

を
開

始
す

る
予

定
。

・
こ

れ
ま

で
は

、
一

部
の

内
容

に
重

複
を

生
じ

て
い

た
が

、
新

カ
リ

で
は

こ
の

点
が

是
正

さ
れ

、
同

時
に

総
合

参
加

型
診

療
実

習
に

対
応

で
き

る
技

術
を

修
得

す
る

目
的

で
、

プ
レ

ク
リ

ニ
カ

ル
実

習
を

導
入

す
る

予
定

で
あ

る
。

・
馬

の
臨

床
教

育
に

使
用

す
る

動
物

の
確

保
に

は
、

他
の

実
習

に
く
ら

べ
て

高
額

な
費

用
が

必
要

と
な

る
。

馬
の

臨
床

教
育

な
ど

特
殊

な
実

習
に

つ
い

て
は

、
経

費
の

一
部

で
も

よ
い

の
で

、
財

源
確

保
に

向
け

た
全

国
的

な
取

組
み

を
期

待
。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
大

阪
府

立
大

学
[伴

侶
動

物
] 

講
義

科
目

に
つ

い
て

は
、

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

沿
っ

た
形

で
適

正
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

総
合

参
加

型
臨

床
実

習
に

つ
い

て
は

臨
床

教
員

を
増

員
す

る
こ

と
に

よ
り

概
ね

、
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

沿
っ

た
内

容
の

実
習

が
行

え
て

お
り

、
基

準
を

満
た

し
て

い
る

。
[産

業
動

物
] 

講
義

・
実

習
に

つ
い

て
は

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

あ
る

程
度

は
対

応
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
し

か
し

、
大

動
物

専
任

教
員

が
繁

殖
学

教
室

の
2
名

の
み

で
あ

り
、

内
外

科
の

専
任

教
員

が
不

在
で

あ
る

た
め

、
大

動
物

の
内

外
科

の
講

義
・
実

習
は

す
べ

て
非

常
勤

講
師

で
対

応
し

て
お

り
、

十
分

な
教

育
効

果
を

得
ら

れ
て

い
な

い
（
特

に
学

内
で

の
参

加
型

臨
床

実
習

が
皆

無
の

状
態

で
あ

る
）
。

[伴
侶

動
物

] 
現

在
本

学
に

お
け

る
伴

侶
動

物
の

臨
床

実
習

は
２

次
診

療
施

設
で

あ
る

獣
医

臨
床

セ
ン

タ
ー

で
実

施
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

1
次

診
療

の
実

践
的

な
知

識
や

技
術

を
習

得
す

る
た

め
の

環
境

を
設

け
る

必
要

が
あ

る
。

[産
業

動
物

] 
現

状
で

は
大

動
物

内
外

科
の

専
任

教
員

が
不

在
で

あ
り

、
す

べ
て

非
常

勤
講

師
で

対
応

し
て

い
る

た
め

、
本

学
獣

医
臨

床
セ

ン
タ

ー
の

大
動

物
診

療
の

実
績

が
極

め
て

乏
し

い
。

そ
の

結
果

、
参

加
型

臨
床

実
習

を
外

部
機

関
と

の
連

携
で

の
み

実
施

す
る

形
に

な
っ

て
い

る
。

[伴
侶

動
物

] 
今

後
、

大
阪

動
物

愛
護

管
理

セ
ン

タ
ー

や
地

域
の

動
物

診
療

施
設

と
の

連
携

に
よ

り
、

伴
侶

動
物

の
臨

床
の

基
礎

や
1
次

診
療

を
経

験
で

き
る

実
習

場
所

を
確

保
す

る
予

定
で

あ
る

。
[産

業
動

物
] 

大
動

物
の

内
外

科
学

の
専

任
教

員
を

雇
用

し
て

、
臨

床
セ

ン
タ

ー
大

動
物

診
療

科
に

お
け

る
診

療
実

績
（
大

阪
府

・
近

隣
県

の
畜

産
農

家
・
乗

馬
ク

ラ
ブ

の
回

診
）

を
増

や
し

て
い

き
、

参
加

型
臨

床
実

習
を

充
実

さ
せ

る
。

[伴
侶

動
物

] 
学

生
が

参
加

型
臨

床
実

習
の

現
場

で
、

積
極

的
に

実
践

的
な

経
験

を
得

ら
れ

る
よ

う
に

、
S
tu

de
n
t 

D
o
c
to

rの
質

を
向

上
さ

せ
る

方
策

を
検

討
し

て
ほ

し
い

。
[産

業
動

物
] 

附
属

牧
場

を
持

た
ず

、
大

動
物

診
療

実
績

の
乏

し
い

本
学

で
は

、
牧

場
実

習
や

参
加

型
臨

床
実

習
に

お
け

る
他

大
学

・
農

業
高

校
の

付
属

牧
場

や
近

畿
・
全

国
の

N
O

S
A

I診
療

所
・
馬

診
療

所
等

の
外

部
機

関
の

協
力

が
不

可
欠

で
あ

る
。

今
後

も
ご

協
力

を
お

願
い

し
た

い
。

山
口

大
学

鹿
児

島
大

学
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

講
義

内
容

に
全

て
対

応
し

た
授

業
科

目
を

開
設

し
，

双
方

向
性

授
業

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
対

応
し

た
。

ま
た

，
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

ベ
ー

ス
に

欧
州

獣
医

学
教

育
機

関
協

会
（
E
A

E
V

E
)の

認
証

に
準

拠
し

た
教

育
内

容
を

加
え

た
授

業
科

目
と

し
て

，
参

加
型

臨
床

実
習

に
重

点
を

置
い

た
改

編
を

行
っ

て
い

る
。

獣
医

学
教

育
を

安
定

的
に

実
施

す
る

た
め

の
経

費
や

，
教

職
員

お
よ

び
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッ

フ
が

不
足

し
て

い
る

。
双

方
向

性
授

業
シ

ス
テ

ム
の

機
器

更
新

が
必

要
で

あ
る

。
E
A

E
V

E
の

認
証

に
準

拠
す

る
た

め
に

地
方

自
治

体
、

N
O

S
A

I，
民

間
動

物
病

院
等

と
の

連
携

を
深

め
る

必
要

が
あ

る
。

大
学

を
通

じ
て

文
部

科
学

省
に

予
算

要
求

を
行

う
。

ま
た

，
外

部
資

金
を

獲
得

す
る

こ
と

で
，

サ
ポ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

の
充

実
を

図
る

。
学

外
機

関
と

協
定

等
を

締
結

し
て

学
外

実
習

に
関

す
る

連
携

を
深

め
る

。

文
部

科
学

省
な

ど
関

係
機

関
の

理
解

促
進

の
た

め
の

活
動

。

宮
崎

大
学

臨
床

系
で

は
一

部
の

科
目

に
お

い
て

、
モ

デ
ル

･コ
ア

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

準
拠

し
た

教
科

書
が

作
成

さ
れ

て
お

ら
ず

、
配

布
資

料
等

を
準

備
し

て
講

義
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
共

用
試

験
実

施
ま

で
に

関
連

す
る

科
目

・
内

容
が

終
了

す
る

よ
う

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

が
組

ま
れ

て
い

る
。

臨
床

系
科

目
で

は
、

問
題

解
決

思
考

型
の

学
習

様
式

が
理

想
で

あ
る

の
に

対
し

、
モ

デ
ル

･コ
ア

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

は
講

義
・
実

習
の

到
達

目
標

が
暗

記
型

傾
向

に
あ

る
。

で
き

る
だ

け
写

真
や

動
画

を
用

い
て

、
文

字
だ

け
で

な
く
、

視
覚

に
訴

え
、

五
感

を
養

う
よ

う
な

講
義

内
容

を
重

視
し

て
い

る
。

今
年

度
は

残
念

な
が

ら
有

識
者

委
員

会
で

断
念

さ
れ

た
が

、
「
大

学
卒

業
後

の
獣

医
師

に
求

め
ら

れ
る

資
質

お
よ

び
能

力
」
の

概
念

に
基

づ
く
科

目
横

断
型

の
「
統

合
型

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

」
の

作
成

を
引

き
続

き
希

望
し

た
い

。

63



大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
酪

農
学

園
大

学
[伴

侶
動

物
]

・
講

義
お

よ
び

実
習

科
目

す
べ

て
学

内
の

教
員

お
よ

び
非

常
勤

講
師

で
対

応
し

て
い

る
。

[生
産

動
物

]
・
講

義
お

よ
び

実
習

科
目

す
べ

て
学

内
の

教
員

で
対

応
し

て
い

る

[伴
侶

動
物

]
・
教

員
１

人
あ

た
り

の
学

生
数

は
多

い
点

と
教

員
あ

た
り

担
当

コ
マ

数
が

多
い

。
[生

産
動

物
]

・
牛

で
の

実
習

が
中

心
で

あ
り

、
中

小
家

畜
、

馬
の

臨
床

実
習

数
が

限
定

さ
れ

て
い

る
。

[伴
侶

動
物

]
・
特

段
手

立
て

は
な

い
。

[生
産

動
物

]
・
大

学
内

中
小

家
畜

飼
育

施
設

利
用

、
受

け
入

れ
動

物
な

ど
で

対
応

を
し

て
い

る
。

[伴
侶

動
物

]
・
特

に
な

し
[生

産
動

物
]

・
特

に
な

し

北
里

大
学

参
加

型
臨

床
実

習
を

含
め

て
、

モ
デ

ル
・
コ

ア
・

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
対

応
し

た
講

義
・
実

習
を

実
施

し
て

い
る

。

特
に

な
し

特
に

な
し

特
に

な
し

日
本

大
学

平
成

２
４

年
度

版
獣

医
学

モ
デ

ル
・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

列
挙

さ
れ

て
い

る
講

義
科

目
な

ら
び

に
実

習
科

目
に

つ
い

て
、

学
生

が
理

解
し

や
す

い
よ

う
に

、
そ

の
す

べ
て

を
同

名
科

目
と

し
て

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
組

み
込

み
実

施
し

て
い

る
。

２
３

の
講

義
科

目
と

６
つ

の
実

習
科

目
を

１
８

名
の

教
員

な
ら

び
に

非
常

勤
講

師
、

臨
時

教
職

員
等

で
教

育
・
研

究
運

営
し

て
お

り
、

複
数

の
講

義
・
実

習
科

目
を

兼
任

で
賄

う
必

要
が

あ
る

こ
と

、
ま

た
総

合
参

加
型

臨
床

実
習

に
お

い
て

よ
り

良
い

実
務

教
育

環
境

を
整

え
る

た
め

に
各

々
が

創
意

工
夫

・
努

力
し

、
こ

れ
ら

が
担

当
教

員
に

と
っ

て
か

な
り

の
負

担
増

と
な

っ
て

い
る

。

教
員

数
に

つ
い

て
は

既
に

平
成

３
０

年
度

の
大

学
基

準
協

会
に

よ
る

第
三

者
評

価
で

適
合

認
証

を
受

け
た

と
こ

ろ
で

は
あ

る
が

、
人

材
の

多
種

多
様

な
雇

用
形

態
や

そ
の

対
策

を
講

じ
て

、
国

際
水

準
の

各
臨

床
専

門
分

野
教

育
そ

し
て

総
合

参
加

型
臨

床
実

習
に

お
け

る
実

務
教

育
環

境
を

よ
り

良
い

も
の

へ
改

善
す

る
予

定
で

あ
る

。

N
P

O
法

人
獣

医
学

教
育

支
援

機
構

（
ve

tE
S
O

）
が

欧
米

で
専

門
医

を
取

得
し

た
獣

医
師

を
採

用
・
登

録
・
管

理
し

、
各

大
学

へ
特

任
講

師
と

し
て

派
遣

し
効

率
よ

く
全

国
の

大
学

が
国

際
水

準
で

均
一

し
た

教
育

が
担

保
で

き
る

よ
う

に
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

で
き

な
い

だ
ろ

う
か

。

日
本

獣
医

生
命

科
学

大
学

講
義

科
目

お
よ

び
実

習
科

目
と

も
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

対
応

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成

馬
臨

床
獣

医
学

、
獣

医
皮

膚
病

学
、

動
物

行
動

治
療

学
に

関
し

て
は

非
常

勤
講

師
で

対
応

。
生

体
を

用
い

た
実

習
が

制
限

さ
れ

る
た

め
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

な
ど

の
代

替
法

を
多

く
取

り
入

れ
る

必
要

が
あ

る
。

専
任

教
員

の
補

充
を

検
討

。
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
の

開
発

や
代

替
法

の
検

討
。

生
体

を
用

い
た

実
習

が
制

限
さ

れ
る

た
め

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
開

発
な

ど
の

代
替

法
検

討
に

対
し

技
術

的
お

よ
び

資
金

的
支

援
が

必
要

と
考

え
る

。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
麻

布
大

学
【
小

動
物

臨
床

】
全

学
的

な
整

備
に

基
づ

き
、

2
0
1
7
年

度
よ

り
多

く
の

獣
医

学
教

育
科

目
の

学
年

配
当

を
再

検
討

し
て

、
4
年

次
ま

で
に

コ
ア

カ
リ

を
完

了
で

き
る

よ
う

に
変

更
完

了
し

た
。

コ
ア

カ
リ

科
目

と
授

業
科

目
名

が
必

ず
し

も
一

致
し

て
い

な
か

っ
た

た
め

、
2
0
1
8
年

以
降

可
能

な
限

り
シ

ラ
バ

ス
と

コ
ア

カ
リ

の
項

目
が

一
致

す
る

よ
う

に
調

整
を

行
い

、
講

義
に

つ
い

て
は

大
部

分
が

完
了

し
て

い
る

。
【
産

業
動

物
臨

床
】
モ

デ
ル

・
コ

ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

カ
バ

ー
す

る
べ

き
科

目
は

魚
病

学
（
開

講
科

目
名

は
水

生
動

物
疾

病
学

）
を

含
め

て
、

講
義

実
習

と
も

す
べ

て
開

講
で

き
て

い
る

。

【
小

動
物

臨
床

】
新

し
い

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
が

完
成

し
た

際
に

は
、

そ
の

対
応

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

コ
ア

カ
リ

で
講

義
科

目
の

内
容

が
一

部
実

習
に

て
教

育
し

て
い

る
こ

と
と

、
2
年

後
に

本
学

が
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
移

行
し

た
時

に
適

切
に

コ
ア

カ
リ

に
準

拠
す

る
よ

う
対

応
す

る
必

要
が

あ
る

。
【
産

業
動

物
臨

床
】
産

業
動

物
の

参
加

型
臨

床
実

習
を

学
内

で
実

施
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
教

育
上

の
効

果
が

あ
る

の
で

、
2
0
1
9
年

度
ま

で
は

診
療

費
や

飼
料

費
を

徴
収

し
て

い
な

か
っ

た
が

、
2
0
2
0
年

度
か

ら
飼

料
費

を
徴

収
す

る
こ

と
と

し
た

。
こ

の
た

め
、

実
習

に
必

要
な

症
例

数
を

確
保

で
き

る
か

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

学
内

実
習

の
み

な
の

で
、

現
場

で
の

一
次

診
療

の
実

際
や

生
産

獣
医

療
的

な
視

点
、

飼
養

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

に
関

す
る

教
育

が
不

十
分

。

【
小

動
物

臨
床

】
2
年

後
に

、
本

学
の

新
カ

リ
ュ

キ
ュ

ラ
ム

に
移

行
す

る
際

に
現

状
ま

だ
整

備
さ

れ
切

れ
て

い
な

い
講

義
・
実

習
の

項
目

を
コ

ア
カ

リ
ュ

キ
ュ

ラ
ム

に
一

致
さ

せ
る

方
針

で
あ

る
。

【
産

業
動

物
臨

床
】
外

部
機

関
で

の
実

習
の

必
要

性
を

含
め

て
協

議
を

始
め

た
と

こ
ろ

で
あ

る
。

【
小

動
物

臨
床

】
各

大
学

の
コ

ア
カ

リ
対

応
の

学
内

体
制

に
つ

い
て

知
り

た
い

。
特

に
、

参
加

型
臨

床
実

習
に

つ
い

て
は

各
大

学
の

対
応

が
多

様
で

あ
る

た
め

も
っ

と
積

極
的

な
情

報
共

有
が

で
き

る
仕

組
み

が
あ

る
と

良
い

。
【
産

業
動

物
臨

床
】
今

の
と

こ
ろ

特
に

な
し

。

岡
山

理
科

大
学

設
置

趣
意

書
に

記
し

た
と

お
り

、
完

全
に

対
応

し
て

い
る

（
科

目
名

が
異

な
る

も
の

も
あ

る
が

、
全

て
の

科
目

が
コ

ア
カ

リ
科

目
に

対
応

し
て

い
る

）
。

順
調

に
経

緯
し

て
お

り
、

現
時

点
で

は
特

に
見

当
た

ら
な

い
。

当
所

計
画

を
着

実
に

実
行

す
る

こ
と

。
特

に
な

い
。
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2
教

育
体

制
の

整
備

状
況

2
-
3

高
度

施
設

・
設

備
の

保
有

状
況

 (
基

礎
系

分
野

)

大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
北

海
道

大
学

・
遠

隔
授

業
シ

ス
テ

ム
・
E
-
le

ar
n
in

g室
・
L
C

/
M

S
質

量
分

析
装

置
・
共

焦
点

レ
ー

ザ
ー

顕
微

鏡
・
飛

行
時

間
型

質
量

分
析

装
置

・
設

備
の

保
守

点
検

費
用

の
確

保
・
IC

T
関

連
機

器
の

更
新

に
必

要
な

費
用

の
確

保

部
局

内
予

算
の

執
行

を
詳

細
に

把
握

し
な

が
ら

、
予

算
確

保
に

務
め

て
い

る

帯
広

畜
産

大
学

・
遠

隔
授

業
シ

ス
テ

ム
・
E
-
le

ar
n
in

gシ
ス

テ
ム

関
連

機
器

・
設

備
の

保
守

点
検

や
更

新
に

必
要

な
費

用
の

確
保

学
内

予
算

申
請

等
に

よ
り

予
算

確
保

に
努

め
る

岩
手

大
学

平
成

2
6
年

以
降

は
高

度
施

設
・
設

備
の

導
入

実
績

無
し

予
算

の
確

保
が

課
題

概
算

要
求

等
で

大
型

の
予

算
を

申
請

す
る

国
と

し
て

の
大

学
へ

の
予

算
配

分
の

拡
充

東
京

農
工

大
学

特
に

な
し

。

東
京

大
学

1
. 
他

大
学

が
も

つ
A

A
A

L
A

C
認

証
取

得
レ

ベ
ル

の
統

括
さ

れ
た

動
物

実
験

施
設

を
持

た
な

い
。

2
. 
卒

論
研

究
等

で
使

用
す

る
共

通
研

究
機

（
共

焦
点

レ
ー

ザ
ー

顕
微

鏡
、

シ
ー

ケ
ン

サ
ー

、
F
A

C
S
等

）
を

保
有

す
る

。

1
. 
新

規
の

統
括

さ
れ

た
動

物
実

験
施

設
を

整
備

す
る

予
算

の
獲

得
が

難
し

い
。

2
. 
共

通
機

器
の

新
規

購
入

に
充

て
る

こ
と

が
で

き
る

予
算

の
獲

得
が

難
し

い
。

3
. 
共

通
機

器
の

修
理

や
保

守
契

約
等

に
充

て
る

こ
と

が
で

き
る

共
通

予
算

が
限

ら
れ

て
い

る
。

1
. 
予

算
の

獲
得

を
模

索
す

る
。

コ
ア

ラ
ボ

充
実

に
向

け
た

支
援

岐
阜

大
学

特
記

事
項

な
し

特
記

事
項

な
し

特
記

事
項

な
し

特
記

事
項

な
し

鳥
取

大
学

・
デ

ー
タ

取
得

・
解

析
用

デ
ジ

タ
ル

化
装

置
・
蛍

光
セ

ル
イ

メ
ー

ジ
ャ

ー
・
台

数
が

不
足

、
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
装

置
の

不
足

・
班

構
成

や
日

程
調

整
で

対
応

・
実

習
コ

ア
カ

リ
に

対
応

で
き

る
最

低
限

の
施

設
や

設
備

へ
の

支
援

平
成

2
6
年

以
降

に
整

備
し

た
教

育
、

研
究

、
臨

床
に

利
用

す
る

高
度

施
設

・
設

備
の

保
有

状
況

に
つ

い
て

具
体

的
に

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

施
設

の
運

用
や

維
持

に
お

い
て

抱
え

て
い

る
課

題
、

そ
の

課
題

に
対

す
る

今
後

の
方

針
、

さ
ら

に
文

部
科

学
省

、
全

国
獣

医
学

関
係

代
表

者
連

絡
協

議
会

（
全

獣
協

）
、

N
P

O
法

人
獣

医
学

教
育

支
援

機
構

（
ve

tE
S
O

）
な

ど
に

求
め

る
全

国
的

な
対

応
や

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
に

つ
い

て
、

記
載

く
だ

さ
い

。
な

お
、

共
同

教
育

課
程

に
お

い
て

も
個

別
の

大
学

で
の

回
答

を
お

願
い

し
ま

す
。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
大

阪
府

立
大

学
実

習
室

は
全

部
で

５
室

（
解

剖
実

習
室

、
感

染
系

実
習

室
、

臨
床

系
実

習
室

、
機

能
系

実
習

、
形

態
系

実
習

室
）
あ

る
。

解
剖

室
を

病
理

学
実

習
と

解
剖

学
実

習
で

共
用

で
利

用
し

て
い

る
。

実
習

室
は

全
部

で
５

室
存

在
す

る
が

、
基

礎
系

分
野

の
実

習
に

利
用

で
き

る
の

は
、

機
能

系
実

習
、

形
態

系
実

習
室

で
あ

る
。

ま
た

、
1
年

次
後

期
の

実
習

（
オ

ム
ニ

バ
ス

）
で

は
、

使
用

で
き

る
実

習
室

が
限

ら
れ

て
い

る
。

病
理

解
剖

室
を

新
た

に
設

置
す

る
こ

と
を

大
学

に
要

求
し

て
い

る
。

各
実

習
の

実
施

時
期

、
実

施
時

間
を

考
慮

し
て

、
授

業
計

画
を

立
て

い
る

。
高

学
年

の
実

習
で

使
用

し
て

い
な

い
時

間
（
午

前
中

）
に

実
施

し
、

か
つ

高
学

年
の

実
習

で
使

用
し

て
い

な
い

と
こ

ろ
を

探
し

て
実

施
て

い
る

。

山
口

大
学

【
先

端
実

験
動

物
学

研
究

施
設

（
A

R
C

L
A

S
）
】

実
験

動
物

の
飼

養
保

管
，

国
際

水
準

の
実

験
動

物
学

教
育

，
有

用
な

実
験

動
物

の
開

発
研

究
を

行
い

，
獣

医
学

及
び

関
連

領
域

の
研

究
教

育
活

動
を

支
援

し
て

い
る

。
2
0
1
8
年

に
動

物
の

人
道

的
な

管
理

を
促

進
す

る
組

織
で

あ
る

A
A

A
L
A

C
 I
n
te

rn
at

io
n
al

の
認

証
を

取
得

し
て

い
る

。
A

R
C

L
A

S
：
A

dv
an

c
e
d 

R
e
se

ar
c
h
 C

e
n
te

r 
fo

r
L
ab

o
ra

to
ry

 A
n
im

al
 S

c
ie

n
c
e

施
設

の
維

持
管

理
に

多
額

の
費

用
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。
利

用
者

（
内

部
お

よ
び

外
部

）
の

増
加

を
図

り
，

利
用

料
を

徴
収

し
，

財
源

を
確

保
す

る
。

外
部

研
究

者
の

利
用

促
進

に
関

す
る

サ
ポ

ー
ト

。
広

報
活

動
，

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
な

ど
。

鹿
児

島
大

学
総

合
動

物
実

験
施

設
(E

A
C

)
A

A
A

L
A

C
 I
n
te

rn
at

io
n
al

の
認

証
を

取
得

し
て

い
る

。

施
設

の
維

持
管

理
に

多
額

の
費

用
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。
利

用
者

（
内

部
お

よ
び

外
部

）
の

増
加

を
図

り
，

利
用

料
を

徴
収

し
，

財
源

を
確

保
す

る
。

全
国

的
に

大
学

の
実

験
動

物
施

設
は

A
A

A
L
A

C
 I
n
te

rn
at

io
n
al

 レ
ベ

ル
と

す
る

。
そ

れ
に

よ
り

利
用

率
が

ア
ッ

プ
す

る
。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
宮

崎
大

学
研

究
施

設
に

つ
い

て
は

、
医

学
獣

医
学

総
合

研
究

科
の

利
用

す
る

「
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
科

学
実

験
総

合
セ

ン
タ

ー
」
が

あ
り

、
そ

こ
に

は
利

用
可

能
な

多
く
の

高
額

機
器

1
0
9
点

が
揃

っ
て

い
る

。
h
tt

p:
/
/
w

w
w

.m
iy

az
ak

i-
u
.a

c
.jp

/
fr

o
n
ti
e
r/

fa
c
ili

ti
e
s/

　
（
機

器
紹

介
欄

）
を

参
照

。
平

成
2
6
年

以
降

の
大

型
設

備
と

し
て

は
次

世
代

シ
ー

ク
エ

ン
サ

、
電

子
ス

ピ
ン

共
鳴

装
置

、
レ

ー
ザ

ー
共

焦
点

顕
微

鏡
（
更

新
）
、

等
が

購
入

さ
れ

て
い

る
。

獣
医

学
科

の
基

礎
の

各
講

座
で

も
、

D
N

A
シ

ー
ク

エ
ン

サ
ー

（
更

新
）
、

ク
リ

オ
ス

タ
ッ

ト
、

N
e
o
n
 T

ra
n
sf

e
c
ti
o
n
 S

ys
te

m
,

T
o
xi

n
o
m

e
te

r 
E
T
-
6
0
0
0
, 
M

u
lt
iN

A
 他

を
導

入

新
規

高
額

機
器

の
購

入
の

た
め

の
資

金
を

ど
う

す
る

か
は

、
常

に
問

題
に

な
る

所
で

あ
る

が
、

共
通

利
用

の
推

進
が

奨
励

さ
れ

て
い

る
の

で
、

全
学

的
な

共
通

利
用

を
ど

の
よ

う
に

推
進

し
て

行
く
か

が
課

題
と

な
る

。
ま

た
各

講
座

が
有

し
て

い
る

高
額

機
器

の
維

持
や

老
朽

化
に

対
す

る
更

新
の

費
用

を
ど

の
よ

う
に

獲
得

す
る

か
も

大
き

な
課

題
で

あ
る

。
教

育
研

究
の

質
の

高
度

化
に

つ
い

て
の

対
応

で
は

、
医

学
と

獣
医

学
が

融
合

し
た

大
学

院
「
医

学
獣

医
学

総
合

研
究

科
」
の

影
響

が
学

部
生

の
研

究
に

も
良

い
影

響
を

与
え

て
い

る
の

で
、

今
後

も
、

大
学

院
生

の
確

保
が

重
要

な
課

題
で

あ
る

。

現
在

の
研

究
資

金
は

、
主

に
外

部
資

金
に

依
存

し
て

い
る

。
ほ

と
ん

ど
の

講
座

は
科

学
研

究
費

や
Ｃ

Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ｔ

他
の

公
的

資
金

を
獲

得
し

て
運

用
し

て
い

る
。

ま
た

、
民

間
企

業
か

ら
の

受
託

研
究

な
ど

の
資

金
で

も
対

応
し

て
い

る
。

し
か

し
、

こ
れ

ら
は

継
続

し
て

獲
得

で
き

る
か

は
保

証
さ

れ
て

い
な

い
。

こ
の

問
題

は
す

べ
て

の
大

学
の

多
く
の

研
究

者
や

機
関

が
抱

え
て

い
る

問
題

で
あ

り
、

獣
医

だ
け

の
問

題
と

し
て

対
応

で
き

る
方

針
は

見
あ

た
ら

な
い

。

課
題

の
あ

る
中

で
ど

れ
だ

け
の

優
れ

た
論

文
や

研
究

成
果

が
出

て
い

る
か

、
ま

た
､地

域
や

社
会

へ
ど

の
よ

う
に

貢
献

し
て

い
る

か
を

評
価

し
て

、
そ

れ
に

見
合

う
対

応
を

求
め

る
必

要
が

あ
る

。
調

査
結

果
に

対
す

る
解

決
策

を
提

示
い

た
だ

き
た

い
。

産
業

動
物

に
関

す
る

教
育

の
高

度
化

へ
の

支
援

を
お

願
い

し
た

い
。

酪
農

学
園

大
学

検
体

解
剖

実
習

室
（
一

度
に

7
0
人

程
度

を
対

応
で

き
る

体
制

）
。

一
度

の
学

生
人

数
が

多
い

た
め

、
教

育
効

果
が

う
す

れ
て

い
る

。
次

期
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

は
、

基
礎

系
の

各
実

習
を

1
回

に
つ

き
4
0
人

程
度

（
3
グ

ル
ー

プ
×

4
0
人

）
の

学
生

数
に

減
ら

し
て

き
め

細
や

か
に

実
習

を
行

う
予

定

特
に

な
し

北
里

大
学

小
動

物
実

験
動

物
施

設
（
S
P

F
施

設
及

び
感

染
実

験
動

物
施

設
）
を

整
備

し
た

。
そ

の
他

に
も

教
育

・
研

究
・
臨

床
用

の
高

度
施

設
・
設

備
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
が

、
そ

の
導

入
・
維

持
費

用
の

獲
得

・
確

保
が

課
題

で
あ

る
。

大
学

内
の

資
金

に
頼

る
だ

け
で

な
く
、

外
部

や
競

争
的

資
金

の
獲

得
が

必
要

で
あ

る
。

高
度

設
備

整
備

・
導

入
・
維

持
の

為
に

国
や

全
国

的
な

支
援

を
求

め
る

。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
日

本
大

学
・
共

同
研

究
室

に
は

、
微

細
構

造
の

可
視

化
の

た
め

の
透

過
型

電
子

顕
微

鏡
、

細
胞

内
タ

ン
パ

ク
局

在
の

可
視

化
の

た
め

の
共

焦
点

レ
ー

ザ
ー

顕
微

鏡
、

な
ら

び
に

C
aイ

メ
ー

ジ
ン

グ
の

た
め

の
蛍

光
顕

微
鏡

装
置

一
式

な
ど

の
高

度
研

究
機

器
が

充
実

し
て

い
る

。
・
イ

オ
ン

電
流

測
定

機
器

を
併

設
し

た
光

学
顕

微
鏡

に
よ

り
、

イ
オ

ン
動

態
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
計

測
す

る
生

理
機

能
研

究
が

で
き

る
環

境
を

整
え

て
い

る
。

・
解

剖
学

実
習

室
に

は
空

調
設

備
が

新
た

に
増

設
さ

れ
、

実
習

環
境

の
改

善
が

図
ら

れ
て

い
る

。
・
実

習
室

内
に

は
、

学
生

実
習

な
ど

に
用

い
る

基
本

的
な

測
定

・
分

析
装

置
、

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

タ
ー

、
安

全
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
な

ど
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

・
現

存
の

透
過

型
電

子
顕

微
鏡

は
デ

ジ
タ

ル
画

像
取

得
に

対
応

し
て

い
な

い
。

・
建

物
の

老
朽

化
に

よ
り

、
一

部
の

研
究

室
や

実
習

室
で

は
空

調
の

故
障

が
多

発
し

て
い

る
。

・
実

習
室

床
の

傾
斜

に
不

具
合

が
あ

り
、

排
水

設
備

の
改

善
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

・
機

能
系

分
野

の
実

習
に

関
し

て
、

週
の

曜
日

ご
と

に
担

当
す

る
実

習
が

交
替

す
る

た
め

に
、

測
定

機
器

の
設

営
・
撤

去
を

繰
返

さ
ね

ば
な

ら
な

い
こ

と
に

つ
い

て
不

都
合

が
生

じ
て

い
る

。

・
建

物
全

体
の

空
調

更
新

工
事

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
・
設

備
に

関
わ

る
問

題
点

は
解

決
す

る
た

め
に

費
用

や
時

間
を

要
す

る
た

め
に

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

進
め

な
が

ら
の

対
応

は
現

状
で

は
難

し
い

面
が

あ
る

。
当

面
、

現
存

す
る

実
習

室
を

活
用

し
な

が
ら

も
、

中
・
長

期
的

計
画

に
基

づ
い

て
各

教
科

の
意

見
を

聴
取

の
上

で
改

善
を

図
る

。

特
に

な
し

。

日
本

獣
医

生
命

科
学

大
学

M
A

L
D

I－
T
O

F
／

T
O

F
質

量
分

析
計

タ
ン

パ
ク

質
相

互
作

用
解

析
装

置
獣

医
学

生
体

情
報

解
析

機
器

マ
ル

チ
カ

ラ
ー

細
胞

解
析

シ
ス

テ
ム

超
遠

心
機

リ
ン

パ
節

触
診

ド
ッ

グ
モ

デ
ル

新
規

導
入

・
設

置
に

つ
い

て
は

補
助

金
を

軸
に

計
画

し
て

い
る

が
、

老
朽

化
施

設
・
設

備
の

更
新

は
停

滞
し

て
い

る
。

修
理

の
対

応
で

は
予

算
的

な
制

限
が

あ
り

、
機

能
を

恒
常

的
に

維
持

す
る

に
は

限
界

が
あ

る
。

競
争

的
外

部
資

金
を

調
達

す
る

仕
組

み
を

整
備

し
直

す
。

修
理

に
関

し
て

は
、

大
学

院
獣

医
生

命
科

学
研

究
科

に
お

い
て

、
大

型
機

器
の

修
理

予
算

を
4
0
0
万

計
上

し
、

私
学

補
助

の
対

象
と

な
る

1
0
0
万

円
以

上
の

案
件

に
対

応
し

て
い

る
。

設
備

、
装

置
の

導
入

に
は

、
文

部
科

学
省

の
私

立
大

学
に

対
す

る
予

算
の

増
加

が
必

要
で

あ
り

、
全

国
的

に
強

調
し

て
要

望
を

出
す

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
ま

た
、

大
型

機
器

の
共

同
利

用
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
、

情
報

共
有

も
必

要
で

あ
る

。

麻
布

大
学

2
0
1
4
（
平

成
2
6
)年

に
産

業
動

物
に

関
す

る
教

育
を

充
実

さ
せ

る
た

め
に

産
業

動
物

臨
床

教
育

セ
ン

タ
ー

（
L
A

V
E
C

）
が

竣
工

し
た

。
こ

の
セ

ン
タ

ー
内

に
解

剖
学

実
習

を
行

う
健

体
解

剖
室

が
設

置
さ

れ
た

。
高

機
能

カ
メ

ラ
を

備
え

て
お

り
，

複
数

あ
る

大
型

液
晶

モ
ニ

タ
ー

で
の

説
明

が
可

能
と

な
っ

て
お

り
，

固
定

に
使

用
さ

れ
る

化
学

物
質

の
曝

露
の

低
減

の
た

め
の

大
型

換
気

扇
も

充
実

し
て

い
る

。

よ
り

化
学

物
質

曝
露

の
リ

ス
ク

を
低

減
す

る
た

め
，

陰
圧

の
解

剖
台

が
あ

る
と

よ
い

が
，

本
学

は
一

学
年

の
人

数
多

い
と

い
う

特
性

も
あ

り
，

１
大

学
の

予
算

で
は

設
置

は
金

額
が

大
き

く
な

る
の

で
難

し
い

。

以
前

に
大

学
に

予
算

申
請

し
た

が
額

が
大

き
す

ぎ
た

よ
う

で
受

け
入

れ
ら

れ
な

か
っ

た
。

機
会

が
あ

れ
ば

申
請

し
た

い
。

獣
医

学
部

学
生

及
び

教
員

の
環

境
労

働
衛

生
を

守
り

，
安

心
し

て
教

育
学

習
が

で
き

る
よ

う
，

文
科

省
や

農
水

省
な

ど
の

獣
医

学
教

育
関

係
省

庁
か

ら
獣

医
学

部
を

有
す

る
大

学
で

の
解

剖
台

購
入

の
た

め
の

補
助

事
業

等
を

整
備

し
て

欲
し

い
。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
岡

山
理

科
大

学
・
赴

任
予

定
の

教
員

か
ら

要
望

に
あ

っ
た

研
究

用
器

材
は

、
す

べ
て

整
え

ら
れ

て
い

る
。

以
下

に
主

な
大

型
機

材
を

挙
げ

る
。

共
焦

点
レ

ー
ザ

ー
顕

微
鏡

セ
ル

ソ
ー

タ
ー

フ
ロ

ー
サ

イ
ト

メ
ー

タ
ー

実
験

用
C

T
装

置
超

遠
心

機
冷

却
高

速
遠

心
機

蛍
光

・
化

学
発

光
ゲ

ル
ド

キ
ュ

メ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
細

胞
内

カ
ル

シ
ウ

ム
測

定
装

置
タ

イ
ム

ラ
プ

ス
顕

微
鏡

マ
ル

チ
プ

レ
ー

ト
リ

ー
ダ

ー
蛍

光
顕

微
鏡

な
ど

・
左

に
あ

げ
た

設
備

以
外

に
S
P

F
動

物
飼

育
施

設
を

有
し

て
お

り
、

細
胞

か
ら

中
型

動
物

ま
で

を
試

用
し

た
様

々
な

実
験

が
可

能
で

あ
る

。
遺

伝
子

組
換

え
動

物
の

作
製

も
可

能
で

あ
る

。
し

か
し

、
透

過
型

、
走

査
型

の
電

子
顕

微
鏡

を
設

備
す

る
こ

と
が

ス
タ

ー
ト

時
に

出
来

な
か

っ
た

こ
と

な
ど

、
教

員
に

は
さ

ら
な

る
充

実
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

・
数

年
後

に
は

、
こ

れ
ら

機
材

の
更

新
時

期
が

来
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
て

お
り

、
予

算
の

捻
出

が
課

題
で

あ
る

。

・
本

学
で

は
、

研
究

者
間

の
共

同
研

究
が

強
く
奨

励
さ

れ
て

お
り

、
大

型
研

究
費

へ
の

申
請

も
想

定
し

て
い

る
。

幸
い

、
ス

タ
ー

ト
時

に
集

ま
っ

た
教

員
の

研
究

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
は

高
い

の
で

、
広

い
意

味
で

自
助

努
力

を
期

待
し

て
い

る
。

同
時

に
外

部
資

金
の

導
入

な
ど

の
施

策
も

強
力

に
推

し
進

め
る

。
・
大

学
本

部
へ

の
要

望
に

加
え

、
通

常
予

算
の

積
み

立
て

に
よ

る
対

応
等

を
考

え
て

い
る

。

・
情

報
交

換
や

共
同

研
究

の
門

戸
は

広
く

開
か

れ
て

い
る

の
で

、
各

大
学

に
お

か
れ

て
は

岡
山

理
科

大
所

属
の

研
究

者
と

の
交

流
を

是
非

試
み

て
欲

し
い

。

71



2
教

育
体

制
の

整
備

状
況

2
-
3

高
度

施
設

・
設

備
の

保
有

状
況

 (
病

態
系

・
応

用
系

分
野

)

大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
北

海
道

大
学

・
大

動
物

教
育

研
究

施
設

・
感

染
・
化

学
物

質
病

態
教

育
研

究
施

設
・
ス

キ
ル

ス
ラ

ボ

・
施

設
運

用
に

要
す

る
光

熱
水

量
の

高
騰

（
施

設
）

・
今

後
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
の

充
実

に
要

す
る

費
用

（
ス

キ
ル

ス
ラ

ボ
）

部
局

内
予

算
の

執
行

を
詳

細
に

把
握

し
な

が
ら

、
予

算
確

保
に

務
め

て
い

る

帯
広

畜
産

大
学

・
産

業
動

物
臨

床
棟

・
ス

キ
ル

ス
ラ

ボ
・
今

後
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
の

充
実

に
要

す
る

費
用

（
ス

キ
ル

ス
ラ

ボ
）

学
内

予
算

申
請

等
に

よ
り

予
算

確
保

に
努

め
る

岩
手

大
学

微
生

物
学

実
習

室
，

寄
生

虫
学

実
習

室
，

病
理

解
剖

室
に

は
安

全
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
を

設
置

し
B

S
L
2
, 
P

2
 対

応
に

し
て

い
る

。
B

S
L
2
(A

B
S
L
2
 )

, 
P

2
の

基
準

を
満

た
す

病
原

体
等

取
扱

い
動

物
実

験
施

設
を

保
有

し
て

い
る

。

・
動

物
実

験
施

設
お

よ
び

病
理

解
剖

室
が

講
義

棟
内

に
設

置
さ

れ
て

い
る

た
め

，
バ

イ
オ

セ
ー

フ
テ

ィ
お

よ
び

物
理

的
封

じ
込

め
の

上
で

，
ま

た
，

家
畜

衛
生

・
公

衆
衛

生
学

的
教

育
の

上
で

も
き

わ
め

て
好

ま
し

く
な

い
。

・
実

験
動

物
を

焼
却

す
る

た
め

の
焼

却
炉

が
学

内
に

は
な

い
。

応
用

系
分

野
、

特
に

病
理

学
実

習
で

は
特

に
未

知
の

感
染

症
に

罹
患

し
て

い
る

動
物

が
持

ち
込

ま
れ

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

安
全

な
教

育
・
研

究
を

実
施

す
る

た
め

に
も

、
バ

イ
オ

セ
ー

フ
テ

ィ
お

よ
び

物
理

的
封

じ
込

め
の

基
準

に
合

っ
た

，
別

棟
の

動
物

実
験

施
設

，
病

理
解

剖
室

を
大

学
当

局
に

要
求

す
る

。

「
卒

後
獣

医
師

に
求

め
ら

れ
る

資
質

」
（
D

ay
o
n
e
 c

o
m

pe
te

n
c
y）

を
満

た
す

教
育

を
安

全
に

行
う

た
め

に
は

、
バ

イ
オ

セ
ー

フ
テ

ィ
お

よ
び

物
理

的
封

じ
込

め
の

国
際

水
準

に
準

拠
し

た
施

設
は

い
ず

れ
の

獣
医

科
大

学
で

も
必

須
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
全

国
獣

医
系

大
学

協
議

会
が

主
導

し
て

適
切

な
対

応
が

必
要

で
あ

る
。

東
京

農
工

大
学

バ
イ

オ
セ

ー
フ

テ
ィ

レ
ベ

ル
（
B

S
L
）
2
施

設
は

学
内

に
多

数
あ

る
。

B
S
L
3
も

1
か

所
有

し
て

い
る

。
実

験
動

物
施

設
が

多
く
の

研
究

室
ご

と
に

あ
る

。

B
S
L
3
施

設
が

稼
働

で
き

な
い

状
況

。
実

験
動

物
施

設
を

集
中

的
に

管
理

す
る

必
要

が
あ

る
場

合
も

あ
る

。

B
S
L
3
が

稼
働

で
き

る
よ

う
、

対
応

し
て

い
る

。
集

中
管

理
可

能
な

実
験

動
物

施
設

を
建

設
予

定

東
京

大
学

1
. 
他

大
学

が
も

つ
高

病
原

性
ウ

イ
ル

ス
等

が
扱

え
る

B
S
L
3
・
P

3
施

設
を

持
た

な
い

。
1
. 
B

S
L
3
・
P

3
施

設
を

整
備

す
る

予
算

の
見

込
み

が
な

い
。

1
. 
予

算
の

獲
得

を
模

索
す

る
。

コ
ア

ラ
ボ

充
実

に
向

け
た

支
援

平
成

2
6
年

以
降

に
整

備
し

た
教

育
、

研
究

、
臨

床
に

利
用

す
る

高
度

施
設

・
設

備
の

保
有

状
況

に
つ

い
て

具
体

的
に

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

施
設

の
運

用
や

維
持

に
お

い
て

抱
え

て
い

る
課

題
、

そ
の

課
題

に
対

す
る

今
後

の
方

針
、

さ
ら

に
文

部
科

学
省

、
全

国
獣

医
学

関
係

代
表

者
連

絡
協

議
会

（
全

獣
協

）
、

N
P

O
法

人
獣

医
学

教
育

支
援

機
構

（
ve

tE
S
O

）
な

ど
に

求
め

る
全

国
的

な
対

応
や

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
に

つ
い

て
、

記
載

く
だ

さ
い

。
な

お
、

共
同

教
育

課
程

に
お

い
て

も
個

別
の

大
学

で
の

回
答

を
お

願
い

し
ま

す
。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
岐

阜
大

学
・
平

成
2
6
年

度
に

、
よ

り
高

度
な

感
染

症
診

断
実

習
を

可
能

と
す

る
た

め
、

人
獣

共
通

感
染

症
学

研
究

室
内

に
B

S
L
3
実

験
室

を
設

置
し

た
。

・
平

成
2
6
年

以
前

に
設

置
し

た
B

S
L
2
レ

ベ
ル

の
微

生
物

系
実

習
室

も
含

め
、

H
E
P

A
フ

ィ
ル

タ
ー

の
交

換
な

ど
、

設
備

の
維

持
に

は
高

額
な

費
用

が
必

要
と

な
る

。
高

額
な

遺
体

処
理

費
用

が
か

か
る

た
め

，
大

動
物

の
病

理
解

剖
が

ほ
と

ん
ど

で
き

な
い

状
態

で
あ

る
。

・
動

物
焼

却
炉

が
な

い
（
以

前
の

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

対
策

に
よ

る
改

修
後

，
頻

繁
に

故
障

し
，

コ
ス

ト
が

か
さ

む
こ

と
か

ら
，

廃
止

・
解

体
さ

れ
た

。
現

在
，

動
物

遺
体

の
焼

却
は

業
者

に
外

注
し

て
い

る
）

学
内

の
予

算
申

請
を

行
う

な
ど

努
力

を
し

て
い

る
も

の
の

、
採

択
に

は
至

ら
ず

、
課

題
は

根
本

的
に

解
決

し
て

い
な

い
。

現
在

、
具

体
的

な
対

応
方

針
は

な
い

。
(焼

却
炉

に
つ

い
て

も
同

じ
）

全
国

の
大

学
の

設
備

の
維

持
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

よ
う

な
助

成
金

の
シ

ス
テ

ム
が

あ
れ

ば
活

用
し

た
い

。

鳥
取

大
学

・
動

物
実

験
施

設
・
リ

ア
ル

タ
イ

ム
P

C
R

、
サ

ー
モ

グ
ラ

フ
ィ

ー
カ

メ
ラ

、
風

速
計

、
C

O
2
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
タ

ー
、

実
体

顕
微

鏡

 
・
改

修
が

必
要

・
実

体
顕

微
鏡

は
1
人

1
台

が
望・

概
算

要
求

事
項

に
よ

り
改

修
中

（
令

和
元

年
・
獣

医
学

教
育

に
最

低
限

必
要

な
施

設
の

維
持

に
向

け
た

文
科

省
に

よ
る

支
援

・
動

物
飼

育
施

設
へ

の
立

ち
入

り
は

困
難

で
あ

り
、

動
画

や
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
な

教
材

な
ど

、
見

学
の

代
替

と
な

る
教

材
の

作
成

。
。

・
技

術
取

得
の

た
め

の
教

員
の

教
育

の
場

が
あ

れ
ば

良
い

（
実

験
動

物
）
。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
大

阪
府

立
大

学
病

原
体

を
使

用
す

る
実

習
室

・
研

究
室

は
P

2
実

験
室

と
し

て
整

備
さ

れ
て

い
る

。
獣

医
学

類
共

有
施

設
と

し
て

使
用

可
能

な
P

2
お

よ
び

P
3
実

験
室

も
保

有
し

運
用

し
て

い
る

。
P

3
実

験
室

は
B

S
L
3
の

細
菌

や
ウ

イ
ル

ス
株

の
維

持
の

た
め

の
使

用
に

限
定

さ
れ

て
い

る
が

、
緊

急
時

の
た

め
常

に
使

用
で

き
る

状
態

を
維

持
管

理
し

て
い

る
。

設
置

さ
れ

て
い

る
安

全
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
や

オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
、

空
調

設
備

に
つ

い
て

は
大

学
予

算
で

定
期

的
に

点
検

さ
れ

て
い

る
。

高
度

設
備

（
備

品
）
と

し
て

は
共

焦
点

レ
ー

ザ
ー

顕
微

鏡
，

バ
ー

チ
ャ

ル
ス

ラ
イ

ド
シ

ス
テ

ム
、

セ
ル

ソ
ー

タ
ー

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
P

C
R

等
が

平
成

2
6

年
度

以
降

に
新

た
に

整
備

さ
れ

、
学

生
実

習
や

卒
業

研
究

に
活

用
さ

れ
て

い
る

．

P
3
実

験
室

は
手

狭
な

た
め

、
学

生
全

員
が

同
時

に
使

用
す

る
こ

と
が

困
難

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

学
生

実
習

で
は

使
用

で
き

て
い

な
い

。
高

度
設

備
に

関
し

て
は

予
算

的
に

定
期

的
に

更
新

す
る

こ
と

は
不

可
能

で
あ

り
、

動
作

不
良

等
に

つ
い

て
は

部
品

交
換

で
対

応
し

て
い

る
。

急
な

使
用

不
能

に
関

し
て

は
対

応
で

き
る

体
制

が
整

っ
て

い
な

い
。

2
0
2
2
年

度
か

ら
の

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

お
い

て
微

生
物

学
実

習
等

で
P

3
実

験
室

を
使

用
し

た
実

習
を

組
み

込
ん

で
い

く
予

定
で

あ
る

。
授

業
料

と
は

別
途

に
負

担
い

た
だ

い
て

い
る

実
験

機
器

充
実

負
担

金
を

有
効

活
用

し
な

が
ら

，
機

器
の

維
持

・
管

理
，

新
規

購
入

を
計

画
的

に
行

っ
て

い
る

．
大

学
に

根
気

よ
く
予

算
要

求
を

行
っ

て
い

く
予

定
で

あ
る

。

感
染

症
対

策
は

獣
医

学
教

育
に

お
い

て
重

要
な

教
育

項
目

で
あ

る
た

め
、

微
生

物
学

実
習

等
の

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
お

い
て

P
3

お
よ

び
P

4
実

験
室

の
施

設
基

準
や

取
り

扱
い

方
法

に
つ

い
て

学
生

が
学

修
で

き
る

項
目

を
追

加
し

て
ほ

し
い

。
獣

医
学

教
育

に
お

い
て

必
要

不
可

欠
な

設
備

・
備

品
を

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

し
、

各
大

学
が

必
ず

整
備

す
る

よ
う

提
言

し
て

ほ
し

い
。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
【
獣

医
学

国
際

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

（
iC

O
V

E
R

）
】

欧
米

水
準

の
獣

医
学

教
育

に
対

応
し

た
各

種
獣

医
学

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

を
行

う
と

と
も

に
，

獣
医

学
研

究
の

促
進

と
高

度
化

を
目

指
し

，
基

礎
研

究
か

ら
応

用
・
臨

床
研

究
へ

至
る

架
け

橋
研

究
の

育
成

と
促

進
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
B

S
L
2
，

B
S
L
3
に

対
応

し
た

設
備

を
備

え
た

感
染

症
学

系
実

習
室

を
有

し
，

6
0

人
規

模
で

の
参

加
型

実
習

が
可

能
で

あ
る

。
iC

O
V

E
R

：
in

te
rn

at
io

n
al

 C
e
n
te

r 
O

f
V

e
te

ri
n
ar

y 
E
du

c
at

io
n
 a

n
d 

R
e
se

ar
c
h

【
総

合
病

性
鑑

定
研

究
施

設
（
iP

aD
L
）
】

病
理

解
剖

時
の

学
習

効
果

を
高

め
る

た
め

の
A

V
設

備
や

伴
侶

動
物

か
ら

産
業

動
物

，
エ

キ
ゾ

チ
ッ

ク
ア

ニ
マ

ル
ま

で
幅

広
い

動
物

に
対

応
し

た
設

備
が

整
っ

て
お

り
，

大
型

動
物

園
動

物
に

も
対

応
可

能
な

焼
却

設
備

を
併

設
し

て
い

る
。

iP
aD

L
：
In

te
gr

at
e
d 

P
at

h
o
lp

gy
 a

n
d

D
ia

gn
o
si

s 
L
ab

施
設

の
維

持
管

理
に

多
額

の
費

用
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。
利

用
者

（
内

部
お

よ
び

外
部

）
の

増
加

を
図

り
，

利
用

料
を

徴
収

し
，

財
源

を
確

保
す

る
。

感
染

症
実

習
の

拠
点

と
し

て
，

iC
O

V
E
R

感
染

症
系

実
習

室
お

よ
び

iP
aD

L
を

用
い

た
感

染
症

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

を
目

指
す

。

外
部

研
究

者
の

利
用

促
進

に
関

す
る

サ
ポ

ー
ト

。
広

報
活

動
，

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
な

ど
。

【
遠

隔
講

義
シ

ス
テ

ム
】

現
在

，
講

義
科

目
の

お
よ

そ
8
割

は
遠

隔
講

義
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
，

リ
ア

ル
タ

イ
ム

相
方

向
の

授
業

を
実

施
し

て
い

る
。

設
置

後
8
年

経
過

す
る

機
器

も
出

て
き

て
お

り
，

不
具

合
を

示
す

事
も

あ
る

。
２

つ
の

共
同

獣
医

学
部

の
教

育
連

携
の

背
骨

と
な

る
シ

ス
テ

ム
で

あ
り

、
早

急
に

機
器

の
更

新
を

行
わ

な
い

と
共

同
教

育
の

実
施

が
破

綻
す

る
恐

れ
が

あ
る

。

現
行

機
器

の
保

守
点

検
，

故
障

が
予

想
さ

れ
る

部
品

の
前

倒
し

交
換

，
部

品
の

保
管

な
ど

，
将

来
的

な
不

具
合

を
見

越
し

て
，

で
き

る
限

り
の

対
応

を
行

う
。

同
時

に
，

概
算

要
求

な
ど

で
，

機
器

の
更

新
を

概
算

要
求

す
る

。

文
部

科
学

省
に

状
況

を
理

解
い

た
だ

き
，

機
器

更
新

を
要

求
す

る
。

山
口

大
学
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
附

属
越

境
性

動
物

疾
病

制
御

研
究

セ
ン

タ
ー

（
T
A

D
 セ

ン
タ

ー
）

南
九

州
は

わ
が

国
屈

指
の

畜
産

地
帯

で
、

牛
、

豚
、

鶏
の

生
産

高
は

常
に

上
位

を
占

め
て

い
る

。
そ

の
一

方
で

、
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
や

口
蹄

疫
等

の
越

境
性

動
物

疾
病

（
T
ra

n
sb

o
u
n
da

ry
 A

n
im

al
 D

is
e
as

e
s:

 T
A

D
）

の
脅

威
に

さ
ら

さ
れ

、
一

旦
発

生
・
流

行
す

れ
ば

多
大

な
経

済
的

損
害

を
被

る
可

能
性

が
あ

る
。

ま
た

、
人

獣
共

通
感

染
症

の
場

合
に

は
、

ヒ
ト

の
健

康
被

害
も

想
定

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

公
衆

衛
生

上
の

問
題

と
も

な
る

。
T
A

D
 セ

ン
タ

ー
 は

、
T
A

D
の

病
原

体
、

流
行

及
び

そ
の

制
御

に
関

す
る

教
育

研
究

を
行

い
、

得
ら

れ
た

成
果

を
フ

ィ
ー

ル
ド

に
還

元
し

、
我

が
国

の
獣

医
学

教
育

の
進

展
、

畜
産

業
の

発
展

、
並

び
に

公
衆

衛
生

上
の

安
全

確
保

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

【
遠

隔
講

義
シ

ス
テ

ム
】

現
在

，
講

義
科

目
の

お
よ

そ
8
割

は
遠

隔
講

義
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
，

リ
ア

ル
タ

イ
ム

相
方

向
の

授
業

を
実

施
し

て
い

る
。

設
置

後
8
年

経
過

す
る

機
器

も
出

て
き

て
お

り
，

不
具

合
を

示
す

事
も

あ
る

。
２

つ
の

共
同

獣
医

学
部

の
教

育
連

携
の

背
骨

と
な

る
シ

ス
テ

ム
で

あ
り

、
早

急
に

機
器

の
更

新
を

行
わ

な
い

と
共

同
教

育
の

実
施

が
破

綻
す

る
恐

れ
が

あ
る

。

現
行

機
器

の
保

守
点

検
，

故
障

が
予

想
さ

れ
る

部
品

の
前

倒
し

交
換

，
部

品
の

保
管

な
ど

，
将

来
的

な
不

具
合

を
見

越
し

て
，

で
き

る
限

り
の

対
応

を
行

う
。

同
時

に
，

概
算

要
求

な
ど

で
，

機
器

の
更

新
を

概
算

要
求

す
る

。

文
部

科
学

省
に

状
況

を
理

解
い

た
だ

き
，

機
器

更
新

を
要

求
す

る
。

鹿
児

島
大

学
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
宮

崎
大

学
B

S
L
2
及

び
B

S
L
3
実

験
施

設
、

B
S
L
2
対

応
マ

ウ
ス

及
び

ニ
ワ

ト
リ

ア
イ

ソ
レ

ー
タ

ー
 、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

P
C

R
、

デ
ジ

タ
ル

P
C

R
、

C
h
e
m

iD
o
c
 T

o
u
c
h

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

、
ジ

ェ
ネ

テ
ィ

ッ
ク

ア
ナ

ラ
イ

ザ
ー

、
核

酸
自

動
抽

出
機

、
xM

ar
kマ

イ
ク

ロ
プ

レ
ー

ト
リ

ー
ダ

ー
、

超
低

温
槽

、
安

全
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
、

オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
、

生
物

顕
微

鏡
、

M
A

L
D

I-
T
O

F
/
M

S
微

生
物

同
定

装
置

、
フ

ロ
ー

サ
イ

ト
メ

ー
タ

ー
等

獣
医

学
科

内
に

、
産

業
動

物
防

疫
リ

サ
ー

チ
セ

ン
タ

ー
（
C

A
D

IC
）
が

管
理

す
る

設
備

も
含

ま
れ

て
お

り
、

共
同

利
用

施
設

で
あ

る
感

染
症

ユ
ニ

ッ
ト

に
て

一
元

管
理

さ
れ

て
い

る
。

利
用

者
に

は
施

設
利

用
料

や
装

置
に

よ
っ

て
は

個
別

に
利

用
料

を
負

担
し

て
利

用
い

て
い

た
だ

く
こ

と
で

管
理

費
の

一
部

と
し

て
い

る
。

し
か

し
、

利
用

料
収

入
だ

け
で

は
、

装
置

の
老

朽
化

や
維

持
管

理
に

か
か

る
費

用
の

す
べ

て
を

カ
バ

ー
す

る
の

は
不

可
能

。
装

置
の

老
朽

化
に

伴
う

更
新

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

必
要

な
予

算
を

、
利

用
者

も
し

く
は

セ
ン

タ
ー

、
学

科
で

ど
の

よ
う

に
負

担
す

る
の

か
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。

先
端

研
究

の
推

進
、

教
育

の
支

援
を

十
分

行
う

に
は

、
安

定
し

た
設

備
サ

ポ
ー

ト
体

制
が

重
要

と
な

る
。

外
部

資
金

の
獲

得
、

産
業

動
物

感
染

症
の

受
託

検
査

に
よ

る
検

査
料

収
入

、
設

備
・
施

設
利

用
率

の
向

上
に

よ
る

利
用

料
の

増
収

等
の

対
策

が
必

要
。

ま
た

、
機

器
の

維
持

・
管

理
者

の
育

成
に

も
取

組
み

、
利

用
者

に
対

す
る

サ
ポ

ー
ト

体
制

の
強

化
を

行
う

。

主
に

獣
医

学
科

の
感

染
症

系
研

究
室

が
利

用
す

る
宮

崎
大

学
の

産
業

動
物

防
疫

リ
サ

ー
チ

セ
ン

タ
ー

（
C

A
D

IC
）
は

、
日

本
唯

一
の

産
業

動
物

感
染

症
に

特
化

し
た

教
育

・
研

究
拠

点
と

し
て

、
感

染
症

制
御

を
通

し
た

畜
産

業
へ

の
貢

献
す

る
役

割
を

担
っ

て
い

る
。

こ
の

セ
ン

タ
ー

を
本

学
の

み
な

ら
ず

共
同

研
究

拠
点

と
し

て
利

用
す

る
こ

と
で

全
国

的
な

利
用

を
目

指
す

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。

酪
農

学
園

大
学

[病
態

]
ウ

イ
ル

ス
学

、
細

菌
学

実
習

室
に

は
安

全
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
が

設
置

さ
れ

、
ま

た
P

3
レ

ベ
ル

の
動

物
飼

育
施

設
を

保
有

す
る

。
[応

用
]

特
に

無
し

。

[病
態

]
安

全
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
は

、
定

期
的

に
点

検
を

行
い

、
学

生
に

も
教

育
訓

練
を

徹
底

し
て

お
り

現
在

の
と

こ
ろ

運
用

に
と

く
に

課
題

は
な

い [応
用

]
新

規
施

設
・
設

備
の

整
備

に
つ

い
て

は
学

外
の

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

獲
得

如
何

に
よ

る
。

[病
態

]

[応
用

]
新

規
施

設
・
設

備
の

整
備

に
つ

い
て

は
学

外
の

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

獲
得

如
何

に
よ

る
。

[病
態

]

[応
用

]
新

規
施

設
・
設

備
の

整
備

に
関

す
る

支
援

が
望

ま
れ

る
。

北
里

大
学

小
動

物
実

験
動

物
施

設
（
S
P

F
施

設
及

び
感

染
動

物
実

験
施

設
）
を

整
備

し
た

。
そ

の
他

に
も

教
育

・
研

究
・
臨

床
用

の
高

度
施

設
・
設

備
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
が

、
そ

の
導

入
・
維

持
費

用
の

獲
得

・
確

保
が

課
題

で
あ

る
。

大
学

内
の

資
金

に
頼

る
だ

け
で

な
く
、

外
部

や
競

争
的

資
金

の
獲

得
が

必
要

で
あ

る
。

高
度

設
備

整
備

・
導

入
・
維

持
の

為
に

国
や

全
国

的
な

支
援

を
求

め
る

。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
日

本
大

学
・
実

習
室

内
に

安
全

キ
ャ

ビ
ネ

ッ
ト

を
増

設
し

、
病

態
系

／
応

用
系

分
野

の
実

習
で

B
S
L
2
病

原
体

を
取

り
扱

う
た

め
の

環
境

が
改

善
さ

れ
た

。
・
付

属
研

究
施

設
や

共
同

研
究

施
設

内
に

、
新

た
な

高
度

解
析

機
器

を
定

期
的

に
導

入
し

て
お

り
、

研
究

環
境

は
充

実
し

て
い

る
。

近
年

の
実

績
と

し
て

、
オ

ー
ル

イ
ン

ワ
ン

型
蛍

光
顕

微
鏡

や
フ

ロ
ー

サ
イ

ト
メ

ー
タ

ー
な

ど
を

導
入

し
、

研
究

活
動

の
活

性
化

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
・
動

物
へ

の
感

染
実

験
を

実
施

す
る

た
め

の
実

験
室

を
２

室
保

有
し

て
い

る
。

・
B

S
L
3
実

験
室

を
1
室

保
有

し
て

お
り

、
B

S
L
3
病

原
体

の
保

管
等

に
使

用
し

て
い

る
（
現

在
、

学
生

教
育

を
目

的
と

し
た

使
用

は
行

っ
て

い
な

い
）
。

・
以

前
と

比
較

し
て

改
善

さ
れ

た
も

の
の

、
B

S
L
2
病

原
体

を
扱

う
た

め
の

実
習

室
が

ま
だ

不
足

し
て

い
る

。
・
病

態
系

／
応

用
系

分
野

の
実

習
に

関
し

て
、

機
器

や
材

料
等

を
保

管
・
準

備
す

る
た

め
の

ス
ペ

ー
ス

が
実

習
室

周
辺

に
十

分
確

保
で

き
て

お
ら

ず
、

不
都

合
が

生
じ

て
い

る
。

特
に

病
原

体
を

扱
う

実
習

で
は

、
病

原
体

の
保

管
・
準

備
〜

後
片

付
け

（
病

原
体

の
殺

滅
を

含
む

）
ま

で
の

す
べ

て
の

作
業

が
１

つ
の

建
物

内
で

完
結

で
き

る
よ

う
、

施
設

や
設

備
を

充
実

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。
・
病

理
学

実
習

で
使

用
す

る
実

習
室

に
ホ

ル
マ

リ
ン

吸
着

装
置

を
設

置
し

て
い

る
が

、
吸

着
効

果
が

十
分

で
は

な
い

。
・
魚

病
学

実
習

に
対

応
し

た
設

備
（
魚

の
飼

育
装

置
等

）
が

な
い

。
・
学

内
に

お
け

る
実

験
動

物
飼

養
施

設
が

複
数

の
建

物
に

分
散

し
て

い
る

こ
と

、
ま

た
、

専
任

の
施

設
管

理
者

が
配

属
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

動
物

施
設

の
一

元
管

理
が

困
難

な
状

況
に

あ
る

。
・
既

存
の

設
備

の
修

理
費

用
や

B
S
L
3
実

験
室

の
年

間
維

持
費

用
は

高
額

で
あ

り
、

そ
の

予
算

の
捻

出
が

困
難

で
あ

る
。

"
・
高

度
施

設
・
設

備
に

関
わ

る
問

題
点

の
多

く
は

、
解

決
す

る
た

め
に

高
額

の
費

用
を

要
し

、
現

状
で

は
早

急
な

対
応

が
難

し
い

。
実

習
室

の
整

備
に

関
わ

る
課

題
に

つ
い

て
は

、
当

面
は

現
存

す
る

施
設

を
活

用
し

て
、

学
生

の
安

全
を

確
保

し
つ

つ
、

実
習

を
実

施
す

る
。

左
欄

に
記

載
の

課
題

に
つ

い
て

優
先

順
位

を
明

確
に

定
め

、
中

長
期

的
計

画
に

基
づ

い
て

、
１

つ
ず

つ
問

題
点

を
解

決
す

る
。

・
B

S
L
3
実

験
室

の
年

間
維

持
費

用
に

つ
い

て
は

、
大

学
全

体
の

施
設

と
し

て
所

有
す

る
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
維

持
費

用
の

経
常

予
算

化
を

図
る

。
"

特
に

な
し

。
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
オ

ー
ル

イ
ン

ワ
ン

蛍
光

顕
微

鏡
オ

ー
ル

イ
ン

ワ
ン

蛍
光

顕
微

鏡
用

セ
ク

シ
ョ

ニ
ン

グ
モ

ジ
ュ

ー
ル

腹
腔

鏡
シ

ス
テ

ム
マ

イ
ク

ロ
波

試
料

前
処

理
装

置
自

動
包

埋
装

置

新
規

導
入

・
設

置
に

つ
い

て
は

補
助

金
を

軸
に

計
画

し
て

い
る

が
、

老
朽

化
施

設
・
設

備
の

更
新

は
停

滞
し

て
い

る
。

修
理

の
対

応
で

は
予

算
的

な
制

限
が

あ
り

、
機

能
を

恒
常

的
に

維
持

す
る

に
は

限
界

が
あ

る
。

競
争

的
外

部
資

金
を

調
達

す
る

仕
組

み
を

整
備

し
直

す
。

修
理

に
関

し
て

は
、

大
学

院
獣

医
生

命
科

学
研

究
科

に
お

い
て

、
大

型
機

器
の

修
理

予
算

を
4
0
0
万

円
計

上
し

、
私

学
補

助
の

対
象

と
な

る
1
0
0
万

円
以

上
の

案
件

に
対

応
し

て
い

る
。

設
備

、
装

置
の

導
入

に
は

、
文

部
科

学
省

の
私

立
大

学
に

対
す

る
予

算
の

増
加

が
必

要
で

あ
り

、
全

国
的

に
強

調
し

て
要

望
を

出
す

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
ま

た
、

大
型

機
器

の
共

同
利

用
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
、

情
報

共
有

も
必

要
で

あ
る

。

【
臨

床
系

分
野

】
・
M

R
I（

3
 T

e
sl

a）
・
C

T
(8

0
列

）
・
医

療
用

高
電

圧
X
線

発
生

装
置

・
人

工
心

肺
装

置
・
超

音
波

診
断

装
置

・
手

術
用

顕
微

鏡

【
臨

床
系

分
野

】
現

在
の

我
が

国
に

お
け

る
高

度
獣

医
療

を
考

え
た

場
合

、
充

実
し

た
小

動
物

の
臨

床
教

育
を

行
う

た
め

に
は

、
ヒ

ト
医

療
に

準
ず

る
機

器
を

保
有

し
、

臨
床

に
応

用
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

し
か

し
な

が
ら

、
各

々
の

機
器

に
お

い
て

保
守

費
な

ど
が

高
額

な
こ

と
、

機
器

の
定

期
的

な
更

新
が

必
要

で
あ

り
、

そ
の

た
め

の
予

算
確

保
が

困
難

で
あ

る
。

【
臨

床
系

分
野

】
１

つ
の

高
度

機
器

を
購

入
後

1
0
年

程
度

使
用

す
る

と
考

え
て

1
年

に
複

数
の

高
度

機
器

の
更

新
が

重
な

ら
な

い
よ

う
に

調
整

を
行

っ
て

い
る

。

【
臨

床
系

分
野

】
国

際
競

争
力

の
強

化
の

た
め

に
は

こ
れ

ら
の

保
有

は
必

要
と

考
え

て
い

る
。

文
科

省
、

全
獣

協
、

ve
tE

S
O

に
お

い
て

も
我

が
国

の
獣

医
学

教
育

の
高

度
化

・
国

際
化

を
推

進
す

る
べ

き
と

考
え

る
の

で
あ

れ
ば

こ
れ

ら
の

機
器

の
購

入
に

対
し

て
一

定
額

の
補

助
を

行
う

べ
き

と
考

え
る

。

日
本

獣
医

生
命

科
学

大
学
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大
学

状
況

課
題

対
応

方
針

求
め

る
全

国
的

な
対

応
・
フ

ォ
ロ

ー
麻

布
大

学
【
小

動
物

臨
床

】
本

学
に

は
附

属
動

物
病

院
あ

り
、

年
間

1
2
0
0
0
件

の
外

来
・
入

院
・
手

術
を

受
け

る
患

者
が

来
院

す
る

。
そ

の
患

者
を

活
用

し
て

、
参

加
型

臨
床

実
習

を
実

施
し

て
い

る
。

設
備

と
し

て
、

電
子

カ
ル

テ
、

デ
ジ

タ
ル

X
線

撮
影

装
置

、
C

T
、

M
R

I、
X
線

透
視

装
置

、
超

音
波

診
断

装
置

、
放

射
線

照
射

装
置

、
内

視
鏡

、
関

節
鏡

、
腹

腔
鏡

、
IC

U
、

手
術

用
顕

微
鏡

、
血

液
体

液
検

査
室

、
剖

検
室

、
感

染
症

室
を

備
え

て
い

る
。

参
加

型
実

習
専

用
に

使
用

で
き

る
診

察
室

、
手

術
室

も
整

備
し

た
。

ま
た

画
像

診
断

教
育

専
用

の
部

屋
と

、
保

護
動

物
の

手
術

実
習

に
対

応
で

き
る

ス
ペ

ー
ス

、
設

備
を

整
備

し
た

。
【
産

業
動

物
臨

床
】

【
施

設
】
産

業
動

物
臨

床
教

育
セ

ン
タ

ー
（
L
A

V
E
C

）
【
設

備
】
軟

性
鏡

、
硬

性
鏡

（
関

節
鏡

・
腹

腔
鏡

・
胸

腔
鏡

）
　

油
圧

式
手

術
台

　
馬

用
手

術
台

　
大

型
X
線

撮
影

装
置

　
V

e
ss

e
l 
S
e
al

in
g 

D
e
vi

c
e
（
L
ig

as
u
re

）

【
小

動
物

臨
床

】
附

属
動

物
病

院
自

体
が

、
設

立
後

2
0
年

を
経

過
し

て
お

り
老

朽
化

と
診

療
ス

ペ
ー

ス
が

手
狭

と
な

っ
て

い
る

。
こ

の
た

め
良

好
な

環
境

で
学

生
に

対
し

参
加

型
臨

床
実

習
を

実
施

で
き

て
い

る
と

は
言

い
難

い
。

【
産

業
動

物
臨

床
】
難

治
性

疾
患

診
断

の
た

め
の

産
業

動
物

用
C

T
の

整
備

が
必

要
で

あ
る

が
、

費
用

が
高

額
の

た
め

設
置

で
き

な
い

。

【
小

動
物

臨
床

】
教

学
か

ら
大

学
法

人
に

対
し

、
附

属
動

物
病

院
の

増
改

築
を

要
請

し
て

い
る

。
【
産

業
動

物
臨

床
】
二

次
診

療
施

設
と

し
て

、
地

域
貢

献
お

よ
び

産
業

動
物

獣
医

療
の

底
上

げ
の

た
め

に
産

業
動

物
用

C
T
の

整
備

が
必

要
で

あ
る

。

【
小

動
物

臨
床

】
参

加
型

臨
床

実
習

を
行

う
に

あ
た

り
、

学
生

一
人

当
た

り
に

ど
の

レ
ベ

ル
の

高
度

施
設

・
設

備
が

必
要

な
の

か
情

報
共

有
の

場
、

指
針

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が

あ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

【
産

業
動

物
臨

床
】
産

業
動

物
用

C
T
の

整
備

お
よ

び
維

持
経

費
の

た
め

の
補

助

岡
山

理
科

大
学

・
実

験
動

物
セ

ン
タ

ー
は

、
マ

ウ
ス

・
ラ

ッ
ト

な
ど

の
小

型
実

験
動

物
、

イ
ヌ

・
ネ

コ
・
ブ

タ
な

ど
の

中
型

動
物

、
水

産
動

物
の

３
区

域
か

ら
な

る
が

、
こ

れ
ら

施
設

は
獣

医
系

大
学

の
中

で
も

最
大

規
模

の
も

の
で

あ
る

。
・
B

S
L
3
施

設
に

つ
い

て
も

稼
動

可
能

な
状

態
に

整
備

さ
れ

て
い

る
。

・
実

験
動

物
セ

ン
タ

ー
は

、
来

年
度

に
A

A
A

L
A

C
へ

の
申

請
を

予
定

し
て

る
。

・
B

S
L
3
の

稼
動

に
関

し
て

は
、

地
域

と
の

関
わ

り
も

あ
る

。

・
A

A
A

L
A

C
申

請
に

向
け

て
、

器
材

の
調

整
や

人
員

確
保

に
む

け
て

準
備

を
進

め
て

い
る

。
・
B

S
L
3
施

設
に

つ
い

て
は

、
現

在
今

治
市

と
の

協
議

を
詰

め
て

い
る

。

特
に

な
い

。
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3．特⾊ある教育研究活動状況調査まとめ 

資料 1-3 特⾊ある教育研究活動状況 
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3
特

色
あ

る
教

育
研

究
活

動
状

況
3
-
1

特
色

あ
る

教
育

研
究

活
動

状
況

大
学

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
詳

細
北

海
道

大
学

・
博

士
課

程
教

育
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
-
平

成
2
9

年
度

ま
で

）

・
卓

越
大

学
院

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
平

成
3
0
年

度
-
）

・
国

際
獣

医
師

人
材

育
成

獣
医

学
教

育
世

界
展

開
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
平

成
3
0
年

度
-
）

・
大

学
の

世
界

展
開

力
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
-
平

成
2
9
年

度
ま

で
）

・
J
IC

A
と

の
連

携
（
「
モ

ン
ゴ

ル
国

に
お

け
る

モ
ン

ゴ
ル

国
獣

医
・
畜

産
分

野
人

材
育

成
能

力
強

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
-

令
和

2
年

、
令

和
2
年

-
7
年

）
」
「
大

学
連

携
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
事

業
「
モ

ン
ゴ

ル
国

獣
医

・
畜

産
分

野
調

査
研

究
能

力
強

化
支

援
 」

）

・
大

学
院

教
育

改
革

プ
ロ

グ
ラ

ム
。

大
学

院
教

育
の

英
語

化
、

研
究

力
に

加
え

て
、

汎
用

力
を

養
成

す
る

各
種

活
動

を
大

学
院

生
に

提
供

し
た

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

内
容

を
基

盤
と

し
て

平
成

2
9
年

度
に

獣
医

学
院

と
国

際
感

染
症

学
院

を
開

設
し

た
。

・
大

学
全

体
の

大
学

院
改

革
に

資
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

。
大

学
院

教
育

改
革

の
継

続
と

研
究

力
強

化
を

目
的

と
す

る
も

の
。

・
国

際
認

証
の

取
得

を
目

指
す

教
育

改
革

の
取

り
組

み
と

、
学

部
学

生
を

4
大

陸
の

獣
医

系
大

学
に

派
遣

ま
た

は
受

入
を

行
い

、
学

生
の

国
際

性
の

涵
養

を
目

指
す

取
り

組
み

。
・
東

京
大

学
、

酪
農

学
園

大
学

と
協

力
し

て
、

タ
イ

の
カ

セ
サ

ー
ト

大
学

と
単

位
互

換
を

伴
う

学
部

学
生

の
相

互
派

遣
を

実
施

。
・
モ

ン
ゴ

ル
生

命
科

学
大

学
獣

医
学

部
に

お
け

る
獣

医
学

教
育

能
力

の
強

化
、

お
よ

び
モ

ン
ゴ

ル
国

に
お

け
る

社
会

人
獣

医
師

の
能

力
強

化
を

支
援

。

帯
広

畜
産

大
学

・
機

能
強

化
事

業
「
食

と
動

物
の

国
際

教
育

研
究

拠
点

の
形

成
」
（
平

成
2
7
-
）

・
平

成
2
7
年

4
月

に
設

置
し

た
「
グ

ロ
ー

バ
ル

ア
グ

ロ
メ

デ
ィ

シ
ン

研
究

セ
ン

タ
ー

」
を

中
心

に
し

て
、

獣
医

・
農

畜
産

学
分

野
で

最
先

端
の

研
究

業
績

を
上

げ
て

い
る

世
界

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

大
学

か
ら

研
究

グ
ル

ー
プ

を
招

聘
し

，
獣

医
・
農

畜
産

分
野

の
国

際
共

同
研

究
，

招
聘

外
国

人
教

員
の

学
生

教
育

へ
の

参
加

，
米

国
大

学
で

実
践

さ
れ

る
特

色
あ

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
導

入
を

推
進

。

岩
手

大
学

特
に

な
し

東
京

農
工

大
学

特
に

な
し

平
成

2
6
年

以
降

の
特

色
あ

る
教

育
研

究
活

動
充

実
状

況
に

つ
い

て
記

載
く
だ

さ
い

。
質

問
1
-
1
で

記
載

し
た

内
容

以
外

の
教

育
研

究
予

算
等

（
例

：
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
研

究
開

発
事

業
な

ど
）
や

予
算

配
分

は
さ

れ
て

い
な

い
が

教
育

機
関

と
し

て
実

施
し

た
特

色
あ

る
研

究
教

育
活

動
に

つ
い

て
記

載
し

て
下

さ
い

。
な

お
、

基
本

的
に

個
別

の
大

学
で

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
共

同
で

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
関

連
大

学
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

く
だ

さ
い

。
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大
学

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
詳

細
東

京
大

学
1
. 
ア

ジ
ア

の
大

学
（
タ

イ
、

台
湾

、
韓

国
）
と

の
単

位
互

換
を

伴
う

教
育

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

積
極

的
に

行
っ

て
い

る
。

2
. 
タ

イ
カ

セ
サ

ー
ト

大
学

と
の

連
携

を
中

心
に

し
た

世
界

展
開

力
強

化
事

業
を

北
大

、
酪

農
大

と
協

働
し

て
実

施
し

た
。

3
. 
世

界
展

開
力

強
化

事
業

の
終

了
後

も
連

携
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
継

続
し

て
い

る
。

4
. 
関

東
4
獣

医
大

学
間

連
携

事
業

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
ve

t4
U

）
を

日
大

、
麻

布
大

、
日

獣
大

と
協

働
し

て
実

施
し

た
。

1
. 
ア

ジ
ア

の
各

大
学

と
の

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
大

動
物

臨
床

学
、

伴
侶

動
物

臨
床

学
、

野
生

動
物

臨
床

学
、

公
衆

衛
生

学
な

ど
多

岐
の

内
容

で
構

成
さ

れ
る

。

2
. 
文

部
科

学
省

大
学

間
連

携
共

同
教

育
推

進
事

業
と

し
て

、
日

大
、

麻
布

大
、

日
獣

大
と

協
働

し
た

４
獣

医
系

大
学

に
よ

る
「
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

を
担

う
次

世
代

型
獣

医
系

大
学

教
育

機
構

の
開

発
」
（
ve

t4
U

）
事

業
を

実
施

し
た

（
平

成
2
4
~2

8
年

度
）
。

岐
阜

大
学

（
１

）
教

養
基

礎
力

養
成

演
習

（
１

年
次

）
（
２

）
公

衆
・
家

畜
衛

生
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
実

習
（
５

年
次

）
（
３

）
大

学
教

育
導

入
演

習
I（

１
年

次
）
、

大
学

教
育

導
入

演
習

II（
２

年
次

）

（
１

）
学

生
を

少
人

数
（
５

〜
６

人
）
の

班
に

分
け

、
倫

理
、

レ
ポ

ー
ト

日
本

語
教

育
、

プ
レ

ゼ
ン

に
つ

い
て

、
個

別
教

育
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
動

物
実

験
に

関
わ

る
倫

理
福

祉
に

つ
い

て
の

演
習

も
実

施
し

て
い

る
。

（
２

）
国

や
地

方
自

治
体

の
職

場
で

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

必
修

と
し

て
い

る
。

公
務

員
の

職
場

を
体

験
学

習
し

、
ま

な
び

や
将

来
の

進
路

に
向

け
て

の
動

機
付

け
と

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
（
３

）
大

学
教

育
導

入
演

習
Iで

は
鳥

取
に

、
大

学
教

育
導

入
演

習
II（

２
年

次
）
で

は
岐

阜
に

両
大

学
の

学
生

が
集

合
し

て
実

施
し

て
い

る
。

低
学

年
の

学
生

に
対

し
、

獣
医

学
の

多
様

性
を

学
ば

せ
（
畜

産
試

験
場

、
J
R

A
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
の

見
学

な
ど

）
、

学
生

同
士

の
交

流
を

図
る

こ
と

も
目

的
と

し
て

い
る

。

鳥
取

大
学

・
大

学
教

育
導

入
演

習
Ⅰ

・
Ⅱ

・
教

養
基

礎
力

養
成

演
習

・
公

衆
・
家

畜
衛

生
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
実

習
・
卒

論
研

究
プ

レ
ゼ

ン
演

習
・
国

際
獣

医
事

英
語

講
読

・
学

生
移

動
に

よ
り

鳥
取

大
・
岐

阜
大

学
生

が
一

同
に

会
す

る
授

業
（
共

同
で

の
取

り
組

み
）

・
高

大
転

換
・
必

修
科

目
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

・
遠

隔
教

育
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

鳥
取

大
・
岐

阜
大

合
同

の
卒

論
発

表
会

（
共

同
で

の
取

り
組

み
）

・
O

IE
ミ

ニ
マ

ム
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

の
講

読
、

所
属

研
究

室
と

異
な

る
分

野
の

英
文

資
料

の
講

読
に

よ
る

国
際

性
の

涵
養

大
阪

府
立

大
学

①
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ

②
ア

ド
バ

ン
ス

科
目

③
成

績
評

価
と

単
位

認
定

④
副

専
攻

①
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

学
外

特
別

実
習

と
し

て
単

位
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

3
年

生
以

降
の

全
学

年
で

、
常

時
受

講
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

②
ア

ド
バ

ン
ス

科
目

は
職

域
別

選
択

科
目

と
し

て
5
年

次
に

実
施

し
、

学
外

特
別

実
習

と
共

に
卒

業
後

の
職

業
選

択
の

た
め

に
役

立
っ

て
い

る
。

③
成

績
評

価
と

単
位

認
定

は
大

学
の

規
定

通
り

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。
学

生
に

も
周

知
し

て
お

り
、

異
議

申
し

立
て

制
度

も
整

備
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

基
準

を
満

た
し

て
い

る
。

成
績

評
価

は
半

期
毎

に
学

生
だ

け
で

な
く
、

保
証

人
に

も
送

付
し

て
い

る
。

④
同

じ
学

域
の

応
用

生
命

科
学

類
、

植
物

バ
イ

オ
サ

イ
エ

ン
ス

課
程

と
共

同
で

実
施

し
て

い
る

「
食

生
産

科
学

副
専

攻
」

で
、

「
消

費
者

ま
で

の
流

通
・
加

工
ル

ー
ト

」
や

「
動

物
、

植
物

の
特

性
の

特
異

点
や

類
似

点
」
な

ど
に

関
す

る
講

義
、

実
習

を
行

な
い

、
植

物
生

産
サ

イ
ド

と
動

物
生

産
サ

イ
ド

の
両

方
か

ら
食

の
安

全
・
安

心
を

検
証

で
き

る
人

材
の

育
成

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
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大
学

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
詳

細
文

部
科

学
省

・
国

立
大

学
改

革
強

化
推

進
補

助
事

業
「
国

立
獣

医
系

４
大

学
群

に
よ

る
欧

米
水

準
の

獣
医

学
教

育
実

施
に

向
け

た
連

携
体

制
の

構
築

」
（
平

成
2
4
～

2
9
年

度
）

（
代

表
）
帯

広
畜

産
大

学
（
連

携
）
北

海
道

大
学

・
山

口
大

学
・
鹿

児
島

大
学

本
事

業
は

，
獣

医
学

の
共

同
教

育
を

実
施

す
る

国
立

大
学

４
校

が
，

欧
州

認
証

を
指

標
と

し
て

国
際

水
準

化
を

達
成

し
，

国
際

通
用

力
の

あ
る

獣
医

師
の

養
成

及
び

我
が

国
の

獣
医

学
教

育
の

水
準

向
上

を
図

る
連

携
事

業
で

あ
る

。
各

大
学

の
強

み
・
特

色
を

生
か

し
た

教
育

コ
ン

テ
ン

ツ
作

成
，

実
務

教
育

の
拠

点
形

成
な

ど
，

教
育

環
境

の
改

善
を

実
施

し
，

2
0
2
0
年

度
ま

で
に

欧
州

獣
医

学
教

育
認

証
を

取
得

す
る

こ
と

で
，

我
が

国
の

獣
医

学
教

育
の

国
際

水
準

化
を

国
内

外
へ

示
す

ほ
か

，
認

証
取

得
過

程
で

得
た

知
見

を
も

と
に

，
ア

ジ
ア

に
お

け
る

獣
医

学
教

育
の

高
度

化
，

評
価

基
準

の
構

築
を

牽
引

す
る

も
の

で
あ

る
。

本
補

助
事

業
で

実
施

目
標

と
し

て
具

体
的

に
設

定
し

た
，

A
A

A
L
A

C
認

証
取

得
と

E
A

E
V

E
認

証
取

得
は

ど
ち

ら
も

達
成

し
た

。

山
口

大
学

・
機

能
強

化
経

費
「
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
に

お
け

る
国

際
的

獣
医

学
教

育
研

究
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

構
築

」
（
平

成
3
0
～

令
和

3
年

度
）

本
学

重
点

拠
点

国
の

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

は
，

家
畜

生
産

性
の

向
上

や
人

獣
共

通
感

染
症

征
圧

な
ど

重
要

課
題

解
決

の
た

め
多

く
の

獣
医

師
を

必
要

と
し

て
お

り
，

そ
の

教
育

を
担

う
獣

医
学

教
育

研
究

者
の

育
成

が
緊

喫
の

課
題

で
あ

る
。

本
取

組
で

は
，

平
成

3
0
年

度
新

設
の

共
同

獣
医

学
研

究
科

と
連

携
し

，
E
A

E
V

E
認

証
取

得
へ

の
取

り
組

み
で

培
っ

た
国

際
的

獣
医

学
教

育
を

元
に

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

に
お

け
る

獣
医

学
教

育
研

究
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

構
築

し
，

ア
ジ

ア
獣

医
学

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

標
準

化
へ

と
展

開
す

る
。

文
部

科
学

省
・
国

立
大

学
改

革
強

化
推

進
補

助
事

業
「
国

立
獣

医
系

４
大

学
群

に
よ

る
欧

米
水

準
の

獣
医

学
教

育
実

施
に

向
け

た
連

携
体

制
の

構
築

」
（
平

成
2
4
～

2
9
年

度
）

（
山

口
大

学
の

記
載

に
加

え
て

）
当

初
計

画
か

ら
1
年

前
倒

し
で

欧
州

獣
医

学
教

育
機

関
協

会
に

よ
る

公
式

最
終

審
査

を
受

審
し

、
ア

ジ
ア

の
獣

医
系

大
学

と
し

て
初

の
『
完

全
認

証
』
を

取
得

し
た

。
こ

れ
に

先
だ

っ
て

、
大

学
基

準
協

会
が

行
う

獣
医

学
分

野
に

お
け

る
国

内
の

第
三

者
評

価
を

受
審

し
、

共
同

教
育

課
程

と
し

て
初

の
獣

医
学

教
育

認
証

を
取

得
し

、
我

が
国

初
の

『
共

同
学

部
』
に

お
け

る
教

育
の

質
保

証
が

社
会

に
初

め
て

公
表

さ
れ

た
。

獣
医

学
の

教
育

研
究

に
供

さ
れ

る
実

験
動

物
の

福
祉

に
配

慮
さ

れ
た

飼
育

管
理

に
つ

い
て

も
、

適
正

で
あ

る
こ

と
の

国
際

的
な

認
証

評
価

（
国

際
実

験
動

物
管

理
公

認
協

会
に

よ
る

完
全

認
証

）
を

受
け

て
い

る
。

鹿
児

島
大

学
・
機

能
強

化
経

費
「
世

界
水

準
の

獣
医

学
教

育
研

究
拠

点
を

基
軸

と
し

た
畜

産
地

・
食

料
基

地
と

し
て

の
南

九
州

の
地

域
活

性
化

に
資

す
る

人
材

育
成

」
（
平

成
2
8
～

令
和

3
年

度
）

世
界

水
準

の
獣

医
学

教
育

認
証

取
得

に
向

け
て

構
築

・
整

備
し

た
教

育
研

究
組

織
及

び
施

設
を

拠
点

に
、

自
治

体
、

Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ

Ｉ連
鹿

児
島

、
獣

医
師

会
、

海
外

教
育

機
関

と
の

連
携

を
深

化
さ

せ
、

畜
産

地
・
食

料
基

地
と

し
て

の
南

九
州

の
地

域
振

興
に

国
際

的
な

視
野

を
も

っ
て

活
躍

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

。
具

体
的

な
一

例
と

し
て

、
鹿

児
島

県
大

崎
町

に
大

隅
産

業
動

物
診

療
研

修
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
て

N
O

S
A

Iと
の

連
携

を
充

実
さ

せ
、

産
業

動
物

フ
ィ

ー
ル

ド
診

療
実

習
と

地
域

の
畜

産
獣

医
療

関
連

技
術

者
研

修
の

拠
点

形
成

を
め

ざ
し

て
い

る
。

鹿
児

島
大

学
・
機

能
強

化
経

費
「
共

同
獣

医
学

研
究

科
に

お
け

る
、

欧
米

水
準

の
獣

医
学

士
課

程
教

育
を

補
い

強
化

す
る

先
進

的
大

学
院

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

創
出

と
実

践
」

（
平

成
3
0
～

令
和

3
年

度
）

鹿
児

島
大

学
大

学
院

共
同

獣
医

学
研

究
科

を
設

置
し

、
研

究
フ

ィ
ー

ル
ド

の
拠

点
化

と
共

有
、

授
業

の
相

互
補

完
に

よ
る

大
学

院
教

育
研

究
の

高
度

化
を

推
進

す
る

。
生

命
と

研
究

に
対

す
る

高
い

倫
理

観
を

以
っ

て
世

界
先

端
的

な
獣

医
学

研
究

に
取

り
組

む
獣

医
学

研
究

者
、

あ
る

い
は

多
様

な
獣

医
学

的
課

題
解

決
に

求
め

ら
れ

る
先

進
的

な
知

識
・
技

能
・

実
務

経
験

を
備

え
た

高
度

専
門

家
・
獣

医
療

人
を

養
成

し
、

地
域

か
ら

国
際

社
会

に
お

い
て

活
躍

で
き

る
人

材
を

幅
広

く
養

成
す

る
。

大
学

院
に

お
け

る
研

究
分

野
の

先
進

化
・
拠

点
化

推
進

、
実

践
的

教
育

シ
ス

テ
ム

（
英

語
教

育
、

授
業

実
質

化
、

専
門

医
教

育
）
の

構
築

、
地

域
及

び
国

内
外

の
獣

医
学

関
係

機
関

と
の

連
携

推
進

、
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

鹿
児

島
大

学

山
口

大
学
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大
学

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
詳

細
宮

崎
大

学
成

長
分

野
等

に
お

け
る

中
核

的
専

門
人

材
養

成
等

の
戦

略
的

推
進

事
業

宮
崎

産
業

動
物

教
育

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
の

下
、

本
職

域
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

設
け

、
畜

産
指

導
者

、
産

業
動

物
獣

医
師

、
家

畜
防

疫
員

、
食

肉
検

査
員

な
ど

を
対

象
と

し
た

各
種

研
修

会
を

実
施

し
、

そ
れ

ら
を

体
系

的
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

取
り

ま
と

め
、

モ
デ

ル
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

構
築

す
る

こ
と

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

日
本

学
術

振
興

会
（
J
S
P
S
）
研

究
拠

点
形

成
事

業
「
ハ

ブ
拠

点
と

の
連

携
に

よ
る

東
南

ア
ジ

ア
地

域
の

畜
産

の
生

産
性

向
上

と
産

業
動

物
防

疫
体

制
の

強
化

」

産
業

動
物

防
疫

リ
サ

ー
チ

セ
ン

タ
ー

（
C

A
D

IC
）
と

獣
医

学
科

が
協

働
し

、
J
S
P
S
研

究
拠

点
形

成
事

業
が

採
択

さ
れ

た
。

宮
崎

大
学

を
産

業
動

物
防

疫
の

日
本

側
拠

点
と

し
て

位
置

づ
け

、
東

南
ア

ジ
ア

地
域

の
リ

ー
ダ

ー
国

で
あ

る
タ

イ
と

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

の
獣

医
系

主
要

教
育

研
究

機
関

と
連

携
し

、
口

蹄
疫

や
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
を

含
む

重
要

家
畜

伝
染

病
の

発
生

・
伝

播
疫

学
や

防
疫

対
策

を
実

施
し

た
。

さ
ら

に
、

食
肉

の
安

全
性

確
保

を
テ

ー
マ

に
、

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
共

同
調

査
研

究
及

び
研

修
教

育
事

業
を

柱
と

し
た

産
業

動
物

防
疫

拠
点

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
を

開
始

し
た

。
平

成
2
9
年

度
に

C
A

D
IC

の
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
ラ

ボ
を

タ
イ

・
チ

ュ
ラ

ロ
ン

コ
ン

大
学

に
開

設
し

、
平

成
3
0
年

度
は

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
・
ボ

ゴ
ー

ル
農

科
大

学
IP

B
に

も
同

様
に

ラ
ボ

を
開

設
し

た
。

ま
た

、
同

ラ
ボ

に
設

置
し

た
機

器
の

取
扱

い
や

デ
ー

タ
の

解
析

法
を

習
得

す
る

た
め

、
タ

イ
及

び
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
の

若
手

研
究

者
を

招
聘

し
、

機
器

の
有

効
活

用
を

促
進

及
び

人
材

育
成

の
推

進
を

図
っ

た
。

国
際

科
学

技
術

共
同

研
究

推
進

事
業

：
地

球
規

模
課

題
対

応
国

際
科

学
技

術
協

力
プ

ロ
グ

ラ
ム

産
業

動
物

防
疫

リ
サ

ー
チ

セ
ン

タ
ー

（
C

A
D

IC
）
と

獣
医

学
科

が
協

働
し

、
J
S
T
が

公
募

し
た

国
際

科
学

技
術

共
同

研
究

推
進

事
業

：
地

球
規

模
課

題
対

応
国

際
科

学
技

術
協

力
プ

ロ
グ

ラ
ム

(S
c
ie

n
c
e
 a

n
d 

T
e
c
h
n
o
lo

gy
 R

e
se

ar
c
h

P
ar

tn
e
rs

h
ip

 f
o
r 

S
u
st

ai
n
ab

le
 D

e
ve

lo
pm

e
n
t;
 S

A
T
R

E
P
S
)が

採
択

さ
れ

た
。

タ
イ

国
内

の
防

疫
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

参
加

機
関

（
畜

産
開

発
局

、
チ

ュ
ラ

ロ
ン

コ
ン

大
学

、
マ

ヒ
ド

ン
大

学
、

チ
ェ

ン
マ

イ
大

学
）
及

び
国

内
防

疫
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

参
加

機
関

（
東

京
農

工
大

学
農

学
部

附
属

国
際

家
畜

感
染

症
防

疫
研

究
教

育
セ

ン
タ

ー
）
と

の
共

同
研

究
を

通
じ

て
、

我
が

国
で

は
取

り
扱

い
が

困
難

な
口

蹄
疫

を
含

む
海

外
悪

性
伝

染
病

の
診

断
・
予

防
や

食
肉

の
安

全
性

確
保

に
関

す
る

先
端

的
研

究
を

実
践

的
に

展
開

し
、

持
続

的
畜

産
資

源
確

保
に

貢
献

す
る

た
め

の
研

究
を

開
始

し
た

。
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宮
崎

大
学

(つ
づ

き
)

文
科

省
機

能
強

化
経

費
「
教

育
基

盤
強

化
に

よ
る

産
業

動
物

防
疫

の
地

域
・
国

際
教

育
拠

点
の

創
成

と
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

事
業

」

産
業

動
物

防
疫

リ
サ

ー
チ

セ
ン

タ
ー

（
C

A
D

IC
）
と

獣
医

学
科

が
協

働
し

、
グ

ロ
ー

バ
ル

動
物

感
染

症
防

疫
専

門
家

育
成

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

企
画

し
た

。
・
危

機
管

理
コ

ー
ス

ワ
ー

ク
、

国
際

防
疫

コ
ー

ス
ワ

ー
ク

、
防

疫
対

策
コ

ー
ス

ワ
ー

ク
、

検
疫

・
診

断
学

コ
ー

ス
ワ

ー
ク

、
海

外
実

地
研

修
コ

ー
ス

ワ
ー

ク
な

ど
を

学
部

学
生

、
留

学
生

を
含

む
大

学
院

生
、

社
会

人
に

開
講

し
た

。
本

コ
ー

ス
ワ

ー
ク

は
、

社
会

人
獣

医
師

へ
の

卒
後

教
育

の
場

に
な

る
と

と
も

に
、

宮
崎

県
の

家
畜

防
疫

・
公

衆
衛

生
の

向
上

に
も

寄
与

し
て

い
る

。
・
高

度
外

国
人

材
に

よ
る

講
義

内
容

の
ビ

ジ
ュ

ア
ル

教
材

（
E
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

）
は

、
こ

れ
ま

で
教

材
ス

ト
ッ

ク
の

充
実

化
に

力
を

入
れ

て
い

た
段

階
か

ら
教

材
活

用
の

段
階

へ
の

ス
テ

ッ
プ

を
踏

み
出

し
た

。
具

体
的

に
は

、
一

部
の

教
材

に
7
2
個

の
ク

イ
ズ

を
追

加
し

、
理

解
度

チ
ェ

ッ
ク

・
英

語
リ

ス
ニ

ン
グ

の
チ

ェ
ッ

ク
が

学
生

自
身

で
行

な
え

る
よ

う
に

し
た

。
・
学

部
生

と
大

学
院

生
を

対
象

に
、

感
染

症
学

の
モ

デ
ル

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
実

施
す

る
た

め
、

感
染

症
教

育
・
研

究
に

関
わ

る
獣

医
学

科
5
研

究
室

と
C

A
D

IC
が

、
研

究
室

の
枠

を
越

え
て

合
同

教
育

を
行

っ
た

。
発

表
者

が
研

究
内

容
や

発
表

ス
キ

ル
に

関
す

る
助

言
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

教
員

を
含

む
参

加
者

全
員

に
よ

る
評

価
を

発
表

者
本

人
と

そ
の

指
導

教
員

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
た

。
学

部
学

生
に

は
発

表
ス

ラ
イ

ド
を

英
語

で
作

成
す

る
こ

と
を

全
員

に
義

務
付

け
、

ま
た

す
べ

て
の

大
学

院
生

に
英

語
に

よ
る

発
表

を
義

務
付

け
た

。
こ

れ
ら

の
取

組
に

よ
り

、
基

礎
学

力
の

向
上

に
加

え
、

知
識

の
応

用
力

や
科

学
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
の

向
上

と
国

際
感

覚
の

涵
養

に
つ

な
が

っ
た

。
・
毎

年
度

、
短

期
留

学
希

望
者

に
は

外
国

人
講

師
に

よ
る

英
会

話
研

修
コ

ー
ス

を
本

学
語

学
教

育
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
て

開
講

し
、

留
学

資
金

一
部

補
助

制
度

を
制

定
し

、
学

部
学

生
を

本
学

協
定

校
へ

短
期

間
（
1
か

月
）
派

遣
し

た
。

J
S
T
「
さ

く
ら

サ
イ

エ
ン

ス
プ

ラ
ン

」
産

業
動

物
防

疫
リ

サ
ー

チ
セ

ン
タ

ー
（
C

A
D

IC
）
と

獣
医

学
科

が
協

働
し

、
タ

イ
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

、
中

国
の

大
学

、
研

究
機

関
か

ら
延

べ
6
0
名

の
若

手
研

究
者

及
び

学
生

を
受

け
入

れ
、

研
究

者
間

の
交

流
を

通
じ

て
優

秀
な

研
究

者
の

発
掘

に
努

め
た

。

文
部

科
学

省
「
先

端
研

究
基

盤
共

用
促

進
事

業
（
新

た
な

共
用

シ
ス

テ
ム

の
導

入
・
運

営
）
」

宮
崎

大
学

に
お

け
る

全
学

的
な

設
備

共
同

利
用

体
制

を
構

築
す

る
取

り
組

み
の

一
環

と
し

て
、

産
業

動
物

防
疫

リ
サ

ー
チ

セ
ン

タ
ー

（
C

A
D

IC
）
は

全
学

的
な

共
用

シ
ス

テ
ム

に
参

画
し

、
戦

略
的

に
共

用
機

器
の

取
扱

に
精

通
し

た
人

材
の

育
成

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
本

セ
ン

タ
ー

の
強

み
で

あ
る

国
際

共
同

研
究

及
び

地
域

連
携

型
研

究
を

拡
充

し
、

海
外

・
他

機
関

か
ら

の
研

究
者

受
け

入
れ

の
充

実
、

世
界

水
準

の
重

点
領

域
研

究
の

推
進

、
教

育
研

究
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

の
基

盤
を

強
化

し
た

。

北
海

道
大

学
人

獣
共

通
感

染
症

リ
サ

ー
チ

セ
ン

タ
ー

特
定

共
同

研
究

産
業

動
物

防
疫

リ
サ

ー
チ

セ
ン

タ
ー

（
C

A
D

IC
）
と

獣
医

学
科

が
協

働
し

、
感

染
症

防
疫

を
効

果
的

に
実

施
、

統
括

で
き

る
人

材
育

成
を

目
的

と
し

た
高

度
か

つ
実

践
的

な
感

染
症

教
育

と
、

本
学

が
有

す
る

国
内

外
の

協
定

機
関

と
の

連
携

体
制

を
活

用
し

た
産

業
動

物
感

染
症

制
御

研
究

に
取

り
組

み
、

zo
o
n
o
si

s制
御

に
応

用
で

き
る

動
物

の
感

染
症

制
御

の
教

育
・
研

究
基

盤
強

化
事

業
を

展
開

し
た

。

獣
医

学
科

と
医

学
科

が
協

働
し

た
教

育
・
研

究
体

制
本

学
が

全
国

で
唯

一
の

医
学

獣
医

学
総

合
研

究
科

を
有

し
て

い
る

と
い

う
強

み
を

活
か

し
、

獣
医

学
科

と
医

学
科

の
感

染
症

関
連

科
目

に
対

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
教

員
の

相
互

乗
り

入
れ

方
式

に
よ

る
講

義
を

実
施

し
た

。
さ

ら
に

、
「
医

学
獣

医
学

感
染

症
研

究
会

」
並

び
に

「
宮

崎
O

n
e
 h

e
al

th
研

究
会

」
を

立
ち

上
げ

、
「
医

学
獣

医
学

合
同

O
n
e
 H

e
al

th
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
と

題
し

た
O

n
e
 H

e
al

th
概

念
普

及
の

た
め

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

を
開

催
し

た
。

こ
れ

ら
の

取
組

み
に

よ
り

、
人

獣
共

通
感

染
症

制
御

の
た

め
の

O
n
e
 H

e
al

th
ア

プ
ロ

ー
チ

を
医

学
部

と
共

有
し

、
宮

崎
県

を
中

心
に

問
題

と
な

っ
て

る
重

症
熱

性
血

小
板

減
少

症
候

群
（
S
F
T
S
）
等

の
人

獣
共

通
感

染
症

に
つ

い
て

、
医

学
・
獣

医
学

両
分

野
に

よ
る

共
同

研
究

の
推

進
に

つ
な

げ
た

。
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宮
崎

大
学

(つ
づ

き
)

「
産

業
動

物
防

疫
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

」
の

設
立

産
業

動
物

防
疫

リ
サ

ー
チ

セ
ン

タ
ー

（
C

A
D

IC
）
と

獣
医

学
科

が
協

働
し

、
感

染
症

研
究

に
携

わ
る

組
織

セ
ン

タ
ー

を
有

す
る

６
つ

の
国

立
大

学
と

の
連

携
に

よ
り

、
「
産

業
動

物
防

疫
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

」
を

設
立

し
、

複
雑

化
す

る
家

畜
感

染
症

の
防

疫
の

た
め

、
異

分
野

融
合

に
よ

る
防

疫
研

究
体

制
の

構
築

を
図

っ
た

。
【
参

加
機

関
】

・
宮

崎
大

学
 産

業
動

物
防

疫
リ

サ
ー

チ
セ

ン
タ

ー
（
事

務
局

）
・
東

京
農

工
大

学
 農

学
部

附
属

国
際

家
畜

感
染

症
防

疫
研

究
教

育
セ

ン
タ

ー
・
鳥

取
大

学
 農

学
部

附
属

鳥
由

来
人

獣
共

通
感

染
症

疫
学

研
究

セ
ン

タ
ー

・
鹿

児
島

大
学

 共
同

獣
医

学
部

附
属

越
境

性
動

物
疾

病
制

御
研

究
セ

ン
タ

ー
・
岐

阜
大

学
家

畜
衛

生
地

域
連

携
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
・
麻

布
大

学
附

属
動

物
病

院
産

業
動

物
診

療
部

門
・
北

海
道

大
学

大
学

院
獣

医
学

研
究

院
獣

医
学

部
門

病
原

制
御

学
分

野
寄

生
虫

学
教

室
本

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
で

は
、

産
業

動
物

防
疫

の
オ

ー
ル

ジ
ャ

パ
ン

体
制

構
築

の
下

、
情

報
共

有
と

共
同

教
育

・
研

究
の

推
進

及
び

有
事

の
際

の
感

染
症

制
御

と
防

疫
に

対
応

す
る

学
術

的
・
人

的
貢

献
を

目
指

し
、

次
の

連
携

を
図

っ
た

。
①

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
の

設
置

に
併

せ
た

キ
ッ

ク
オ

フ
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

②
共

同
研

究
に

向
け

た
競

争
的

資
金

の
獲

得
を

目
指

し
、

連
携

４
機

関
（
本

学
代

表
）
で

文
部

科
学

省
科

学
研

究
費

の
基

盤
研

究
A

に
申

請
、

さ
ら

に
、

東
京

農
工

大
学

と
共

同
で

科
学

技
術

振
興

機
構

（
J
S
T
）
の

「
S
A

T
R

E
P
S
」
へ

申
請

し
採

択
さ

れ
た

。
③

共
同

教
育

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
、

感
染

症
サ

イ
エ

ン
ス

キ
ャ

ン
プ

2
0
1
8
、

2
0
1
9
を

開
催

。
同

キ
ャ

ン
プ

で
は

、
各

種
参

加
型

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

セ
ミ

ナ
ー

を
３

日
間

に
亘

り
実

施
し

、
学

生
や

講
師

と
の

交
流

を
通

し
て

、
広

域
動

物
感

染
症

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

る
相

互
教

育
体

制
の

構
築

を
推

進
し

て
い

る
。

④
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

参
加

機
関

に
よ

る
共

同
研

究
と

し
て

、
次

世
代

シ
ー

ク
エ

ン
サ

ー
を

用
い

た
牛

腸
管

内
に

生
息

す
る

未
知

ウ
イ

ル
ス

の
探

索
を

開
始

し
た

。
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大
学

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
詳

細
酪

農
学

園
大

学
病

院
実

習
専

修
コ

ー
ス

衛
生

環
境

学
特

論

病
院

実
習

専
修

コ
ー

ス
（
5
年

生
）
：
オ

ホ
ー

ツ
ク

地
域

(N
O

S
A

I, 
自

治
体

、
農

協
）
と

の
包

括
連

携
協

定
に

基
づ

き
年

間
約

4
0
名

の
学

生
が

現
地

で
１

週
間

の
産

業
動

物
実

習
に

参
加

衛
生

環
境

学
特

論
（
5
年

生
）
：
衛

生
環

境
分

野
に

所
属

す
る

3
0
名

が
、

近
隣

の
食

肉
衛

生
検

査
事

務
所

で
、

生
体

検
査

の
実

習
に

参
加

北
里

大
学

１
）
海

外
夏

季
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

２
）
先

端
核

医
学

獣
医

療

３
）
予

防
獣

医
学

系
（
微

生
物

系
）
科

目
の

教
育

・
研

究
の

充
実

４
）
卒

論
研

究
の

充
実

１
）
提

携
す

る
米

国
3
大

学
と

タ
イ

王
国

に
獣

医
学

科
5
年

生
を

夏
休

み
に

2
週

間
派

遣
し

、
基

礎
・
応

用
・
臨

床
研

修
の

み
な

ら
ず

文
化

を
学

ば
せ

て
い

る
２

）
わ

が
国

唯
一

の
核

医
学

獣
医

療
に

よ
る

先
端

の
腫

瘍
診

断
・
治

療
と

教
育

を
実

践
し

て
い

る
３

）
北

里
研

究
所

を
ル

ー
ツ

と
す

る
特

色
の

あ
る

予
防

獣
医

学
系

（
微

生
物

系
）
科

目
の

教
育

と
研

究
を

行
っ

て
い

る

４
）
原

則
単

著
で

の
卒

業
論

文
の

提
出

と
発

表
会

で
の

発
表

を
課

し
て

お
り

、
充

実
し

た
内

容
の

卒
論

教
育

を
行

っ
て

い
る

日
本

大
学

小
動

物
の

消
化

器
、

神
経

、
運

動
器

疾
患

対
す

る
再

生
医

療
。

小
動

物
の

腫
瘍

に
対

す
る

抗
腫

瘍
治

療
。

肝
臓

疾
患

や
脊

髄
損

傷
に

治
し

て
、

脱
分

化
脂

肪
細

胞
を

利
用

す
る

再
生

医
療

の
た

め
の

基
礎

研
究

と
し

て
、

分
化

誘
導

の
確

立
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

脊
髄

損
傷

に
対

し
て

は
、

骨
髄

幹
細

胞
、

鼻
粘

膜
細

胞
も

同
様

に
、

分
化

誘
導

の
確

率
、

組
織

へ
の

定
着

性
な

ど
の

基
礎

研
究

な
ら

び
に

臨
床

例
へ

の
施

行
を

始
め

て
い

る
。

イ
ヌ

悪
性

黒
色

腫
に

対
し

て
、

E
R

K
5
経

路
の

活
性

化
制

御
に

よ
る

抗
腫

瘍
治

療
の

開
発

を
行

っ
て

い
る

。

日
本

獣
医

生
命

科
学

大
学

1
. 
特

色
あ

る
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
2
0
1
8
年

開
始

）

2
. 
ニ

チ
ジ

ュ
ウ

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

（
2
0
1
8
年

開
始

）

3
. 
若

手
研

究
者

支
援

経
費

（
2
0
1
1
年

開
始

）

4
. 
科

研
費

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
（
2
0
1
9
年

開
始

）

5
. 
海

外
研

修
経

費
補

助
金

（
2
0
0
7
年

開
始

）

6
. 
大

学
間

連
携

等
に

よ
る

共
同

研
究

(2
0
1
9
年

開
始

)

7
. 
梅

野
信

吉
賞

（
2
0
0
7
年

開
始

）
本

学
に

在
籍

す
る

専
任

教
員

の
う

ち
若

手
研

究
者

（
ポ

ス
ト

ド
ク

タ
ー

を
含

む
、

た
だ

し
教

授
は

除
く
）
の

奨
励

を
目

的
と

し
、

顕
著

な
研

究
業

績
を

あ
げ

本
学

の
栄

誉
に

貢
献

し
た

教
員

を
顕

彰
す

る
学

術
賞

。

1
. 
O

n
e
 H

e
al

th
の

理
念

に
基

づ
き

、
「
生

命
・
食

・
環

境
」
を

つ
な

ぐ
研

究
拠

点
と

し
て

動
物

と
人

を
つ

な
ぎ

、
都

市
と

地
方

を
つ

な
ぐ

獣
医

・
生

命
科

学
の

情
報

を
発

信
し

、
人

と
動

物
が

安
心

で
き

る
暮

ら
し

を
実

現
す

る
こ

と
を

目
指

し
、

生
命

、
食

、
環

境
の

3
つ

の
分

野
で

本
学

の
特

色
を

表
す

研
究

テ
ー

マ
を

支
援

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

。
2
. 
日

々
行

わ
れ

て
い

る
様

々
な

分
野

の
研

究
を

一
堂

に
会

し
、

近
年

の
本

学
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

発
表

し
、

学
内

の
研

究
を

推
進

す
る

教
職

学
協

働
の

学
内

イ
ベ

ン
ト

。
3
. 
科

研
費

に
応

募
し

た
研

究
課

題
の

う
ち

、
不

採
択

と
な

っ
た

研
究

課
題

を
単

独
で

遂
行

す
る

本
学

専
任

教
員

の
う

ち
、

講
師

、
助

教
及

び
助

手
の

研
究

活
動

を
支

援
し

、
若

手
研

究
者

の
育

成
と

研
究

活
動

の
活

性
化

を
図

る
事

業
。

4
.科

研
費

申
請

の
増

加
を

促
す

支
援

と
し

て
、

科
研

費
新

規
・
継

続
採

択
者

へ
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
付

与
し

、
外

部
資

金
の

調
達

策
推

進
、

並
び

に
研

究
の

質
向

上
を

推
進

す
る

事
業

。
5
.本

学
の

教
育

・
研

究
の

向
上

に
資

す
る

目
的

を
も

っ
て

行
う

海
外

研
修

に
対

し
、

そ
の

経
費

の
全

額
又

は
一

部
を

本
学

の
教

育
研

究
経

費
よ

り
補

助
す

る
事

業
。

6
.大

学
間

に
お

け
る

協
定

が
目

的
と

す
る

両
大

学
の

共
同

研
究

を
推

進
す

る
た

め
、

共
同

研
究

の
所

要
経

費
を

補
助

す
る

事
業

。
7
. 
本

学
に

在
籍

す
る

専
任

教
員

の
う

ち
若

手
研

究
者

（
ポ

ス
ト

ド
ク

タ
ー

を
含

む
、

た
だ

し
教

授
は

除
く
）
の

奨
励

を
目

的
と

し
、

顕
著

な
研

究
業

績
を

あ
げ

本
学

の
栄

誉
に

貢
献

し
た

教
員

を
顕

彰
す

る
学

術
賞

。

88



大
学

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
詳

細
「
地

球
共

生
論

」
の

実
施

全
学

科
の

学
生

が
共

通
し

て
学

ぶ
麻

布
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
科

目
の

一
つ

て
あ

り
、

地
球

上
の

人
と

動
植

物
の

営
み

や
共

生
関

係
を

尊
重

し
、

持
続

さ
せ

る
知

恵
を

身
に

つ
け

、
そ

れ
ら

の
問

題
に

対
応

す
る

能
力

を
習

得
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

本
学

の
教

育
研

究
理

念
で

あ
る

「
地

球
共

生
系

～
人

と
動

物
と

環
境

の
共

生
を

め
ざ

し
て

～
」
に

基
づ

い
て

展
開

さ
れ

る
地

球
共

生
論

を
学

び
、

一
人

一
人

が
ど

の
よ

う
な

形
で

「
地

球
共

生
」
に

関
わ

る
こ

と
が

で
き

る
か

を
考

え
る

。

「
専

門
医

に
よ

る
獣

医
学

部
学

生
教

育
」
の

実
施

麻
布

大
学

で
は

こ
れ

ま
で

臨
床

教
員

の
質

向
上

を
最

大
限

高
め

る
た

め
積

極
的

に
国

内
外

の
専

門
医

資
格

を
有

す
る

人
材

を
確

保
し

、
獣

医
学

部
学

生
教

育
に

実
践

的
な

臨
床

技
術

の
教

育
を

提
供

し
て

き
て

い
る

。
参

加
型

臨
床

実
習

に
お

い
て

は
、

米
国

専
門

医
に

よ
る

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

フ
ァ

イ
ル

を
用

い
た

症
例

検
討

を
は

じ
め

、
ア

ジ
ア

専
門

医
に

よ
る

参
加

型
臨

床
実

習
指

導
、

外
科

専
門

医
に

よ
る

保
護

動
物

の
手

術
実

習
指

導
を

行
い

、
学

生
に

多
様

な
質

の
高

い
臨

床
教

育
を

実
践

す
る

。

さ
く
ら

サ
イ

エ
ン

ス
プ

ラ
ン

（
J
S
T
）

ア
ジ

ア
各

国
の

大
学

院
生

、
教

員
に

対
し

て
、

麻
布

大
学

教
員

が
中

心
と

な
り

、
感

染
症

や
病

理
診

断
な

ど
の

情
報

提
供

を
し

て
い

る
。

岡
山

理
科

大
学

・
斉

一
教

育
で

は
な

く
、

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

分
野

、
公

共
獣

医
事

分
野

、
医

獣
連

携
臨

床
分

野
の

３
分

野
に

分
け

て
専

門
教

育
を

行
う

こ
と

を
特

色
と

し
て

い
る

。
・
準

正
課

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

・
4
年

次
ま

で
は

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
主

体
と

す
る

共
通

の
教

科
を

受
講

す
る

が
、

５
，

６
年

次
に

は
、

学
生

は
3
分

野
に

分
か

れ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

科
目

群
か

ら
１

３
単

位
を

選
択

し
て

受
講

す
る

。
（
参

加
型

総
合

臨
床

実
習

は
共

通
）

・
準

正
課

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
授

業
な

ど
の

卒
業

要
件

に
含

ま
れ

る
正

課
教

育
と

関
連

し
た

内
容

で
、

学
生

の
主

体
性

が
重

視
さ

れ
た

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

あ
る

。
正

課
教

育
と

は
異

な
り

、
単

位
の

付
与

は
行

わ
な

い
が

、
正

課
の

教
育

の
内

容
を

補
強

す
る

意
味

合
い

も
あ

る
。

ま
た

、
サ

ー
ク

ル
活

動
な

ど
の

正
課

外
活

動
と

は
異

な
り

、
教

職
員

が
活

動
に

も
関

与
し

、
教

育
的

意
図

を
持

っ
た

支
援

を
受

け
る

こ
と

も
出

来
る

。
現

在
、

７
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
、

１
０

０
名

以
上

の
学

生
が

参
加

・
活

動
し

て
い

る
。

麻
布

大
学
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【２】附属動物病院・実習環境の改善状況概要 

 

1．診療概況 

 動物種別診療頭数については、多様な動物種の診療に学生が関わることが求められるが、

一部の大学を除き、診療の対象となる動物種に偏りがあることが明確になった。具体的には、

犬、猫などの伴侶動物の診療頭数は大学により差があるものの、概ね学生教育に十分な症例

数が確保されていると思われる一方、エキゾチック動物の診療頭数は少なく、牛、馬などの

産業動物については約１/３の大学で診療実績がほぼ０に等しく、エキゾチック動物ならび

に産業動物における診療頭数の確保が今後の課題であることが再認識された。 

 

2．病理解剖実施状況 

 現時点で教育に必要な病理解剖数について明確な基準が定められている状況にないため、

一概に解剖数が十分かどうかの判断はできないが、剖検数を単純に学生数で除した学生一

人当たりの剖検数を指標とすると、伴侶動物において多くの大学がこの基準を満たさず、剖

検数確保に向けた継続的取り組みが必要と思われる。一方、産業動物においても、一部の特

に畜産業のさかんな地域に立地する大学を除くと、剖検数は 20 頭未満であり、産業動物に

おいても剖検数の確保が今後の課題であることが明確となった。また、今回の調査ではどの

ような形式で病理解剖が行われているかについては情報を収集していないので判断できな

いが、病理学教室員など特定のメンバーだけで解剖が行われているのであれば、教室員以外

の学生がハンズオントレーニングの一環として主体的に剖検に関われるような形式に変え

ていく必要があると思われる。 

 

3．参加型臨床実習の規模と体制 

 参加型臨床実習の単位数については一部の大学を除いて概ね十分に実施されていると思

われる。診療スタッフについては、特任を含む教員数は最も少ない大学と最も多い大学では

約 3倍の差があり、大学間でばらつきがみられた。研修医数においても０から 30 と非常に

大きな差があり、教員一人当たりの動物看護師数の比は大学によって 0.2 から 0.8 であっ

た。また、サポートスタッフ数は多くの大学で２人以下であり、診療支援体制の充実が課題

として浮かび上がる結果となった。 

参加型臨床実習において学生が主体的に診療に関わるためには、一症例当たりの学生数

は少ない方が教育効果が高いと思われ、理想的には１であることが望ましいと考えられる。 

今回の調査では総じて伴侶動物の方が産業動物よりも一症例当たりの学生数が少ない傾向

が認められた。一部の大学を除いて伴侶動物一症例当たりの学生数は３人以下であり、伴侶

動物においては症例を用いた効果的な臨床教育が行われていると推測された。参加型臨床

実習において学生の実施内容を明確に記載したログブック等の活用については、多くの大

学で使用されており、かつての見学型臨床実習にくらべて学生が主体的に診療に関わるよ
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うに改善されたことが伺えた。 

 

4．診療施設 

 診療施設については、伴侶動物については概ね十分な施設が確保されていると考えられ

たのに対して、産業動物については一部の大学では診療施設が備わっておらず、大学内にお

ける産業動物の臨床教育に問題があると思われた。 

 

5．外部機関との連携 

 多くの大学で産業動物臨床において NOSAI を中心に外部機関との積極的な連携が行われ

ていた。食肉衛生実習においても多くの大学で食肉検査所と連携して行われていたが、今回

の調査ではその内容までは把握できていないので、今後、実習内容についても調査する必要

があると思われる。 

 

総括 

今回の調査により、参加型臨床実習に導入によって我が国の大学における臨床教育は改

善傾向にあると思われた。しかしながら、診療施設などのハード面のみならず、診療体制の

充実が急務の課題であることが判明した。また、診療対象となる動物に偏りがみられたこと

から、多様な動物種の診療を学生に経験させることが課題と思われた。さらに、病理解剖が

十分に行われていない現状が明らかとなったことから、各大学においては剖検数確保に向

けた継続的取り組みが求められる。 

今後はいわゆる Day one competency を明確に定めるなど、習得すべき知識、技能、態度

を明文化するとともに、学生の評価についても学生へのフィードバックを意識した評価シ

ステムの導入が必要になると思われる。 
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資料 2-1 各⼤学改善実施状況アンケート結果 
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獣医学教育改革工程フォローアップ調査（附属動物病院・実習環境の改善）

北海道大学

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

１．診療概況 動物種別診療頭数 牛 838 1,063 1,109 1,061 外来＋往診

馬 60 57 42 50 外来＋往診

豚 8 34 35 69 外来＋往診

鶏 0 1 0 8 外来＋往診

綿山羊 0 4 9 0 外来＋往診

犬猫 13,277 12,753 13,495 12,860 外来＋往診

その他 0 0 56 127 外来＋往診

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

２．病理解剖実施状況 病理解剖数 産業動物（牛、馬、豚、綿山羊） 13 15 12 6

伴侶動物（犬、猫） 20 21 23 34

その他 36 47 39 46

３．実習規模と実習体制 ①単位数（週数） 伴侶動物  8

産業動物  4

②診療スタッフ 教員（特任含む）

雇用獣医師（教員・研修医除く）

研修医

動物看護師

サポートスタッフ（清掃等） 清掃は外注で業者に依頼

受付・事務

その他（備考欄に具体的に記入）

③教員/学生比 伴侶動物一症例あたり

産業動物一症例あたり

④参加型臨床実習とし
て学生の実施内容を明
確に記載したログブッ
ク等の活用

⑤学生の評価方法 具体的に記載して下さい

４．診療施設 総面積（m2） 伴侶動物

総面積（m2） 産業動物

５．外部機関との連携 伴侶動物臨床 具体的に記載して下さい

産業動物臨床 具体的に記載して下さい

食肉衛生 具体的に記載して下さい

開業札幌夜間動物病院

NOSAI

トファーム、インターファーム、道食肉衛生

有・無（どちらかに○をして下さい）
従来の見学型から参加型になったことで、実習内容が具体的にどう変わったの
か記述して下さい。
ログブックに学生が実施・習得すべき内容を明記したことで、学生がより積極
的に実習に参加するようになった。

実習態度、ログブック記載項目の達成度、症例検討会のプレゼンなど

3,070 m2
※注：施設の概要がわかる資料を添付
して下さい。

993 (830+163) m2

14

0

5

放射線技師１

教員１：学生1-3

教員１：学生5-6

11

学内：8単位　　　学外：　0単位

学内：4単位　　　学外：　0単位

18

4
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獣医学教育改革工程フォローアップ調査（附属動物病院・実習環境の改善）

帯広畜産大学

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

１．診療概況 動物種別診療頭数 牛 1,904 6,626 4,882 5,094 外来＋往診

馬 502 1,275 1,518 1,389 外来＋往診

豚 2 1 2 10 外来＋往診

鶏 0 2 1 1 外来＋往診

綿山羊 4 104 50 752 外来＋往診

犬猫 5,498 4,234 4,825 4,937 外来＋往診

その他 30 312 303 1 外来＋往診

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

２．病理解剖実施状況 病理解剖数 産業動物（牛、馬、豚、綿山羊） 107 159 191 164

伴侶動物（犬、猫） 14 13 16 26

その他 78 203 73 282

３．実習規模と実習体制 ①単位数（週数） 伴侶動物  8

産業動物  4

②診療スタッフ 教員（特任含む）

雇用獣医師（教員・研修医除く）

研修医

動物看護師

サポートスタッフ（清掃等）

受付・事務

その他（備考欄に具体的に記入） 検査担当（血液検査）

③教員/学生比 伴侶動物一症例あたり グループサイズとして記載

産業動物一症例あたり

④参加型臨床実習とし
て学生の実施内容を明
確に記載したログブッ
ク等の活用

⑤学生の評価方法 具体的に記載して下さい

４．診療施設 総面積（m2） 伴侶動物

総面積（m2） 産業動物

５．外部機関との連携 伴侶動物臨床 具体的に記載して下さい

産業動物臨床 具体的に記載して下さい

食肉衛生 具体的に記載して下さい

北海道十勝総合振興局（シェルター動物）

NOSAI, 社台ホースクリニック、家畜保健
衛生所、農業高校、帯広動物園、教育連携
農家（牛：3件、馬：5件）

ホワイトファーム、インターファーム、帯
広市食肉衛生検査所、畜産公社、道食肉衛
生検査所

有・無（どちらかに○をして下さい）
従来の見学型から参加型になったことで、実習内容が具体的にどう変わったのか
記述して下さい。
ログブックに学生が実施・習得すべき内容を明記したことで、学生がより積極的
に実習に参加するようになった。

実習態度、ログブック記載項目の達成度、Day Oneコンピテンシーリスト、このほ
かに症例レポート、症例検討会プレゼン、など

3,227 m2
※注：施設の概要がわかる資料を添付
して下さい。

4,464 m2

12

2

3

1

教員１:学生１-２

教員１:学生1-5

1

学内：8単位 　 　学外：　なし

学内：4単位　　　学外：　○単位

16

3
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獣医学教育改革工程フォローアップ調査（附属動物病院・実習環境の改善）

岩手大学

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

１．診療概況 動物種別診療頭数 牛 849 1,334 1,292 1,703

馬 52 60 57 64

豚 0 0 0 0

鶏 0 0 0 0

綿山羊 0 27 30 0

犬猫 1,694 1,589 2,141 2,370

その他 2 5 40 75

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

２．病理解剖実施状況 病理解剖数 産業動物（牛、馬、豚、綿山羊） 17 25 32 17

伴侶動物（犬、猫） 10 7 5 10

その他 50 51 51 59

３．実習規模と実習体制 ①単位数（週数） 伴侶動物 学外とは東京農工大学のこと

産業動物 一連の参加型実習として学内学外実施

②診療スタッフ 教員（特任含む）

雇用獣医師（教員・研修医除く）

研修医

動物看護師

サポートスタッフ（清掃等）

受付・事務

その他（備考欄に具体的に記入）

③教員/学生比 伴侶動物一症例あたり

産業動物一症例あたり

④参加型臨床実習として
学生の実施内容を明確に
記載したログブック等の
活用

⑤学生の評価方法

４．診療施設 総面積（m2） 伴侶動物

総面積（m2） 産業動物

５．外部機関との連携 伴侶動物臨床 具体的に記載して下さい

産業動物臨床 具体的に記載して下さい

食肉衛生 具体的に記載して下さい

0

学内：2単位　　　学外：　2単位

学内：1単位　　　学外：　1単位

14

2

1,542 m2

6

1

3

0

1／3

1／5

特になし

NOSAI岩手、岩手牧場、小岩井農牧

1単位である公衆衛生実践実習に38名が参
加し、うち4名が食肉衛生検査所での実習
を経験している。公的機関の選定は先方が
決めるため、本人の希望とは関係していな
い。その他には、食鳥処理場の見学や関連
講義に関して、県獣医師会が運営する食鳥
検査センターに協力していただいている。

無
（従来の見学型から参加型になったことで、実習内容が具体的にどう変わったの
か記述して下さい。）

実施体制に大きな変化ないが、内容として学生に獣医療行為を実施させるように
変化した。

実習態度と実習最後に実施する発表会での発表内容、態度を評価する。

1,922 m2
※注：施設の概要がわかる資料を添付して下
さい。
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獣医学教育改革工程フォローアップ調査（附属動物病院・実習環境の改善）

東京大学

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

１．診療概況 動物種別診療頭数 牛 0 0 0 0

馬 1 0 0 0

豚 0 0 0 1

鶏 0 0 0 0

綿山羊 0 0 0 0

犬猫 12810 14356 14176 12747

その他 69 29 101 115

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

２．病理解剖実施状況 病理解剖数 産業動物（牛、馬、豚、綿山羊） 2 10 8 3

伴侶動物（犬、猫） 78 50 62 80

その他 26 30 33 38

３．実習規模と実習体制 ①単位数（週数） 伴侶動物

産業動物

②診療スタッフ 教員（特任含む）

雇用獣医師（教員・研修医除く）

研修医

動物看護師

サポートスタッフ（清掃等）

受付・事務

その他（備考欄に具体的に記入）

③教員/学生比 伴侶動物一症例あたり 学部6年27人、5年25人、4年33人、3年28人

産業動物一症例あたり

④参加型臨床実習とし
て学生の実施内容を明
確に記載したログブッ
ク等の活用

⑤学生の評価方法 具体的に記載して下さい

４．診療施設 総面積（m2） 伴侶動物

総面積（m2） 産業動物

５．外部機関との連携 伴侶動物臨床 具体的に記載して下さい

産業動物臨床 具体的に記載して下さい

食肉衛生 具体的に記載して下さい

30名

学内：８単位　　　学外：１単位

学内：２単位　　　学外：１単位

36名

0名

0

8名

5名

8名

0名

0.000025

0

タイ国カセサート大学との３ヶ月間の交換
留学様の交流（５名）

参加型臨床実習として千葉県農業共済組合連合
会に2日間診療随行依頼。アドバンスト科目
（総合臨床学）の受入れ先として山形県農業共
済組合、社台ファームと連携。

芝浦食肉衛生検査所（獣医公衆衛生学実習での

有
出席・診療内容・実施内容を項目別に記載できるチェックシートを設け、参加型
実習として参加中に十分な参加が得られたときに指導獣医師が確認し、サインを
入れるようにしている。

出席、レポート、実施項目のチェックシート、症例発表・診断アプローチに関す
る発表と口頭試問

3010
※注：施設の概要がわかる資料を添付して下さい。
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獣医学教育改革工程フォローアップ調査（附属動物病院・実習環境の改善）

東京農工大学

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

１．診療概況 動物種別診療頭数 牛 0 0 0 0

馬 0 0 0 0

豚 0 0 0 0

鶏 0 0 0 0

綿山羊 0 0 0 0

犬猫 6,373 7,959 7,217 8,025

その他 0 0 0 0

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

２．病理解剖実施状況 病理解剖数 産業動物（牛、馬、豚、綿山羊） 2 3 3 8

伴侶動物（犬、猫） 0 3 2 4

その他 16 17 30 46

３．実習規模と実習体制 ①単位数（週数） 伴侶動物

産業動物

②診療スタッフ 教員（特任含む）

雇用獣医師（教員・研修医除く）

研修医

動物看護師

サポートスタッフ（清掃等）

受付・事務

その他（備考欄に具体的に記入）

③教員/学生比 伴侶動物一症例あたり

産業動物一症例あたり

④参加型臨床実習として
学生の実施内容を明確に
記載したログブック等の
活用

⑤学生の評価方法 具体的に記載して下さい

４．診療施設 総面積（m2） 伴侶動物

総面積（m2） 産業動物

５．外部機関との連携 伴侶動物臨床 具体的に記載して下さい

産業動物臨床 具体的に記載して下さい

食肉衛生 具体的に記載して下さい

4

学内：9単位　　　学外：　0単位

学内：4単位　　　学外：　2単位

13

3

118

5

0

2

0

5〜8

5〜10

特になし

千葉NOSAI連、東京NOSAI、JRA、民間養豚
開業獣医師

芝浦食肉検査所

有◯（どちらかに○をして下さい）
ログブックを活用している。

平常点および実習の態度、症例検討会におけるプレゼンテーション

2483
※注：施設の概要がわかる資料を添付
して下さい。
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獣医学教育改革工程フォローアップ調査（附属動物病院・実習環境の改善）

岐阜大学

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

１．診療概況 動物種別診療頭数 牛 154 171 6 2

馬 2 5 10 1

豚 0 0 10 2

鶏 0 0 0 0

綿山羊 4 0 2 1

犬猫 8,958 9,043 8,024 7,306

その他 2 0 0 4

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

２．病理解剖実施状況 病理解剖数 産業動物（牛、馬、豚、綿山羊） 5 4 2 7

伴侶動物（犬、猫） 35 31 34 21

その他 インコ６，フェレットインコ３，   インコ１，ハリネズミ１，

３．実習規模と実習体制 ①単位数（週数） 伴侶動物

産業動物
学内：産業動物臨床実習1、臨床繁殖学実習2、学外：総
合参加型臨床実習4（伴侶動物を含む）

②診療スタッフ 教員（特任含む）

雇用獣医師（教員・研修医除く）

研修医

動物看護師

サポートスタッフ（清掃等）

受付・事務

その他（備考欄に具体的に記入）

③教員/学生比 伴侶動物一症例あたり

産業動物一症例あたり 総合参加型臨床実習（学外）：1/1あるいは1/2

④参加型臨床実習として
学生の実施内容を明確に
記載したログブック等の
活用

⑤学生の評価方法 具体的に記載して下さい

４．診療施設 総面積（m2） 伴侶動物

総面積（m2） 産業動物

５．外部機関との連携 伴侶動物臨床 具体的に記載して下さい

産業動物臨床 具体的に記載して下さい

食肉衛生 具体的に記載して下さい

NOSAIぎふ、岐阜県地方競馬組合等

名古屋市食肉衛生検査所

診療科によっては活用

従来の見学型から参加型になったことで、実習内容が具体的にどう変わったのか
記述して下さい。

以前は見学主体であったが、現在は稟告を取ったり実際に簡単な処置をする場面
が明らかに増加した。

出席とレポート

1,983.55
※注：施設の概要がわかる資料を添付し
て下さい。

121m2（大動物治療室101m2＋準備室20m2）

11

6

19/30

2/30（学内）

学内 : 4単位(産業動物と合わせて)　学外 :

学内：3単位　　　学外：4単位(伴侶動物と合

19

10
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獣医学教育改革工程フォローアップ調査（附属動物病院・実習環境の改善）

鳥取大学

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

１．診療概況 動物種別診療頭数 牛 178 195 285 132 全国大学動物診療施設運営協議会資料より

馬 12 3 13 16

豚 0 0 2 0

鶏 0 0 0 0

綿山羊 9 5 4 4

犬猫 3037 2713 2519 2554

その他 14 5 4 4

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

２．病理解剖実施状況 病理解剖数 産業動物（牛、馬、豚、綿山羊） 9 3 9 11

伴侶動物（犬、猫） 20 11 22 23

その他 7 11 9 12

３．実習規模と実習体制 ①単位数（週数） 伴侶動物

学内：４年次「小動物内科学実習 I-II」(各１単位)、４年次「小動物外科学実
習」(１単位)、５年次「総合参加型臨床実習 I - IV」（各１単位、それぞれ伴
侶動物と産業動物を含むため、左欄では小動物：産業動物の比率を2.5：1.5と
して計算）
学外：なし

産業動物

学内：４年次「臨床繁殖学実習 I-II」(各１単位)
学外：４年次「産業動物臨床実習」（１単位、岐阜大学にて集中実施）、５年
次「総合参加型臨床実習 I - IV」（各１単位、それぞれ伴侶動物と産業動物を
含むため、左欄では小動物：産業動物の比率を2.5：1.5として計算）

②診療スタッフ 教員（特任含む）

雇用獣医師（教員・研修医除く）

研修医

動物看護師

サポートスタッフ（清掃等）

受付・事務

その他（備考欄に具体的に記入）

③教員/学生比 伴侶動物一症例あたり 総合参加型臨床実習では、症例ごとに学生１名がついている。

産業動物一症例あたり

・NOSAI獣医師の牛診療随行では、臨床教授/学生比は 1/1（1日あたりの症例数
は12〜29頭で、実習時の学生/動物比は 1/1）
・公共牧場で牛の妊娠診断では、教員/学生比は 1/4-6（1日あたりの症例数は7
〜14頭で、実習時の学生/動物比は 4-6/1）
・中小家畜試験場での鶏と豚の実習では、教員/学生比は 1/17（1日あたりの動
物数は鶏約20羽、豚約20頭で、実習時の学生/動物比は約 1/1）

④参加型臨床実習として
学生の実施内容を明確に
記載したログブック等の
活用

伴侶動物では、教員は評価表に記入、学生は実習レポートを提出。

産業動物（NOSAI獣医師の診療随行）では、臨床教授は実習状況報告書に記入、
学生は実施項目チェックリストに記入し実習レポートを提出。

⑤学生の評価方法

４．診療施設 総面積（m2） 伴侶動物

総面積（m2） 産業動物

５．外部機関との連携 伴侶動物臨床

産業動物臨床

・５年次「総合参加型臨床実習」において、NOSAI獣医師の牛の診療に随行
・同実習において、公共牧場で牛の妊娠診断を見学
・同実習において、鶏の採血・気管スワブ採取、豚の人工授精見学、豚の採血

食肉衛生

・４年次「食品衛生学実習」において、牛の屠殺〜解体過程を見学
・４年次「食品衛生学実習」において、ビデオ等を用いた食鳥処理の説明

0

学内：５.５単位　　　学外：０単位

学内：２単位　　　学外：２.５単位

14

0

３６６ m2
（大動物手術室、大動物手術準備室、大中
動物入院棟（2））

4

0

3

0

1

1/1 〜 1/17
（一症例あたりだと、備考欄の頭数で割

る？）

なし

・NOSAI鳥取

・公益財団法人　鳥取県畜産振興協会

・鳥取県中小家畜試験場

・鳥取県食肉衛生検査所、鳥取県食肉セン
ター
・鳥取県食鳥肉衛生協会

無（右欄の各種様式に記載）

従来の見学型から参加型になったことで、実習内容が具体的にどう変わったか：

伴侶動物では、学生は問診、採血等の処置および各種検査を実施し、診断および
治療プロセスについて教員から指導を受けている。また、翌朝のラウンドでは、
学生はスライドを用いて担当症例の説明を行っている。

産業動物では、別の授業科目（「臨床繁殖学実習」など）の中で従来実施してい
た参加型のポリクリ実習の内容を「総合参加型臨床実習」に移行して実施してい
る。実習項目には特に変更はないが、外部機関からの要望により実施方法を随時
変更している。

「総合参加型臨床実習」のシラバスの授業計画に対応した評価表を作成し、実習
担当教員が点数を記入（総合評価点100点満点）

１,１０３ m2
（動物医療センター１階（大動物手術室を
除く）、臨床系学生実習室、第二病棟会議
室） 施設の平面図を添付
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獣医学教育改革工程フォローアップ調査（附属動物病院・実習環境の改善）

山口大学

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

１．診療概況 動物種別診療頭数 牛 36 85 179 141

馬 1 89 125 1277

豚 0 14 4 10

鶏 0 12 12 12

綿山羊 0 1 2 3

犬猫 12159 12325 13516 13122

その他 17 5 13 17

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

２．病理解剖実施状況 病理解剖数 産業動物（牛、馬、豚、綿山羊） 11 22 45 62

伴侶動物（犬、猫） 5 11 38 96

その他 3 15 96 54

３．実習規模と実習体制 ①単位数（週数） 伴侶動物
夜間，エキゾ含む，前臨床実習は
含まない

産業動物
学内外は分けることが出来ない。
前臨床実習は含まない。

②診療スタッフ 教員（特任含む）

雇用獣医師（教員・研修医除く）

研修医

動物看護師

サポートスタッフ（清掃等） 清掃は2回/週で外注

受付・事務

その他（備考欄に具体的に記入） 臨床検査員

③教員/学生比 伴侶動物一症例あたり

産業動物一症例あたり

④参加型臨床実習とし
て学生の実施内容を明
確に記載したログブッ
ク等の活用

⑤学生の評価方法 具体的に記載して下さい

４．診療施設 総面積（m2） 伴侶動物

総面積（m2） 産業動物

５．外部機関との連携 伴侶動物臨床 具体的に記載して下さい

産業動物臨床 具体的に記載して下さい

食肉衛生 具体的に記載して下さい

4

学内：8単位　　　学外：　2単位

学内＋学外：　5単位

16

0

175

13

4

3

教員1/学生2

教員1/学生4

県内小動物開業動物病院：6年生，5日
動物展示施設：5～6年生，5日

NOSAI：5年生，2日
畜産試験場：6年生，1日
農業大学校：5年生，1日
乗馬クラブ：5年生，2日，6年生，5日
養鶏場：5年生，1日
企業養豚場：5年生，1日
県内牛牧場：5年生，4日, 6年生3日

広島市食肉衛生検査所：4年生、1日
岩国市周東食肉センター：4年生、1日
熊本県食肉衛生検査所：5年生、5日

有・無（どちらかに○をして下さい）
従来の見学型から参加型になったことで、実習内容が具体的にどう変わったのか
記述して下さい。
従来より参加型であったが，Day 1 skillsの設定により，実際に行う手技が明確
になった。

実習態度，ケースログ，Day 1 skillsの充足状況，症例発表に基いて総合的に評
価する。

1,334
※注：施設の概要がわかる資料を添付
して下さい。
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獣医学教育改革工程フォローアップ調査（附属動物病院・実習環境の改善）

宮崎大学

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

１．診療概況 動物種別診療頭数 牛 249 191 242 369

馬 9 69 3 6

豚 1 1 0 0

鶏 0 0 0 2

綿山羊 2 2 0 0

犬猫 2,220 2,384 3,021 5,408

その他 0 2 4 9

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

２．病理解剖実施状況 病理解剖数 産業動物（牛、馬、豚、綿山羊） 134 135 129 117

伴侶動物（犬、猫） 30 12 16 15

その他 55 49 41 23 鶏、動物園動物、野生動物等

３．実習規模と実習体制 ①単位数（週数） 伴侶動物

産業動物

②診療スタッフ 教員（特任含む）

雇用獣医師（教員・研修医除く）

研修医

動物看護師

サポートスタッフ（清掃等）

受付・事務

その他（備考欄に具体的に記入） 臨床検査技師

③教員/学生比 伴侶動物一症例あたり

産業動物一症例あたり

④参加型臨床実習として
学生の実施内容を明確に
記載したログブック等の
活用

⑤学生の評価方法 具体的に記載して下さい

４．診療施設 総面積（m2） 伴侶動物

総面積（m2） 産業動物

５．外部機関との連携 伴侶動物臨床 具体的に記載して下さい

産業動物臨床

JRA宮崎育成牧場において半日の馬の臨
床実習を行っている。実習内容は、馬
の身体検査、採血、筋肉内注射等であ
る。
NOSAI宮崎の9箇所の家畜診療所におい
て5日間の随行実習を行っている。

食肉衛生 具体的に記載して下さい

５人

学内：７単位　　　学外：　１単位

学内：４単位　　　学外：　２単位

１２人

０人

536

６人

２人

２人

１人

１／３

１／５

宮崎県獣医師会　　宮崎県動物愛護センター

JRA宮崎育成牧場　　NOSAI宮崎

宮崎県（食肉食鳥検査所、処理場等）

有・無（どちらかに○をして下さい）
　伴侶動物では、実習期間内に取り組むべき内容を記したカードを作り、スタン
プカードの要領でスタンプを集めさせている。実際には、学生に簡単な問診をさ
せたり、獣医師の監督のもとに採血などをさせている。また，皮膚の簡単な縫合
などもさせる場合がある。実習の最後には、宮崎県の動物愛護センター内で保護
動物の避妊手術や去勢手術を獣医師の監督のもとに実施している。
産業動物では、NOSAI実習期間中は、実習日誌および実習実施項目チェックリスト
の記入を行わせている。従来の見学型から参加型になったことで、直腸検査、妊
娠鑑定、注射等の手技を行う機会が増えた。

伴侶動物では、上記のスタンプカードで最低限実習中にクリアしなければいけな
い項目をクリアしていること、出席日数を加味して、学生が担当した症例の症例
報告をプレゼンテーションし、それを評価している。
産業動物では、NOSAIでの実習評価書、各分野（外科、内科、繁殖、豚病）ごとの
技能評価、症例発表会での発表内容をもとに総合的に評価している。

921
※注：施設の概要がわかる資料を添付
して下さい。
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獣医学教育改革工程フォローアップ調査（附属動物病院・実習環境の改善）

鹿児島大学

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

１．診療概況 動物種別診療頭数 牛 413 606 720 939

馬 204 281 392 272

豚 0 0 0 0

鶏 0 0 0 0

綿山羊 10 15 16 14

犬猫 4,620 5,426 6,424 6,708

その他 7 2 6 11

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

２．病理解剖実施状況 病理解剖数 産業動物（牛、馬、豚、綿山羊） 36 72 46 67

伴侶動物（犬、猫） 7 14 38 88

その他 43 108 99 60

３．実習規模と実習体制 ①単位数（週数） 伴侶動物 両方合わせて、学内学外併せて16単位

産業動物

②診療スタッフ 教員（特任含む）

雇用獣医師（教員・研修医除く）

研修医

動物看護師

サポートスタッフ（清掃等）

受付・事務

その他（備考欄に具体的に記入）

③教員/学生比 伴侶動物一症例あたり

産業動物一症例あたり

④参加型臨床実習として
学生の実施内容を明確に
記載したログブック等の
活用

⑤学生の評価方法 具体的に記載して下さい

４．診療施設 総面積（m2） 伴侶動物

総面積（m2） 産業動物

５．外部機関との連携 伴侶動物臨床 具体的に記載して下さい

産業動物臨床 具体的に記載して下さい

食肉衛生 具体的に記載して下さい

1

学内：○単位　　　学外：　○単位

学内：○単位　　　学外：　○単位

23

0

1200

12

1

6

1

1

ナー病院制度、動物愛護センター、動物園、

NOSAI

食肉検査所

有・無（どちらかに○をして下さい）
従来の見学型から参加型になったことで、実習内容が具体的にどう変わったのか
記述して下さい。
使用あり
参加型臨床実習のday one skillsの項目を上げて、学生はその日に実施した項目
を申請して、教員は、一つずつできたかどうかを評価する。

Day one skills の項目の達成度によって、点数化し、秀優良可不可の判定が下
る。

2400
※注：施設の概要がわかる資料を添付
して下さい。

103



獣医学教育改革工程フォローアップ調査（附属動物病院・実習環境の改善）

大阪府立大学

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

１．診療概況 動物種別診療頭数 牛 0 1 0 0

馬 3 3 2 0

豚 2 0 0 1

鶏 0 0 0 0

綿山羊 0 5 9 8

犬猫 4963 4883 5009 4698

その他 1 0 8 12

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

２．病理解剖実施状況 病理解剖数 産業動物（牛、馬、豚、綿山羊） 0 0 1 2

伴侶動物（犬、猫） 3 4 4 10

その他 2 0 1 5

３．実習規模と実習体制 ①単位数（週数） 伴侶動物

産業動物

②診療スタッフ 教員（特任含む） 30 0

雇用獣医師（教員・研修医除く） 4 0

研修医 3 0

動物看護師 10 0

サポートスタッフ（清掃等） 4 0

受付・事務 5 0

その他（備考欄に具体的に記入） 0

③教員/学生比 伴侶動物一症例あたり

産業動物一症例あたり

大動物診療実習（神戸大）

大動物診療実習（NOSAI兵庫）

大動物野外診療実習（NOSAI夏期臨床
実習）

④参加型臨床実習として
学生の実施内容を明確に
記載したログブック等の
活用

⑤学生の評価方法 具体的に記載して下さい

４．診療施設 総面積（m2） 伴侶動物

総面積（m2） 産業動物

５．外部機関との連携 伴侶動物臨床 具体的に記載して下さい

産業動物臨床 具体的に記載して下さい

食肉衛生 具体的に記載して下さい

1（教員2名／学生2名）

学内：4単位　　　学外：　0単位

学内：参加型臨床実習は実施していない
学外：２単位（必修１単位；大動物診療実習、選択１
単位；大動物野外診療実習）

伴
侶
動
物

産
業
動
物

361

現在はなし

0.2（教員4名／学生20名）

1（教員（NOSAI獣医師）1名／学生１名）

1（教員（NOSAI獣医師）1名／学生１名）

伴侶動物
有・無（どちらかに○をして下さい）
動物の扱いや医療行為を実際に経験してもらう機会を増やした。

産業動物
有・無（どちらかに○をして下さい）
参加型臨床実習で扱った症例のカルテ・実習日誌等の提出を求めている。

産業動物の参加型臨床実習として、大動物診療実習（必修科目）を計5日間行っているが、３
日間は神戸大学付属食資源教育研究センター（付属牧場）にて牛の臨床実習（個体診療＋群
管理の実習）を行っており、２日間はNOSAI兵庫阪神基幹診療所での乳牛と肉牛の個体診療実
習を行っている。また大動物野外診療実習（選択科目；獣医学類2回生以上）では、NOSAI夏
期臨床実習を活用して全国各地のNOSAI診療所でウシの診療同行実習（5～10日間）に参加さ
せている。参加型の臨床実習を行うことによって、実際の診療現場で学生自身が診断や治療
の一部を行うことができるようになり、実習がより興味深いものになったとの学生からの反
応をえている。

伴侶動物
出席数と症例のレポート数（指導獣医師が内容を評価して合格と判定した）

産業動物
参加型臨床実習への出席や参加態度および実習で扱った症例のカルテ・実習日誌・レポート
等から評価を行っている。

産業動物の参加型臨床実習として、大動物診療実習
（必修科目）を計5日間行っているが、３日間は神戸大
学付属食資源教育研究センター（付属牧場）にて牛の
臨床実習（個体診療＋群管理の実習）を行っており、
２日間はNOSAI兵庫阪神基幹診療所での乳牛と肉牛の個
体診療実習を行っている。また大動物野外診療実習
（選択科目；獣医学類2回生以上）では、NOSAI夏期臨
床実習を活用して全国各地のNOSAI診療所でウシの診療
同行実習（5～10日間）に参加させている。

学生を2班に分け、大阪市中央卸売市場南港市場と、兵
庫県加古川食肉公社の2箇所へ引率し、と畜解体と食肉
衛生検査の実務について説明を受けるとともに、前者
ではと畜場内の見学、後者ではと畜過程の実地見学を
行い、食肉衛生に関する基礎知識を教授している。

3528 ※注：施設の概要がわかる資料を添付し
て下さい。
別添資料を参照してください。
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獣医学教育改革工程フォローアップ調査（附属動物病院・実習環境の改善） 2015 2016 2017 2018

酪農学園大学

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

１．診療概況 動物種別診療頭数 牛 20,584 19,232 16,449 12,117

馬 196 142 986 494

豚 132 56 44 1

鶏

綿山羊 218 52 167 121

犬猫 10,487 10,376 13,233 13,244

その他 45 24 55 23

31,662 29,882 30,934 26,000

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

２．病理解剖実施状況 病理解剖数 産業動物（牛、馬、豚、綿山羊） 234 296 272 288

伴侶動物（犬、猫） 19 12 23 16

その他 145 40 57 57

３．実習規模と実習体制 ①単位数（週数） 伴侶動物

産業動物

②診療スタッフ 教員（特任含む） 教員27嘱託助手8含む、動薬除く

雇用獣医師（教員・研修医除く）

研修医

動物看護師

サポートスタッフ（清掃等） 清掃3守衛4生産管理3

受付・事務

その他（備考欄に具体的に記入） 薬剤師2放射線技師2

③教員/学生比 伴侶動物一症例あたり

産業動物一症例あたり

④参加型臨床実習として
学生の実施内容を明確に
記載したログブック等の
活用

⑤学生の評価方法 具体的に記載して下さい

４．診療施設 総面積（m2） 伴侶動物

総面積（m2） 産業動物

５．外部機関との連携 伴侶動物臨床 具体的に記載して下さい

産業動物臨床 具体的に記載して下さい

食肉衛生 具体的に記載して下さい

約3名

学内：2単位　　　学外：　0単位

学内：1単位　　　学外：　0単位

35

7

8

10

8

4

約3−4名

（備考）合計3単位のクリニカルロー
テーション。実際には7週間伴侶、1週間
生産。学外はなし

特になし

オホーツクNOSAI等協定（生産動物選択学生）

北海道早来食肉検査場（衛生環境選択学生）

無
現在、ログブックおよびSOPの整備中

現在、学生の評価システム（委員会等）の設置を検討中

4,432㎡
※注：施設の概要がわかる資料を添付し
て下さい。

2,709㎡



獣医学教育改革工程フォローアップ調査（附属動物病院・実習環境の改善）

北里大学

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

１．診療概況 動物種別診療頭数 牛 1,086 1,853 2,095 2,507

馬 303 185 111 90

豚 51 44 73 63

鶏 0 0 0 0

綿山羊 151 49 99 100

犬猫 9,702 9,017 8,853 9,321

その他 8 4 13 27

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

２．病理解剖実施状況 病理解剖数 産業動物（牛、馬、豚、綿山羊） 54 48 32 40

伴侶動物（犬、猫） 3 31 11 49

その他 3 1 0 4

３．実習規模と実習体制 ①単位数（週数） 伴侶動物

産業動物

②診療スタッフ 教員（特任含む）

雇用獣医師（教員・研修医除く）

研修医

動物看護師

サポートスタッフ（清掃等）

受付・事務

その他（備考欄に具体的に記入）

③教員/学生比 伴侶動物一症例あたり

産業動物一症例あたり

④参加型臨床実習として
学生の実施内容を明確に
記載したログブック等の
活用

⑤学生の評価方法 具体的に記載して下さい

４．診療施設 総面積（m2） 伴侶動物

総面積（m2） 産業動物

５．外部機関との連携 伴侶動物臨床 協力病院(50病院)の来院症例数に依存しており正確な頭数は不明である
が、平均1日40〜150頭程度の来院数がある。

産業動物臨床
21道県のNOSAI・民間家畜診療所において5日間の
実習を行っている。

食肉衛生
牛肝臓（1）、牛卵巣（12）、豚子宮（90）、豚
眼球（20）

頭数算出は困難である

頭数算出は困難である

123

有・無（どちらかに○をして下さい）
従来の見学型から参加型になったことで、実習内容が具体的にどう変わったのか記
述して下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・体験すべき基
本事項のチェックリストを活用し、学生が自主的に各項目を体験するようになっ
た。

筆記試験によって評価している。

3,863.41
※注：施設の概要がわかる資料を添付し
て下さい。

1,009.07

5

0

4

0

1/3-4

1/2～1/3

4

学内：2単位　学内・外：1単位（選択）

学内：1単位　学内・外：1単位（選択）

21

0
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獣医学教育改革工程フォローアップ調査（附属動物病院・実習環境の改善）

日本獣医生命科学大学

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

１．診療概況 動物種別診療頭数 牛 0 0 0 0

馬 0 0 0 0

豚 0 0 0 0

鶏 0 0 0 0

綿山羊 0 0 0 0

犬猫 11,093 9,364 8,080 8,052

その他 0 0 0 0

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

２．病理解剖実施状況 病理解剖数 産業動物（牛、馬、豚、綿山羊） 1 6 3 2

伴侶動物（犬、猫） 12 7 6 9

その他 0 0 1 1

３．実習規模と実習体制 ①単位数（週数） 伴侶動物

産業動物

②診療スタッフ 教員（特任含む）

雇用獣医師（教員・研修医除く）

研修医

動物看護師

サポートスタッフ（清掃等）

受付・事務

その他（備考欄に具体的に記入） 検査技術員

③教員/学生比 伴侶動物一症例あたり

産業動物一症例あたり 共済実習

④参加型臨床実習とし
て学生の実施内容を明
確に記載したログブッ
ク等の活用

⑤学生の評価方法 具体的に記載して下さい

４．診療施設 総面積（m2） 伴侶動物

総面積（m2） 産業動物

５．外部機関との連携 伴侶動物臨床 具体的に記載して下さい

産業動物臨床 具体的に記載して下さい

食肉衛生 具体的に記載して下さい

学内：６単位（集中）
①「獣医総合実習（臨床）Ⅱ」４単位
②「獣医総合実習（臨床）Ⅲ」２単位
（伴侶動物と産業動物のどちらかを選択）

学外：４単位（集中）
①「獣医総合実習（臨床）Ⅰ」２単位
②「獣医総合実習（臨床）Ⅲ」２単位
（伴侶動物と産業動物のどちらかを選択）

24

9

19

15

0

6

2

（前期）教員32/学生78/症例数958=0.0004
（後期）教員32/学生101/症例数704=0.0004

1(教員1名/学生1名）

有・無（どちらかに○をして下さい）
学生が「自分もこの動物の担当なのだ」と自覚することで，各種検査の結果の解釈，治療方針の
構築などのプロセスに積極的になり，理解度が増した．

出席回数・実習態度に加え，症例レポートを提出させ，総合的に評価している

該当なし

該当なし

NOSAI東京の指定獣医師として診療活動を推進

該当なし

1,980.21㎡
※注：施設の概要がわかる資料を添付して下さ
い。
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獣医学教育改革工程フォローアップ調査（附属動物病院・実習環境の改善）

日本大学

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

１．診療概況 動物種別診療頭数 牛 101 207 1,250 1,160

馬 0 2 4 17

豚 0 3 8 13

鶏 0 0 0 0

綿山羊 0 10 7 4

犬猫 6,384 13,445 12,920 12,938 H28-30は入院日数を延べ頭数として算定

その他 4 17 8 10

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

２．病理解剖実施状況 病理解剖数 産業動物（牛、馬、豚、綿山羊） 5 4 10 18

伴侶動物（犬、猫） 1 7 12 21

その他 0 28 46 110

３．実習規模と実習体制 ①単位数（週数） 伴侶動物

産業動物

②診療スタッフ 教員（特任含む）

雇用獣医師（教員・研修医除く）

研修医

動物看護師

サポートスタッフ（清掃等）

受付・事務

その他（備考欄に具体的に記入）

③教員/学生比 伴侶動物一症例あたり

産業動物一症例あたり

④参加型臨床実習として
学生の実施内容を明確に
記載したログブック等の
活用

⑤学生の評価方法 具体的に記載して下さい

４．診療施設 総面積（m2） 伴侶動物

総面積（m2） 産業動物

５．外部機関との連携 伴侶動物臨床

産業動物臨床

食肉衛生
4年生前期に開講される食品衛生学実習で
実施する

9

学内：5週　学外：0単位 総合参加型臨床実習は伴侶と産業動物診
療を合わせて6単位（12週）としている。
産業動物では往診があっても学外単位と
しては区別しない。左は学生１人が実習
を受ける週数を示す。学内：1週　学外：0単位

21

27

4

2

11

伴侶および産業動物診療頭数をそれぞれ
参加型臨床実習受講学生数である118で割
ることにより算定した（学生1名当たりの
頭数）10.1頭（(1160+17+13+4)/118）

有・無（どちらかに○をして下さい）
従来の見学型から参加型になったことで、実習内容が具体的にどう変わったのか
記述して下さい。：学生が患者動物に直接触れることを前提に実習内容を変更し
た。それに伴い、紹介獣医師および飼い主に対して、Student Doctorの資格を
取った学生が動物に触れることを事前に周知するようになり、動物病院がより教
育病院であることの位置づけが強くなった。

出席、実習態度、レポートによる評価

109.6頭（12,938/118）

519.93

なし 総合参加型臨床実習は産業動物臨床で周
辺農家への往診をしているが、基本的に
すべて学内で対応しているあり

神奈川県食肉衛生検査所での見学実習

3,680.15
※注：施設の概要がわかる資料を添付し
て下さい。
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獣医学教育改革工程フォローアップ調査（附属動物病院・実習環境の改善）

麻布大学

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

１．診療概況 動物種別診療頭数 牛 107 97 114 81

馬 11 108 221 363

豚 2 0 0 0 ミニブタの診療

鶏 0 0 0 0

綿山羊 3 8 3 5

犬猫 13242 13232 9216 9343

その他

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

２．病理解剖実施状況 病理解剖数 産業動物（牛、馬、豚、綿山羊） 38(牛・緬山60(牛・緬山47(牛・緬山52(牛・緬山羊27、馬16、豚9)

伴侶動物（犬、猫） 20 15 6 14

その他 35 (3) 45 (3) 34 (5) 27 (9) 牛・緬山羊(豚)

３．実習規模と実習体制 ①単位数（週数） 伴侶動物
小動物臨床実習(必修)　3単位
小動物病院実習(選択)　2単位

産業動物
産業動物臨床実習(必修)　1単位
産業動物アドバンス実習(自由)　1単位

②診療スタッフ 教員（特任含む） 専任教員18、特任教員2種 6

雇用獣医師（教員・研修医除く） 2（寄付講座にて雇用）

研修医 特任教員2種（副手）5

動物看護師

サポートスタッフ（清掃等） 薬局1、検査室5、滅菌室2

受付・事務 受付4、事務4

その他（備考欄に具体的に記入） 清掃業務、洗濯業務は業者委託

③教員/学生比 伴侶動物一症例あたり
小動物臨床実習(必修)　学生3/教員1
小動物病院実習(選択)　学生1-3/教員1

産業動物一症例あたり 産業動物臨床実習(必修)　学生4-5/教員2

④参加型臨床実習として
学生の実施内容を明確に
記載したログブック等の
活用

⑤学生の評価方法

４．診療施設 総面積（m2） 伴侶動物

総面積（m2） 産業動物

５．外部機関との連携 伴侶動物臨床

産業動物臨床
学術協定を結び、病畜の紹介や学生実習の依
頼などをしている。

食肉衛生 施設見学実習

5

学内：5単位　　　学外：　0単位

学内：2 単位　　　学外：　0単位

24

2

342.80m2

8

8

8

-

1～3

2

「どうぶつ循環器病センター」と
包括協定を締結し、一部の学生が
アドバンス実習として学んでいる

日本産業動物管理センターや神奈川農済な
ど。

神奈川食肉センター

有・○無（どちらかに○をして下さい）

従来の見学型から参加型になったことで、実習内容が具体的にどう変わったのか
記述して下さい。
問診、身体検査、採血、採尿などの臨床技術の取得が可能となり、臨床推論に基
づく診療の進め方を学生が理解できるようになった。

出席、レポート、臨床技能に関するテスト

2206.30m2 ※注：施設の概要がわかる資料を添付して下
さい。
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獣医学教育改革工程フォローアップ調査（附属動物病院・実習環境の改善）

岡山理科大学

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

１．診療概況 動物種別診療頭数 牛 0 521
平成30年4月の開学でありH29、H30年
度を記載しました。

馬 0 11

豚 0 0

鶏 0 0

綿山羊 0 2

犬猫 796 1,211

その他

(年度) 平成27 平成28 平成29 平成30 備考

２．病理解剖実施状況 病理解剖数 産業動物（牛、馬、豚、綿山羊） 1 1 他ホルマリン固定材料の病性鑑定10

伴侶動物（犬、猫） 2 9 他ホルマリン固定材料の病性鑑定２

その他 17 87 他ホルマリン固定材料の病性鑑定98

３．実習規模と実習体制 ①単位数（週数） 伴侶動物
参加型臨床実習6単位（一部産業動物
を含む、伴侶動物は学内）。イン
ターンシップ実習2単位は学外。

産業動物
参加型臨床実習とインターンシップ
実習は一部学外機関を使用する。

②診療スタッフ 教員（特任含む） 産業動物3名、2020年度に6名増予定

雇用獣医師（教員・研修医除く） 雇用制度新設を大学に申請中

研修医 雇用制度新設を大学に申請中

動物看護師 常勤5名、非常勤数名を予定

サポートスタッフ（清掃等）

受付・事務

その他（備考欄に具体的に記入）

③教員/学生比 伴侶動物一症例あたり 2020年　教員4名増予定

産業動物一症例あたり 2020年　教員2名増予定

④参加型臨床実習として
学生の実施内容を明確に
記載したログブック等の
活用

⑤学生の評価方法 具体的に記載して下さい

４．診療施設 総面積（m2） 伴侶動物

総面積（m2） 産業動物

５．外部機関との連携 伴侶動物臨床 具体的に記載して下さい

産業動物臨床 具体的に記載して下さい

食肉衛生 具体的に記載して下さい

0

学内：4単位　　　学外：　0単位

学内：3単位　　　学外：　0単位

25

0

1,227㎡

4

1

2

22名教員/140名学生定員＝0.157

3名教員/140名学生定員＝0.021

中四国の獣医師からの紹介患者受付、地域
ごとのセミナー開催

NOSAI愛媛からの2次診療受入と繁殖検診へ
の人的支援

愛媛県内の食肉衛生検査所と覚書を結び、
実習場所の提供を受けている。

○有・無（どちらかに○をして下さい）
獣医学部設置申請時に参加型臨床実習を受講するためのガイドブックを作成し
た。その中に学生が実施できる診療内容を記載している。2022年度に参加型臨床
実習を実施する予定であるが、当初の計画段階から参加型を想定して準備を進め
ている。

ウエブページを利用して学期ごとに学生評価を実施する。

3903.57㎡
※注：施設の概要がわかる資料を添
付して下さい。

110



	

	

	

【３】共⽤試験導⼊・実施状況	
	 	

111



 

【３】共用試験導入・実施状況概要 

 

 2011 年 3 月、文部科学省「獣医学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議」の取

り纏めが公表され、「共用試験の導入に向けた検討」が具体的方策として提言された。この

流れを受け、2012 年 4 月より獣医学共用試験委員会を創設し、獣医臨床教育における「診

療行為に参加する学生の事前評価について社会的信頼を得る仕組み」として獣医学共用試

験（veterinary common achievement test：以下、vetCAT）の導入のための作業を開始した。 

 vetCAT は、コンピューターを用いて獣医学の基礎学力を評価する知識試験としての

vetCBT（computer-based testing）と、動物所有者へ適切に接するための基本態度と診察技

能の評価を行う実技試験としての vetOSCE（objective structured clinical examination: 

客観的臨床能力試験）の 2種類の試験より構成するものとし、試験問題の作成、出題・採点

システムならびに評価システムの準備を進めた。その結果、2014 年から各大学にてトライ

アルを実施し、2017 年 2 月より本格実施に移行した。また、2015 年 7 月には、vetCAT を実

施する母体として特定非営利活動（NPO）法人獣医系大学間獣医学教育支援機構（vetESO）

が設置された。 

 

1）現状調査：各大学の状況 

共用試験（vetCAT）の実施状況 

 資料 1 に vetCAT のこれまでの実施実績、資料 2 に vetCAT の受験者数・合格者数を示し

た。 

 2017 年（第 1 回）は、1 大学を除く 15 大学が vetCAT を実施した。そのうち 2 月～3 月 

実施が 7校（国公立 6校、私立 1校）、5月～8月実施が 8校（国立 5校、私立 3校）であっ

た。受験者数は 836 名であり、追再試験は vetCBT が 6 校 18 名（国公立 2 校、私立 4 校）、

vetOSCE が 1 校 4 名（私立 1校）で実施された。最終合格者数（最終合格率）は、vetCBT が

831 名（99.4%）、vetOSCE が 836 名（100%）であった。 

 2018 年（第 2回）は全 16 大学が vetCAT を実施した。そのうち 2月～3月実施が 7校（国

公立 6 校、私立 1 校）、5 月～8 月実施が 9 校（国立 5 校、私立 4 校）であった。受験者数

は、前年不合格者も受験のため vetCBT と vetOSCE では異なり、vetCBT が 1,011 名、vetOSCE

が 1,007 名であった。追再試験は、vetCBT が 6 校 24 名（国立 2校、私立 4校）、vetOSCE が

3 校 7 名（私立 3 校）で実施された。最終合格者数（最終合格率）は、vetCBT が 1,008 名

（99.7%）、vetOSCE が 1,007 名（100%）であった。 

 2019 年（第 3回）は全 16 大学が vetCAT を実施した。実施時期は、前年同様、2月～3月

実施が 7校（国公立 6校、私立 1校）、5月～8月実施が 9校（国立 5校、私立 4校）であっ

た。受験者数は vetCBT が 969 名、vetOSCE が 968 名であった。追再試験は、vetCBT が 5 校

8 名（国立 2 校、私立 3 校）、vetOSCE が 8 校 22 名（国立 4 校、私立 4 校）で実施された。



 

最終合格者数（最終合格率）は、vetCBT が 966 名（99.7%）、vetOSCE が 967 名（99.7%）で

あった。 

 なお、過去 3回の vetCAT の受験者の対象学年は、2月～3月実施の大学では 4年生、5月

～8月実施の大学では 5年生であった。また、受験対象学年の学生がいない岡山理科大学は

vetCAT を実施していない。 

 

今後の実施予定 

 資料３に示す通り、2020 年（第 4 回）も、全 16 大学が vetCAT の実施を予定している。

実施時期も、これまでと同様、2 月～3 月に 7 校（国公立 6 校、私立 1 校）、5 月～8 月に 9

校（国立 5校、私立 4校）が実施を予定している。 

 なお、2022 年（第 6回）は、岡山理科大学（2018 年度獣医学部新設）も含め、全 17 大学

が vetCAT を実施する予定である。 

 

その他（vetCAT 運営のための組織体制） 

 vetESO の中に獣医学共用試験センター（以下、センター）を置き、センターが vetCAT の

企画・運営を行っている（http://veteso.or.jp/about/organize/committee/index.html）。

センターには共用試験運営連絡協議会および共用試験統括委員会が置かれ、その下で、下記

の 3委員会が作業を行っている。 

 vetCBT 委員会：5分科会（問題作成分科会、問題精選分科会、出題問題管理分科会、試験

判定分科会、出題問題検証分科会）からなり、vetCBT 全般の管理運営を行う。 

 システム環境検討委員会：vetCBT の問題管理や試験実施のためのシステム全般の運営を

行う。 

 vetOSCE 委員会：4分科会（医療面接分科会、伴侶動物身体検査分科会、産業動物身体検

査分科会、外科基本技術分科会） からなり、試験課題と評価法の策定、評価者ならびに標

準クライアントの教育などを行っている。 

 上記の各委員会には、全国 17 獣医系大学の教員が参画している。 

 

 

2）問題点と課題 

vetCBT 

 vetCBT に関する開催日程、受験料、出題内容についてアンケート調査を行い、その回答

結果をもとに、vetCBT に関する問題点と課題について整理した（資料 4）。 

 

① 開催日程 

 現在 A日程（2月～3月）と B日程（5月～8月）の期間に各大学がそれぞれ vetCBT 本試験

を実施している。概ね 8割の教員が現在の日程について妥当であるとの回答を得た。 



 

 

② vetCBT の受験料 

 現行の受験料（vetOSCE と合わせ 27,000 円）について、適当であると考えている教員が 5

割、安くする努力をすべきであると考えている教員が 5割であった。 

 

③ 出題問題の難易度、出題数、出題範囲など 

 出題数については、およそ 8割の教員が現状の 300 問で妥当であるとの回答であった。出

題問題の難易度についても現状で良いという回答がおおよそ 8割を占めた。しかし、vetCBT

の出題問題は公開されていないため、難易度が正しいか否か判断できず、少なくとも教員に

は公開すべきであるとの意見が複数出された。出題問題範囲については、5割の教員が現状

で妥当であると回答したが、臨床科目の出題範囲については各論の出題を増やすべきであ

るという意見（9%）と臨床科目は総論・概論に限るという意見（16%）に分かれた。また、

各科目の出題問題数についても不適切な偏りがあると指摘された。 

 次に、獣医師国家試験必須問題程度の範囲にするという意見も得られた（18%）。一方、国

家試験必須問題と vetCBT との関係については、現状では判断できないという意見が 4割近

くあったが、国家試験と vetCBT とは別に考えるという意見が 4割を超えた。将来的に国家

試験必須問題の替わりになるよう目指すという意見は 2割であった。 

 

④ vetCBT 問題作成・精選作業 

 問題作成は獣医師国家試験必須問題の難易度を目安とし、選択肢は単純な 5択とし、複数

の正解の組み合わせによる 5 択の形式にはしないことと基本にする。問題作成には獣医学

教育を担当する資質を持った人物を広く起用しうることとする。問題精選は各科目に精通

する獣医学教育を担当する資質を持った人物4名により行う。作成した問題を用いてvetCBT

トライアル試験を本試験 1 カ月前を目処に実施し、受験生の正答率などを参考に取捨選択

し正問題としてストックする。2年に1回の割合で5,000問の問題作成をし、最終的に1,500-

2,000 問程度が本試験用問題として採択される算段である。 

 

vetOSCE 

① 試験課題の改訂 

 vetOSCE は、診察における獣医師としての基本的な姿勢や態度を評価する医療面接試験と、

診察の基本技術を評価する 3種の実技試験（伴侶動物身体検査、産業動物身体検査、外科基

本技術）から構成される。 

 現在、医療面接試験は、伴侶動物の飼主や動物に配慮した所作や言葉遣いなどの対応を課

題としている。また、各実技試験では、限られた試験時間内で実施可能で、極めて初歩的な

身体検査手技あるいは外科基本動作を試験課題としている。 



 

本来 vetOSCE の目的は、参加型臨床実習を受講できる十分な医療技術を取得しているこ

とを認定することである。したがって、医療面接では、今後は、伴侶動物だけではなく産業

動物の参加型臨床実習での実践を想定した、産業動物の飼主や動物への対応に関する課題

の策定も必要と考えられる。また、参加型臨床実習の臨床現場で必須となる基本技術は現在

の実技試験課題以外にもあることから、今後、試験課題の増設に関する検討を行う必要があ

ると考えられる。 

 

② 評価者（教員）の質保証と評価方法など 

 現在、医療面接は学外評価者と学内評価者の 2 名、他の試験では学内評価者 2 名で実施

している。評点の大きな差異が、学内外評価者間ばかりではなく、学内評価者間でも認めら

れることから、今後評価者の質保証のための方策（研修会の定期的開催や認定制度の策定な

ど）、医療面接以外の課題への外部評価者の派遣や評価方法などについて検討する必要があ

ると考えられる。 

 

③ 評価法の改訂 

 現在の試験課題の評価法では、評価項目毎に点数を付ける方式のため、課題の本来の目的

を達成していない状況でも合計点数で合格基準に達して合格してしまう場合がある。また、

各試験課題間でも難易度に差異が生じていることから、今後評価法について検討する必要

があると思われる。 

 

④ 標準クライアントの確保、教育および質保証 

 標準クライアントの質については、vetOSCE 開始当初に比較すると、医療面接分科会の委

員や派遣事業体（企業・団体）などの努力により改善しているが、個人差が認められること

から、今後は安定した質の高い標準クライアントの確保のための研修などの方策を検討す

る必要がある。また、派遣事業体の所在地から遠方の地域などでは、標準クライアントの確

保に苦慮していることから、各地域で派遣事業体を増やす努力も必要である。 

 

⑤ シミュレーターを用いる意義の周知 

 シミュレーターを用いて実習する意義は、動物福祉の観点から、動物に過度で無用な苦痛

を与えずに、安全かつ適切な獣医療の基本技術を、生体を扱う実習の前に習得することであ

る。したがって、「Student Doctor」の認定には、シミュレーターを用いた試験で、安全か

つ適切な獣医療の基本技術を実施できることが必要不可欠であることを、各大学の実習担

当者および vetOSCE 評価者が強く認識する必要がある。 

 

⑥ 参加型臨床実習における vetOSCE の実施効果についての検証 



 

 今後の試験課題や評価方法などの改善・向上に向けて、各大学における vetOSCE 受験前の

学習（事前実習）、vetOSCE の試験成績、ならびに参加型臨床実習を受講する学生の“質”と

の関連についての評価項目を策定し検証する必要があると考えられる。 

 

⑦ vetOSCE 試験に関する理解 

 一部の大学において vetOSCE の実施に臨床系以外の教員ならびに関係職員の協力を得ら

れない状況もあることから、獣医学教育に携わる全ての教職員が共用試験の意義を正しく

理解し、全関係教職員が関与することの重要性について啓蒙する必要があると考えられる。 

 

 

3）今後の方針 

vetCBT 

 獣医学教育支援機構ホームページには明記されているが、vetCBT 実施の目的について全

教員が再度認識するとともに、広く社会にその実施意義と期待される効果について周知し

ていく必要性・重要性を再認識した。教員の中には十分な認識がなされていないように見受

けられた。また、vetCBT は、獣医学に関する知識・技能・倫理観などについて、学部 4～5

年次にある程度一定の質に到達していることを学生一人一人について確認するための試験

であり、結果としてその確認は参加型臨床実習履修の担保となるとし、参加型臨床実習実施

にむけて学生の質を担保することだけが目的ではないと考える。あくまでも質の高い獣医

師を育成するための一つの手段として vetCBT をとらえ、得られる成果の一つとして参加型

臨床実習に必要な学生の習熟度の担保となる、と考える。これによって、vetCBT の実施に

当たっては、単に臨床関連科目に限らず、広く獣医学を支える教科を出題範囲とする。 

 今後、vetCBT 開始後 10 年を目途に vetCBT の長期実施によって明らかになるであろう諸

問題について調査・精査するとともに、学生のアンケート調査による意見も反映していく所

存である。 

なお、現在進行中の獣医学教育モデル・コア・カリキュラムの改訂に合わせて、vetCBT 問

題の出題範囲や問題内容についても精査していく必要があり、その手法については随時検

討していく。問題作成・精選においては、教員数が不足していることが明確であり、今後、

定年退職後の元教員や、獣医学教育を受けた大学以外の所属の方に積極的に問題作成や問

題精選の委嘱をできる制度を考えるべきであろう。 

 

 

①  開催日程 

 vetCBT は全大学で年に 2回くらいでまとめて開催するのが理想的であるが、1) 大学ごと

にカリキュラムや学事が異なること、2) vetCBT 実施を委託している業者のシステムキャパ

シティ限界、などにより開催日程を 2回に統一することは現段階では困難である。従って、



 

当分は現在の開催日程を踏襲することになる。しかし、今後、各大学のカリキュラムの変更

に伴って vetCBT の実施日程も変わることが想定されるので、ある程度、実施回数を減らす

可能性について模索する。 

 

②  受験料 

 全体としては、受験料は極力安く抑える努力をしていくべきであるが、現状の獣医学教育

支援機構の財務状況から判断すると妥当と考えられる。獣医学教育支援機構の収支決算に

ついては、総会にて毎年公開・承認されているが、その情報は各大学の各教員には十分周知

されていない。今後、獣医学教育支援機構の活動内容や収支決算については、各大学より選

出されている機構理事などを通して、各大学教員に周知して頂く必要がある。 

 

③ 出題問題の難易度、出題数、出題範囲など 

 出題総数は現状の 300 問で妥当であり、今後も現状の出題総数を基準とし、一方で、出題

範囲については、参加型臨床実習のコア・カリキュラムの内容に沿った出題範囲と出題数に

していくことを考慮する。臨床科目の出題範囲については、臨床科目すべてを vetCBT 実施

前に終わらせるにはカリキュラム構成に無理がかかることが予測され、大学によっては実

施不可能な可能性が高いことから、総論、概論、診断法と一部の各論を中心とした範囲にと

どめることが望ましい。いずれにせよ、十分な意見交換の場が必要である。 

 出題される問題の難易度については、現在の問題作成・精選法を基本的に今後も踏襲する

ことで担保する。各教員にはこの問題作成・精選作業方法の過程について説明すること、さ

らには各教員に積極的にこの過程の作業に参加していただくことで理解を深めて頂く。出

題問題については問題漏洩を防ぐ目的でこれまで通り公開しない。 

 

 

vetOSCE 

① 試験課題の改訂 

 次年度以降、医療面接分科会では、伴侶動物だけではなく、産業動物の参加型臨床実習で

の実践を想定した課題（産業動物の飼主や動物への対応に関する内容）の策定を行う。他の

分科会では、現状の試験課題以外に参加型臨床実習の臨床現場で必要不可欠な獣医療の基

本技術を抽出し、今後、試験課題として如何に盛り込むかについての検討を始める。 

 

② 評価者（教員）の質保証 

 今後も評価者研修会を獣医学会時やインターネット環境を利用して定期的に開催し、評

価者の質の均一化と質保証できる仕組みの構築に務める。また、必要に応じて研修内容を刷

新し、医療面接以外の実技試験では課題別に評価者の認定制度を設けることなどを検討す



 

る。さらに、新設大学（岡山理科大学）の vetOSCE 実施に向けた評価者教育、産業動物診療

のための医療面接課題の策定準備についても検討を開始する。 

 

③ 標準クライアントの確保、教育および質保証 

 標準クライアントの個人間の演技レベルの是正については、共通マニュアル作成、獣医学

支援機構機構と派遣事業体（企業・団体）との調整、各大学における試験実施前の事前打ち

合わせの義務化などで対応する。また、新たな標準クライアントの派遣事業体を増やすこと

を推進する。加えて、産業動物の標準クライアントの育成や確保についても検討を始める。 

 

④ 実技試験における生体の利用 

 動物福祉ならびに試験公平性の観点から、今後も実技試験において生体を利用する予定

はない。生体を用いた実習は、各大学で十分検討し実施することを強く推奨する。 

 

⑤ 参加型臨床実習における vetOSCE の実施効果の評価 

 vetOSCE の実施（事前学習を含む）と参加型臨床実習を受講する学生の質との関連を検証

するため、各大学へ行うアンケート調査の評価項目についての検討を始める。 

 

⑥ vetOSCE 試験に関する理解 

 一部の大学において vetOSCE の実施に臨床系以外の教員ならびに関係職員の協力を得ら

れないとの状況があることから、その改善に向けて、各大学への実態調査を行う。 

 

 



 

 

 

資料 3-1 共⽤試験（vetCAT）実施状況 

（実施実績） 
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表
１
．
獣
医
系
大
学
に
お
け
る
獣
医
学
共
用
試
験
の
実
施
実
績

ve
tC
B
T

ve
tO
S
C
E

ve
tC
B
T

ve
tO
S
C
E

ve
tC
B
T

ve
tO
S
C
E

東
京
農
工
大
学

20
17
年
2月

16
日
（木

）
20
17
年
2月

23
日
（木

）
20
18
年
2月

15
日
（木

）
20
18
年
2
月
2
2
日
（
木
）

2
0
1
9
年
2
月
1
4
日
（
木
）

2
0
1
9
年
2
月
2
2
日
（
金
）

酪
農
学
園
大
学

20
17
年
2月

16
日
（木

）
20
17
年
2月

21
日
（火

）
20
18
年
2月

21
日
（水

）
20
18
年
2
月
2
7
日
（
火
）

2
0
1
9
年
2
月
2
1
日
（
木
）

2
0
1
9
年
2
月
2
6
日
（
火
）

岐
阜
大
学

20
17
年
2月

21
日
（火

）
20
17
年
2月

16
日
（木

）
20
18
年
2月

22
日
（木

）
20
18
年
2
月
1
5
日
（
木
）

2
0
1
9
年
2
月
1
3
日
（
水
）

2
0
1
9
年
2
月
2
1
日
（
木
）

岩
手
大
学

20
17
年
2月

21
日
（火

）
20
17
年
3月

8日
（水

）
20
18
年
2月

20
日
（火

）
20
18
年
3
月
7
日
（
水
）

2
0
1
9
年
2
月
1
9
日
（
火
）

2
1
0
9
年
2
月
2
2
日
（
金
）

鳥
取
大
学

20
17
年
2月

27
日
（月

）
20
17
年
3月

11
日
（土

）
20
18
年
2月

22
日
（木

）
20
18
年
3
月
3
日
（
土
）

2
0
1
9
年
2
月
2
0
日
（
水
）

2
0
1
9
年
3
月
2
日
（
土
）

宮
崎
大
学

20
17
年
2月

28
日
（火

）
20
17
年
2月

22
日
（水

）
20
18
年
3月

1日
（木

）
20
18
年
2
月
2
1
日
（
水
）

2
0
1
9
年
2
月
1
8
日
（
月
）

2
0
1
9
年
3
月
1
日
（
金
）

大
阪
府
立
大
学

20
17
年
2月

28
日
（火

）
20
17
年
3月

1日
（水

）
20
18
年
2月

28
日
（水

）
20
18
年
3
月
1
日
（
木
）

2
0
1
9
年
2
月
2
2
日
（
金
）

2
0
1
9
年
2
月
2
0
日
（
水
）

北
里
大
学

20
17
年
5月

13
日
（土

）
20
17
年
8月

8日
（火

）
20
18
年
5月

19
日
（土

）
20
18
年
6
月
2
3
日
（
土
）

2
0
1
9
年
5
月
1
8
日
（
土
）

2
0
1
9
年
6
月
2
2
日
（
土
）

日
本
大
学

（ト
ラ
イ
ア
ル
実
施
）

（ト
ラ
イ
ア
ル
実
施
）

20
18
年
5月

26
日
（土

）
20
18
年
6
月
9
日
（
土
）

2
0
1
9
年
5
月
1
1
日
（
土
）

2
0
1
9
年
6
月
1
日
（
土
）

東
京
大
学

20
17
年
6月

6日
（火

）
20
17
年
6月

13
日
（火

）
20
18
年
6月

5日
（火

）
20
18
年
6
月
1
2
日
（
火
）

2
0
1
9
年
6
月
4
日
（
火
）

2
0
1
9
年
6
月
1
1
日
（
火
）

北
海
道
大
学

20
17
年
6月

10
日
（土

）
20
17
年
6月

11
日
（日

）
20
18
年
6月

9日
（土

）
20
18
年
6
月
1
0
日
（
日
）

2
0
1
9
年
6
月
1
5
日
（
土
）

2
0
1
9
年
6
月
1
6
日
（
日
）

帯
広
畜
産
大
学

20
17
年
6月

11
日
（日

）
20
17
年
6月

10
日
（土

）
20
18
年
6月

10
日
（日

）
20
18
年
6
月
9
日
（
日
）

2
0
1
9
年
6
月
1
6
日
（
日
）

2
0
1
9
年
6
月
1
5
日
（
土
）

山
口
大
学

20
17
年
7月

1日
（土

）
20
17
年
7月

15
日
（土

）
20
18
年
6月

30
日
（土

）
20
18
年
7
月
1
4
日
（
土
）

2
0
1
9
年
6
月
2
9
日
（
土
）

2
0
1
9
年
7
月
1
3
日
（
土
）

鹿
児
島
大
学

20
17
年
7月

1日
（土

）
20
17
年
7月

15
日
（土

）
20
1８
年
6月

30
日
（土

）
20
18
年
7
月
1
4
日
（
土
）

2
0
1
9
年
6
月
2
9
日
（
土
）

2
0
1
9
年
7
月
1
3
日
（
土
）

麻
布
大
学

20
17
年
8月

19
日
（土

）
20
17
年
7月

22
日
（土

）
20
18
年
8月

18
日
（土

）
20
18
年
7
月
2
8
日
（
土
）
2
0
1
9
年
8
月
1
7
日
（
土
）

2
0
1
9
年
7
月
2
9
日
（
月
）

日
本
獣
医
生
命

科
学
大
学

20
17
年
8月

22
日
（火

）
20
17
年
7月

15
日
（土

）
20
18
年
8月

21
日
（火

）
20
18
年
7
月
1
4
日
（
土
）

2
0
1
9
年
8
月
9
日
（
金
）

2
0
1
9
年
7
月
1
3
日
（
土
）

20
18
年
（第

2回
）

2
0
1
9
年
（
第
3
回
）

20
17
年
（第

1回
）

大
学
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資料 3-2 共⽤試験（vetCAT）実施状況 

（受験者数・合格者数） 
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表
２
．
過
去
3回

の
獣
医
学
共
用
試
験
の
受
験
者
数
と
最
終
合
格
者

本
試
験

追
再
試
験

人
数

合
格
率

本
試
験

追
再
試
験

人
数

合
格
率

20
17
年
（第

1回
）

83
6

18
83
1

99
.4

83
6

4
83
6

10
0

20
18
年
（第

2回
）

10
11

24
10
08

99
.7

10
07

7
10
07

10
0

20
19
年
（第

3回
）

96
9

8
96
6

99
.7

96
8

22
96
7

99
.7

実
施
年
（回

）

ve
tC
B
T

ve
tO
S
C
E

受
験
者
数

最
終
合
格
者

受
験
者
数

最
終
合
格
者
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資料 3-3 共⽤試験（vetCAT）実施予定 

（2020年） 
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表３．2020年（第4回）獣医学共用試験の実施予定

大学 vetCBT vetOSCE

東京農工大学 2020年2月7日（金） 2020年2月13日（木）

岐阜大学 2020年2月14日（金） 2020年2月20日（木）

大阪府立大学 2020年2月14日（金） 2020年2月12日（水）

宮崎大学 2020年2月17日（月） 2020年2月28日（金）

酪農学園大学 2020年2月18日（火） 2020年2月25日（火）

鳥取大学 2020年2月19日（水） 2020年2月29日（土）

岩手大学 2020年2月20日（木） 2020年2月21日（金）

北里大学 2020年5月16日（土） 2020年6月20日（土）

日本大学 2020年5月23日（土） 2020年6月6日（土）

東京大学 2020年6月2日（火） 2020年6月13日（土）

北海道大学 2020年6月13日（土） 2020年6月14日（日）

帯広畜産大学 2020年6月14日（日） 2020年6月13日（土）

山口大学 2020年6月27日（土） 2020年7月11日（土）

鹿児島大学 2020年6月27日（土） 2020年7月11日（土）

日本獣医生命科学大学 2020年8月11日（火） 2020年7月4日（土）

麻布大学 2020年8月22日（土） 2020年7月18日（土）
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資料 3-4 vetCBTに関するアンケート調査まとめ 
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vetCBTに関するアンケート調査結果　　　20200120

回答者：全国16大学の獣医学教育従事者　429名

① 現在のvetCBT開催日程（A日程；2月～3月、B日程；5月～8月）について

a. 現状でよい　　b.１回にまとめるべき     c. 2-3大学ずつ６回に分けて実施　　d.  その他

a 78% b 16% ｃ 2% ｄ 3%

② vetCBT受験料について（教員サイドから見て）

a. vetESO経理から判断して妥当　　b.  vetESO経理から判断しても高額

c. 現状では仕方ないが受験料を下げる努力をすべき

a 51% b＋c 49%

③ 問題の難易度について

a. 現状でよい　　b. もっと難しくするべき　　c. もっと容易にするべき　　d.  その他　

a 78% b 7% ｃ 7% ｄ 8%

④ 問題の出題数について（100題ずつ　３ブロックABC　合計300問)

a. 現状でよい　　b. もっと増やすべき　　c. もっと減らすべき　　d.  その他

a 76% b 2% ｃ 17% ｄ 5%

⑤ 出題問題範囲について

a. 現状でよい　　b. 臨床科目の各論の出題を増やす　　c. 臨床科目はすべて総論・概論に限る

d.  国家試験必須問題程度の範囲にする　　e. その他

a 52% b 9% ｃ 16% ｄ 18%

e 4%

⑥ 国家試験必須問題との関係について

a. 必須問題とは別に考えて実施　　b. 将来的に国家試験必須問題の替わりとなるよう目指す

c. 現状では判断できない　　　c. その他

a 43% b 19% ｃ 36% ｄ 1%

獣医学教育改⾰⼯程フォローアップ調査事業

※岡山理科大学はvetCBT問題作成・精選作業、vetCBTトライアル

　vetCBT本試験をまだ実施していないため、今回はアンケート回答からは

　除外したが、各項目についてのコメントについては集計に加えた。
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① 現在のvetCBT開催日程（A日程；2月～3月、B日程；5月～8月）について

② vetCBT受験料について（教員サイドから見て）

・実施にあたり様々な要因から生じるの日程のズレに柔軟に対処で切るのであれば
　a～cのどれでも良い。
・本来は一時期にまとめることが望ましく思われるが、それは、獣医学教育のコア・
　カリキュラム整備と全大学での実践が達成されてはじめて意味がある。それまでは
　現状維持。
・カリキュラム次第では１回にまとめた方がいいとは思いますが、現実的には、
　各大学、カリキュラム、時間割が異なるので難しいと思います。現状が妥当で、
　各大学が状況を見てA, B選べばいいと思います。
・システム上、時期を限定する必要が無いのであれば、各大学の事情に応じたもの
　で良いと思います。現状で良い、という意見に近いと思います。
・まとめられるところは出来るだけまとめて、追試実施は１箇所にすることにより
　負担軽減を図って欲しい。
・CBTを行う本来の目的に沿ったものにすべき　すなわち臨床ローテーションに入る
　直前。
・今より教員の負担が減るのなら、いくつかの大学を合わせて実施するほうが良い。
・教養学部のある東大の場合、専門教育の開始が遅くなるので、現行の5年生6月より
　以前に実施することは不可能。
・事務局の作業量が少なくなるように, 各大学が配慮するとよいと思います。
・当面，現状のままで良いが，将来的にはCBTの特性を活かして，何時受験しても良い
（個別に受験）体制になると良いと思う。
・他大学との結果の関係性がよく分からない
・大阪府立大学では、2022年度からカリキュラム変更によりvetOSCEを8〜9月に実施する
　計画がある。これに対応できる体制をお願いしたい。
・問題の数を増やしてランダムの出題方式を充実させ，個人の認証方式を厳格化させる
　ことにより（指紋認証や静脈認証の登録など），近い将来，不定期に受験できるシス
　テムを構築する。
・vetCBTの実施時期によって、大学自体のカリキュラムが影響を受ける。大学によって
　カリキュラムが大きく変わるような事態にならないよう、影響が出来るだけ少ない時期
　にしてほしい。特に問題は起こっていないと思われるので。
・大学間で格差が生じないように全大学A日程にすべき。
＜総評＞
※ 概ね現状で『可』（仕方ない、含む）
※ 各大学の都合もある（東大、府立大など）
※ 各大学のカリキュラムの統一性なくして日程統一は無理
※追再試験はある程度統一しては？

・受験料を基にした経費の詳細な内訳が分からないと，具体的な削減案を出せないと思い
　ます。学生は2万円を超える受験料を支払いかつテストに合格すれば“Student Doctor”
　の肩書を貰えるが，公的な効力もないので身分証明書にすらなっていないのでは？と気
　にかかっています。
・本題とは異なるかもしれないが、学生自身に参加型臨床実習への自覚を持たせるために
　も、ある程度の金額は必要と考える。
・各大学で認定し，全国共通のCBTを廃止する。
・国家試験問題の過去問を活用する（精選の必要がないため，コストダウンができる）
・マークシートにする（PBT）
・1000人規模でCBTシステムを運用すること自体が無駄である。紙の問題用紙でマークシ
　ート方式であれば、コストはほとんどかからない。私立大学1校の入試受験者数にも
　満たず何ら難しいことではない。
・vetESO経理が不明のため回答なし。現状は高いと感じる。しかし、ソフトやサーバの入
  れ替え等を行い、現状から10〜1５年程度値上げしないシステムなら現状を受け入れる他
  がなし。vetESO経理および機器等入れ替え予定表を作成されて、いつでも、どこでも、
  見えるようにしてくれるとありがたい。
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② vetCBT受験料について（教員サイドから見て）

・受験料の算出根拠が明示されていないので判断できない。大学と独立した機構が
　実施しているが、試験を実施した大学に会場費など実施料は払われているのか？
　報酬が欲しいわけではない。教員主体で構築したシステムなのに、学生から高額
　な受験料を機構が吸い上げているように見える点に違和感を感じる。
・vetESO経理を知らないので、現状が妥当かどうかは判断できませんが、受験料を下
　げる努力をすべきと感じる。
・申し訳ございませんが、経理内容を把握していないので、回答できませんでした。
・余計な事業等は実施せずに，共用試験のみに専念して，費用削減に努めるにして
　もらいたい。
・究極的に、共用試験を獣医師国家試験の一部とみなし、CBTでの出題範囲は卒業
　時の国家試験では出題しないとするならば、現在の金額で妥当と思う
・積極的に下げる努力をすべき
・経済的に厳しい学生には受験料の免除制度etc
・医学とか薬学の受験料はどういった感じですか？
・経理に関する情報がなく判断不能
・出来るだけ節約して、受験料を下げる努力をするべきである。学生の負担が参加型
　実習の導入などで増えているので、是非検討してほしい。
・受験料を下げることが可能なら下げた方が良い、という程度の認識でaす。具体策は
  ないです。
・獣医師会、開業獣医師、獣医師関連企業等からの寄付をお願いする。あるいは、クラ
  ウドファウンディングによる資金提供。
・現状では仕方ないが、可能ならば医歯学及び薬学の共用試験の受験料（25,000円及び
　24,000円）と同程度まで下げられるとよいのではないでしょうか。
・収支情報がないため、回答が難しい設問です。
・直近の経理状況が一教員の身からは分からない。現状は医歯薬系の受験料に倣っている
　根拠しか読み取れず妥当性が不明。受験する母数から、下げられる余地があるのなら
　努力は必要と考える。
・判断材料がないのでわからない。
・特にアイデアはないが、原則として経費が下がれば徴収する受験料は下げるのが当然で
　はないか。また、この設問はそもそもvetOSVE経理状況がわからなければ正確には回答
　できない。
・既に働きかけをされており，今更かもしれませんが，獣医師免許の監督官庁である
　農水省，及び大学教育の監督官庁である文科省の考えはどのようにとらえているのか
　によりますが，公的資金の投入も必要かと思います．何らかの形で公的資金が投入さ
　れれば受験料の低額化も可能かと考えております．
・奨学金を受けていたものとしては、それなりに高い金額であるように思えます。地方
　自治体の獣医師修学資金制度を受けている学生等へは各自治体の援助などを募ったり、
　優秀な成績を修めている者へ対しての減額などの、努力をした者へ対して補助が得ら
　れるような制度だと好ましいように思います。
・経理状況がわからないため、受験料については評価できません。
・vetESO経理とはなにか。収支状況を把握していないため、適切なコメントができない。
　私学の学生にとって約30,000円の負担は多いので、可能な限り下げる努力をすべき。
　また、収支状況を受験生に公開することで透明性を図り、コスト削減に努めるべきでは
　ないか。
・経理状態が不明のため判断できない

＜総評＞
※ 総会で会計報告をしているが、その情報が各大学の各教員には伝わっていない。各大学
の代表が責任をもって各大学で説明する必要性がある。
※ 全体としては、極力値下げを目指してほしいが現状も仕方なし
※ マークシート形式で経費削減できないか？
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③ 問題の難易度について

・問題を見ていないのでなんとも言えません。受験者からのフィードバックが重要
　に思います。
・一教員としては、全ての問題について把握していないはず。この問は適切では
　ないのでは。
・問題が公開されておらず，判断できません。
・学生の負担軽減のため
・内容がよくわからない
・詳細を知らないので答えられませんが、７～８割くらいの正答率が妥当なのでは
　ないでしょうか？
・当初は特別な勉強をしなくても合格するレベルと言われていたような気がするが、
　実際は勉強しないと合格できない。
・精選委員をやらないと自分の専門分野すらレベルが適切なのかどうかわからず，
　回答できない．
・難易度というより，大学によってはまだ習っていない授業（5年時開講の授業）の
　問題が出題されていることの改善が必要
・毎年100％に近い到達率が達成できているのなら、現状でよいと思います。
・難易度を把握できていない。
・判断材料がないのでわからない。
・ほとんど勉強をすることなく通る試験の実施に意味があるか不明。
・出題者間で難易度の感じ方が異なるように思います。各分野で数名のトライアルを実施
　していただいて、明らかに違和感を覚えたり不適な問題の排除に努めていただきたいで
　す。現状でよい。日々の予習復習をしていれば、特段の準備が無くても合格するレベル
　が理想ですが。
・実際に出題（選出）されている問題を見たことがないので、わからないのではないか？
・vetCBTでは基礎的な問題のみとしてOSCEでより実践的な臨床内容に特化すべき。今の
　OSCEではやる必然性が感じられない。
・実際は内容がわからないため、現状で良いかわからないが、学生の合格率をみると
　妥当であると考えられる。
・問題が公開されてないので判断できない。学生の話によると不適切問題がかなりある様
  に思われる。
・国家試験の出題範囲・レベルと同等もしくはそれ以下となるような問題が好ましい。
・難易度の偏りがあるようなので、精選をしっかり行うべき。
・試験の目的が変更されたり不明確なので、試験の目的を改めて明らかにした上で、目的
  に沿った難易度にする必要がある。
・あくまで，参加型臨床実習を受ける権利を得るための確認試験なので，学生側がvetCBT対
  策専用の勉強をあらためてしなければならないような難易度の問題にすべきでない。
・平均が70点の問題としているが実際は難問が多く点数が取れているのは学生がこの試験の
  ために試験対策を行っているためと認識すべき。このままでは第二の国家試験になりかね
  ない。
・難易度を問うより出題基準を検討するべきではないか。vetCBTのホームページにも明確な
　出題基準の掲示がない。コアカリ科目でも出題されないものはどれかなど
・達成度の評価であれば現状でよいと思いますが, 徐々に難易度を上げていくことも必要か
　もしれません。医学のように基礎系のCBTを国家試験の代替にすることもありではない
　でしょうか

＜総評＞
※ 出題した問題を教員には公開するべきでは？　それにより全教員に妥当性を判断して
もらう。
※出題に偏りがある

129



④ 問題の出題数について（100題ずつ　３ブロックABC　合計300問)

・受験者のフィードバックが重要に思います。
・問題が公開されておらず，判断できません。
・２ブロック、200問で十分だと思います
・臨床各論を入れると必然的に問題数は増える
・倫理や法規関係の問題を少し増やすべきと感じます。
・倫理や法規関係の問題を少し増やすべきと感じます。
・良くわからない。
・判断材料がないのでわからない。
・全ての大学が4年終了時頃までにコア科目を終了し、5,6年で参加型臨床実習やアドバン
　スト科目を行うということで足並みが揃うのであれば、臨床科目の各論まで出題しても
　良いと考えます。
・このぐらいが妥当であると思われる。
・vetCBTの目的を明確にすることで出題数は決まる。
・分野の偏りが大きいようなので、どの分野から何問出題する、というように、統一する
   べき。
　病理学の問題が多い学生と、ほとんどない学生がある、など、学生から出題分野
　が偏っているという意見あり。
・問題数は現状で良いので、回答時間を削減すべき。現状は長過ぎる。
・正答率、識別率などの分析データがないので評価不能
・問題数はそのままで良いが、試験時間をもう少し短くしてもいいと思う。
・1ブロック70～80問程度が適当と考える。加えて，1ブロックごとの受験時間をぜひとも
   短くすべきである。多くの受験生が時間をかなり持て余している。

＜総評＞
※ 出題した問題は教員には公開すべきでは？
※ １ブロック70-80分で良い
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⑤ 出題問題範囲について

・当面は現状維持とせざるを得ない。しかし、コア・カリキュラム内容の変遷と
　共用試験趣旨の見直しを踏まえて出題範囲を改定すべきである。
・教員教育側の都合もあるが、４年後期で共用試験を実施しようとする本学の意向
　として、ＣＢＴ前にこれらすべてを網羅することが難しい。基礎、応用獣医学お
　よび臨床科目の総論、概論を中心として、臨床科目はポリクリに参加するための
　必要項目のみを出題するべきである。
・参加型臨床実習に入るまでのカリキュラムを統一し、そこまでの勉強をクリアした
　かを見る試験とすべき。つまり臨床の問題はほとんどない。その代わり、卒業時の
　国家試験の時にはCBTで出題された範囲は出題されないのが良いと思う。
・全て臨床以外の問題にした方が良い。
・これもCBTを行う本来の目的に沿ったものにすべき　すなわち臨床ローテーション
　を行うために必要な基礎知識が十分かどうかを問う必要がある　それをやらない
　ならCBTはやめた方がいい　お金と時間の無駄
・各論を入れないと共用試験の意味がない
・臨床実習に直接関係のない科目は軽減する。臨床科目を増やすのではなく
・臨床系科目の見直しを行った上で出題範囲を議論すべきと考えます。
・臨床系科目の見直しを行った上で出題範囲を議論すべきと考えます。
・そもそも共用試験の目的を考えれば，ｂであるべきですが，カリキュラムの関係
　で物理的に不可能とも思います。
・小動物大動物に関わらず，臨床の現場で最低限必要な知識（基礎，応用，臨床に
  わたって）があると思いますので，その内容を中心に出題してはどうでしょうか．
・難易度について：国家試験問題のレベルを超えるべきではない。
・参加型臨床実習を履修するために真に必要な知識が何であるかを検討し、出題科目、
　出題範囲を縮小することが望ましい。それにより、各大学のカリキュラム編成を柔軟に
　変更できるようになる
・臨床実習に参加することを担保する試験という建前であるのに小動物臨床の各論がほと
　んど出題範囲外であることは疑問である。
・判断材料がないのでわからない。
・臨床の現場でStudent Doctorとして実習にあたるのであれば，ある程度の各論の事項
　を知っておくべきではないか。
・将来的には、国家試験との関係性も考える必要があるが、現時点では現状で良い。
　一回り（6年間）が経過した時点で、出題された問題の分野別の頻度や得点率などの
　分析を行うなどの評価が必要と思われる。
・本来はもっと臨床科目を増やすべきと考えるが、カリキュラムの関係上、難しいと思
　われる。したがって、出題範囲は現状で良いと思う。
・vetCBTの目的を明確にすることで問題範囲は決まる。
・試験の目的が変更されたり不明確なので、試験の目的を改めて明らかにした上で、目的に
　沿った難易度にする必要がある
・問題の出題に偏りがある。魚病は多すぎる？？。伝染病の各論がそんなに必要か？など
・大学によっては野生動物学などの応用分野は5年次に履修するので、参加型臨床実習を
　受講するために必要な科目は何かを再度精査し、出題範囲を見直す必要がある。
・改善後のコアカリの範囲（到達目標）が少なくなるという前提で、現状で良い
・これから参加型臨床実習に参加する学生達が受ける試験なので，臨床科目の各論問題
　は避けるべき。出題するとしても，総論・概論といった基本的部分のみにする。
・受験時までの学習範囲に絞る。つまり、その範囲は全国で揃えるべきである。
・参加型臨床実習のための共用試験なので本来は臨床科目を含めてすべての範囲が対象に
　なるべきですが, 授業が進んでいない状況で共用試験と参加型臨床実習を実施するので
　現状の範囲にならざるをえない状況にあります。各大学のカリキュラムを見直すか,
　共用試験の時期を変えることをしないと変更できません。

＜総評＞
※　臨床科目の出題を増やすのか、減らすのか？両方の意見あり・・・CBTの目的とは？
※ 倫理、概論、法規の問題を増やすべき
※ 6年間実施後に分析・評価
※ 問題の偏り（魚病などの出題が多い？）
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⑥ 国家試験必須問題との関係について

・国家試験の必須問題の位置づけが曖昧だが、CBTが本来の目的を果たせれば必須問題
　はいらなくなるだろう。
・小動物大動物に関わらず，臨床の現場で最低限必要な知識（基礎，応用，臨床にわたっ
   て）があると思いますので，その内容を中心に出題してはどうでしょうか．
・CBTと国家試験とでは、出題内容に重複があるにせよ、実施する目的が異なると思う。
  国家試験との関係を考える必要性は低いように感じます。
・共用試験はあくまでも参加型臨床実習受講可能レベルであること社会に保証するための
　試験であるため国試とは別に考えるべきかと思います。
・獣医学教育モデル・コア・カリキュラムの参加型臨床実習の受講に相応しい学生かど
　うかを評価するためのもであるため、基礎的な問題を出題することが重要である。
　国家試験必須問題のレベル、あるいはもう少し難易度が低い基礎的な問題を出題し続
　けることが妥当と考えます。）
・共用試験の目的が国家試験とは全く異なることを再度確認すべきである。
・国家試験とは全く別のものと考えている。
・必須問題の代わりではなく，必須問題を包括した内容となり，その結果として国試から
　必須問題をなくせば良いのではないか。
・国家試験とは目的が違うので、現状ではCBTは替わりにはならない
・替わりにするなら難易度も変えて、国家試験では基礎・応用系の問題は免除にしても
　良いかもしれない。
・必須問題と学説問題の替わりとなるように目指す
・国家試験必須問題の位置づけとCBTの位置づけは異なるように思いますので、分けて
　考えるべきかと考えます。				
・医学部の共用試験と国家試験のあり方が、前例となるが、それぞれの内容について、
　国家試験担当の農水省とも話し合いのテーブルを作ることが先。
・CBTを現在の国家試験の必須問題として、将来的には国家試験から必須問題を無くす
　方向が良いのでは？
・「国家試験必須問題との関係」の問題は初耳である。vetCBTで必須問題の内容がカバー
　できるとは思えない。vetCBTはあくまでも参加型臨床実習に参加するためにクリアする
　もので、獣医師国家試験とは別個に扱うべきであると考える。
・できれば、国家試験の必須問題の代わりとなることが望ましいが、現状では難しいと。
・vetCBTの目的を明確にすることで必須問題との関係性は決まる。
・現状では、国家試験は出題基準に沿っており、コアカリに沿ったvetCBTとは、別に考え
　る必要がある。
・正答率、識別率などの分析データがないので判断不能
・そもそも、vetCBTと獣医師国家試験は全く異なる目的で行われている試験であり、この
　ような議論が提起されること自体がおかしい。獣医師国家試験の中立性が失われれば
　国民の信頼は得られない。
・vetCBTと国家試験必須問題との間に関連性を持たせることは，作問・精選する上で障壁
　にならないか危惧される。国家試験出題委員もvetCBTの問題を作問・精選できるように
　するために，両者の試験問題にあえて関連性がない方が都合がよいのではとも判断でき
　ます。
・出題範囲に関してはすでに臨床系の各論を入れる方向でコアカリの到達目標を削減する
　方向で検討が始まっている。
・獣医学共用試験は、「実習に臨む学生に必要な最小限の知識・技能・態度の到達レベル
　を公平かつ厳正に評価し、その質を動物所有者（飼育者）と社会に保証するため」に
　実施しているものであり、獣医師国家試験とは目的が明確に異なる。別に考えて実施
　すべきである。
・国家試験の代替にはならない。本来CBTの目的は異なるので。しかし、全学生がCBT程度
　の知識を全員が持つことになるので、国家試験の必須問題は省略しても良い、という
　理論は成立するのではないか？ただし、現役学生のみ対象だが。。。
・必須問題だけでなく基礎系問題の代わりとして考えてもよいように思います

＜総評＞
※ 両意見があるが、CBTと国家試験は別物という考えが主流。
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⑦ vetCBTの将来の方向性も含め、その他なんでも建設的な意見があれば記載

してください（各１行程度にまとめて記載願います）

・様々な検討事項があり、議論されていると拝察いたしますが、数年間の本学での
　経緯を見て、責任者の先生方のご負担を思うとvetCBTを行うコンピューターシス
　テム（基本OSなど）はなるべく継続的使用が可能な方が良いように思いました。
・診療行為を実施するための獣医師法対応との位置付けを考えると，国家試験の
　代替や一次試験的な考えはしない方が良い。
・共用試験の問題は，公開した方が良い。
・出来るのであれば前臨床実習までの科目の終了時期とvetCBT, OSCEの開催時期を
　全国的に揃えて、追試・再試は全国の数ブロックで実施してもらうかたちにする
　と各大学の教員の負担が減るのではないかと思います。
・CBTを国家試験必須問題の代わりとする案には反対です。必須問題の範囲も含めて
　国家試験の直前にまとめて勉強することで、包括的な獣医療への理解が得られると
　考えるためです。
・CBTを国家試験必須問題の代わりとする案には反対ですが、仮に国会試験必須問題
　の代わりとする方向に進むなら、少なくとも国家試験と同等の難易度、合格率に
　する必要があると思います。
・学生に対しては、一定の知識を有することの社会への説明となるものなので、
　しっかりと取り組める質（難易度ではなく）と量を担保すべき
・将来的に、vetCBTをしたことが、ポリクリだけでなく、学外実習でも役立てうる
　ように、試験問題にフィロソフィーを持たせる
・社会的認知度を向上させる広報も必要ではないでしょうか
・学生の間では国家試験との混同が未だに認められる。これへの対処法が必要。
・将来的に、vetCBTで試験を実施した基礎科目が、国家試験の替わりになればよい
　と考えます。
・CBT実施の趣旨を考えると臨床実習に備えるべき知識に関する出題を増やして今
　よりも難易度を上げても構わないと思うが、それに合わせた試験対策期間を授業
　期間・休暇期間とは別に2週間～１ヶ月程度与えてあげるのが良いのかと思う。
・充実した診療参加型臨床実習を行うための共用試験であることの再認識が必要
　（全大学で、診療参加型臨床実習の実質化を実現すべき）、そのうえで内容の
　見直しを。
・全国の獣医学大学学生が獣医学各科目について知識を習得する必要性をＣＴＢを
　通じて理解していると感じている。
・大学教員や社会人獣医師がＣＢＴの問題を回答できるかといえばできていない。
　獣医師の生涯教育として利用できるのではないか？
・本来の目的である臨床実習参加のための基礎学力確認の位置に止めるべき
・ポリクリに進めるかどうかの判断にするレベルで良い。それ以上はここの大学が
　考えること。
・試験時間を短縮してよい。
・CBTの実施時期が大学の試験期間やOSCEと近いため十分な勉強時間を取れないい
　う意見を聞きます。問題を難しくする場合は、スケジュールも配慮する必要があ
　ると思いました。
・1ブロックあたりの時間をもう少し短くして欲しい
・ポリクリに進めるかどうかの判断にするレベルで良い。それ以上はここの大学が
　考えること。
・上記アンケートの助けになるような情報がホームページで見つけることができな
　かった。情報の充実が必要かもしれません。
・すでに行っているかもしれませんが、受験者のアンケートとフィードバックが重要
　と思います。
・医学部等とのCBTシステム統合でシステム維持管理費や更新費の軽減ができれば、
　受験者の経費軽減などにつながらないか？
・各大学で行うべき特色ある教育と真逆の方策であるため、最終的にはCBTやOSCEと
　もに廃止すべき。
・CBTをなぜやるのかもう一度きちんと討論すべき
・CBTの問題と国家試験問題との関係性については、農水省と獣医系大学との
　間で、育成する獣医師に求める資質を共有しなければ整理できない。
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・追試について、わずか１-数名のために実施するということが続いていることから、
　負担軽減のため、出来れば類似日程の他の大学とどこかでまとめて実施という形にして
　欲しい。
・CBTの実施は、確実に国家試験合格率上昇に寄与しているが、逆に卒業研究への取り組
　みが極端に低減していることから、問題をもう少し簡単にして学生の心理的負担を軽減
　すべき。
・残念ながら、詰め込み暗記のCBTを導入してから学生の獣医学の詰め込み勉強が嫌いに
　なる傾向が強くなり、獣医系からの就職離れが目立つ。
・各大学で行うべき特色ある教育と真逆の方策であるため、最終的にはCBTやOSCEともに
　廃止すべき。
・CBTをなぜやるのかもう一度きちんと討論すべき
・CBTのベースとなるコアカリキュラムの科目数を臨床系科目を中心に見直す（過度な細
　分化を是正する）必要があると考えます。基本的な問題を中心とするCBTの意義は大き
　いと思います。
・Wetの実習に入る前の基本的学力の認定とともに動物倫理や法規に関する問題数を少し
　増やす必要があるように感じます。
・vetCBTまでに全コアカリ科目を終了させるために無理がかかっている。参加型臨床実習
　開始に必ずしも必要ではない科目はCBT後に教えてもいいのでは。
・獣医師会に全ての費用を負担して貰いたい。
・何を目指してこの制度をスタートさせたのかどこを目指すのかをはっきりさせるべき。
・単に臨床研修の１ステップなのか、それとも獣医学生全体の知識レベルの底上げを目指
　すのか、現状では前者の色合いが濃い。
・６年生となり途中中だるみの感が否めない学生の意欲と知識レベルの底上げを目指し、
　学生が将来の方向性を考えるきっかけとなるような試験にする必要があるのでは。その
　ためには、１週間程度を試験ウイークとし、基礎から応用、臨床まできめ細かく勉強さ
　せるようなものが必要ではないか。
・獣医学生は基礎学力があり、潜在能力も高いのに、それを生かしきっていない。そのよ
　うな潜在能力を刺激するような試験が望ましい。
・獣医学の知識だけではなく、社会人としてのコミュニケーション能力が育っていない学
　生が多いので、社会に貢献するような獣医師を育成するためには、コミュニケーション
　スキルアップに繋がる試験も重要ではないか。
・（すでにされてる事かもしれませんが）医学・歯学・薬学のCBT事例を参考に，vetCBT
　でも導入できることを検討する（連問形式や動画など）.
・共用試験をパスしても，参加型臨床実習に参加できるレベルに達していない学生がほと
　んどです（少なくとも８割以上）。共用試験の意義を感じません。
・出題範囲と，各大学におけるその開講学年のすりあわせが必要である
・もう少し継続して実施して、その結果を見ないとvetCBTの評価は難しい
・精選委員をしている経験からすると出題する先生がCBTの意義とどのような問題を出した
　らいいかについて、より理解が必要
・獣医師の地位向上のために必要だと思う。獣医師の収入や地位が確保され無ければ、
　そのうち獣医師希望の学生が減少するかもしれない危惧がある。
・国家公務員給与に獣医師手当を付ける。
・地方公務員給与に獣医師手当を付ける。
・大学教員にも獣医師手当を付ける。
・共用試験全体にいえることですが、「参加型臨床実習を受講する上での違法性阻却」と
　いう目的を達成するための最小限の取り組みで良いと思います。
・実質的な関門になる程度の難度にしても良いと思います。
・現状に大きな問題は感じません。あと3回ほど実施した後で長期的な視点でvetCBTのあり
　方を検討してもよいのでは、と感じました。
・獣医学の習得状況を教員だけでなく、学生自身も確認できる良い仕組みであると感じて
　いる。
・参加型臨床実習に参加する上での質保証の観点から、臨床科目をすべて履修したうえで
　試験を課す。（上記の目的ためには、試験実施が5年生前期末までとなってもよい。）
・一般的な学生が特段の準備なしで正当できる難易度を意識（出題者が自分の専門分野に
　過度に思い入れを持って出題しないよう）する必要がある。
・CBTの実施については、準備、監督業務等、教員にそれなりの負担が生じており、できる
　かぎり軽減する実施方法の改善が必要だと思います。
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・出題内容をコアカリ教科書のキーワードレベルに絞る。
・vetCBTが国家試験の予備試験のようになってしまうことは良くないと思います。
・CBTの性質上やむを得ないかもしれないが、受験者により出題される分野が大きく異なっ
　ているのが気になります。問題はランダムにするとしても、分野ごとの出題数はある程
　度統一できると良いかと思います。
・出題範囲の偏りをもう少し是正すべきだと思う。同じ分野が50問出た学生と30問出た
　学生の評価は同じでよいのか疑問に思う
・各セットにおける正答率の傾向等を、カリキュラムや今後の作成問題の難易度を考える
　上で有用な情報として各大学にフィードバックできないか。
・出題範囲については現在除外されている臨床科目の軟部外科の追加も検討の余地がある
　と考えます。
・臨床科目の総論・概論は内容が具体性に欠けるところもあり、出題者側も苦慮しており
　ます。
・医歯薬のCBTとの比較した情報があった方が良い。
・コアカリが改訂される予定ですが、vetCBTの出題問題範囲の変更時期をどのように設定
　するのでしょうか。
・出題範囲を終えるために窮屈なカリキュラム編成になることが懸念されます。
・・各ブロックの試験時間が長すぎるように思います。
・昨年の試験では問題のパターンが6個ほどで出席番号順に割り振られていたようです。
　このような方式ならPCで行う必要がないように思います。
・重複問題がかなり増えてきていると思われる。どこかで精査する必要がある。
・問題数が増えたときに，CBTはいつでも受験できるように（期間は設定する）すると，
　利便性が高まると思われる。
・卒業後に多くの学生が臨床医となる医学部と違い獣医師は多様な進路がある。臨床実習
　のために必要なことは理解するが、あまりCBTの負担を大きくすることが良いことだとは
　思えない。
・しかし、学生で獣医療行為をするのであれば何らかの担保は必要であるため、CBTが必要
　であるとは思う。そのため、難易度をどの程度にするのか各大学・教員の共通認識が
　必要。
・国家試験との住分けを明確にしていく必要があるため、VetCBTは現国家試験の必須問題
　と学説問題を中心とし、国家試験は実地問題を中心としてはどうか
・国家試験を実地問題中心とすることで高学年のカリキュラムは現場での実技実習を積極
　的に取入れていく必要が出てくる。国際レベルを目指す現状の流れに沿ったものになる
　のではないか
・始まってまだ数年であることから、社会での実用性・実効性がどの程度あるのかはまだ
　判断しかねるかと思います。よって、現状がどうであるのかについてはまだ問題点がク
　ルーズアップされていないと思います。さらに5－6年今のままで経過観察が必要かと
　思う。
・現状の問題選定委員で特に1次評価者の負担が大きく、増員を希望する
・必須専門用語集などが策定されていない科目は早急にまとめる必要性がある
・自分が作成した問題についての精選委員による評価を知ることができれば、今後の問題
　作成の参考になる。ぜひ検討していただきたい。
・獣医師供用試験に関して運営に関する人件費を含む諸経費を公的資金として監督諸官庁
　に要求するべきでは？(受験料の低額化のため)
・上記に関連しますが，獣医師を目指す学生の負担を減らす意味でも将来的に国家試験必
　須問題の替わりとなるようにすべきでは？
・機器の使用などの問題と使用ソフトウェアの問題などあると思いますが，国家試験の受
　験料と比較してやはり高額であるのは納得されないのでは？
・医･歯･薬のCBTの費用の出所はすべて受験料でまかなっているのでしょうか？
・実際の問題に関して精査されていると思いますが，未だマニアックな問題も見受けられ
　るので、もう一度問題の選択法を見直す必要があるのは？
・受験料に関しては，医･歯･薬CBTの受験者数との比較から鑑みるとある程度仕方ないとも
　思います．
・上記には「現行で良い」を選択いたしましたが，時期･回数について，各大学のカリ
　キュラムの進捗状況に絡んで検討する必要があると思います．
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・教員だけでなく、試験を受けた学生からの意見やフィードバックを有効に活用して改善
　する。
・上記は受験後の6年生、卒業生のどちらからも集めることを検討した方がよい。
・各ブロックの問題数を減らし、試験時間も短縮する1ブロック40分出題数60題程度とし、
　移動、試験と試験の間の休憩を含めて午前または午後にすべて終了できるようにする。
・国家試験の必須程度の問題として、国家試験の問題はABCDのみとすることが望ましい
　と考える。
・国際認証との関係で、スキルスラボを中心とした臨床実習の充実が求められるため、
　臨床スキルに関する項目も取り入れるべきと思います。
・vetCBTでも国際化を鑑みてDay One Competenceで指摘されているsoft skillについて
　も取り入れるべきと思います。
・精選委員をした経験であるが「参加型臨床実習の参加に支障をきたすことのない知識を
　問う」ことが重要であり、それから逸脱した問題は排除すべきである。
・現状、CBTで共用試験を実施する意義を感じない。
・本学ではCBTに使用するタブレット端末の老朽化が問題になっておりCBTを実施できるよ
　うなコンピュータ室はない。CBT機材の有効利用のために、コンピュータ教材の拡充を
　推進するべきである。
・統一的試験の性格を持たせるのであれば、全大学が同一の試験を（一斉に）行うべきで
　ある。同時に再試験を早めに実施してあまり留年者をつくらず実習実施に重大な支障を
　来さないようなシステムが望まれる。
・大学間の実施日の違いによる不公平感を取り除いた方が良い。
・国家試験における臨床科目や応用科目の重点化に伴いvetCBTが基礎獣医学の多くを
　カバーすればよいのではないか。
・機密性が重要であることは十分認識していますが自身以外の出題内容をある程度は確認
　できるようにすることで、難易度の平衡化が図れるように思えます。
・Computer Basedでしか出題できない問題等を取り入れないのであれば端末管理や配布
　回収が簡単なペーパー試験への転換も視野に入れてよい。
・他学部のCBTに準ずる出題難易度が必要と思われる
・各教科にまたがるような問題も必要かと思います。
・学生により科目の偏りがあるとの苦情もあり，国家試験の出題数に準じて
　出題科目数に傾斜をかけた方が良いのではないでしょうか？
・質問③で述べたが、vetCBTを基礎編、OSCEを臨床実践編としていくべき。
・教員も学生も負担の少ない試験を目指した方がよいと思います。
・学生がvetCBTにより、どのくらいの知識をつけているかがわかると良いと
　思われる。
・現行の方式で一定の成果が出ていると思う。
・無理にPCを使って問題を解答させなくともよいと思います。
・受験料を申し込んだ学生（受験資格を有する者）がリスト一覧で把握できれ
　ば，各学生に紙ベースの受験票を発行する必要はないと思います。
・国家試験必須問題の替わりを目指すなら、同時に国家試験必須問題は廃止
　すべき。
・他分野の教員から見てもコアと考えられる問題のみの試験にした方が良い
・３年生の進級時に実施し、導入教育と基礎獣医学教育分野のみを範囲とし、
　臨床や公衆衛生分野での実務教育を受けるための準備ができているか・資質
　があるのかを評価できるようにしたい。
・受験生への注意事項として「問題を記録せず，他人に伝えず」とあるが，こ
　れは実質不可能です。注意事項から除外してはいかがでしょうか。
・正答率の低かった問題は不適切問題でないかを検討する必要があります。
・メモ用紙はたとえ試験後回収するとしても、手間がかかり負担増になり、
　問題漏洩のリスクをより増大させるので廃止すべき。CBTの意味がないように
　思う。
・参加型臨床実習を受講するために修得状況を確認する科目を再度精査
　すべき。関係ない科目が盛り込まれている。
・医学部が厚生省と協働しているように、獣医師資格を発行する農水省と
　連携し、獣医学教育の軸を決め、ダブルスタンダードを避ける必要がある。
・国家試験出題基準とコアカリの二重規範から脱却した上で、vetCBTの出題に
　ついて検討すべき。
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・試験に使用した問題を少なくとも教員には公開すべきです。
・PCを使って解答させるならば試験実施後のアンケートもぜひ同じようにして
　いただきたい。学生・教員側双方が同様な所感を持っていると思う。
・学生から受験者によって出題傾向の偏りがあるような情報があるため、改善
　が必要。
・今年度，学生側から試験結果の開示について度々催促されたためできる限り
　迅速に採点結果を大学側へフィードバックしていただきたい。
・国家試験ですら農水が過去問をPDFで提示しているので，vetCBTも具体的な練
　習問題をオープンにしてはいかがでしょうか。
・試験監督を行う監督者に問題を読まないようにと指示されているがそれは
　無理である。問題を公表し不適切問題をピックアップする仕組みを作らなく
　ては学生からの不適切問題の指摘のみでは良い問題とならない。
・vetCBTが必要か疑問です（各大学が独自の審査をすればよい）。OSCEは不要
　です、意味がありません
・学生および教員に大きな負担を強いているが共用試験の導入前と後で学生の
　習熟度の変化はあまり感じない。つまり、やる意味がないと感じる。
・学生がvetCBTという短期的な目標に囚われてしまい幅広い知識に目を向ける
　ことを阻害している。
・vetCBTのためにカリキュラムが硬直化し、大学の独自性が失われている。
　例えると、専門学校化している。
・農水省、文科省との連携が不透明な現段階でvetCBTを進級または各大学の
　実習参加可否の判断に利用することは避けるべき。
・獣医学教育において共用試験が必要となった経緯と目的をもう一度見直し、周知する
　必要がある。
・共用試験が無かった時代の参加型臨床実習にどのような問題・課題があって現在共
　用試験を行うことになったのかを明確にする必要がある。
・共用試験を行う必要性を明確にし、特に今後を担う中堅・若手教員が問題点を意識
　し取り組める状況が必要とされる。
・目的が明確であれば、CBTの出題範囲、難易度、問題数は必然的に決まる。すなわ
　ち、「獣医師免許を持っていない学生が実際に動物（患畜）と接するためには、
　その学生が一定の基礎学力（知識・技術・能力）をもっていることを社会に明示
　する必要があります」とのことであれば社会に示す必要がある”一定の基礎学力”
　とは何かを具体化することでvetCBTの出題範囲、難易度、問題数は必然的に決まる。
・共用試験・vetCBTの充実化のためには、まず共用試験を担う教員がどの程度目的を
　理解し、必要性を感じているかをアンケート調査する必要がある。
・参加型臨床実習に参加する学生が、獣医学の基礎知識を有していることを社会に
　明示するために実施するのであれば、試験問題は公表すべき。
・国家試験必須問題の替わりを目指すなら、きちんと国家資格として認定すべき。
・合格、不合格だけではなくて、各学生の成績（総合、教科（分野）別の得点率）を
  個別に開示すべきであると思います。医学部や歯学部では10年以上その様にやって
  います。そのためにも、各学生ごとの出題難易度のばらつきが一定基準以下になる
  ように、実施評価機構では難易度を揃えるための問題セット組の作業を行ってい
  ます。（歯学部CBT機構で問題ブラッシュアップ、問題評価、セット組などに携
  わった立場から申し述べさせていただきました）
・仮に，練習問題と同じ問題が数問出題されても，参加型臨床実習のための試験なの
  で問題ないと機構側が明言してはいかがでしょうか。
・vetCBTの（のみでなく、vetOSCEについても）事後評価をするために必要な正答率
  や識別率などの情報を教員に提供してアンケートをすべき。
・国家試験内容と連動した（国家試験を意識した）問題にした方が良い。
・Osceも含め教員負担軽減と質保証に努める
・将来的には国家試験と連携し、共用試験はベーシックレベル、国家試験は実践
　レベルとなれば良いと思う。
・機構があるのだから、教員の負担を減らしてほしい。受験料を上げて人件費の確保
　をお願いしたい。
・国家試験と同様に、可能であればすべての大学が同一日程で実施する。
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・vetCBT　実施に当たって教員の負担を軽減して欲しい。
・追再試験は、各大学の対象者を一か所にまとめて実施するなどの工夫をお願いしたい
　と存じます。実施時期についての課題をクリアする必要はありますが。
・受験料を徴収しているのならば、試験問題作成と試験監督手当が必要と考えます。
・試験時間が必要以上に長く受験生が疲れているように見えます。また試験監督等教
　員側も拘束時間が長いです。そのためもう少し試験時間を短くしたほうが受験者・
　試験監督・関係者多方面にとって有益なのではないでしょうか。
・CBTとOSCEはセットで共用試験となっておりますので、OSCEの評価を含めて、総合的に
　方向性を考えていく必要がある。それには、まだ、試験回数が少なく、一回り（6年）
　経過してから、共用試験の全ての作業について点検評価が必要だと思われます。
・vetCBTがコアカリの到達度を問う試験なのでコアカリの位置づけを明確化して学生の
　負担を軽くする。
・vetCBTの方向性にある程度コンセンサスができれば, 将来的には止めることを想定して
　もよいのではないか。
・国家試験（獣医学教育のほぼ全体）とコアカリ（参加型実習以前に望まれる到達度,
　フルカリキュラムの３分の２程度）の違いを明確化する。
・問題数が十分に多くなったところで自習用のアプリを学生に提供してvetCBTは任務を
　終了してもよいのではないか。到達度は各校で判断する。
・臨床各論を含めたCBTを実施することを考える。
・国家試験の基礎系科目を共用試験で代替することを考える。受験生も出題者も真剣度が
　上がり, 農水省の支援が得られるかも。
・開催時期を春に統一する。
・CBTだけではなくOSCEも高度化する。
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【４】分野別第三者評価導⼊実施状況	
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【４】分野別第三者評価導入実施状況概要 

 2017 年度および 20118 年度に行われた大学基準協会による獣医学教育評価を通じて得た

獣医学教育の共通課題について、大学基準協会の獣医学教育評価委員会で以下のようにま

とめられた。 

1)モデル・コア・カリキュラムのあり方について

実地調査の学生インタビューにおいて、学生からの意見としてモデル・コア・カリキュラ

ムが詰め込みになっているきらいがある、教員も詰め込んでいる感があるとの意見、臨床教

育の重視により研究活動や公衆衛生分野の教育への比重が減っている、との意見があった。 

2)アドバンス教育の定義の確定とその定義の周知について

試行評価でも露呈していたが、各大学によってアドバンス教育の定義が異なっている。例

えば、鹿児島大学・山口大学は共同獣医学部として「専攻演習」「卒業論文」を挙げている

が、それぞれとしては山口大学では、「動物感染症実習」を挙げ、鹿児島大学では「コアカ

リキュラムの科目の中で、アドバンス教育を行っている」と説明している。

一方、麻布大学では、「最新のバイオサイエンス」「インターンシップ」「専門学外実習」

「小動物病院実習」「先端獣医療」「臨床解剖学」「獣医学特論Ⅰ・Ⅱ」を、日本大学では、

「分子生物学」「動物品種論」「生物統計学」「牧場実習」「エキゾチックアニマル学演習」「獣

医応用免疫学演習」「展示動物医学演習」「獣医再生医療学演習」を、酪農学園大学では、「統

合獣医学（必修）」「獣医畜産法規（必修）」「中獣医学（選択）」「病院実習専修コース（選択）」

「伴侶動物医療クリニカルローテーション（選択必修）」「生産動物医療クリニカルローテー

ション（選択必修）」「伴侶動物医療アドバンスドコース（選択必修）」「生産動物医療アドバ

ンスドコース（選択必修）」「生体機能学演習（選択必修）」「生体機能学特論（選択必修）」

「生体機能学実験（選択必修）」「生体機能学基礎実験（選択必修）」「感染病理学演習（選択

必修）」「感染病理学特論（選択必修）」「感染病理学実験（選択必修）」「感染病理学基礎実験

（選択必修）」「衛生環境学演習（選択必修）」「衛生環境学特論（選択必修）」「衛生環境学実

験（選択必修）」「衛生環境学基礎実験（選択必修）」を挙げている。 

3) 上記 1)と 2)の課題を検討する主体として、1) 全国大学獣医学関係代表者協議会、2) 日

本獣医学会、3) 日本獣医師会、4) 文部科学省、5)大学基準協会が候補として挙げられた。 

 一方、今後の獣医学教育評価受審予定大学は、全国大学獣医学関係代表者協議会で以下の

ように提案され、大学基準協会獣医学教育評価委員会に報告された。 
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2017 年度：麻布大学（評価終了） 

2018 年度：鹿児島大学・山口大学、日本大学、酪農学園大学（評価終了） 

2019 年度：大阪府立大学、北里大学（評価終了） 

2020 年度：受審希望校なし 

2021 年度：岩手大学・東京農工大学 

2022 年度：受審希望校なし 

2023 年度：宮崎大学、東京大学、岐阜大学・鳥取大学、日本獣医生命科学大学 

北海道大学・帯広畜産大学は 2020 年度以降としているが未定である。 

以上 
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